- BANK 0 -

<TEXT: 0>
『精霊の樹
この樹には精霊が宿っているといわれています。傷つけないように、みんなで協力しましょう。

ユークリッド観光協会』と書かれている。<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「あれ？見失ったか......。<END>
<TEXT: 2>
<CHESTER>: 「オレ、近くを探してくるぜ。<END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「確かにこっちに来たと思ったのに......。<END>
<TEXT: 4>
 樹を<speed:10>、<speed:FF>けがさないで......。<END>
<TEXT: 5>
<CHESTER>: 「こっちにはいなかった。そっちは？<CLEAR>

<CLESS>、どうした？<CLEAR>

<CLESS>: 「いや......。<END>
<TEXT: 6>
<CHESTER>: 「いたぞ！<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: 「大物だな。<CLEAR>

<END>
<TEXT: 8>
<CHESTER>: 「これだけ捕れれば十分だろ。村に戻ろうぜ。<END>
<TEXT: 9>
<CLESS>: 「あれは<speed:10>......<speed:FF>、村の鐘の音だ！何かあったのか！？<CLEAR>

<CHESTER>: 「<CLEAR>

ごう！！<END>
<TEXT: 10>
<CHESTER>: 「あ！猪だ！<END>
<TEXT: 11>
<CHESTER>: 「追いかけよう！<END>
<TEXT: 12>
「いた！あそこだ！<END>
<TEXT: 13>
<CHESTER>: 「もう帰るのか？
まだあんまり獲物を捕まえてないぞ。<END>
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<TEXT: 0>
トーティスの村<END>
<TEXT: 1>
フィールドのじかんをかえます。
1.現在 2.過去 3.未来<END>
<TEXT: 2>
おわり。<normal coloured text><END>
<TEXT: 3>
しょきかおわり。<END>
<TEXT: 4>
<MINT>はすべての 法が使えるようになった。<END>
<TEXT: 5>
<MINT>がいませ~ん。<END>
<TEXT: 6>
<CLESS>はすべての技が使えるようになった。<END>
<TEXT: 7>
<KLARTH>はすべての 法が使えるようになった。<END>
<TEXT: 8>
<KLARTH>がいないって。<END>
<TEXT: 9>
<MINT>はすべての 法が使えるようになった。<END>
<TEXT: 10>
<MINT>がいませんわ。<END>
<TEXT: 11>
すべてのアイテムを手に入れました。<END>
<TEXT: 12>
せんたく。<END>
<TEXT: 13>
<CLESS>: (この橋はメイプル橋といって、この上でちかい合った愛は永遠に続くと言われているんだ。<CLEAR>

何でそんないわれがあるかは知らないけどね。<END>
<TEXT: 14>
トリスタン
「<CLESS>よ~い。<END>
<TEXT: 15>
<CLESS>: 「師匠、もう帰るんですか？<CLEAR>

トリスタン
「そんなとこじゃ。おんしはどこへ行くんじゃ？<CLEAR>

<CHESTER>: 「南の森に猪を狩りにね。<CLEAR>

トリスタン

「そうか。精進せいよ。<END>
<TEXT: 16>
「あ、<CLESS>君かぁ。びっくりした。<CLEAR>

私たち、来月結婚するでしょ。どんな結婚式にしようかなぁって彼と話してたの。<END>
<TEXT: 17>
「よっ！
<CLESS>もいい人見つけろよ！<END>
<TEXT: 18>
「兄ちゃん、今度剣術教えてくれよ。おれ、もっと強くなりたいんだ！<END>
<TEXT: 19>
「あ~あ、私も早くお嫁さんになりたいな。<END>
<TEXT: 20>
「私は旅の者です。
ここはいい所ですね。しばらくここに住もうと思っています。<END>
<TEXT: 21>
「よぉ、<CLESS>。<CLEAR>

最近物騒な世の中になっちまったなぁ。この鐘、鳴らさずにすむといいけどな。<END>
<TEXT: 22>
<CHESTER>: 「それじゃ狩りに行ってくるよ、アミィ。<CLEAR>

アミィ

「気をつけてね、お兄ちゃん。<END>
<TEXT: 23>
<CHESTER>: 「<CLESS>、行くぞ！<END>
<TEXT: 24>
<CLESS>: 「悪い悪い。今、師匠が家に来ててね。じゃあ行こうか、<CHESTER>。<CLEAR>

母マリア
「お待ちなさい、<CLESS>。<END>
<TEXT: 25>
<CLESS>: 「母さん！まだ病み上がりなんだから外に出ちゃダメだよ。<CLEAR>

母マリア

「でも、お前が心配でね。最近この辺りは物騒だから......。<CLEAR>

<CLESS>: 「<CHESTER>の弓とぼくの剣があれば大丈夫さ。村には父さんがいるしね。<CLEAR><END>
<TEXT: 26>
<CHESTER>: 「おばさん、心配しないで。山ほど獲物を狩ってくるから。<CLEAR>

母マリア

「........わかったわ。くれぐれも無理はしないでね。はい、これ持っていきなさい。
<CLEAR>

<green text><Item:A90C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
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<TEXT: 0>
<CLESS>の家<END>
<TEXT: 1>
<CHESTER>の家<END>
<TEXT: 2>
聖レニオス教会<END>
<TEXT: 3>
武器屋『ティーゼル』<END>
<TEXT: 4>
宿屋『やすらぎ』<END>
<TEXT: 5>
雑貨屋『ゴーリ』<END>
<TEXT: 6>
父ミゲール
「<CLESS>、邪 するんじゃない！<END>
<TEXT: 7>
<green text>休みますか？Unknown colour<END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「父さん、狩りに行ってくるよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 9>
父ミゲール
「遅くならないうちに帰るんだぞ。<CLEAR>

<CLESS>: 「わかってるよ。<END>
<TEXT: 10>
受付嬢
「あ、<CLESS>君、どっか行くの？<CLEAR>

<CLESS>: 「狩りに行くんだ。でっかいの捕まえてくるよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 11>
受付嬢
「気をつけてね。<END>
<TEXT: 12>
「ぐっすり寝てる......。<END>
<TEXT: 13>
お手伝い
「あ、<CLESS>君、お母さん寝てるから静かにね。<END>
<TEXT: 14>
シスター
「あ、<CLESS>君。今日は何？<CLEAR>

<CLESS>: 「たまには教会によるのもいいなぁと思って......。<CLEAR><END>
<TEXT: 15>
シスター
「さっきも同じこと、言わなかったかしら？まあいいわ。あなたに神の御加護がありますように....。<CLEAR>

<CLESS>: 「ど、どうも....。<END>
<TEXT: 16>
シスター
「いい心掛けね。あなたに神の御加護がありますように......。<END>
<TEXT: 17>
「自然崇拝もいきすぎると困るぜ。枝を折っちゃかわいそう、とか教義を取り違えてる奴がいるんだよな。<END>
<TEXT: 18>
「教会の祭壇の両側に立つニ体の彫像って色っぽいよね。<CLEAR>

おっと、女神様なんだっけ......。いけねぇいけねぇ。<END>
<TEXT: 19>
「よ、<CLESS>！<CLEAR>

そうそう、武器は持っててもしかたがねぇ。きちんと装備しねえと役に立たねえぜ。<END>
<TEXT: 20>
「そっちから入ったらいかんて。<END>
<TEXT: 21>
「こんにちは。<CLEAR>

休むなら自分の家で休みなさい。<END>
<TEXT: 22>
「ありがとうよ。ほら、こづかい。<CLEAR>

<green text>10ガルド手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 23>
「おや、ちょうどよかった。あの置物、運んでもらおうかと思ってたんだよ。<END>
<TEXT: 24>
「早くあの置物を廊下まで運んでおくれ。窓側にぴったりくっつけておくれよ。廊下のド真ん中に置いたらお客さんに迷惑かけるからね。<END>
<TEXT: 25>
「<CLESS>かい。<CLEAR>

すまないがそこにある置物を廊下まで運んでくれないかい？<CLEAR>

<CLESS>: 「あの置物って......ブッシュベイビーの像ですか？何でブッシュベイビーなんですか？<CLEAR>

「じいさんの趣味だよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「はあ......。<CLEAR>

<green text>置物を運びますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 26>
そうかい。
最近の若いもんは......。<END>
<TEXT: 27>
窓際にぴったりくっつけておくれよ。廊下のド真ん中に置いたらお客さんに迷惑かかるからね。<CLEAR>

頼んだよ。<END>
<TEXT: 28>
「今、主人と旅をしています。
ここはいい所ですね。ずっと居たいわ......。<CLEAR>

主人なら散歩してますわ。<END>
<TEXT: 29>
「なんじゃ、<CLESS>か。何かようか？<CLEAR>

外はええ天気ぢゃのぅ。
しかし西から変な雲がたちこめてきおった。一雨きそうかのぅ。<END>
<TEXT: 30>
「おお、<CHESTER>。妹は元気か？ほら、これを持っていきな。<CLEAR>

<green text>リンゴを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 31>
バイト
「ちくしょー、人使いの荒いじじいだぜ。どうせ客なんていないくせに。<CLEAR>

主人

「何か言ったか！？もっと気合い入れて働け！<CLEAR>

バイト
「は、はい！<END>
<TEXT: 32>
「ついにアルベイン先に弟子入りしたのだ......。<CLEAR>

先の元でさらに剣の腕を磨くのだ！<END>
<TEXT: 33>
「やあ。君がアルベイン先の息子の<CLESS>だね。<CLEAR>

今度ぜひ剣を交えたいものだな。<END>
<TEXT: 34>
<CHESTER>: 「アミィ、これ。<CLEAR>

アミィ

「お兄ちゃん、また雑貨屋のおじいちゃんからリンゴもらったのね。

ん、おいし'heart'<END>
<TEXT: 35>
アミィ
「あ、<CLESS>兄ちゃん、こんにちは。狩りに行くんだっけ。でーっかいの捕まえてきてね。

お兄ちゃん、<CLESS>兄ちゃんの足手まといになっちゃだめだよ！<CLEAR>

<CHESTER>: 「お前に言われるまでもないって。<END>
<TEXT: 36>
アミィ
「いってらっしゃい。気をつけてね。<END>
<TEXT: 37>
「う~む、さすがに剣の先のいる村だ。いい武器がそろってるな。<END>
<TEXT: 38>
神父
「おや、<CLESS>君か。何か悩みごとかな？<CLEAR>

<CLESS>: 「いえ、そういうわけじゃ......。<CLEAR>

神父

「近いうちにここで結婚式をやります。手伝いをお願いできますかな？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、もちろん。<CLEAR>

神父

「ありがとう。この教会はトーティスの創始者、レニオスにちなんで名付けられました。

偉大なる創始者の名に恥じぬような立派な結婚式を拳げたいものです。<END>
<TEXT: 39>
神父
「自然と共に人としてあるがままにきること、それが大地母神マーテルの教えです。<END>
<TEXT: 40>
「えいっ！<END>
<TEXT: 41>
「とうっ！<END>
<TEXT: 42>
<speed:01>「オレたち<speed:1B>、<speed:01>いつまで<speed:1B>、<speed:01>こんなこと<speed:1B>、<speed:01>してるんだろ？<speed:FF><END>
<TEXT: 43>
「早く練習終わらないかな......。<END>
<TEXT: 44>
<CLESS>: 「トリスタン師匠、こんにちは。<CLEAR>

トリスタン
「<CLESS>か。精進してるか？おんしも父を超える剣士になるんじゃぞ。<END>
<TEXT: 45>
<CLESS>: 「父さん、呼んだ？<CLEAR>

<CLESS>の父ミゲール
「ああ。母さんの風邪の具合はどうだ？<CLEAR>

<CLESS>: 「熱も下がったみたいだし、もう大丈夫だよ。で、話って何？<CLEAR>

ミゲール
「お前にやったペンダントについてな。<CLEAR>

<CLESS>: 「ペンダント？ああ、15の誕日にもらった....。あれがどうしたの？<END>
<TEXT: 46>
ミゲール
「あの声は<CHESTER>か。<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、父さんごめん。<CHESTER>と約束してたんだ。<CLEAR>

ミゲール
「ああ。ペンダントのことは夕食の時にでも話そう。<CLEAR>

<CLESS>: 「はい。<CLEAR><END>
<TEXT: 47>
トリスタン師匠、ゆっくりしてって下さい。<END>
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<TEXT: 0>
？？？
「私の声が<speed:10>......<speed:FF>聞こえますか？<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: (今....、女の人の声がしたような<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 2>
<CLESS>: 「穴の向こうから女性の声が....。<CLEAR>

？？？

「手を、こちらへ......。<CLEAR>

<CLESS>: 「誰......ですか？<CLEAR>

？？？
「手を、こちらへ差し伸べて、下さい......。あなたの助けになりたいのです。<CLEAR>

<green text>手を差し伸べますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「......これは......イヤリング？<CLEAR>

？？？
「それを壁にかざして......。
あなたならきっと館から出られるわ......。<CLEAR>

<CLESS>: 「ちょ、ちょっと待って！
あなたは......。<CLEAR>

......とにかくイヤリングをかざしてみよう。<END>
<TEXT: 4>
<CLESS>: 「これは......！？<CLEAR>

さっきの人に会ってお礼を言わなければ<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 5>
「手を差し伸べて....。
手を......。<END>
<TEXT: 6>
<CLESS>: 「この穴からじゃ出られないな
......。<END>
<TEXT: 7>
<green text>剣で扉をこじ開けました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「素手じゃ無理か......。<END>
<TEXT: 9>
<CLESS>: 「ここは......？<END>
<TEXT: 10>
<MINT>: 「ここから水路につながってるみたいです。<CLEAR>

何とか開けられないかしら....。<END>
<TEXT: 11>
<green text>剣で鉄格子をこじ開けました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 12>
<CLESS>: 「素手じゃ無理か......。<END>
<TEXT: 13>
<CLESS>: 「これ以上進むと見つかってしまうな......。<END>
<TEXT: 14>
<CLESS>: (この子は母の死を知らない。現実をこの子に見せるのはあまりにもかわいそうだ......。<END>
<TEXT: 15>
<CLESS>: 「そんな<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

あの手のぬくもりは何だったんだろう....。<END>
<TEXT: 16>
<CLESS>: 「大丈夫？けがはない？<CLEAR>

？？？
「あなたは......？<CLEAR>

<CLESS>: 「ぼくは<CLESS>。君は？<CLEAR><END>
<TEXT: 17>
？？？
「<MINT>。<CLEAR>

あの......、助けてくれてありがとうございます......。<CLEAR>

<CLESS>: 「いつまでもここにはいられない、早く逃げよう。<CLEAR>

<MINT>: 「......お、お願い！私の母も助けて下さい！<CLEAR>

向こうの牢にいます......。<CLEAR><END>
<TEXT: 18>
<CLESS>: 「え？<END>
<TEXT: 19>
<CLESS>: 「........あそこには誰もいなかったよ。さぁ、早く！<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>........<speed:FF>で、でも......。<CLEAR>

確かにお母さんの声が聞こえていたんです！私を励ましてくれていたんです......。

確かに、お母さんが<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 20>
<CLESS>: 「剣が突き刺さってる....、ひどいことを......。<CLEAR>

<green text>剣を抜くことができます。抜きますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 21>
「これを、
使わせてもらいます......！<CLEAR><END>
<TEXT: 22>
<green text>ロングソードを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 23>
「そのままにしておこう。<END>
<TEXT: 24>
「よし、入れ。<END>
<TEXT: 25>
「もたもたするな！<END>
<TEXT: 26>
「おとなしくしていた方が長きできるぜ。いいな。<END>
<TEXT: 27>
<CLESS>: 「ちくしょう！！<END>
<TEXT: 28>
「ミゲールの息子を捕らえてきました！<END>
<TEXT: 29>
？？？
「ごくろう。<END>
<TEXT: 30>
？？？
「ふ、貴様のような若造が持っていたとはな<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: 「お前らだな？村を襲ったのは！<CLEAR>

？？？
「ふん、知らぬな。<END>
<TEXT: 31>
<CLESS>: 「か........返せ！<CLEAR>

？？？
「このペンダントはもらっておく。おい、この若造の武器を奪って牢に入れておけ。<END>
<TEXT: 32>
？？？
「ふふ<speed:10>........<speed:FF>、
これでついに........。<END>
<TEXT: 33>
<CLESS>: (な、何だ！？あれは<speed:10>........<speed:FF>。<END>
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<TEXT: 0>
<CLESS>: (あそこへは戻らないほうがいい......。<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「ここまで来ればもう大丈夫だろう。<END>
<TEXT: 2>
<CLESS>: 「<MINT>、危ない！！<END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「く......！？
<MINT>: 「<CLESS>さん！？<CLEAR>

<CLESS>: 「くそっ、油断した......。<END>
<TEXT: 4>
<MINT>: 「<CLESS>さん......しっかりして、<CLESS>さん！<END>
<TEXT: 5>
<MINT>: 「追っ手<speed:10>......？<speed:FF><CLEAR>

逃げなきゃ......！<END>
<TEXT: 6>
父さん<speed:10>、<speed:FF>母さん<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: 「あれは......？<CLEAR>

<MINT>: 「あれは記憶陣です。<CLEAR>

<CLESS>: 「記憶陣？<CLEAR>

<MINT>: 「あの上にのると今まで自分の経験してきた記憶が残留思念になって残ると言われています。<END>
<TEXT: 8>
『ここから先は通さねぇ！！<END>
<TEXT: 9>
<green text><MINT>が仲間に加わりました。戦闘中は法術で
<CLESS>をサポートします。<CLEAR>
法術は自動的に使ってくれますが、『今この法術を使って欲しい！』

という場合には手動で使って欲しい法術を指定することもできます。

また

『この法術は使って欲しくない！』という場合はフィールドマップ上でのメニューの特技画面で、

目標設定ボタン(通常Yボタン)を押すことによって使用有無を指定することができます(使用しない法術はグレーで表示されます)。<normal coloured text><END>
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<TEXT: 0>
<CLESS>: 「そ、そんな......。<CLEAR>

<CHESTER>: 「オレ........家を見てくる！<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「<speed:10>......<CHESTER>......。<speed:FF><END>
<TEXT: 2>
<CLESS>: 「<CHESTER>、ここは危険だ。
ぼくの伯父の所へいったん行こう......。<CLEAR>

<CHESTER>: 「<speed:10>......<speed:FF>アミィや村の人たちをこのままにして逃げるっていうのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 3>
オレはいやだ！
行くんなら一人で行け！
<speed:10>........<speed:FF>みんなを弔ってやらないと、<CLEAR>

オレ一人だけでも......。<CLEAR>

<CLESS>: 「また村を襲った奴らがここへ来たら殺されるかもしれないんだぞ！<CLEAR>

<CHESTER>: 「<speed:10>..........。<speed:FF><END>
<TEXT: 4>
<CHESTER>: 「..........すまん、<CLESS>。それでもオレは......。<CLEAR>

<CLESS>: 「<CHESTER><speed:10>......。<speed:FF><CLEAR>

<CHESTER>: 「先に行っててくれ。ニ人とも残るのは危険だし、後から必ず行くから......。<CLEAR>

<CLESS>: 「必ずだぞ。<CLEAR><END>
<TEXT: 5>
<CHESTER>: 「ああ、必ずだ......。ニ人で必ずカタキを討つぞ！<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ！！<END>
<TEXT: 6>
あいつらは、
お前のペンダントを<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: (母さんの言ってたペンダントって<speed:10>......<speed:FF>、もしかして父さんがくれたこれの事か<speed:10>......<speed:FF>？<END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: (早くここから離れよう！
そうすれば<CHESTER>はきっと安全になる<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 9>
「早く家に行かないと....。父さんと母さんが心配だ。<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「と、父さん........。<END>
<TEXT: 11>
<CLESS>: 「母さん！！<END>
<TEXT: 12>
<CLESS>: 「母さん、しっかり！<CLEAR>

母マリア
「<CLESS>、逃げなさい。伯父の住む北の都ユークリッドへ......。<CLEAR>

あいつらは、お前のペンダントを<speed:10>........。<speed:FF><CLEAR>

<CLESS>: 「あいつらって誰！？一体誰がこんなことを........！！<END>
<TEXT: 13>
<CLESS>: 「母さん、母さん！
目を開けて........、
母さーん！！<CLEAR><END>
<TEXT: 14>
うわあああああ！！！<END>
<TEXT: 15>
(すでに息絶えている......。<END>
<TEXT: 16>
<CHESTER>: 「<CLESS>、
後から必ず行くから......。<CLEAR>

<CLESS>: 「必ずだぞ。北のユークリッドで待ってるからな！<END>
<TEXT: 17>
(すでに息絶えている......。<END>
<TEXT: 18>
<CLESS>: 「お姉さん....、どうか天国で幸せになって下さい......。<END>
<TEXT: 19>
<CLESS>: 「来月結婚式だったのに......。何でこんなことに......。<END>
<TEXT: 20>
<CLESS>: 「剣術を教えてやれなくてゴメンな......。<END>
<TEXT: 21>
<CLESS>: (小さな子供まで......。一体誰がこんなことを........。<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「父さん......。<END>
<TEXT: 23>
<CLESS>: 「母さん......。<END>
<TEXT: 24>
『ミゲール=アルベイン
ここに眠る』と書かれている。<CLEAR>

<CLESS>: 「父さん......。<END>
<TEXT: 25>
『マリア=アルベインここに眠る』と書かれている。<CLEAR>

<CLESS>: 「母さん......。ぼくにもっと力があれば......。<END>
<TEXT: 26>
<CLESS>: 「どうか安らかに眠って下さい......。<END>
<TEXT: 27>
『アミィ=バークライト
ここに眠る』と書かれている。<CLEAR>

<CLESS>: 「<CHESTER>......。<END>
<TEXT: 28>
<CLESS>: 「この剣は......、父さんのでもぼくのでもない。もしかしてここを襲ったやつらの....！？<CLEAR><END>
<TEXT: 29>
<green text><Item:C20C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 30>
<CHESTER>: 「..........人が、
来る......！！<END>
<TEXT: 31>
<CHESTER>: 「また来たのか......？<CLEAR>

アミィ、<speed:10>今<speed:FF>お前のカタキをとってやるからな......！！<END>
<TEXT: 32>
<CLESS>: 「時間の剣はよろしくお願いします。<CLEAR>

<KLARTH>: 「わかってる。私が責任を持って封印しよう。<CLEAR>

<CLESS>: 「それじゃあ、お元気で......。<END>
<TEXT: 33>
<MINT>: 「みんな<speed:10>......<speed:FF>、
バイバイなんて言わないよ。もう会えなくなるわけじゃないもんね。<END>
<TEXT: 34>
でも<speed:0F>......<speed:FF>

100年後にしか会えないなんて、
寂しすぎるよぉ<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 35>
<CLESS>: 「<MINT>......。<END>
<TEXT: 36>
<KLARTH>: 「私は、もうニ度と会えないな。<CLEAR>

<CLESS>: 「<KLARTH>さん......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「気にするな。お前たちに会えただけでもよかったと思ってる。<CLEAR>

<CHESTER>も<MINT>も元気でな。<END>
<TEXT: 37>
<KLARTH>: 「さ、もう行こう。<END>
<TEXT: 38>
<CLESS>: 「<CHESTER>、もういいか？<CLEAR>

<CHESTER>: 「<speed:10>..............<speed:FF>ああ。<END>
<TEXT: 39>
<CHESTER>: 「そんな悲しそうな顔すんなよ。<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:0F>............<speed:FF>そうだね。<CLEAR>

<CHESTER>: 「またな。<CLEAR>

<MINT>: 「うん。<END>
<TEXT: 40>
<KLARTH>: 「時間の剣よ！私たちの時代へ！！<END>
<TEXT: 41>
<CHESTER>: 「これからどうする？<CLEAR>

<CLESS>: 「まずは村を建て直そう。
それが終わったら<speed:0F>........<speed:FF>、<CLEAR>

<CHESTER>: 「終わったら？<CLEAR>

<CLESS>: 「<MINT>はきっとぼくたちと同じ時を過ごしているはず、
会いに行こう！<CLEAR>

<MINT>: 「私も<speed:10>......<speed:FF>、
連れていってくれますか？<CLEAR>

<CLESS>: 「もちろん！！<END>
- BANK 6 -
<TEXT: 0>
<CLESS>: 「確か、伯父さんの家は北西の方だったな。<END>
<TEXT: 1>
ユークリッドの都<END>
<TEXT: 2>
『ユークリッド王国の歴
ユークリッド王国は約120年の歴がある。ユークリッド王国の前身、ユークリッド共和国は

三つの部族が合わさった国である。一つはベネツィア大陸を治めていた

デロイノ族、一つはユークリッド大陸南部を治めていたメイルガン族

(五十年前に崩壊した地下墓地はこの部族が建設したという説がある)そしてユークリッド大陸北部を治めていたユークリッド族、

現在の王であるユークリッド21世.ラルフ=ド=ユークリッドニアの祖先である。<END>
<TEXT: 3>
『世界の少数部族
世界中には100人以下の少数部族が約250あると言われている。その内の一つに非常に珍しい

文化を持った部族がある。それがジャポンである。ジャポンで一番知られているのは忍者であるが、その他に、完全に外部との接触を

拒んできたこの部族ならではの道具類があるという。<END>
<TEXT: 4>
『エルフ族について
エルフは長命.潜在能力として持つ 力.美形など、人間とは違った特徴を持っている。
そのエルフの発祥の地は未だに定かではない。現在はトレントの森という説が有力視されている。一説にはキング.グリムゾン.グローリーという超古代の空中都市で神によって創造された物なのだという。しかしこれはかなり伝説色の濃い部分がある。<END>
<TEXT: 5>
『超古代文明の文化九巻
超古代文明のエネルギー源は電気、もしくは油からみ出していたようである。
特に電気を使った機械等は我々の想像をはるかに越えた技術を有していたという。一説によると、機械の人間を製造していた

ということである。<END>
<TEXT: 6>
『宿泊ならこちら！
サービス満点、料理もうまいユークリッドINNへ。』

と書かれている。<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: 「ごめんくださーい！<CLEAR>

留守か......。<END>
<TEXT: 8>
ユークリッド王
「そなたたちは？<CLEAR>

<KLARTH>: 「お初にお目にかかります。我々はダオス討伐の旅を続けている者たちです。<CLEAR>

ユークリッド王
「ほう！するとそなたたちがアルヴァニスタ王の言っていた勇者たちか。<CLEAR>

<MINT>: 「勇者だって。おおげさだよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「<MINT>！王の前で失礼だぞ！<CLEAR>

ユークリッド王
「よいよい。ではおぬしたちにささやかながら旅の資金を授けようではないか。<CLEAR>

<KLARTH>: 「よろしいのですか！？<CLEAR>

ユークリッド王
「我らの国は軍隊を持たぬ。頼れるのはおぬしらのような若い戦士たちなのじゃ。支援はおしまぬ。<CLEAR>

<green text>資金援助を受けますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 9>
<MINT>: 「どうぞ、お気になさらずに。<CLEAR>

ユークリッド王
「そうか......。あいわかった。吉報を待っておるぞ。<END>
<TEXT: 10>
<green text>80000ガルド手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<KLARTH>: 「ありがとうございます。<CLEAR>

ユークリッド王
「うむ。吉報を待っておるぞ。<END>
<TEXT: 11>
「らっしゃい。いい薬があるよ。<END>
<TEXT: 12>
何でも屋『めろめろ』主人
「えらっしゃい。<END>
<TEXT: 13>
「ありがとやんした。<END>
<TEXT: 14>
「兄ちゃん、見かけない顔だね。どっから来たの？<END>
<TEXT: 15>
「すっごーい！あの人サーカスの人かなー？<END>
<TEXT: 16>
「今日は何して遊ぼうかな~？<END>
<TEXT: 17>
「きゃははははは！！
おもしろーい！！<END>
<TEXT: 18>
「あーあ、退屈......。<END>
<TEXT: 19>
「何かトーティスの村が襲われたそうですね。<CLEAR>

ここは大丈夫でしょうか......？<END>
<TEXT: 20>
「いやー、平和ですねー。<CLEAR>

何がいいって、やっぱ平和が一番！<END>
<TEXT: 21>
「すごいうまいねー、あの人。どうやったらあんな器用なことできるのかしら？<END>
<TEXT: 22>
「近々この町に旅芸人が来るらしいわ。<CLEAR>

この町は平和でいいんだけど、いまいち娯楽が少ないよのね。<END>
<TEXT: 23>
「ほっほっほ。ジャグチとはおもしろいものじゃの~。<CLEAR>

<CLESS>: (もしかしてジャグラーの間違いじゃ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 24>
「いい天気じゃの。<CLEAR><END>
<TEXT: 25>
そういえば、オルソンの家に数日前に騎士が出入りしていたが、何だったんだろうかのぅ？<END>
<TEXT: 26>
<CLESS>: 「あの、この家にいた人はどこへ？<CLEAR>

「ああ、オルソンさんか。それが突然行方がわからなくなってしまったんだ。<END>
<TEXT: 27>
「何か南の方に真っ黒な雲が立ちこめておったの。にわか雨でも降ったか......。<END>
<TEXT: 28>
「この時が永遠に続けばいいのに......。<END>
<TEXT: 29>
「........。<END>
<TEXT: 30>
「あ、すまぬ。トーティスの村へはどう行ったらいいのだ？ミゲール殿に会いたいのだ。<CLEAR>

かつて、ユークリッドの独立騎士団の隊長を務めていたミゲール殿の武勇はユークリッド大陸全土にとどろき渡っている。

一度お手合わせ願いたいのだ。<END>
<TEXT: 31>
ジャグラー
「はーい、よってらっしゃい見てらっしゃい。
見てって損はないよー。<END>
<TEXT: 32>
「ぼくもやってみたいな~。<END>
<TEXT: 33>
「わーい、わーい！！<END>
<TEXT: 34>
「す、すいません！ごめんなさい！<END>
<TEXT: 35>
「女房から逃げてきたんだ。まったくうるさいったらないぜ。<END>
<TEXT: 36>
「このぼんくら！こんな所で油売ってるんじゃないよ！<END>
<TEXT: 37>
「いらっしゃい。いいのがそろってるよ。<CLEAR>

お会計は中でね。<END>
<TEXT: 38>
「ど、どいてくれよ！今、逃げてるんだから！<END>
<TEXT: 39>
「お兄ちゃんたら全然お店の手伝いしないのよ、もう！<END>
<TEXT: 40>
「この町には科学研究所があるんだぜ。かっこいいよな。<CLEAR>

え？場所？北西のでっかい家だよ。<END>
<TEXT: 41>
「え！？あなた空を飛ぶ乗り物、持っているの？<CLEAR>

私も頼んでみようかしら？でも値段高そうね。<END>
<TEXT: 42>
「この町の科学研究所では、空を飛ぶ研究をしているらしいわ。でもどうやって飛ぶのかしら？<END>
<TEXT: 43>
「みんなすごいわね~。ごつい男ばっかり。<CLEAR>

女剣士もいるみたいだけど。<END>
<TEXT: 44>
「この先は闘技場の観客席になります。<END>
<TEXT: 45>
「連日たくさんの人が見に来ているよ。どこから来るんだろう？<END>
<TEXT: 46>
「ここは謁見の間です。<END>
<TEXT: 47>
「王の前では失礼のないように。<END>
<TEXT: 48>
「武術大会の説明を行っています。
説明の聞きますか？<END>
<TEXT: 49>
天下一武術大会は、ダオス討伐の部隊を作る目的で開かれています。大会は勝ち抜き戦、我々が送る 物と戦ってもらいます。

八回連続して勝ち抜くと終了です。部隊に志願するかどうかは本人の自由ですが、どちらにしても勝ち抜くと賞金がでます。

パーティーは組めません。参戦できるのは一人のみです。剣や剣を使った必殺技等の使用はかまいませんが、 法は使用禁止です。

また回復アイテム等はこちらで用意したもののみ使用可能とさせていただきます。<CLEAR>

希望者のみですが、八回連続勝者にはさらに強い 物と戦える権利があります。その 物にも勝つと......その後はお楽しみです。

受け付けは左手のろうかの奥です。<END>
<TEXT: 50>
「 物と戦うのか~。ちょっといやだな~。<END>
<TEXT: 51>
「さてと、いっちょ腕試しといくか！<END>
<TEXT: 52>
「こいつ、さっきから同じことばっかり言って戦わないんだぜ。<END>
<TEXT: 53>
「目押しを駆使すれば......。<END>
<TEXT: 54>
「必殺技がすべて使えればなぁ。聞くところによると、必殺技や奥義を全部だせるアイテムがあるとかないとか......。<END>
<TEXT: 55>
「この人、戦う直前になっておなかが痛くなったんだって。

情けない......。<END>
<TEXT: 56>
「昔じいさんに聞いた謎の言葉があるんだ。<CLEAR>

右.下.右下.決定。何だろこれ？<END>
<TEXT: 57>
「八回連続か......。きっつ~。<END>
<TEXT: 58>
「ちぇ、 法使えないのか。<END>
<TEXT: 59>
「あら、見学者かしら。お茶でもいかが？<END>
<TEXT: 60>
「ダオスも前まではここまで攻めてこなかったのに......。<CLEAR>

数ヶ月前にベネツィアの港が襲われたのよ。<END>
<TEXT: 61>
「メイドも楽じゃないわ。<END>
<TEXT: 62>
「お掃除、お掃除、ランランラン'heart'<END>
<TEXT: 63>
「ここは王様の部屋です。<END>
<TEXT: 64>
「王様はより国民との交流を望んでおられてな。城はいつでも一般公開しているんだ。だから王様の部屋も見学できるというわけだ。

でも物を盗ったらいかんよ。<END>
<TEXT: 65>
『私、あの大臣嫌いよ。口うるさいったらありゃしない。<END>
<TEXT: 66>
「ここは王の部屋ざんす。汚しちゃいけないざんすよ。<END>
<TEXT: 67>
「すっげー、たっけぇなー！<END>
<TEXT: 68>
「高い、高~い！<END>
<TEXT: 69>
「うう......、怖いよ~....。<END>
<TEXT: 70>
「隣の子、高所恐怖症なんだ。<END>
<TEXT: 71>
「私のお父さん剣士なんだけど、何か毎日ぶつぶつ言ってるわ。右上.右.右下.決定だって。何のことかしら？<END>
<TEXT: 72>
「海が見える~。<END>
<TEXT: 73>
「私は先です。今日はクラスの子供たちを連れて社会見学なの。<END>
<TEXT: 74>
「すっげー、たっけぇなー！<END>
<TEXT: 75>
「この階は主に応接間として使われているのよ。奥には書庫もあるわ。<END>
<TEXT: 76>
「ここは王様が集められた本が保管されています。本の閲覧は自由ですよ。<END>
<TEXT: 77>
「王の前である。そそうのないように。<END>
<TEXT: 78>
「眠い......。<END>
<TEXT: 79>
「ダオスの軍隊はまだここまで来ていないが、油断は禁物だ。<END>
<TEXT: 80>
「ユークリッド城へようこそ。<END>
<TEXT: 81>
「お前、イシュタル伝説って知ってるか？<CLEAR>

女神イシュタルを悪 ドルアーガから守るためにギルとカイが立ち上がり、悪 を見事倒すという伝説だ。しかし果たして

伝説と言えるのかどうか....。この世界にはその伝説に出てきた十種のアイテムが存在しているんだ。ジェットブーツはその内の一つという話だ。<END>
<TEXT: 82>
「オレも大会見たいな~。<END>
<TEXT: 83>
「ゆっくりしていくといい。<END>
<TEXT: 84>
「そなたたちの勇気に敬意を払い、勇者と呼ばせてもらいます。<CLEAR>

勇者殿、どうか世界を救って下さい。<END>
<TEXT: 85>
「私は優秀で風変わりな剣士に公認の特殊称号を与えている者だ。<CLEAR><END>
<TEXT: 86>
ニつのコンボアイテムを入手したようだな。では、おぬしに『コンボマスター』の称号を授けようと思うが、どうかな？<END>
<TEXT: 87>
<green text><CLESS>はコンボマスターの称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 88>
来る日も来る日も戦いに明け暮れていたようだな。では、おぬしに

『バーサーカー』の称号を授けようと思うが、どうかな？<END>
<TEXT: 89>
<green text><CLESS>はバーサーカーの称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 90>
武術大会で見事、優勝したようだな。では、おぬしに『チャンピオン』の称号を授けようと思うが、どうかな？<END>
<TEXT: 91>
<green text><CLESS>はチャンピオンの称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 92>
イシュタル伝説の装備をそろえたようだな。では、おぬしに『ドルアーガマニア』の称号を授けようと思うが、どうかな？<END>
<TEXT: 93>
<green text><CLESS>はドルアーガマニアの称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 94>
伝説の侍の剣を譲り受けたようだな。では、おぬしに『侍』の称号を授けようと思うが、どうかな？<END>
<TEXT: 95>
<green text><CLESS>は侍の称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 96>
なんとダオスをついに倒したのか！では、おぬしに『勇者』の称号を授けようと思うが、どうかな？<END>
<TEXT: 97>
<green text><CLESS>は勇者の称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 98>
自らの力を悟った時、私の元に来るがよい。<END>
<TEXT: 99>
「君も大会に出場するのか？<END>
<TEXT: 100>
「大会の受け付けはこちらです。
挑戦しますか？<END>
<TEXT: 101>
君の挑戦を待ってるよ。<END>
<TEXT: 102>
本当によろしいですか？<END>
<TEXT: 103>
君の挑戦を待ってるよ。<END>
<TEXT: 104>
では回復アイテムを一時預かります。公平をきすため、回復アイテムはこちらで用意したもののみ、使用できます。<CLEAR>

では、御武運を。<END>
<TEXT: 105>
<CHESTER>: 「<CLESS>、がんばれよ！
<MINT>: 「無理はしないで下さいね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「自分の力をためすいい機会だ。

<MINT>: 「がんばってね'heart'<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ。<CLEAR><END>
<TEXT: 106>
「会場はこの扉の奥です。<END>
<TEXT: 107>
「がんばりたまえ。<END>
<TEXT: 108>
「今 物討伐の遠征でほとんど出払っているんだ。<END>
<TEXT: 109>
「我々はユークリッド黒鎧騎士団だ。<END>
<TEXT: 110>
「この騎士団の入団テストは世界一厳しい、まさにエリート中のエリートの集団だ。<END>
<TEXT: 111>
「今の騎士団の中にはリーダーとなれる者がいない。昔はマルス殿やミゲール殿といった剛剣使いがいたものだが......。<END>
<TEXT: 112>
ハリソン
「ここが 科学研究所です。<END>
<TEXT: 113>
<MINT>: 「<CLESS>さん、大丈夫ですか？<CLEAR>

<CLESS>: 「ここは....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ユークリッド城の医務室だ。残念だったな、武術大会。<CLEAR>

<CHESTER>: 「ま、次があるさ。何度でも挑戦できるんだから。<CLEAR>

<KLARTH>: 「起きられるか？<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ、大丈夫だ。<END>
<TEXT: 114>

ユークリッド王
「武術大会での戦いぶり、非常にすばらしいものであった。<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとうございます。<CLEAR><END>
<TEXT: 115>
ユークリッド王
「しかし、本当に残念じゃ。おぬしらのような勇者が我が国のダオス討伐隊に入隊してくれれば....。<CLEAR>

<CLESS>: 「申し訳ありません。<CLEAR>

ユークリッド王
「まあよい。<END>
<TEXT: 116>
ユークリッド王
「ではおぬしたちにぜひ頼みたいことがある。武術大会は単に強さを誇示するためのものではない。

実はダオスを倒すための部隊、『ダオス討伐隊』の隊員を見つけるためのものなんじゃ。ぜひおぬしたちに入隊してもらいたい。どうじゃ？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、いや、それは....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「王様、申し訳ありませんが....。我々は我々でダオス討伐を、と考えています。何と言ったらいいか、ダオスとは時を越えた因縁みたいなものを感じるのです。<CLEAR>

ユークリッド王
「<speed:10>..........<speed:FF>ふむ、そうか。無理にとは言わぬ。<END>
<TEXT: 117>
では褒賞を与えよう。ぜひ受け取ってくれ。<END>
<TEXT: 118>
王女様
「これからの旅に役立てなさい。<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとうございます。<CLEAR><END>
<TEXT: 119>
これは....、奥義書！<CLEAR><END>
<TEXT: 120>
<green text><CLESS>は獅子吼破斬を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 121>
<green text>特産品セットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 122>
<green text>お守りセットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 123>
<green text>お肉セットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 124>
<green text>薬草セットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 125>
<green text>ボトルセットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 126>
<green text>マジカルアイテムセットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 127>
<green text> 法使い系スターアイテムセットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 128>
<green text>戦士系スターアイテムセットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 129>
<green text>グミセットを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 130>
<green text>30000ガルド手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 131>
ユークリッド王
「ダオス討伐の旅の無事を祈っているぞ。<END>
- BANK 7 -
<TEXT: 0>
「早く大会、始まらないかしら？<END>
<TEXT: 1>
「お兄ちゃんは出場しないの？<END>
<TEXT: 2>
「ちくしょう！体の調子さえよけりゃぁ、オレが出るのに！<END>
<TEXT: 3>
「あと十才若ければのぅ。<END>
<TEXT: 4>
「マッチョな人って<speed:10>ス.テ.キ<speed:FF>。<END>
<TEXT: 5>
「早く始まってくんないかなぁ。<END>
<TEXT: 6>
「ほんにこれだけが楽しみなんじゃよ。<CLEAR>

こりゃ！早く始まらんかい！<END>
<TEXT: 7>
「この大会って飛び入りみたいなものだから、いつ試合が始まるかわかんないのよ。<END>
<TEXT: 8>
「今日は大入りね。<END>
<TEXT: 9>
「最近八連勝する人って少ないよ。難易度高すぎるよな。<END>
<TEXT: 10>
「茶でも飲むか？<END>
<TEXT: 11>
「そこどいてよ！見えないよ！<END>
<TEXT: 12>
「今日は挑戦する人が少ないわね。<END>
<TEXT: 13>
「ジュースちょうだい。<CLEAR>

あれ？売店じゃないの？<END>
<TEXT: 14>
「この間、体が緑色で三又槍を持った人が戦っていたわ。あ~、でもあれって人なのかな？<END>
<TEXT: 15>
「この間、手足や首を伸ばして攻撃する人がいたわ。『ベラボー』って叫んでたの。<END>
<TEXT: 16>
「挑戦者の中には 物の姿も見えるわ。必ずしも 物全部がダオスに操られているわけではないようね。<END>
<TEXT: 17>
「お前も大会に出てみたら？<END>
<TEXT: 18>
「柱で顔が見えない......。<END>
<TEXT: 19>
「物と戦うって言っても、命まで取ろうっていうわけじゃないみたいだよ。まだ死人が出てないからね。<END>
<TEXT: 20>
「ここが一番の特等席なんだ。<END>
<TEXT: 21>
「何が出るかな、何が出るかな。<END>
<TEXT: 22>
「柱、じゃま！<END>
<TEXT: 23>
「ここにいる人たちって似たような顔が多いわね。<END>
<TEXT: 24>
「しかし、どうやって城の人たちは 物を扱っているんじゃろ？危なくないのかのぅ？<END>
<TEXT: 25>
「昨日の新聞におもしろい記事が載っていたわ。何でもモーリア坑道で 界へ通じる洞窟が発見されたとか。<END>
<TEXT: 26>
「昨日の新聞におもしろい記事が載っていたわ。<CLEAR>

何でも古~い古文書によると、モーリア坑道には現在発見されている坑道跡の他にドワーフ族の住居跡があるっていう話よ。<END>
<TEXT: 27>
「妻です。<END>
<TEXT: 28>
「家族で見に来てます。<END>
<TEXT: 29>
「ばあちゃんで~す。<END>
<TEXT: 30>
「娘で~す。<END>
<TEXT: 31>
「妻の姉です。<END>
<TEXT: 32>
「夫の双子の弟です。<END>
<TEXT: 33>
「妻の姉の母です。<END>
<TEXT: 34>
「妻の姉の娘で~す。<END>
<TEXT: 35>
「赤の他人で~す。<END>
<TEXT: 36>
「いい天気ね。絶好の大会日和よね。<END>
<TEXT: 37>
「大会見たさにこの血がたぎる！！
応援しろよとこの手が叫ぶ！！
うおおおおおおおおおお！！！<END>
<TEXT: 38>
「隣の兄ちゃん、うるさいのぅ。<END>
<TEXT: 39>
『挑戦者が現れました！！<END>
<TEXT: 40>
『挑戦者の名は<CLESS>！
出身地は......、えっとトーティス？ずいぶん古い地名だな....。あ、え~ミゲールの町です！<END>
<TEXT: 41>
前回の戦いでは非常にすばらしい戦いぶりを披露してくれました。今回はどんな戦いを見せてくれるのでしょうか！？<END>
<TEXT: 42>
彼の流派はアルベイン流！あのダオスを倒すために旅をしているという勇者です！！<END>
<TEXT: 43>
<MINT>: 「<CLESS>、がんばれー！！
<CHESTER>: 「負けるんじゃねぇぞー！<END>
<TEXT: 44>
『では戦闘を開始します！
まず1匹目だぁ！！<END>
<TEXT: 45>
『あーっと！<CLESS>、
力尽きたー！！<END>
<TEXT: 46>
<CLESS>: 「よし！次！！<END>
<TEXT: 47>
<CLESS>: 「よっしゃあああぁぁぁ！！<END>
<TEXT: 48>
<CLESS>: 「OK！<END>
<TEXT: 49>
<CLESS>: 「十年早いんだよ！<END>
<TEXT: 50>
<CLESS>: 「へへ、燃えたろ？<END>
<TEXT: 51>
<CLESS>: 「また出直してきな！！<END>
<TEXT: 52>
<CLESS>: 「お前はもう、死んでいる。<END>
<TEXT: 53>
<CLESS>: 「完璧だぜ！！<END>
<TEXT: 54>
『やりました！
ついに八連勝達成！！
おめでとう、<CLESS>！！<CLEAR>

ついに八連勝したわけだが......。最後にもう一匹、強い 物がいる。挑戦するか！？<END>
<TEXT: 55>
<CLEAR>

？？？
『待っていたぞ、<CLESS>！！<CLEAR>

<CLESS>: 「だ、誰だ！？<END>
<TEXT: 56>
？？？
『ダオス様の命により、貴様を殺しに来た！<CLEAR>

<CLESS>: 「ダオスの手先！！い、いや、ユークリッドで出没する忍者....。<CLEAR>

まさか、忍者の里のすずの両親！？<CLEAR>

すずの母.おきよ

『覚悟はできたか！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ま、待ってくれ！お前たちはダオスに操られているだけだ！！<END>
<TEXT: 57>
？？？

『そ、その通りだ....。は、早く私たちを殺してくれ！！<END>
<TEXT: 58>
<CLESS>: (な、何だ今のは！？<CLEAR>

すずの父.銅蔵
『問答無用！！<END>
<TEXT: 59>
<MINT>: 「<CLESS>さん！！
<MINT>: 「誰か早くここを開けてよ！！<CLEAR>

<CHESTER>: 「<CLESS>、しっかりしろ！！
<KLARTH>: 「<CLESS>！！<END>
<TEXT: 60>
銅蔵
『ふっふっふ、とどめだ。<CLEAR>

闇に滅せよ！！<END>
<TEXT: 61>
おきよ
『貴様、何者！？<CLEAR>

すず
「父上、母上、これ以上人をあやめるのはやめて下さい！<CLEAR>

銅蔵
『父上、母上？貴様など知らぬわ！我々の邪 をするというのなら、<CLEAR>

斬る！！<CLEAR>

すず
「........両親の罪は一族の罪。一族の罪は一族の手で断たなければなりません！！<CLEAR>

伊賀栗流忍法分身之術！！<END>
<TEXT: 62>
銅蔵

『なかなかやるな....。<CLEAR>

そこだ！！<END>
<TEXT: 63>
銅蔵
『何！？<END>
<TEXT: 64>
銅蔵
「す、すず......。<END>
<TEXT: 65>
すず
「父上、母上！！<END>
<TEXT: 66>
すず
「父上、母上、ごめんなさい。ごめんなさい....。<CLEAR>

銅蔵
「いいのだ、すず。よくぞ、よくぞ一族の掟を貫きとおした。こ、これで....、く....。<CLEAR>

すず

「父上、しっかり....。<CLEAR>

銅蔵

「これで、安心して、地獄に行けるな....。<CLEAR>

おきよ

「すず、ありがとう....。

<CLESS>殿にも、何とお礼を述べてよいやら....。<END>
<TEXT: 67>
すず
「<CLESS>さん、しっかり....。<CLEAR><END>
<TEXT: 68>
<CLESS>: 「ああ....、だ、大丈夫だ....。<CLEAR>

すずちゃん、すまない....。ぼくにもっと力があればきっと....。<CLEAR>

すず

「謝ることはありません。これも忍者の掟、忍者は....、忍者は非情でなければ務まりません。

もう帰らなければ....。また忍者の里に来て下さい。改めてお礼もしたいし....。<CLEAR>

では。<END>
<TEXT: 69>
<CLESS>: 「や、やったか....。<END>
<TEXT: 70>
<CLESS>: 「何！？<CLEAR>

銅蔵
『甘いわ！！<END>
<TEXT: 71>
くのいち
『我ら、忍者マスターは無敵！！<CLEAR>

銅蔵
『貴様などにやられるはずがない！！<CLEAR>

<CLESS>: 「く....、ならば倒すまで戦うまでだ！<CLEAR>

？？？
「待って！<END>
<TEXT: 72>
<CLESS>: 「君は....、
忍者の里のすずちゃん！？<END>
<TEXT: 73>
？？？
『す、すず....。<END>
<TEXT: 74>
すず

「父上、母上、もう人をあやめるのはやめて下さい！！<END>
<TEXT: 75>
？？？

『す、すず、

わ、私たちを殺るんだ！！<END>
<TEXT: 76>
銅蔵

『だ、黙れぃ！！くそ、完全に洗脳できていなかったか！<CLEAR>

すず
「父上<speed:10>......<speed:FF>、<CLEAR>

私には<speed:10>......<speed:FF>、できません....。<END>
<TEXT: 77>
？？？
『う......、
うおおおおおおぉぉぉ！！！<END>
<TEXT: 78>
銅蔵
「な、か、体のいうことがきかない....。<CLEAR>

や、やめろおおぉぉぉ！！！<END>
<TEXT: 79>
すず
「父上、母上！！<CLEAR>

<CLESS>: 「そ、そんな......。<CLEAR>

銅蔵

『こ、こんなばかな....。<END>
<TEXT: 80>
すず
「父上ー、母上ー！！<CLEAR>

こんな、こんなことって....。<CLEAR>

銅蔵

「わ、我らの罪は我らの手で償わなければならぬ....。すずの....、手を汚す必要はない....。<CLEAR>

おきよ

「今まで親らしいことをしてやれなくて....、ごめんなさい....。でも....、あなたの涙を見て....、安心したわ......。<CLEAR>

銅蔵

「これで我らも....、心置きなく地獄に....、いける....。<END>
<TEXT: 81>
<CLESS>: 「すずちゃん、何て言ったらいいか....。ぼくは取り返しのつかないことをしてしまった......。<CLEAR>

すず

「いえ、気にしないで下さい。<CLESS>さんが謝る必要はありません。<CLEAR><END>
<TEXT: 82>
これも忍者の掟。忍者は....、忍者は非情でなければ務まりません。あなたは私の両親を救ってくれた恩人なのです。

もう帰らなければ....。また忍者の里に来て下さい。改めてお礼もしたいし....。<CLEAR>

では。<END>
<TEXT: 83>
『ハ、ハプニングが起こりました！大会運営委員会はこの挑戦は無効という決定を下しました！ど、どうか御了承下さい！<END>
<TEXT: 84>
<KLARTH>: 「何か、とんでもないことになったな。<CLEAR>

<CHESTER>: 「しょうがないって。<CLESS>は<CLESS>なりに、やれることやったんだから。<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ......。だがぼくのせいですずちゃんの両親は....。<CLEAR>

<MINT>: 「<CLESS>さん、そう自分を責めないで....。<CLEAR>

<MINT>: 「じゃあ、もう一度忍者の里に行こうよ。すずちゃんに謝りに。<END>
<TEXT: 85>
本当にやめるのか！？
考え直すなら今の内だぞ！！
挑戦するか！？<END>
<TEXT: 86>
本当にいいのか！？
引き返すなら今の内だぞ！！
挑戦するか！？<END>
<TEXT: 87>
そうか、命は粗末にするものじゃないからな。<CLEAR>

みなさん、<CLESS>に惜しみない拍手を！！<END>
<TEXT: 88>
『続いて<Control:8062>匹目！！<END>
<TEXT: 89>
よーし、気に入った！！その勇気をたたえ、体力を回復してやろう！！<END>
<TEXT: 90>
「エリクシールとパナシーアボトルです。<END>
<TEXT: 91>
<green text><CLESS>は完全回復した！<normal coloured text><CLEAR>

『ではいくぞ！！
カモーン、ミュージック！！<END>
<TEXT: 92>
『やりました！
ついにやりました！！<CLEAR>

これでまたこの国の歴に一人の勇者の名が残ることになりました！！<END>
<TEXT: 93>
<CLESS>: 「おおげさだなぁ....。<END>
<TEXT: 94>
すず
「父上、母上......。<END>
- BANK 8 -
<TEXT: 0>
宿屋『ユークリッドINN』<END>
<TEXT: 1>
武具店『ホーリーナイト』<END>
<TEXT: 2>
ユークリッド城<END>
<TEXT: 3>
ユークリッド国営科学アカデミー<END>
<TEXT: 4>
食べ物屋『あじおう』<END>
<TEXT: 5>
道具屋『ほっかむり』<END>
<TEXT: 6>
 伯父オルソンの家<END>
<TEXT: 7>
 伯父オルソンの家<END>
<TEXT: 8>
果物屋『マリオン』<END>
<TEXT: 9>
雑貨屋『テンブ』<END>
<TEXT: 10>
雑貨屋『テンブ』<END>
<TEXT: 11>
「かまどの中をのぞいてみよう。<END>
<TEXT: 12>
「な、なんやー！？<END>
<TEXT: 13>
ハリソン
「どうやらヴォルトを召喚できるようになったようですね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ええ。それじゃあさっそくやってみます。<END>
<TEXT: 14>
<KLARTH>: 「ヴォルト、お前の力を貸して欲しい。周りにある飛行機械にお前の力を注ぎこんで欲しいのだ。<CLEAR>

ヴォルト

「Q3&JW&G？(&%0%5T。<CLEAR>

<CLESS>: 「<KLARTH>さん、大丈夫ですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「た、たぶん....。<MINT>、ほうきも一緒にやってしまおう。<CLEAR>

<MINT>: 「うん。<END>
<TEXT: 15>
スタンリー
「よし、これで大丈夫だろう。後はこれを使うだけだ。<END>
<TEXT: 16>
<KLARTH>: 「それは？<CLEAR>

スタンリー
「まあ、見てな。<END>
<TEXT: 17>
<CHESTER>: 「レアバードが吸い込まれた..！？<CLEAR>

<MINT>: 「そのカプセルは？<CLEAR>

スタンリー
「これは<Item:5A0D>と言ってレアバードを中に収めることのできるアイテムだ。
これを使えばレアバードを中に収めて持ち運ぶことができる。持っていきな。<CLEAR><END>
<TEXT: 18>
<green text><Item:5A0D>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとうございます。<CLEAR>

ハリソン
「私は先にレアバードでアルヴァニスタに向かうよ。一刻も早く君たちのことを王に

報告したいからな。<CLEAR><END>
<TEXT: 19>
スタンリー
「あなたも<Item:5A0D>を持っていくといい。<CLEAR>

ハリソン

「ありがとう。<CLEAR><END>
<TEXT: 20>
それではみなさん、なるべく早く来て下さい。<END>
<TEXT: 21>
スタンリー
「それじゃあ操作の説明をするぞ。レアバードは最新の制御装置とバランサーを積んだ小型飛行機だ。

乗員はただ指示されたボタンを押せばその通り動いてくれる。<CLEAR><END>
<TEXT: 22>
赤いボタンで加速、黄色いボタンで着地、町の中にも直接着地できるぞ。当然だが、障害物や海には着地できない。

着地地点は影を見るといい。十字キーの左右で旋回、上下で上昇.下降だ。緑色のボタンを押しながら十字キーで細かい移動ができる。

それから離陸は赤いボタンだ。町の中での離陸は危険だからできないぞ。<CLEAR>

もう一回説明しようか？<END>
<TEXT: 23>
<MINT>: 「本当にありがとうございます。<CLEAR>

スタンリー

「故障したらいつでも来な。まぁそんなことはないと思うけど。<CLEAR>

<CLESS>: 「よし、それじゃあアルヴァニスタに行こう！！<END>
<TEXT: 24>
「ママ、早くジャグラー見に行こうよ~！<END>
<TEXT: 25>
「もうすぐこの町に旅芸人が来るんだってさ。

楽しみだな。<END>
<TEXT: 26>
「外に出るならUVに注意しなくちゃ......。<END>
<TEXT: 27>
「勝手に人の家に上がりこまないで！<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、す、すいません......。<END>
<TEXT: 28>
「えらっしゃい！ここは100年以上続いている歴ある宿屋ですぜ。<CLEAR>

お泊まりっすね。
一晩10ガルドになりやすぜ。<END>
<TEXT: 29>
お客さん、お金足んないよ。<END>
<TEXT: 30>
ごゆっくり！<END>
<TEXT: 31>
「またのおこしをお待ちしてますぜ。<END>
<TEXT: 32>
「はい、どいてどいて。今掃除中だからね。<CLEAR>

私？ここでバイトしてるの。宿屋って結構稼げるのよね。<END>
<TEXT: 33>
(寝てる....。しかも目を開けながら......。<END>
<TEXT: 34>
座長
「やあ。
私は旅芸人『ジャグランラン』の座長です。<CLEAR>

この町は大きいし治安もいいからしばらくここで稼ごうと思ってるよ。<END>
<TEXT: 35>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 36>
「さてと......、今夜のおかずは何にしようかしら......。<END>
<TEXT: 37>
「ウワサ話を一つ。<CLEAR>

ユークリッドの独立騎士団から数名の部下を引き連れて離反した男がいるらしいよ。<CLEAR>

あくまでウワサだから。<END>
<TEXT: 38>
「この都は物に不自由せんから、いい所じゃよ。<CLEAR>

昔は何もない、荒れ果てた土地だったんじゃよ。<END>
<TEXT: 39>
少年
「もう食べらんないよ......。<END>
<TEXT: 40>
少年
「リンゴ欲しいな~。<CLEAR>

<green text>リンゴを買ってあげますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 41>
<CLESS>: 「ごめん。今お金がないんだ。<CLEAR>

少年
「ケチ！<END>
<TEXT: 42>
少年
「ありがとう！<END>
<TEXT: 43>
<CLESS>: 『一体いくつ食うつもりなんだろ......。<END>
<TEXT: 44>
少年
「ケーチ！<END>
<TEXT: 45>
「おなかすいた~っと。何にしようかな~っと。<END>
<TEXT: 46>
「今夜は飲むぞー！！！<END>
<TEXT: 47>
「いらっしゃ~い。<END>
<TEXT: 48>
「どうも、ありがとねー。<END>
<TEXT: 49>
<CLESS>: 「あの~、すいません。<CLEAR>

「............。<CLEAR>

<CLESS>: 「す.い.ま.せ.ん！！<END>
<TEXT: 50>
「ご、ごめんなさい。あんまり退屈だったもので......。<END>
<TEXT: 51>
「いらっしゃいませ。<END>
<TEXT: 52>
ありがとう。また来てね。<END>
<TEXT: 53>
主人
「いや、まいったよ。
またうちのブッシュベイビーがイタズラしたらしい。
首輪をつけるのもかわいそうだし、何とかしなくちゃ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
「いらっしゃい。何にします？<END>
<TEXT: 55>
「ありがとう。<END>
<TEXT: 56>
「いらっしゃい。お会計は奥でお願いします。<END>
<TEXT: 57>
オルソン
「<CLESS>、疲れているだろう。もう休みなさい。<CLEAR>

<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 58>
そんなこと言わず、もう休みなさい。<CLEAR>

<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 59>
オルソン
「そうか......。あまり無理するんじゃないぞ。<END>
<TEXT: 60>
ジョアン
「<CLESS>、元気出してね。<END>
<TEXT: 61>
「はい、いらっしゃい。<END>
<TEXT: 62>
「どうもありがとう。<END>
<TEXT: 63>
「異常無し！<END>
<TEXT: 64>
「ここは君の来るような所じゃない。え？独立騎士団について？

あ~、え~、私の知っている限りでは......、

隊長だったミゲール殿の後任に就いたのがマルス殿だ。あの方もミゲール殿に引けをとらない剛剣の使い手だったのだが、

最近姿を見かけないのだ。病床についているというので家にいると思うのだが......。<CLEAR>

家？町中の北東にあるよ。<END>
<TEXT: 65>
「どうぞ御自由にお入り下さい。中で武術大会の受け付けを行っています。<END>
<TEXT: 66>
「ここは立ち入り禁止だ！<CLEAR>

何？なぜローン島への橋が壊れたかって？一ヶ月ほど前に大きな地震があったからな。復旧のメドはたっていない。<END>
<TEXT: 67>
「ぼくの犬、すっごく頭いいんだよ。歌も歌うんだ。<CLEAR>

<green text>歌を聞きますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 68>
ホントなんだぞ！<END>
<TEXT: 69>
ミュージック、スタート！！<CLEAR><END>
<TEXT: 70>
「どう？すごいでしょ。<END>
<TEXT: 71>
「『え~、もういいの？』って言ってるよ。<END>
<TEXT: 72>
「お前も大会に出るのか？<END>
<TEXT: 73>
「大会にはそうとう強い連中が集まるらしいぜ。<END>
<TEXT: 74>
「どうしようかなぁ。参加しようかなぁ。でも痛そうだしなぁ。<END>
<TEXT: 75>
「こいつ、優柔不断だから......。<END>
<TEXT: 76>
「ちょいと、あんた私の夫を知らないかい？まったくこのくそ忙しい時にいなくなるなんて！<CLEAR><END>
<TEXT: 77>
<green text>話しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 78>
<CLESS>: 「外にいましたよ。宿屋の裏です。<CLEAR>

「本当かい！？ありがとよ！<END>
<TEXT: 79>
まったく......。<END>
<TEXT: 80>
「私たち、<END>
<TEXT: 81>
「三つ子、<END>
<TEXT: 82>
「なんです~。<END>
<TEXT: 83>
「オレの超必殺技でぶちのめしてやる！30HITは出るぜ！！<CLEAR>

じょ、冗談だよ......。<END>
<TEXT: 84>
「武術大会は武器も使用できるらしいぜ。でも 法はダメなんだ。<END>
<TEXT: 85>
「やっぱり最後の決めは乱舞だよな。<END>
<TEXT: 86>
「ガードキャンセルができるとさらに有利に......、ここじゃ役に立たないか。<END>
<TEXT: 87>
「何かベネツィアが大変なことになっているらしいよ。町が無くなったわけじゃないけどね。<END>
<TEXT: 88>
「この研究所は国営なのだ。だからなるべく秘密を厳守してくれ。<END>
<TEXT: 89>
「どうぞお入り下さい。話は聞いてます。<END>
<TEXT: 90>
「ここから先は関者以外立入禁止です。<END>
<TEXT: 91>
「オレも空を飛んでみたいな~。<END>
<TEXT: 92>
「どうぞお入り下さい。話は聞いてます。<END>
<TEXT: 93>
「ここから先は関者以外立入禁止です。<END>
<TEXT: 94>
「コーヒーでもいかが？<END>
<TEXT: 95>
「我々はこの研究所で働いてる研究員です。一応公務員になるのかな？国営だからね。<END>
<TEXT: 96>
「物質の最小単位を研究しています。物を細かく分けていくとどこまでいくんでしょうね？<END>
<TEXT: 97>
「ヴォルトの洞窟の装置は古代人が作ったと言われています。あれもトールの文明なのでしょうか？<CLEAR>

え？ああ、ヴォルトの精霊が住んでいると言われている洞窟のことです。ミゲールの町の南西にあります。
<END>
<TEXT: 98>
「一度トールの文明を研究してみたいですね。<END>
<TEXT: 99>
「我々はミッドガルズの 科学を引き継いで研究をしているんじゃ。<CLEAR>

おぬし、知らぬのか？ミッドガルズ王国はダオスによって滅ぼされたんじゃよ。今や廃墟が残るだけじゃ。
<END>
<TEXT: 100>
「光について研究しています。光とはどういう物なのでしょう？どれくらい速いんでしょう？<END>
<TEXT: 101>
「電気の研究中に偶然発見されたのが磁力だ。レアバードはこの磁力と大地の地磁力を反発させて飛ぶんだ。<CLEAR>

最近では 法使いのほうきも同じ原理であることがわかったんだ。<END>
<TEXT: 102>
「ここでは前に油を使った動力源の研究もしていたのだが、なにせ地下だから煙がすごいんだよな。空気は汚しちゃいけないよ。<END>
<TEXT: 103>
「磁力を使って、音を保存する機械を作っています。<END>
<TEXT: 104>
スタンリー
「次はもっと大量の人間が乗れるレアバードの研究でもしてみるかな。<END>
<TEXT: 105>
スタンリー
「ヴォルトの精霊は見つかったか？<END>
<TEXT: 106>
ハリソン
「ヴォルトはミゲールの南西にある洞窟にいると言われているんだ。<CLEAR>

なるべく<CLEAR>

いでくれ。もう時間がないんだ....。<END>
<TEXT: 107>
「ここは寝室よ。こういう仕事だと徹夜する人も多いのよねぇ。<END>
<TEXT: 108>
マルスの妻
「主人は....、どこに行ってしまったのでしょう....。<END>
<TEXT: 109>
<CLESS>: 「あなたはもしかしてマルスさんの....。<CLEAR>

マルスの妻
「はい....、マルスの妻です。あなた、もしかして夫の居場所を知っているのですか！？<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、いえ、ぼくはユークリッド城の兵士に聞いてここにきたんです。ぼくの父ミゲールは

元独立騎士団の隊長でして、後任にマルスさんが就いたということでここに来ました。<CLEAR>

マルスの妻
「それはわざわざ....。ですが、夫はその......、行方不明なんです。<CLEAR>

<CLESS>: 「行方不明？<CLEAR>

マルスの妻
「三ヶ月前くらいになりますか、夜中に鎧を着て出かけたっきり帰ってこず....。
てっきり仕事だと思っていたのですが、お城にも出てこず、そのまま....。<CLEAR>

<CLESS>: 「そうでしたか....。<END>
<TEXT: 110>
「こんにちは....。<END>
<TEXT: 111>
「あ~あ、オレも商売でひともうけしたいね。<CLEAR>

オレの昔の友人が交易品の輸出入で成功してね。いまや重役にまでのし上がってるよ。<END>
<TEXT: 112>
<CLESS>: 「ごめんください！<CLEAR>

伯父さん、いますかー！？<END>
<TEXT: 113>
伯父オルソン
「<CLESS>！<END>
<TEXT: 114>
<CLESS>: 「伯父さん、伯母さん、久しぶりです。<CLEAR>

オルソン

「<CLESS>も元気そうでなによりだ。<CLEAR>

ところで悪いウワサを聞いたのだが、トーティスの村が襲われたというのは本当なのか？<END>
<TEXT: 115>
<CLESS>: 「本当です。
父さんも母さんも......。<CLEAR>

オルソン

「そうか、それじゃあウワサは本当だったのか。<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ......。<CLEAR>

オルソンの妻ジョアン

「<CLESS>、

そう気を落とさないで....。しばらくうちに泊まっていくといいわ。<CLEAR>

<CLESS>: 「すいません。お世話になります。<END>
<TEXT: 116>
その夜......<END>
<TEXT: 117>
<CLESS>: 「伯父さん、これは！<CLEAR>

オルソン
「<speed:10>......<speed:FF>すまない。こうしなければわしはおろか、都がトーティスの二の舞になってしまうんだ。

<speed:10>........<speed:FF>許してくれ。<CLEAR>

？？？

「さぁ、おとなしくわれわれに従ってもらおう。<END>
<TEXT: 118>
<CLESS>: 「くっ<speed:10>......。<speed:FF><END>
<TEXT: 119>
？？？
「さっさと歩け！！<END>
<TEXT: 120>
オルソン
「すまない<speed:10>......<speed:FF>、
<CLESS><speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 121>
店員
「いらっしゃい。<CLEAR>

どうしたの？お客さん。<CLEAR>

<CLESS>: 「あの....、後ろ......。<CLEAR><END>

<TEXT: 122>
店員
「え？<END>
<TEXT: 123>
店員
「もう！また雑貨屋のペットね！
一体どっから入りこんできたのかしら？<END>
<TEXT: 124>
ハリソン
「私はアルヴァニスタ国の使者だ。大事な用がある。通してはくれぬか？<CLEAR>

衛兵

「申し訳ありませんが、ここから先は関者以外立ち入り禁止ですので....。<CLEAR>

ハリソン

「外交官特権でも通してもらえないと？<CLEAR>

衛兵
「が、外交官特権......！<CLEAR><END>
<TEXT: 125>
衛兵
(ど、どうする？<CLEAR>

衛兵
(どうするったって、外交官特権じゃしょうがないよ....。<CLEAR><END>
<TEXT: 126>
衛兵
「わかりました。どうぞお通り下さい。<END>
<TEXT: 127>
<KLARTH>: 「この方は？<CLEAR>

ハリソン
「この人はユークリッド科学アカデミー所長のスタンリー。彼は飛行機械の研究をしているのです。<CLEAR>

<CLESS>: 「飛行機械？<CLEAR>

スタンリー
「それはオレが説明しよう。後ろを見てくれ。<END>
<TEXT: 128>
スタンリー
「それが 力をエネルギー源にして飛行する有人飛行機『レアバード』だ。
研究中と言っても既に実用されているものだがな。ダオス討伐の協力とあらば無償で譲ってやろう。

しかし、ハリソンの話では

アルヴァニスタまで飛ばなければならないということだが、レアバードにはそんな遠1離飛行能力は持ち合わせていない。<CLEAR><END>
<TEXT: 129>
ハリソン
「君も 科学技術者の端くれだろう？何とか出力を上げる方法はないのか？<CLEAR>

スタンリー
「あることはあるが......。<CLEAR><END>
<TEXT: 130>
<KLARTH>: 「何でもいい。言ってくれ！<CLEAR>

スタンリー
「レアバードは基本的に 力を電気に変えてエネルギーとしてる。だからヴォルトっていう雷の精霊の

力を借りればなんとかなるかもしれんが、召喚士がこの辺りにはいなくてな......。<CLEAR><END>
<TEXT: 131>
<KLARTH>: 「オレはその召喚士だ。<CLEAR>

スタンリー
「へっ？<CLEAR>

<MINT>: 「もしかして、その力があればあたしも『ほうき』で長く飛べるかな？<CLEAR>

スタンリー
「ええ？う~ん、まだ研究中だから何とも言えないが、 法使いのほうきも 力を電気エネルギーに
変えて飛んでるとか。立証はされていないがな。<CLEAR>

<CHESTER>: 「わけわからんな......。<CLEAR><END>
<TEXT: 132>
<CLESS>: 「それじゃあ、とにかく<CLEAR>

ごう。<CLEAR>

スタンリー
「慌てるなって。精霊と契約するには指輪が必要なんだろ？持っていきな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「契約の指輪を持ってるのか！？<CLEAR>

スタンリー

「ああ。アルヴァニスタのモーリア坑道調査隊が見つけたのを研究用にもらったんだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「いいのか？<CLEAR>

スタンリー
「いいって。調べはしたが、全くわからんからな。<CLEAR><END>
<TEXT: 133>
<green text><Item:BF0B>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

スタンリー
「うわさではミゲールの南西にある洞窟にヴォルトがいるらしいな。あそこは超古代文明の

名残らしいんだが、いたる所に謎の装置があるとかないとか....。<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとう。行ってみます。<END>
- BANK 9 -
<TEXT: 0>
ベルアダムの村<END>
<TEXT: 1>
「ダオスってどんな奴なんだろ？かなり強力な軍隊を率いているっていうウワサだけど......。<END>
<TEXT: 2>
「いい天気だね。
やっぱ平和が一番！<END>
<TEXT: 3>
「 物なんてへっちゃらさ！ぼくが倒してやる！！<END>
<TEXT: 4>
「私も少し 法が使えるんだけどね、最近どうも力が落ちてるような気がするの。<CLEAR>

どうしてかしら？<END>
<TEXT: 5>
<CLESS>: 「この橋があのトーティスの橋だったなんて......。<END>
<TEXT: 6>
村人
「おい、ありゃ誰だ？よそ者だな。<CLEAR>

「本当だ。<CLEAR>

「まだ若いぞ。<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: 「あの、すいません。
ここは......。<END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「あの<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

？？？

「客人か？珍しいのぉ。わしはこの村の長をやっとる者じゃ。<CLEAR>

おぬしら、どこから来たのかの？<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>え、あの......その......<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: 「ぼくはトーティス村の<CLESS>といいます。こちらは<MINT>。<END>
<TEXT: 9>
<CLESS>: 「とある人の法術の力で、気がついたら近くの草原にいたんです。<CLEAR>

村長
「<speed:10>......<speed:FF>トーティス？<speed:10>......<speed:FF>。
知らんの。<CLEAR><END>
<TEXT: 10>
知っとる者はおるか？<END>
<TEXT: 11>
<CLESS>: 「え？<END>
<TEXT: 12>
村長
「うーむ<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

ウソをついてるようにも見えんの。だいたいホージュツなんて力も知らん。 術の間違いかの？<END>
<TEXT: 13>
<CLESS>: 「<speed:10>マ.ジュ.ツ<speed:FF>？え？
何ですか、それは？<CLEAR><END>
<TEXT: 14>
村長
「わけありのようだの。
家へこんか？中で話そうではないか。<END>
<TEXT: 15>
村長
「こっちじゃ。ついてまいれ。<END>
<TEXT: 16>
村人
「おい、何かおもしろそうだな。<CLEAR>

「行ってみようぜ。<END>
- BANK A -
<TEXT: 0>
武具屋『ダブルK.O.』<END>
<TEXT: 1>
道具屋『ドロー』<END>
<TEXT: 2>
「暖炉の中をのぞいてみよう。<END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「<Control:8135>回目<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 4>
<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 5>
「ゆっくりしていきなさい。<END>
<TEXT: 6>
「これを持って行きなされ。きっと役に立つだろうて。<CLEAR><END>
<TEXT: 7>
<green text><Item:520D>サイズを手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<CLESS>: 「おばあさん、ありがとうございます！<END>
<TEXT: 8>
レニオス
「ダオスを倒し、ユグドラシルも復活させたか。もうこの時代にいる必要はないのぅ。<CLEAR>

さらばだ、少年たちよ。おぬしらに出会えたことを誇りに思うよ<END>
<TEXT: 9>
レニオス

「ユグドラシルを救う方法？う~ん、わからんのぅ。そもそも法術自体この時代にはないものじゃからのぅ
<END>
<TEXT: 10>
レニオス

「ベネツィアの兄に会ったのか！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ。よろしく言っておいてくれって。<CLEAR><END>
<TEXT: 11>
レニオス
「そうか......。たまには会いにいくかな......<END>
<TEXT: 12>
。<END>
<TEXT: 13>
。<CLEAR>

おや、そこのおなごは 法使いかのぅ？ならばこの呪文書を譲ってあげよう。わしが持っていても役に立たんからのぅ。<CLEAR><END>
<TEXT: 14>
<green text><MINT>は<Item:D407>を覚えました。<END>
<TEXT: 15>
レニオス
「<KLARTH>に会ったか？<CLEAR>

何じゃ、まだか。<KLARTH>はユークリッド村に住んでおるぞぃ<END>
<TEXT: 16>
レニオス

「つらくなったらまた帰ってくるといい。いつでも泊めてあげよう。<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとう、村長さん。<END>
<TEXT: 17>
「おぬしにおもしろい話をしてやろう。昔々、今のような......。<CLEAR>

<CLESS>: 「それならもう聞きました。月の精霊様は無事、兵士に助けられたんですよね。<CLEAR>

「ほっほっほ。甘いのぅ。この話にはまだ続きがあるんじゃ。<CLEAR>

兵士は結界の中に戻ったんじゃ。このまま外の世界で暮らしてもよかったが、外の世界のことをみんなに教えてあげようと

思ったんじゃ。しかしすぐに国王に捕まってしまった。兵士の言うことに国王は耳を貸そうとしなかったんじゃ。反逆罪は極刑なのだが、

兵士の今までの献身的な国家への奉仕が認められ、極刑だけはまぬがれた。しかし国王の不思議な力で小さな虫に変えられ、

追放されてしまったんじゃ。天界からそれを見ていた月の精霊様は悲しみ、兵士を天界に呼び寄せた。そして精霊様といつまでも幸せに

暮らしたんじゃ。<CLEAR>

実はその虫というのが妖精だったという話もある。これは俗説じゃがな。<END>
<TEXT: 18>
「さて、今日はどうやって時間をつぶすか......。<CLEAR>

 物が出るようになってからは村の外に出られんようになってしもうたわ。まったく......。<END>
<TEXT: 19>
「さて、夕食の用意をしなければ......。<END>
<TEXT: 20>
「私も立派な 法使いになりたいな。<CLEAR>

今、 法の修行中なの。そしてすてきな勇者様と冒険するの。<END>
<TEXT: 21>
「お兄ちゃん、どこから来たの？<END>
<TEXT: 22>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 23>
「どうも。<END>
<TEXT: 24>
「もしかして、お兄ちゃん剣士？<CLEAR>

<CLESS>: 「ん？ああ。<CLEAR>

「今度剣術を教えてくれよ。おれ、もっと強くなりたいんだ！<END>
<TEXT: 25>
「今、父ちゃんもおじいちゃんも武器の材料を取りに行ってていないんだ。<CLEAR>

だからおいらがお手伝い<END>
<TEXT: 26>
。<END>
<TEXT: 27>
<CLEAR>

お兄ちゃん、もしかして剣士？じゃあこの本あげるよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「これって、奥義書！？<CLEAR><END>
<TEXT: 28>
<green text><CLESS>は 神双破斬を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 29>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 30>
「お兄ちゃん、ありがと。<END>
<TEXT: 31>
「この村から東に向かった所に洞窟があるんだけどさ、そこは『精霊の洞窟』と言われているんだ。<END>
<TEXT: 32>
村長
「そうそう。わしの名前はレニオスじゃ。よろしく。<CLEAR>

<CLESS>: (レニオス<speed:10>......<speed:FF>。どこかで聞いたような<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

レニオス

「そもそも 術を知らないとは、話がおかしすぎるの。<CLEAR>

<MINT>: 「そちらこそ、法術を知らないんですか？いやしの力ですよ。<CLEAR>

レニオス
「いやしの<speed:10>......<speed:FF>？<END>
<TEXT: 33>
レニオス
「おおお<speed:10>......<speed:FF>、なんか気持ちよいのぉ。<CLEAR><END>
<TEXT: 34>
......でも知らん。<END>
<TEXT: 35>
レニオス
「では<speed:10>......<speed:FF>、
 術とはの、こんな力じゃ。<END>
<TEXT: 36>
レニオス
「いでよ、炎！！！<END>
<TEXT: 37>
<CLESS>: 「<speed:20>す、<speed:FF><END>
<TEXT: 38>
すごい！！<CLEAR>

<MINT>: 「もしかしてこれが、ダオスを倒すための力！？<END>
<TEXT: 39>
レニオス
「な！ダオスだとな！？<CLEAR>

<CLESS>: 「知ってるんですか？<CLEAR>

レニオス
「当たり前だの、
知っておるともよ！奴は世界の敵じゃからの！
今もちゃくちゃくと勢力を広げておるだろうて。<CLEAR>

<MINT>: 「え？ダオスは封印から目覚めたばかりのはずじゃあ......。<CLEAR>

レニオス

「封印？何のことじゃ？奴が現れてからどれほど時間がたつことか。<CLEAR>

<CLESS>: 「時間がたってる<speed:10>......<speed:FF>？<END>
<TEXT: 40>
<CLESS>: 「......もしかしてここは、未来の世界じゃ！？<CLEAR>

<MINT>: 「え<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 41>
<MINT>: 「あ！いえ、ダオスが封印される前の世界じゃないですか！？<END>
<TEXT: 42>
<CLESS>: 「そうか！村長さんの名前レニオスってどこかで聞いたことがあると思ったよ！
トーティスにあった教会の名前のこと、そしてトーティスの創始者のことだったんだ！！<CLEAR>

ここは過去の世界なんだ！<END>
<TEXT: 43>
レニオス
「未来？過去？<speed:10>......<speed:FF>何を言ってるんじゃ。今はアセリア暦4202年だがの。<END>
<TEXT: 44>
<CLESS>.<MINT>: 「100年前！！<CLEAR>

<MINT>: 「うっそー！！<END>
<TEXT: 45>
村人
「村長さん！
いきなり何するとですか！！<END>
<TEXT: 46>
レニオス
「おどろいたの。
久しぶりに訪れた客人が未来から来たとは<speed:10>......<speed:FF>。
まだ信じられんのぉ。<CLEAR>

<MINT>: 「いくつかの話から考えてみても、間違いないみたいですね。<CLEAR>

<CLESS>: 「信じるか信じないかは村長さんの自由ですよ。それより<speed:10>......<speed:FF><CLEAR>

ダオスと 術のこと、話してもらえますか？<CLEAR>

レニオス
「うむ。<END>
<TEXT: 47>
レニオス
「ダオスは 術でしか傷つかないと言われておる。 術が使えなくては倒すことはできぬのじゃ。
 術は絶対に必要じゃ。<CLEAR>

<speed:10>......<speed:FF>だが、おぬしらには使えぬ。<CLEAR>

<CLESS>: 「え？なぜ！？<CLEAR>

レニオス
「エルフの血を引くわしが見ればわかる。おぬしらは純血の人間だからの。<CLEAR>

<MINT>: 「エルフ？純血？<CLEAR>

レニオス
「さよう。エルフという種族か、エルフの混血しか 術は使えないんじゃよ。<END>
<TEXT: 48>
<MINT>: 「<speed:10>......<speed:FF>そんな<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 49>
レニオス
「何、気にすることはない。強力な 術の使い手に助けを求めればよいだけのことじゃよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「誰かいませんか？<CLEAR>

レニオス
「ちょっと待ちなされ。おぬしらまさか本気でダオスを倒すつもりなのかね？<CLEAR>

<CLESS>: 「もちろんです！そのために未来から来たんですから！！<CLEAR>

レニオス
「いや<speed:10>......<speed:FF>しかしのぉ<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「お願いします！どうしてもダオスを倒さなければいけないんです！<CLEAR>

モリスンさんや<CHESTER>さんのためにも......。<END>
<TEXT: 50>
レニオス
「<KLARTH>という男がおる。
北のユークリッド村に住んでおっての。<CLEAR>

少々頑固者での、初対面の者には冷たいが根はいい奴だから訪ねてみるといい。<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、ありがとうございます！<CLEAR>

レニオス
「何、いいさ。<CLEAR>

<speed:10>......<speed:FF>わしもおぬしらの頃には血気盛んな 法使いをやっておっての。よくこの世界を守るんだ、と修行に励んだものじゃよ。<CLEAR>

<MINT>: 「村長さん<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 51>
レニオス
「おぬしらの気持ちもよくわかるが、決して無理するでないぞ。<CLEAR>

今日はわしの家に泊まっていくといい。ゆっくりしていきなさい。<CLEAR>

<CLESS>.<MINT>: 「はい。<END>
<TEXT: 52>
レニオス
「さ、もう遅いから寝なさい。<CLEAR>

<CLESS>: 「はい。<END>
<TEXT: 53>
<MINT>: 「あの<speed:10>......<speed:FF>、
<CLESS>さん<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
<CLESS>: 「え？何？<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
<MINT>: 「わ、私もここで寝るの？<CLEAR>

<CLESS>: 「え？<END>
<TEXT: 56>
<CLESS>: 「あ<speed:10>、<speed:FF>い<speed:10>、<speed:FF>いや<speed:10>、<speed:FF>ぼ<speed:10>、<speed:FF>ぼく<speed:10>、<speed:FF>床で寝るから<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 57>
<CLESS>: 「お、おやすみ<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 58>
<CLESS>: (100年前の世界か<speed:10>......<speed:FF>。元の時代に戻れるんだろうか....？<CLEAR>

ぼくたちがこの時代のダオスを倒したら、歴が変わってモリスンさんや、<CHESTER>を助けることになるのか<speed:10>......<speed:FF>？<END>
<TEXT: 59>
<MINT>: 「<CLESS>さん、まだ起きてますか？<CLEAR>

<CLESS>: 「ん<speed:10>？<speed:FF>

うん<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「明日から、がんばりましょうね<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: 「<speed:10>......<speed:FF>ああ。<END>
<TEXT: 60>
<MINT>: 「<CLESS>さん<speed:10>......<speed:FF>。<END>
- BANK B -
<TEXT: 0>
ユークリッド村<END>
<TEXT: 1>
「とんぼ、とんぼ~！<END>
<TEXT: 2>
「戦争、終わってよかったね。<END>
<TEXT: 3>
「お兄ちゃん、本当に戦争が起こるの？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、戦争？<CLEAR>

「うん........。遠い国の王様が戦争するかもしれないってお母さんが言ってたの。<END>
<TEXT: 4>
「ほら、こっからだとベルアダムの村も見えるよ。<CLEAR>

その向こうにある御神木も見えるな。昔はよく遊びに行ったもんだ。<END>
<TEXT: 5>
「あれ？よくここがわかったね。<CLEAR>

どうだい？きれいな景色だろ。<END>
<TEXT: 6>
<CLESS>: 「あの<speed:10>......<speed:FF>、そんな所で何やってるんですか？<CLEAR>

女の人
「あなたには関ないわ<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: 「あの~<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

女の人
「何か？<CLEAR>

<CLESS>: 「いい天気ですね......。<END>
<TEXT: 8>
<MINT>: 『<CLESS>さんがナンパしてどうするんです！？<CLEAR>

もういいです！私が行きます！<END>
<TEXT: 9>
<MINT>: 「あの<speed:10>........<speed:FF>、もし何か悩みごとがあるなら話してもらえませんか？<CLEAR>

女の人
「え？<END>
<TEXT: 10>
で、でも<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「話せばすっきりします。<END>
<TEXT: 11>
女の人
「好きな人が<speed:10>、<speed:FF>いるんです。<CLEAR><END>
<TEXT: 12>
<MINT>: 「やっぱり<speed:10>........<speed:FF>。それでその人は？<CLEAR>

女の人
「武器屋に来てるエルウィン
<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「武器屋ですね。わかりました。<END>
<TEXT: 13>
女の人
「エルウィン<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 14>
<CLESS>: 「すいません。あなたの名前は？<CLEAR>

女の人
「あ、ごめんなさい。
私はナンシー、八百屋の娘よ。<END>
<TEXT: 15>
ナンシー
「エルウィン<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 16>
ナンシー
「だめだったのね？<CLEAR>

何となくわかってたわ。だって彼は社長の息子。私は八百屋の娘。どう考えても釣り合わないわ。<CLEAR>

<CLESS>: 「ナンシーさん<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

ナンシー
「ありがとう。もういいわ。
大丈夫！平気だから......。<END>
<TEXT: 17>
ナンシー
「<speed:10>..........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 18>
「はいはい~。お代はこちら~。<CLEAR>

<green text>いくら払いますか？<CLEAR>

1.1ガルド
2.10ガルド
3.100ガルド
4.1000ガルド<normal coloured text><END>
<TEXT: 19>
「どうも。<END>
<TEXT: 20>
「ありがとう。<CLEAR>

ここから北東にはローンヴァレイという谷があるんだよ~。何か怪しいとこなんだ~。<END>
<TEXT: 21>
「いや~、気前いいね。<CLEAR>

今、この大陸ではユークリッド共和国という国ができるかもしれない

よ~。北のデロイノ族、南のメイルガン族、

そしてユークリッド族の三部族が話し合ってる最中なんだ~。<END>
<TEXT: 22>
「いや~、気前いいね。<CLEAR>

ダオスはミッドガルズと戦争をしようとしているんだよ~。果たしてどうなるんでしょうね~。<END>
<TEXT: 23>
「ありがとうございます！お客様は神様です！！<CLEAR>

この世界のどこかに白馬がいるんだよ~。清らかな乙女としか会わないっていうヘンな馬なんだ~。<END>
<TEXT: 24>
「ひやかしなら他でやってくれ。<END>
<TEXT: 25>
「金が足りないよ~。<END>
<TEXT: 26>
「タラリラ~~~~。<CLEAR>

のりのりに弾いている。<END>
<TEXT: 27>
「ポコポコ~~~~。<CLEAR>

のりのりに叩いてる。<END>
<TEXT: 28>
「あんまりうまくないね。<END>
<TEXT: 29>
<CLESS>: 「何か見えますかー？<CLEAR>

「きれいな山脈が見えてるよ~。<END>
<TEXT: 30>
<CLESS>: 「そんな所で何してるんですかー？<CLEAR>

「ここからだと遠くがよく見えるんだよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「どうやって登ったんですかー？<CLEAR>

「内緒~って。<END>
<TEXT: 31>
<CLESS>: 「どうしたの？<MINT>。<CLEAR>

<MINT>: 「あの人病気ですね。<CLEAR>

<CLESS>: 「え？<END>
<TEXT: 32>
<CLESS>: 「別に顔色も悪くないし<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「うん、もう！<CLESS>さんってにぶいのね！あれは恋の病よ<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 33>
<CLESS>: 「恋の病~！？<CLEAR><END>
<TEXT: 34>
<MINT>: 「あのうつろな瞳、ほのかに漂う切なさ<speed:10>......<speed:FF>、<CLEAR>

何とかしてあげられないかしら？<CLEAR>

<CLESS>: 『おせっかいだと思うんだけど。<CLEAR><END>
<TEXT: 35>
<MINT>: 「何か言いました！？<CLEAR>

<CLESS>: 「いえ、別に。<END>
- BANK C -
<TEXT: 0>
宿屋『ユークリッドINN』<END>
<TEXT: 1>
八百屋『ベジット』<END>
<TEXT: 2>
道具屋『猫目』<END>
<TEXT: 3>
武具屋『ビショップ』<END>
<TEXT: 4>
<KLARTH> 法修練場<END>
<TEXT: 5>
「ここはいいのがそろってるよ。何しろ北の貿易の町、ベネツィアからの直輸入品だからね。<END>
<TEXT: 6>
<CLESS>: 「あなたがエルウィンさんですか？<CLEAR>

エルウィン
「ああ、そうだけど。何でぼくの名前を知ってるの？<CLEAR>

<CLESS>: 「実はあなたに想いをよせてる女性がいるんです。<CLEAR>

エルウィン
「え<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

どんな人？名前は？<CLEAR>

<CLESS>: 「え？<END>
<TEXT: 7>
エルウィン
「どんな人が早く教えてよ。<END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「名前はナンシー、
八百屋の娘だよ。<CLEAR>

エルウィン

「そうか<speed:10>......<speed:FF>、ナンシーっていうのか。<CLEAR>

でも、会うのは<speed:10>......<speed:FF>、<CLEAR>

<MINT>: 「なぜ？<CLEAR>

エルウィン
「ぼくはベネツィアの輸入会社の社長の息子なんだ。今、営業でこの村に来ててね。

でもまたベネツィアに戻らなければならない。それに父さんが許してくれないよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「でも一度だけでも会ってみては？<CLEAR>

エルウィン
「いや、一度でも会えばまた会いたくなってしまうよ<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

彼女によろしく言っておいて。<CLEAR>

さ、仕事仕事。<END>
<TEXT: 9>
エルウィン
「さ、仕事仕事。<END>
<TEXT: 10>
「外で遊びたいよ~。<CLEAR>

でも父さんが店を手伝えって。まったく<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 11>
「エルウィン？ベネツィアに帰ったよ。<END>
<TEXT: 12>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 13>
「ありがとう。また来て下さい。<END>
<TEXT: 14>
「らっしゃい。<END>
<TEXT: 15>
「ありがとう、旅の方。<END>
<TEXT: 16>
「ナンシーが私の元を離れて行ってしもうた。<CLEAR>

だが、愛する男のためじゃ。母である私が止められるわけがないて。<CLEAR><END>
<TEXT: 17>
「いらっしゃい。いいのがそろってるよ。<END>
<TEXT: 18>
「ありがとうね。<END>
<TEXT: 19>
「さて、今夜のおかずは~っと
......。<END>
<TEXT: 20>
「何か風のウワサでは遠くでとてつもなく大きな軍隊が作られているそうよ。<END>
<TEXT: 21>
「私は旅の者です。<CLEAR>

途中ローンヴァレイという谷を見たのですが、何かいつも怪しい風が吹いていましたよ。<CLEAR>

そうそう、あそこにはクラインという方が住んでいて、天気を占っているそうです。よく当たるらしいですよ。<END>
<TEXT: 22>
「いらっしゃい。お泊まりですか？一晩20ガルドになりますよ。<END>
<TEXT: 23>
ゆっくりしていって下さい。<END>
<TEXT: 24>
あいすいません。お金が足りませんよ。<END>
<TEXT: 25>
「また来て下さいね。<END>
<TEXT: 26>
「あ、ごめんなさい。今夕食の準備しているの。<CLEAR>

<CLESS>: 「猫の？<CLEAR>

「そう、猫の。<END>
<TEXT: 27>
「うううっ、猫だらけ<speed:10>........<speed:FF>。なんでやねん......。<END>
<TEXT: 28>
<CLESS>: 「こいつ、犬なのか？<END>
<TEXT: 29>
猫好きのじいさん
「わしは猫好きのじいさんぢゃ！う~ん、ネコちゃーん'heart'<END>
<TEXT: 30>
ミラルド
「ユグドラシルを復活させたの！じゃあもう旅は終わり？<CLEAR>

<KLARTH>: 「いや、まだやらなければならないことがある。もしかして......。<CLEAR>

ミラルド
「もしかして......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「いや、何でもない。留守を頼むぞ。<CLEAR>

ミラルド
「ええ....。<END>
<TEXT: 31>
ミラルド
「ユグドラシルを救う方法？私じゃ力になれないわ。 術は破壊の力しかまないものだから......。<END>
<TEXT: 32>
ミラルド
「気をつけてね。くれぐれも<KLARTH>をよろしく。<CLEAR>

<KLARTH>: 「20代後半の男に言うセリフか？<END>
<TEXT: 33>
「ベルアダム村の東に洞窟があるよね。そこに入った人から聞いたんだけど、中には小さな小人がたくさんいたんだって。精霊かなぁ？<END>
<TEXT: 34>
「私は旅の者です。ベネツィアから来ました。<CLEAR>

<CLESS>: 「だ、大丈夫でしたか？女の人が一人旅なんて....。<CLEAR>

「神の御加護がありますから。それにホーリィボトルをたくさんもっていますからね。<CLEAR>

ホーリィボトルには神の力が宿っているといわれています。これを使えば悪 といえども寄ってこなくなりますよ。<END>
<TEXT: 35>
「暖炉の中をのぞいてみよう。<END>
<TEXT: 36>
<CLESS>: 「あっちー！！<END>
<TEXT: 37>
四大元素と精霊
『精霊はそれぞれが司るべき元素、風.水.火.地があるが、
これがいわゆる四大元素と
呼ばれるものである。<END>
<TEXT: 38>
精霊と元素に関する定義
『精霊は実に多くの種類がある。
四大元素(風.水.火.地)を中心とするもの。
また星、月、闇、光などの精神世界に存在するものなど、実に多種多様である。<END>
<TEXT: 39>
精霊と物理世界
『我々のこの物理世界に存在しうる主な精霊をあげよう。<CLEAR>

風の精霊シルフ、
水の精霊ウンディーネ、
火の精霊イフリート、
地の精霊ノーム、
それら四大元素を統率する分子の精霊マクスウェル。<CLEAR>

その他月の精霊ルナ、闇の精霊シャドウ、光の精霊アスカなどなど。

また、未だ確認されていない精霊も多数いるようだ。<END>
<TEXT: 40>
精霊の社会的構造
『精霊の世界を社会的に見てみると、どうやら上位精霊と下位精霊に分けられるようだ。
しかし、今わかっているのは四大精霊とそれを統率するマクスウェルの存在のみである。<END>
<TEXT: 41>
精霊の社会的構造2

『未確認ではあるがルナ、シャドウ、アスカにもそれら精霊に従う下位精霊が存在するらしい。
また、それらの関とは全く違った社会的構造を持つ精霊も存在するという。<END>
<TEXT: 42>
古い新聞を見つけた。<CLEAR>

『モーリア坑道の地下深くに遺跡らしきものを発見。アルヴァニスタ王はただちに調査隊を向かわせる意向を発表した。

考古学者の話ではドワーフ族の住居跡ではないか、とのこと。<END>
<TEXT: 43>
精霊と指輪
『精霊との契約には特別な指輪が必要である。その指輪はエルフ族であるレオナルドとドワーフ族の名工ギースの共作といわれている。<END>
<TEXT: 44>
手紙みたいだ。
『<KLARTH>、残念ながら契約の指輪を作る技術は失われてしまったようだ。
あらゆる遺跡を調べてみたのだが
....。だが望みはある。モーリア坑道だ。あそこで発見されたドワーフ族の遺跡に未使用の指輪が

あるかもしれない。そこを調べてみてはどうだろうか？<END>
<TEXT: 45>
お金があった。<CLEAR>

<KLARTH>: 「あ、ちょ、ちょっと
それは......。<CLEAR>

どうやら<KLARTH>のヘソクリのようだ。元に戻しておこう。<END>
<TEXT: 46>
「ここには何もないようだ。<END>
<TEXT: 47>
「これは呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 48>
<green text><MINT>は<Item:D307>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 49>
でもぼくが持っててもなぁ......。戻しておこう。<END>
<TEXT: 50>
「これは......！！<CLEAR>

マンガか。<END>
<TEXT: 51>
「これは呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 52>
<green text><MINT>は<Item:D607>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 53>
？？？
「ミラルドか？茶ならそこのテーブルに置いといてくれ。<CLEAR>

<MINT>: 「あの、<KLARTH>さんですか？<CLEAR>

？？？
「ん？<END>
<TEXT: 54>
<KLARTH>: 「そうだが。
『お嬢ちゃん』、何か用か？<END>
<TEXT: 55>
<MINT>: 「<KLARTH>さんのマジツの力を貸して欲しいんです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「マジツ？ああ、 術の受講者か。なら奥のミラルドに言ってくれ。受講料は<Control:8263>万ガルド、

前金だ。<CLEAR>

<MINT>: 「え？お金？そんなには<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 56>
<KLARTH>: 「それじゃダメだ。出直しておいで、お嬢ちゃん。<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>..........<speed:FF>その呼び方、やめて下さい。<CLEAR>

<KLARTH>: 「すまないね。何しろまだ君の名前を知らないもので。初対面だと思ったのは私の2違いか？<CLEAR><END>
<TEXT: 57>
<MINT>: 「あ！わ<speed:10>、<speed:FF>私<speed:10>、<speed:FF><MINT>と言います。こちらは<CLESS>さん<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 58>
<CLESS>: 「ダオスを倒すために、マジュツが必要なんです。力を貸してもらえませんか？<CLEAR><END>
<TEXT: 59>
<KLARTH>: 「ダオスを？<speed:10>..........<speed:FF>本気か？<END>
<TEXT: 60>
<KLARTH>: 「ふん、呪文をタダで覚えるための口実にしては、大風呂敷すぎると思うがな。<CLEAR><END>
<TEXT: 61>
<CLESS>: 「なっ！
<MINT>: 「そんな！<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
？？？？
「<KLARTH>！そんな言い方はないんじゃない！？<END>
<TEXT: 63>
<KLARTH>: 「ミラルド！<CLEAR>

ミラルド
「まったくもう！どうしてあなたはそうぶっきらぼうでがさつで思いやりがないの？初対面の人でしょ？あなたを頼って来てるんでしょ？もう少し優しくできないの？ほん<speed:40>っ<speed:FF>とにばかばかばか！もうっ！<END>
<TEXT: 64>
ミラルド
「ごめんなさいね。あの人、精神的に子供なの。<END>
<TEXT: 65>
あんな人じゃなくてもっと頼りになる人を私が紹介してあげるわ。

<speed:10>あ.ん.な.人.<speed:FF>じゃなくてね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「な！<END>
<TEXT: 66>
おいっ！あんな人とはなんだ！！あんな人とは！！！<CLEAR>

ミラルド
「悪い？頼りにならない人に向かって言って。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ならないわけないだろ！この辺じゃオレ以外に誰がいる！？<CLEAR>

ミラルド

「あら、わかってるじゃない。<CLEAR><END>
<TEXT: 67>
<KLARTH>: 「く~~~~~<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 68>
<MINT>: 「あの、私たち聞いたんです。人間にはマジュツって使えないんです

<speed:10>......<speed:FF>よね？
だから、マジュツの使える<KLARTH>さんに仲間になってもらいたいんです。<CLEAR><END>
<TEXT: 69>
<KLARTH>: 「仲間？<CLEAR>

<MINT>: 「はい、そうです。<END>
<TEXT: 70>
<KLARTH>: 「一体どういうことか、話を聞こうじゃないか。<END>
<TEXT: 71>
<KLARTH>: 「う~ん......、未来からねぇ。<CLEAR>

信じられないな......。<CLEAR>

<CLESS>: 「今はまだ信じてもらえなくても仕方がないです。<CLEAR>

<MINT>: 「どちらにしても、ダオスを倒すためには 術が必要なんです。お願いです。力を貸して下さい！<END>
<TEXT: 72>
<KLARTH>: 「私も人間なんだ。耳はとんがってないだろ？ハーフエルフっていうわけでもない。

くやしいが私も 術は使えない。<CLEAR>

<MINT>: 「そんな......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「だが、いつか必ず人間でも 術が使えるようにしてみせるつもりだ！<CLEAR>

その第一歩として召喚術というものを研究している。<CLEAR><END>
<TEXT: 73>
ミラルド
「まだ使えないのよね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「いちいちうるさいな。<CLEAR><END>
<TEXT: 74>
早速で悪いが、ローンヴァレイにつき合ってくれ。
<CLESS>に<MINT>さん<speed:10>、<speed:FF>だったかな。<CLEAR>

<CLESS>.<MINT>: 「は、はい！
ありがとうございます！！<END>
<TEXT: 75>
ミラルド
「そうそう。ここにある書物は 術や精霊に関するものばかりなの。参考に読んでみたら？<END>
<TEXT: 76>
<MINT>: 「お母さん。<END>
<TEXT: 77>
<MINT>の母メリル
「な~に？<CLEAR>

<MINT>: 「それ、きれい......。<CLEAR>

メリル
「ああ、これ？<CLEAR>

<MINT>: 「耳につけてるの......欲しいな。<END>
<TEXT: 78>
メリル
「このイヤリングはね、ダメなの。<CLEAR>

<MINT>: 「どおして？<CLEAR>

メリル
「これはね、お母さんのお母さんからもらった大事な大事な法術師のあかしなの。<END>
<TEXT: 79>
<MINT>: 「お母さんのタイセツなもの？<CLEAR>

メリル
「そうよ。<END>
<TEXT: 80>
<MINT>: 「お馬さんの形してるよ？<CLEAR>

メリル
「ユニコーンっていうのよ。この馬は法術師の象徴なの。<CLEAR>

<MINT>: 「ショウ、チョウ？<CLEAR>

メリル
「じゃあイヤリングのかわりにこの帽子をあげるから、我慢してね。<END>
<TEXT: 81>
<MINT>: 「お母さん、ありがとう。<CLEAR>

メリル

「ちょっと大きすぎたかしら。でもよく似合ってるわ。<MINT>も立派な法術師ね。<CLEAR>

<MINT>: 「うん！私もお母さんみたいな法術師になる！<END>
<TEXT: 82>
ミラルド

「はい、今日の授業はここまでね。基本的なことはだいたい今日で終わりね。<CLEAR>

徒

「ありがとうございます。ところで......、<CLEAR>

<KLARTH>さんはいつ戻って来るんですか？ダオスをやっつけたんですよね？村長も大喜びで、村をあげてパーティーやるんだって
はりきってますよ。<CLEAR>

ミラルド
「......さあねぇ。まあ、あいつはゴーレムの頑丈さとゾンビ並みの命力を持っているから、

きっと元気でしょ。<CLEAR>

徒
「はは。そ、そんなもんですかね。<CLEAR>

それじゃあ、また明日。<CLEAR>

ミラルド
「ええ。<END>
<TEXT: 83>
ミラルド
「まったくどこほっつき歩いてんのかしらねぇ。役に立ってるといいんだけど......。<END>
<TEXT: 84>
ミラルド
「ま、気長に待っててあげるわ。<END>
- BANK D -
<TEXT: 0>
トリスタン
「大器晩成じゃ。<END>
<TEXT: 1>
「これは......、何か不思議な力を感じる....。大事にとっておこう。<CLEAR><END>
<TEXT: 2>
<green text>レイスルビーを手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「この石像、動かせそうだな
......。<CLEAR>

あれ？今、動いたような......。<END>
<TEXT: 4>
<green text><Item:4A0D>を取り戻しました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 5>
<green text>レバーがあります。倒しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 6>
<green text>棺のフタを動かしますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 7>
<green text><Item:CE0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 8>
<green text><Item:A10C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 9>
<green text><Item:A20C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 10>
<green text><Item:6B0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 11>
<green text><Item:A60C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 12>
「固く閉ざされている。不思議な力で封印されているようだ。<END>
<TEXT: 13>
「ここは一体......？<END>
<TEXT: 14>
『誰も入るべからず』と書かれている。<END>
<TEXT: 15>
「この扉....、取っ手もカギ穴もないな。何か特別な方法で開くのか？<END>
<TEXT: 16>
<CLESS>: 「これって<speed:10>......<speed:FF>、何だろ？<CLEAR><END>
<TEXT: 17>
<CLESS>: 「な、何だこりゃ？
浮いてる......。<CLEAR>

かっこい~。<CLEAR>

<CHESTER>: 「<speed:10>..........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 18>
<CLESS>: 「あ！<END>
<TEXT: 19>
<CLESS>: 「<Item:4A0D>を落としてしまった......。<END>
<TEXT: 20>
トリスタン
「来おったな。モリスンはこの奥の地下墓地へ入っていったわい。<CLEAR>

<CLESS>: 「ここは一体......？<CLEAR>

トリスタン
「わしもようわからん。
じゃが気を抜くでないぞ。<CLEAR>

<CLESS>: 「はい！<CLEAR>

トリスタン
「よし。ではおんしにはなむけを一つ、奥義の何たるかを教えてやろう。<CLEAR>

<CLESS>: 「奥義？<CLEAR>

トリスタン
「そうじゃ。第三教練までは終えておるか？<CLEAR>

<CLESS>: 「この間、第四教練まで終わりました。<CLEAR>

トリスタン

「ほう。じゃあ、すぐにできるようになるじゃろ。よく聞くのじゃ。<CLEAR>

奥義とは、ニつの必殺技の組み合わせの上に成り立つもので、精神の集中、肉体の鍛練、そしてニつの必殺技を極限まで鍛え上げることで

繰り出すことが可能になる。<CLEAR>

<CLESS>: 「<speed:10>......<speed:FF>理屈はわかりますけど
<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

トリスタン

「とりあえず覚えておけ。 神剣と飛燕連脚から成り立つ奥義、

それが 神飛燕脚じゃ！<CLEAR>

<CLESS>: 「そんな技、ぼくに使えるんだろうか......？<CLEAR>

トリスタン

「なに、ミゲールは14になるころには既に体得しておったぞ。<CLEAR>

血を信じろ。大器晩成という言葉もあるしの。<CLEAR>

<CLESS>: 「......わかりました。<CLEAR>

トリスタン

「がんばってこい。<CLEAR><END>
<TEXT: 21>
<green text><CLESS>は 神飛燕脚を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「あ！<CLEAR>

しまった~、
下の階に落ちたか....。<END>
<TEXT: 23>
「き、貴様！なぜここに......！！<END>
<TEXT: 24>
やめろおおおおぉぉぉ！！！<END>
<TEXT: 25>
「これで、私の家に代々続いた使命も終わりか<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 26>
そして十数年の月日が流れ......<END>
<TEXT: 27>
モリスン
「お前の悪だくみもこれまでだ、マルス.ウルドール！<CLEAR>

マルス
「ふん。わざわざ見物に来たのか？ほら、仲間も来たようだぞ。<END>
<TEXT: 28>
モリスン
「お前たち！
あれほど来るなと<speed:10>......<speed:FF>！<END>
<TEXT: 29>
モリスン
「しまった！<CLEAR>

マルス
「はははっ、アホゥが！<END>
<TEXT: 30>
<CHESTER>: 「な、何だ？<CLEAR>

マルス
「さあ、いにしえの王の復活だ。<CLEAR>

<CLESS>: 「何だと！？<CLEAR>

マルス
「そうだな、冥土の土産に教えてやろう........。<CLEAR><END>
<TEXT: 31>
「ヴァルハラ戦役......。
今より100年ほど前に起こった戦い。貴様らも知っておろう。<CLEAR>

当時最大を誇ったニ国の連合を相手に圧倒的力を見せつけた一国の王がいた。<CLEAR>

その王の名はダオス。しかし、その男もあるパーティーの前に敗北することになる<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

モリスン

「そうだ、そのパーティーの一人が私の先祖だ。<CLEAR>

<CLESS>: 「モリスンさん？<CLEAR>

モリスン
「奴の名はマルス.ウルドール。
ダオス復活をたくらんだ一団のボスだ。
そして私と<CLESS>君、
それにお嬢さんはその昔、ダオスと戦った者たちの子孫なのだ。<END>
<TEXT: 32>
<CLESS>: 「ぼくが？<CLEAR>

<MINT>: 「私が！？<CLEAR>

モリスン
「そうだ。そしてここには少なからず血縁を奴の手によって失った者たちがいる。
これが君たちと私、そして奴
<speed:10>........<speed:FF>マルス.ウルドールとの関なんだ。<CLEAR>

マルス

「ふん、そんな関がどうした。<CLEAR>

<CLESS>: 「<speed:10>........<speed:FF>モリスンさんには悪いけど<speed:10>、<speed:FF>そんなことより<speed:10>、<speed:FF>ぼくや<CHESTER>にとって<speed:10>、<speed:FF>

そして<MINT>の<speed:10>..........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 33>
<CHESTER>: 「お前は<speed:10>........<speed:FF>オレの妹や、みんなのカタキだ！<END>
<TEXT: 34>
マルス
「おお<speed:10>......<speed:FF>、
これがいにしえの王ダオス......。<CLEAR>

ダオスよ。いにしえの王よ。我の命ずる所を聞け。

我が名はマルス<speed:10>......<speed:FF>、
マルス.ウルドール......。<CLEAR>

ダオス

「ふふ、運命の糸に操られていたことに気づかぬ愚か者よ。<END>
<TEXT: 35>
マルス
「何を言っている。封印を解いたオレが貴様のあるじだ！<CLEAR>

ダオス

「私を封印した者共を殺し、封印を解くカギを奪わせたのは、他ならぬこの私自身。

思い出させてやろうか？三ヶ月前に訪れた時に何があったかを。<END>
<TEXT: 36>
マルス
「ぬ、ぬかせ！<END>
<TEXT: 37>
モリスン
「危ない！よけろ！！<END>
<TEXT: 38>
マルス
「何！？<CLEAR><END>
<TEXT: 39>
ダオス
「お前にはもう用はない。<CLEAR><END>
<TEXT: 40>
マルス
「う<speed:10>、<speed:FF>うわー！！！！<END>
<TEXT: 41>
ダオス
「私が背負った重大な運命を知らず、勝手な振る舞いを行う人間たち..........、
そして私を封印した者共のき残り......、<CLEAR><END>
<TEXT: 42>
そこのお前！！<END>
<TEXT: 43>
ダオス
「とても許せるものではないぞ
<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 44>
モリスン
『奴は剣では倒せない。私が法術で君たちをある場所へ送る。そこで、奴を倒す方法を学んでくるんだ。

もうこれしか方法はない。<END>
<TEXT: 45>
<CLESS>: 「どういうことです！？<CLEAR>

モリスン
「それとこの本を！
両親の遺志を継いでくれ！！<END>
<TEXT: 46>
ダオス
「ククク<speed:10>、<speed:FF>死ね。<END>
<TEXT: 47>
<CHESTER>: 「くそっ！間に合わない！！<END>
<TEXT: 48>
<CLESS>: 「<CHESTER>......！！
<MINT>: 「<CHESTER>さん！！<END>
<TEXT: 49>
モリスン
「<CHESTER>君、しっかり！<END>
<TEXT: 50>
ダオス
「答えろ、奴らをどこへやった？<CLEAR>

モリスン
「くっ<speed:10>、<speed:FF>

言うと思っているのか！？<CLEAR>

ダオス
「ふ、知っているぞ。あの輝きは時間転移の光。いつの時代に送ったかは知らぬが、

自分自身を転移できないとは、まだ未熟だな。<CLEAR>

モリスン
「<speed:10>......<speed:FF>くそっ！！<CLEAR>

ダオス
「クククク、<CLEAR>

ここで朽ち果てるがいい！！<END>
<TEXT: 51>
ダオス
「き、貴様たちは....！<CLEAR>

モリスン
「おお........。
<CHESTER>: 「<CLESS>......。<CLEAR>

<CLESS>: 「仲間も世界も、お前の好きにはさせない！<CLEAR>

ダオス
「望むところ、私にはやらなければならない使命がある！こんな所で倒れるわけにはいかないのだ！！<END>
<TEXT: 52>
<CLESS>: 「やった......！<END>
<TEXT: 53>
モリスン
「危ない、逃げろ！<END>
<TEXT: 54>
<CLESS>:「一体どうなっているんだ！？<CLEAR>

モリスン
「ダオスが復活する時に膨大なエネルギーが解放されたんだ！<CLEAR>

地殻に異常が起きても不思議じゃない！！<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
<CLESS>: 「早く！地下墓地が崩れるぞ！！<END>
<TEXT: 56>
トリスタン
「おお、<CLESS>、モリスン！どうなっとるんじゃ！？<CLEAR>

<CLESS>: 「トリスタン師匠！早く逃げて下さい！！<END>
<TEXT: 57>
力尽きたダオスは
溶岩の中へと呑み込まれ
墓地の崩壊と共にその姿を消した<END>
<TEXT: 58>
そして数日の時が過ぎ<END>
<TEXT: 59>
召喚士<KLARTH><END>
<TEXT: 60>
術師<MINT><END>
<TEXT: 61>
長い間苦楽を共にしてきた
二人の仲間との別れの時が来た<END>
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<TEXT: 0>
「カギがかかってる。<END>
<TEXT: 1>
<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 2>
<MINT>: 「<CLESS>さん、もう大丈夫？<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ、心配かけてごめん。もう大丈夫だよ。<CLEAR>

<MINT>: 「よかった<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 3>
私は行商人です。何か買いませんか？<END>
<TEXT: 4>
「あ、すいません。モリスンさんいますか？いくら呼んでも返事がなくて......。<CLEAR>

あ、あなたでもいいや。何か買いませんか？<END>
<TEXT: 5>
「まいど！<END>
<TEXT: 6>
お手伝い
「こんにちは。
私、友人に紹介されてここで働いているの。<CLEAR>

でも、モリスンのおじさまって

<speed:10>す.て.き<speed:FF><CLEAR><END>
<TEXT: 7>
きゃ、言っちゃった'heart'<CLEAR><END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「..........。<END>
<TEXT: 9>
モリスン
「外に行って新鮮な空気を吸ってくるといい。気分も良くなる。<END>
<TEXT: 10>
「私、お手伝いです。ここは良い所ですね。空気は新鮮だし、自然がいっぱい。<END>
<TEXT: 11>
「昔から言い伝えられている言葉を教えてあげるよ。<CLEAR>

『気の力は 神の力。剣を下から振り上げ、決定せよ。』何か意味ありげな言葉だよね。でも 神ってなんだろ？<END>
<TEXT: 12>
「私のひいおじいさんってすごい法術使いだったのよ。そのまたおじいさんのおじいさんは 王を倒した勇者だったのよ。<CLEAR>

うそじゃないよ。<END>
<TEXT: 13>
ハロルド.D.モリスン
「たいしたもてなしもできないが、ゆっくりしていってくれ。<END>
<TEXT: 14>
？？？
「ん？何だ君たちは。今手が離せないんだよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「もしかしてあなたの名前はモリスンというのでは？<CLEAR>

？？？

「確かに。私の名はハロルド.D.モリスンだ。君たちは....。<CLEAR>

もしかしておじいさんの言っていた<CLESS>殿か！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、そうです。<CLEAR>

ハロルド

「そうか....、君たちがおじいさんの言っていた......。本来なら君たちの手伝いを

するべきなのだろうが......、

私は戦う勇気も力もない。父も祖父も、トリニクス.D.モリスンが祖父の名前なのだが、二人はすばらしい法術師だったが、私は......。<CLEAR>

<CLESS>: 「気持ちだけで十分ですよ。<CLEAR>

<CHESTER>: 「それよりあなたのおじいさんからオレたちの事、何か聞いてないか？オレたちのこれからの事とか。<CLEAR>

ハロルド

「<speed:10>......<speed:FF>それは知っていても教えられない。<CLEAR>

<CHESTER>: 「やっぱりね。歴が変わってしまうからだろ？<CLEAR>

ハロルド

「それもあるが......、自分の運命は自分で切り開くものだと私は思う。占いをする人も

よく言っているよ。その人の運命は99%既に決まっているものだが、残り1%はその人の努力で変えられると。
<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、ぼくもそう思います。<CLEAR>

ハロルド

「たいしたもてなしもできないが、せめてゆっくりしていってくれ。<END>
<TEXT: 15>
<CLESS>: 「うわっ！<END>
<TEXT: 16>
？？？
「目を覚ましたか、<CLESS>！<END>
<TEXT: 17>
<CLESS>: 「......<CHESTER><speed:10>..........<speed:FF>！！<END>
<TEXT: 18>
モリスン
「君の名は君の友人から聞いたって言っただろう？
気がつかなかったかな？<END>
<TEXT: 19>
<CHESTER>: 「<CLESS>が村を出ていったのと入れ違いにモリスンさんが来てね。
そのおかげで村の人たちを
思ったよりも早く弔うことができたんだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「そうだったのか。<END>
<TEXT: 20>
でも、なぜモリスンさんが？<CLEAR>

モリスン
「私は黒い鎧の男を追っているんだ。もう少し情報が早ければ村を守ることができたんだが。

しかしミゲールがいながら村はおろか、マリアさんさえ守ることができなかったとは<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 21>
<CLESS>: 「父さんと母さんを知ってるんですか？！<CLEAR>

モリスン
「ああ、ニ人とは古い友人でね。それにお嬢さんの母親、メリルのこともよく知ってる。<END>
<TEXT: 22>
モリスン
「たぶん君たちよりもね。<END>
<TEXT: 23>
<MINT>: 「お母さん<speed:10>..........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 24>
<CLESS>: 「<speed:10>..................<speed:FF>。<END>
<TEXT: 25>
モリスン
「そういえば、ミゲールが大切にしていた宝石を<CLESS>君は知らないか？<CLEAR>

<CLESS>: 「その宝石なら首飾りにして誕日のプレゼントとしてもらったけど
......。<CLEAR>

モリスン
「今、持ってるのか？<CLEAR>

<CLESS>: 「奪われました。<CLEAR><END>
<TEXT: 26>
モリスン
「何！？<CLEAR>

<CLESS>: 「捕まった時に黒い鎧の男に奪われたんです。一体、あのペンダントに何の意味が......？<CLEAR>

モリスン
「<speed:10>......<speed:FF>何てことだ。すべてが後手に回ってしまう。

まずいな<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 27>
モリスン
「君たちはここに残るんだ。私は今すぐ地下墓地に行かなければならなくなった。<CLEAR>

<CLESS>: 「そこに鎧の男がいるんですね。ぼくたちも行きます！カタキを討たせて下さい！<CLEAR>

モリスン

「だめだ。<CLEAR><END>
<TEXT: 28>
<MINT>: 「そんな！
<CHESTER>: 「お願いします！<CLEAR>

モリスン
「君たちでは足手まといにしかならない。<CLEAR>

<CLESS>: 「そんなのやってみなけりゃ....！<CLEAR>

モリスン
「君は父親に勝ったことがあるのか？<CLEAR>

<CLESS>: 「それは<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 29>
モリスン
「すまないね。親友たちの忘れ形見である君たちを危険な目にあわせたとあっては、
先に逝った彼らに私が顔向けできないんだ。頼むからわがままは言わないでくれ。<END>
<TEXT: 30>
<MINT>: 「私たち、これからどうすればいいのかしら？<END>
<TEXT: 31>
<CHESTER>: 「モリスンさんはああ言ったけど、オレは待ってるなんて絶対にやだぜ。<CLEAR>

<MINT>: 「私も<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: 「<speed:10>................<speed:FF>。<CLEAR>

<CHESTER>: 「<CLESS>、お前はどうなんだ？<END>
<TEXT: 32>
<CHESTER>: 「はっきりしろよ！ニ人で約束しただろ！あの時、必ずみんなのカタキを討とうって......。
モリスンさんのさっきの言葉、そんなに気になるのか！？<END>
<TEXT: 33>
<CHESTER>: 「おいってば！<CLEAR>

<MINT>: 「ケンカはやめて下さい！
お願いです<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 34>
？？？
「何ぞ騒々しいのぅ。
モリスンよ~い、茶飲み相手をしてくれんか~の。<END>
<TEXT: 35>
？？？
「何じゃ、小せがれに留守番け？<CLEAR>

<CLESS>: 「トリスタン師匠！？
どうしてここに？<CLEAR>

トリスタン
「ミゲールんとこの小せがれじゃないけ。わしは茶飲みにここにはよく来るんじゃよ。

おんしこそこんな所で何をしてるんじゃ？<CLEAR>

<CLESS>: 「実は............、<CLEAR>

というわけで........。<CLEAR>

トリスタン
「ふぅむ。それはモリスンが言ったのけ？足手まといと。<END>
<TEXT: 36>
<MINT>: 「はい<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 37>
トリスタン
「ほっほっほ。ちょほいと法術なんぞできるからといって、あやつはテングになっておるんじゃ。<CLEAR>

<MINT>: 「モリスンさんも法術師なんですか？<CLEAR><END>
<TEXT: 38>
トリスタン
「も？<speed:10>............<speed:FF>おうおう、メリルさんとこの娘さんじゃな。母さんそっくりじゃ。美人になるぞぃ。<END>
<TEXT: 39>
<CLESS>: 「でも、なぜ？会う人みんながぼくや<MINT>のこと、親のことまで知っているんですか？変ですよ。<CLEAR>

トリスタン
「知りたいか？<CLEAR>

<CLESS>: 「ぜひ。それに、やっぱりぼくたちはカタキを討ちたいんです！<CLEAR><END>
<TEXT: 40>
<CHESTER>: 「<CLESS>！
<MINT>: 「<CLESS>さん！<CLEAR>

<CLESS>: 「モリスンさんの言ったことが正しいのかもしれないけど<speed:10>........<speed:FF>、ぼくはもう迷わない！
師匠、お願いします！！<CLEAR>

トリスタン
「いいじゃろ。じゃがその装備では心細いのぅ。今、行商人が来とるから

装備をととのえてくるといいぞぃ。

準備ができたら南東の洞窟へ行くのじゃ。わしは先に行って待ってるぞぃ。<END>
<TEXT: 41>
<CLESS>: 「あれ？<CLEAR>

<CHESTER>: 「どうした？<CLESS>。<END>
<TEXT: 42>
イヤリングが......、地下牢で手に入れたイヤリングがない。どこで無くしたんだ？<END>
<TEXT: 43>
<CLESS>: 「何でもない。行こう！<END>
<TEXT: 44>
？？？
「大丈夫か<speed:10>........<speed:FF>？<END>
<TEXT: 45>
<CLESS>: 「あなたが<speed:10>、<speed:FF>助けてくれたんですね。<CLEAR>

<speed:10>..............<speed:FF>ここは？<CLEAR>

？？？
「ここは私の家だ。私は

トリニクス.D.モリスン。<CLEAR>

君は<CLESS>君だったね。君の友人から聞いたよ。お嬢さんからはここに至るまでの経過を聞かされたしね。<CLEAR>

一応理解はしているつもりさ。<END>
<TEXT: 46>
<MINT>: 「<CLESS>さん、目が覚めたのね。よかった<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

あ、外にいる<speed:10>..........<speed:FF><CLEAR>

モリスン
「そうだ。<CLESS>君、気分転換に外に出てきてはどうだい？<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、はい。<END>
<TEXT: 47>
<CLESS>: 「お別れ、ですね......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ......。
後は我々だけでトールに行くよ。<CLEAR>

<MINT>: 「忘れちゃやだよ？
あたしは絶対みんなのこと忘れないから......。<END>
<TEXT: 48>
<KLARTH>: 「<MINT>、泣くな。
オレたちは本来できるはずのない出会いをしてしまった......、
いや、することができたんだ。
だったら君たちに会えて本当によかったと逆に喜ぶことはできないか？<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>........<speed:FF>はい。<CLEAR>

<KLARTH>: 「はは。ごまかしの、ただのヘリクツだけどな。<CLEAR>

<CLESS>: 「<KLARTH>さんも、<MINT>も元気で。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。みんなも元気で......。<END>
<TEXT: 49>
<MINT>: 「それじゃ、バイバイだね。<END>
<TEXT: 50>
モリスン
「な、何だ！？<CLEAR><END>
<TEXT: 51>
<MINT>: 「みんな、あれ見て！！<END>
<TEXT: 52>
<KLARTH>: 「ど、どうやらおさまったみたいだな。<CLEAR>

<CLESS>: 「な、何がどうなっているんだ！？<END>
<TEXT: 53>
？？？
「おお、着いたぞ！
確かにここはトリニクス.D.モリスン殿の家だ。<END>
<TEXT: 54>
モリスン
「今のは時間転移の光....。あなたは一体？<CLEAR>

？？？
「私はハリソン、50年後の未来からアルヴァニスタ国王の命によりやって来ました。<END>
<TEXT: 55>
<KLARTH>: 「何だって？未来から！？<CLEAR>

ハリソン
「ダオスは、私たちの世界に現れて既に数年になります。世界は破滅の危機にひんし、

万策尽きた我々にはもはやあなたたちに頼るしかなく........。<CLEAR>

<CLESS>: 「それじゃあ、さっきの隕石はダオスの！？<CLEAR>

ハリソン

「やはり攻撃してきましたか。ダオスは私が過去の世界からあなたたちを連れてくることを恐れ、

攻撃してきたのだと思います。<CLEAR><END>
<TEXT: 56>
<CLESS>: 「何てことだ....。ダオスは死んだんじゃなかったのか！？<CLEAR>

<MINT>: 「こうしちゃいられないじゃん！<CLEAR>

<KLARTH>: 「行こう、未来へ！まだ別れるには早いらしいな。<CLEAR>

<MINT>: 「はい！<CLEAR>

<CLESS>: 「<CHESTER>、お前も来るだろ？<CLEAR>

<CHESTER>: 「ああ、約束は果たそうぜ！<END>
<TEXT: 57>
モリスン
「今度は足手まといになるのは私だな。待っているよ。きっときて帰ってきてくれ。<CLEAR>

<CLESS>: 「はい！<END>
- BANK F -
<TEXT: 0>
精霊の森<END>
<TEXT: 1>
<KLARTH>: 「これがシルフの言ってた大樹ユグドラシルなのか？<CLEAR>

<speed:10>..........<speed:FF>ん？な、何だ！？<END>
<TEXT: 2>
<CLESS>: (この光景は..........？！<CLEAR>

樹の精霊
「私が見えるのですね？
声が聞こえるのですね？
ならば聞いて下さい。
滅びの時が近いことをあなたたちだけにでも知ってもらいたいのです。<END>
<TEXT: 3>
樹の精霊
「私は大樹ユグドラシルに宿る精霊マーテル。今、大樹の死期が近づいています。<CLEAR>

<KLARTH>: 「......それが一体どうしたと
<speed:10>........<speed:FF>？<CLEAR>

マーテル
「精霊たちと 力の源であるマナはこの大樹からまれているのです。御存じでしたか？<CLEAR><END>
<TEXT: 4>
<KLARTH>: 「何だって！本当なのか？こんな樹一本で世界中に満ち足りるだけのマナが？<CLEAR>

マーテル
「そうです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「<speed:10>..........<speed:FF>信じられんな。証拠も根拠もない。<CLEAR>

マーテル
「樹が枯れた後でなければ信じてはもらえませんか？<CLEAR>

精霊も 術もすべてが失われてからでなければ<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「<speed:10>....................<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 5>
<CLESS>: 「この精霊が言ってることはたぶん本当ですよ！<CLEAR>

ぼくと<MINT>が住む100年後の未来には 術なんてなかったし、それにぼくは見たんだ！<CLEAR><END>
<TEXT: 6>
この樹が、枯れ果てた姿を<speed:10>....<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「本当なのか......？
だとしたら<speed:10>..........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 7>
マーテル
「マナは大樹ユグドラシルが永遠にき続けるために必要なもので、 術で消費されたくらいでは
本来失われるはずはないのです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「では、なぜ？<CLEAR>

マーテル
「....わかりません。何らかの強い力がマナを大量に消費しているとしか......。<CLEAR>

<CLESS>: 「何とか樹を助ける方法は？ 法がなければダオスを倒すこともできなくなってしまう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「それに私の研究も無駄になってしまう。<END>
<TEXT: 8>
<KLARTH>: 「待ってくれ！まだ聞きたいことが......！！<END>
<TEXT: 9>
<MINT>: 「私がやってみます。<CLEAR><END>
<TEXT: 10>
<KLARTH>: 「え？<END>
<TEXT: 11>
<MINT>: 「ダメみたい<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 12>
私にお母さんくらいの強い法術の力があれば<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そんなに都合良くはいかないか<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「でも歴は変えられますよね。<CLEAR>

ダオスが未来に時間転移する前に倒すことだって、きっと可能ですよ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「確かにそうだ。マナを大量に消費する原因を取りのぞく方法だってあるしな。<CLEAR>

<CLESS>: 「取り除くって言っても......。これからぼくたちは何をしたらいいんでしょう？<END>
<TEXT: 13>
<KLARTH>: 「現在確認されている精霊の中で、もっとも強い力を持っているといわれているのが

『ルナ』という月の精霊なんだ。そのルナと契約するために必要な指輪はモーリア坑道にあると言われている。<CLEAR>

<CLESS>: 「モーリア坑道？<CLEAR>

<KLARTH>: 「 法王国アルヴァニスタにあるドワーフ族の鉱山跡だが、詳しい話は知らん。<CLEAR>

<MINT>: 「アルヴァニスタ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「アルヴァニスタ王国は世界で最も 法文化が発達した国でね。そこに行けば必ず重要な情報が

得られるはずだ。

ルートは、北にベネツィアという港町がある。そこから定期船が出ている。<END>
<TEXT: 14>
<CLESS>: 「一体どうしたらユグドラシルを復活させることができるんだろう？<END>
<TEXT: 15>
<CLESS>: 「樹が、枯れかけてる......。<CLEAR><END>
<TEXT: 16>
<MINT>: 「ダメだわ......。私じゃ無理なのかしら......。<CLEAR><END>
<TEXT: 17>
<MINT>: 「あきらめちゃだめだよ。今少しだけ樹が元気になったよ。がんばればきっと......ね？<CLEAR>

<MINT>: 「ええ......。でもこのままじゃ......。<END>
<TEXT: 18>
「この森、いつも狩りをしていたあの森だったんだな。<END>
<TEXT: 19>
「何かこの森、どこかで見たような<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 20>
<MINT>: 「みんなさがって下さい。私が今使える最高の法術をかけてみます。<END>
<TEXT: 21>
<KLARTH>: 「どうやら未来でもユグドラシルは枯れていないようだな。<CLEAR>

<MINT>: 「よかった<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「でも、またいつ枯れて 術が使えなくなってしまうかわからないんだ。
一刻も早くダオスを倒しにいこう！<END>
<TEXT: 23>
<MINT>: 「樹のおねーちゃんが出てくるよ！<END>
<TEXT: 24>
マーテル
『長い時を越えて再びあなたたちと会うことになるとは思ってもいませんでした。<CLEAR>

<KLARTH>: 「マナはまだ大丈夫なのか？<CLEAR>

マーテル
『......はい。もう精霊も 術も失われることはないでしょう。ある時を境にマナの消費は

正常になりましたので<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうか。<CLEAR>

マーテル
『マナが奪い取られるように失われ、この身が引き裂かれるような思いをしなくなってから
私は眠りにつく時間が長くなりました。<END>
<TEXT: 25>
<MINT>: 「精霊も眠るんだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 26>
マーテル
『マナが世界に蓄えられていくに従って、私の中で何かがまれるような、そんな感じがするのです。<END>
<TEXT: 27>
マーテル
『そして、私が眠っている間に美しい男性が時々ここに訪れているようなのです。
私を見守るようにして去っていく、長い金髪<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 28>
<CHESTER>: 「どうしたんだ？話の途中で。<END>
<TEXT: 29>
<CLESS>: 「だ、誰だ！？<END>
<TEXT: 30>
<CLESS>: 「だっ、ダッ<speed:10>..........<speed:FF>

ダオス？！<END>
<TEXT: 31>
ダオス
「見覚えがあると思えば、ちっ、忌々しい奴らよ。この未来まで私を追いかけてきたのか。<CLEAR>

お前たちもミッドガルズと同じ運命をたどるがいい！！<END>
<TEXT: 32>
<KLARTH>: 「まずい！<END>
<TEXT: 33>
ダオス
「ここで戦えば大樹カーラーンに被害が及ぶか......。<CLEAR>

ふっ......命拾いしたな。<END>
<TEXT: 34>
<CLESS>: 「た、助かった......。<CLEAR>

<MINT>: 「死ぬかと思った......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何だあれは？以前とは比べ物にならない力を感じたぞ....。<CLEAR>

<CLESS>: 「今のぼくたちでは......。<CLEAR>

<MINT>: 「勝てない？<CLEAR><END>
<TEXT: 35>
<CLESS>: 「......悔しいけど......。<END>
<TEXT: 36>
<KLARTH>: 「ダオスはなぜここに現れたんだ？私たちを殺しに来たんじゃないのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 37>
<MINT>: 「私たちがこの世界に時間転移してきたのを初めて知ったような口ぶりでしたよ？<END>
<TEXT: 38>
<KLARTH>: 「さあ、早く時を操る剣を探そう。<CLEAR><END>
<TEXT: 39>
<KLARTH>:「さあ、早く三種の武具を探しだそう。<CLEAR><END>
<TEXT: 40>
<KLARTH>: 「さあ、早くアルヴァニスタ王に会いに行こう。<CLEAR><END>
<TEXT: 41>
<MINT>: 「そうですね。<END>
<TEXT: 42>
「マナが<speed:10>........<speed:FF>、
消えてゆく<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 43>
彼は自分の母星をすくうために「大いなる実り」を必要としていた

それはマナを集めてユグドラシルよりまれるという<CLEAR>

だが、<END>
<TEXT: 44>
マーテル
『聖なる大地、聖なる宇宙、聖なる神よ！その慈悲深き御心、この罪深き者に祝福を与えん......。<END>
<TEXT: 45>
マーテル
『大いなる実りよ、今ここに！<END>
<TEXT: 46>
<CLESS>: 「みんな、大丈夫か......。<END>
<TEXT: 47>
<CLESS>: 「やった！ユグドラシルが元に戻ったぞ！！<END>
<TEXT: 48>
<KLARTH>: 「<MINT>、すごいぞ！よくやったなぁ！！<CLEAR>

<MINT>: 「やったじゃん！<END>
<TEXT: 49>
マーテル
「力が湧き上がってくるようです。これはあなたの力なのですね。<CLEAR>

<MINT>: 「いえ、私だけの力じゃ....。
ユニコーンとみんなの力があったから....。<CLEAR>

<MINT>: 「そんなことないよ。法術をかけたのは<MINT>じゃん。<CLEAR>

<CLESS>: 「そうだよ。<MINT>の力があればこそ、だよ。<CLEAR>

マーテル
「ありがとうございます。これで私ももうしばらくき長らえそうです<speed:10>........<speed:FF>。
ですが、マナの力は未だに大量に消費されています。
なぜこんなに......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「それはたぶん 科学のせいだろう。あれだけの力を引き出すには相当なマナを

消費するだろうからな。<END>
<TEXT: 50>
<MINT>: 「消えちゃった。もう少し話してくれてもいいのに。<CLEAR>

<KLARTH>: 「彼女も精霊だからな。本当はこの世界に姿を現すのさえ大変なことなんだ。

しかし、未だにマナが大量に消費されているか....。<CLEAR><END>
<TEXT: 51>
<CLESS>: 「もしかして......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「どうした、<CLESS>？<CLEAR>

<CLESS>: 「ダオスがミッドガルズを執拗に襲ったのは 科学を滅ぼそうとしたためかなぁと思って....。<CLEAR>

<MINT>: 「もしかしてマナの力を利用しようと......。<CLEAR>

<MINT>: 「 科学の力を恐れたからかもしれないよ。だってダオスって 法でしか傷つけられないじゃん？<CLEAR>

<KLARTH>: 「......まぁここで議論したって始まらないな。直接会って確かめるまでだ。

それじゃあトールに向かうか。もしかしてこれが最後の戦いになるかもしれん。準備はしっかりやっておいた方がいい。<END>
<TEXT: 52>
<KLARTH>: 「な、何だ！？どうなっているんだ！？<CLEAR>

<MINT>: 「ユ、ユニコーンホーンの力が強すぎて....。<CLEAR>

<CLESS>: 「<MINT>、早くユニコーンホーンから離れるんだ！！<CLEAR>

<MINT>: 「だめです！途中でやめたらユニコーンホーンの力が暴走してしまうかもしれません！！

そうなったらユグドラシルが

......！<CLEAR>

<CLESS>: 「<MINT>ー！！<END>
<TEXT: 53>
<MINT>: (お父さん、お母さん、私に力を、強い力をください....！！<END>
<TEXT: 54>
<CLESS>: 「信じられるんですか？ダオスが自分の星を救うために戦っていたなんて。
これじゃあまるでぼくたちの方が
......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「はやとちりするな。奴だって人間をさんざん殺している。<CLEAR>

私たちだって自分を信じてここまで来たんだ。<END>
<TEXT: 55>
<KLARTH>: 「違うか？<END>
<TEXT: 56>
<KLARTH>: 「何、 科学なんてなくたって、人間はきていけるさ。 法が使えないのは残念だが......。<CLEAR><END>
<TEXT: 57>
<MINT>: 「何言ってんの。<KLARTH>なら必ず使えるようになるってば。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ふふ、すまんな。<CLEAR><END>
<TEXT: 58>
<MINT>: 「それじゃあいきます。さがって下さい。<END>
<TEXT: 59>
<MINT>: 「ユグドラシルの周りにマナの流出を防ぐバリアーをはります。<CLEAR>

これでいつかきっと大いなる実りがまれる時が来るはずです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「信念を持って孤独な戦いを続けた奴への、せめてものはなむけだ。<MINT>、やってくれ！<CLEAR>

<END>
<TEXT: 60>
<MINT>: 「はい！<END>
<TEXT: 61>
<KLARTH>: 「これで我々の役目も終わった。帰ろう。<END>
<TEXT: 62>
<CLESS>: 「時間の剣よ！ぼくの時代へ！！<END>
- BANK 10 -
<TEXT: 0>
<KLARTH>: 「よし、これでこちらの世界に瘴気が流れてくることもなくなるだろう。
さあ、シルフに会いに行こう。<CLEAR>

<CLESS>: 「バートさんの話ではさらに奥のつり橋の向こうでしたよね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「これ以上先に進むのは無理か......。<END>
<TEXT: 2>
「ロープでもないと、降りるのは無理か......。<END>
<TEXT: 3>
「留守か......。どこに行ったんだろ？<END>
<TEXT: 4>
「素手でこの壁をくずすのは無理だな......。<END>
<TEXT: 5>
「占いの本がぎっしり......。精霊についての本もある。<END>
<TEXT: 6>
「く、苦しい........。<END>
<TEXT: 7>
シルフ
「仲間が、 界の空気に触れて次々と正気を<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 8>
<MINT>: 「マカイの空気？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうか、瘴気に冒されてしまったのか！<CLEAR>

<CLESS>: 「ショウキ？
それでシルフが正気を？<END>
<TEXT: 9>
<MINT>: 「瘴気って何ですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「 界の空気のことだ。たぶんこちらの世界と 界との間に歪みができて、

こちらに漏れ出してるんだな。

人間は少しくらい吸っても平気だが、精霊はそうはいかない。<CLEAR>

<MINT>: 「さっきの精霊みたいになってしまうんですね。<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「じゃあその歪みっていうか穴をふさげばいいんだろう？<END>
<TEXT: 11>
さっそく探してみようよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだな。<END>
<TEXT: 12>
「く、苦しい........。
助けて........。<END>
<TEXT: 13>
<KLARTH>: 「これはまるで、話に聞く 界のようだ！瘴気が充満して、 界のデーモンが入り込んでる！
出会ったら逃げるぞ！オレたちでは絶対に勝てん！！<END>
<TEXT: 14>
<MINT>: 「ど、どうするんですか？！<CLEAR>

<KLARTH>: 「すべての原因は瘴気だ。瘴気のない所では奴らはきていけん！<END>
<TEXT: 15>
<KLARTH>: 「あれはカマイタチだ。きっと風の精霊が狂って作り出したんだな。<END>
<TEXT: 16>
シルフ
「あなたたちが......、瘴気を取り除いてくれたのですね......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「いにしえの指輪の命に従い、風を司るそなたと契約を結びたい。<CLEAR>

シルフ

「......力になりましょう。でもその前に、一つお願いがあります。<CLEAR>

<KLARTH>: 「珍しいな。
精霊が人間に願いだと？<CLEAR>

シルフ
「はい。実は、今のままでは私たちと契約しても近いうちに必ず全くの無駄になってしまうのです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「意味がわからんな。
どういうことだ？<CLEAR>

シルフ
「私たちの力の源でもある 力が世界から失われようとしているのです。その結果、精霊も 術も

世界から消滅してしまいます。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何だって？！なぜ！<CLEAR>

シルフ
「精霊の森にえる大樹ユグドラシルに一度会って下さい。これを持って行けば大樹に宿る精霊に

会うことができます。話が聞ければ未然に防ぐこともできるかもしれません。<CLEAR>

<KLARTH>: 「......わかった、行ってみよう。その前に一つ聞きたいことがある。<CLEAR>

この谷に少女が一人で迷い込まなかったか？教えてくれ。<CLEAR>

シルフ

「この数ヶ月の間、谷を訪れたのはあなたたちだけです。それ以外は誰も見ていません<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうか<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

シルフ

「では、契約を結びましょう。

オパールの指輪を。<END>
<TEXT: 17>
<KLARTH>: 「我、今、風の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 18>
<green text><KLARTH>はシルフを召喚できるようになりました。

<Item:4D0D>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 19>
「シルフがいない<speed:10>......<speed:FF>。やはり瘴気のせいか......？<END>
<TEXT: 20>
バート
「やったのか！？風がすっかり元に戻ってるぞ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。<CLEAR>

バート
「で？<CLEAR>

<KLARTH>: 「あんたの娘が谷に入った形跡はなかった。正気を取り戻した精霊にも聞いてみたのだが......。<CLEAR>

バート
「そうか<speed:10>......<speed:FF>。一体どこに行ってしまったんだ<speed:10>......<speed:FF>。
<MINT>は<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「そう気を落とさないで下さい。これから向かう町でも娘さんのことは聞いてみますから<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「............ありがとう。<END>
<TEXT: 21>
<KLARTH>: 「よし、それじゃあシルフの言っていた精霊の森とやらに行ってみるか。<CLEAR>

<MINT>: 「確か、ベルアダムの村の南でしたよね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「あ、あの岩は動かせそうだな。あれで穴をふさげば....。<END>
<TEXT: 23>
<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 24>
バート
「ユグドラシルが復活？<CLEAR>

<MINT>: 「精霊の森の御神木のことだよ、お父さん。<CLEAR>

バート
「御神木を復活させたのか！？いや、すごいな。これで旅も終わりなのか？<CLEAR>

<MINT>: 「ま~だ。やらなきゃならないことがあるんだ。心配しないで。必ず帰ってくるから。<END>
<TEXT: 25>
バート
「ミッドガルズの伝承で人の命の源、命エネルギーを司る精霊がいる......という話があるのは
知っているが....。もしかして<MINT>君の法術の力となにか関があるかもしれないな。あれは人の命を助ける力があるんだろ？

何でも馬の姿をしているとか。<END>
<TEXT: 26>
バート
「<MINT>をよろしく頼むよ。<CLEAR>

しかし、いつのまにこんなに成長したんだろう。ついこの間まで子供だと思ってたのに......。<END>
<TEXT: 27>
バート
「<MINT>のことはよろしく頼むよ。<END>
<TEXT: 28>
バート
「そうそう。つるはしやロープを持って行った方がいいぞ。谷は危険な所がたくさんあるからな。<CLEAR>

どこに売ってるかって？たしかハーメルだと思ったけど。<END>
<TEXT: 29>
バート
「何だ君たちは？<CLEAR>

ここは君たちの来るような所じゃない。早く帰りなさい。<END>
<TEXT: 30>
「なんじゃ、お前らは？人の家に勝手に入ってくるんじゃない<END>
<TEXT: 31>
。<END>
<TEXT: 32>
。<CLEAR>

ん？おぬしエルフか。<CLEAR>

<MINT>: 「あ、いえ、あたしハーフエルフなの。<CLEAR>

「どっちでもええわい。呪文書があるんじゃが、どっちか買わんか？

 1.<Item:D307>

 2.<Item:D607><END>
<TEXT: 33>
250ガルドじゃ。よいか？<END>
<TEXT: 34>
<green text><MINT>は<Item:D307>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 35>
800ガルドじゃ。よいか？<END>
<TEXT: 36>
<green text><MINT>は<Item:D607>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 37>
用がないなら、さっさと出てくんじゃ。<END>
<TEXT: 38>
用が済んだら、さっさと出てくんじゃ。<END>
<TEXT: 39>
お金が足りんぞ。<END>
<TEXT: 40>
この 法はもう覚えてるじゃろうが。<END>
<TEXT: 41>
。<END>
<TEXT: 42>
<KLARTH>: 「カタキへの憎しみがはれぬあまり、嘆きさまよう友の魂に自分の体を貸し与える<speed:10>、<speed:FF>か。<CLEAR>

<MINT>: 「リアさん、天国に行けたんでしょうか........？<CLEAR>

<CLESS>: 「行けなきゃ、おかしいさ......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「あの<MINT>って娘が腕利きの 術師だからできたことだろうが、まったくおどろいたな。<END>
<TEXT: 43>
<MINT>: 「リアさん！
あ<speed:10>......<speed:FF>ごめんなさい......。<CLEAR><END>
<TEXT: 44>
<MINT>: 「いいのよ、気にしなくても。<CLEAR>

<MINT>ちゃんだっけ？私がいつまでもポニーテールにしないから悪いんだもんね。<END>
<TEXT: 45>
<MINT>: 「これでどう？<CLEAR>

<MINT>: 「あ<speed:10>........<speed:FF>。
ええ、似合ってます。<CLEAR><END>
<TEXT: 46>
<MINT>: 「リアの力になってくれてありがとう、ね'heart'今度はあたしがみんなの力になってあげちゃうから。<END>
<TEXT: 47>
<MINT>: 「これはあたしのお父さんから。お礼だってさ。<CLEAR><END>
<TEXT: 48>
<green text>契約の指輪<Item:BA0B>と<Item:BE0B>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<MINT>: 「さ、行きましょ！<CLEAR>

<CLESS>: 「よし！アルヴァニスタへ向けて出発だ！！<END>
<TEXT: 49>
<CLESS>: 「ここは？<CLEAR>

<KLARTH>: 「風の精霊が住む谷。
ローンヴァレイさ。<CLEAR>

<MINT>: 「風の、セイレイ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「召喚術は、精霊と契約して 術のような力を使う技術、というようなものでね。
契約するためにはとても高価で貴重な指輪と、それに大変な危険が伴う。<CLEAR>

<CLESS>: 「指輪？<CLEAR>

<KLARTH>: 「まあ、とにかくそこの家に入るぞ。会いたい男がいるんだ。<END>
<TEXT: 50>
バート
「<MINT>！<CLEAR>

<MINT>: 「ごめん<speed:10>......<speed:FF>実は<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「いいんだ。帰って来てくれさえすれば<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「ごめんなさい、お父さん<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 51>
<KLARTH>: 「失礼だが、あなたがバートさんで？<CLEAR><END>
<TEXT: 52>
バート
「おや？
君たちはこの間の<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 53>
<KLARTH>: 「バートと知り合いだったのか？<CLEAR>

<CLESS>: 「いえ、そういうわけじゃ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
バート
「あなたは？<CLEAR>

<KLARTH>: 「私は<KLARTH>。風の精霊との契約に挑戦したいんだ。<CLEAR>

バート
「......しばらく待った方がいい。<CLEAR>

以前に地震があったろう？あの後から精霊たちが妙に暴れだしてね。一人じゃ近寄れないし、原因はわからないままだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「だが<CLEAR>

ぐんだ。それと契約の指輪を譲ってほしい。タダとはいわない。<CLEAR>

バート

「<speed:10>......<speed:FF>どうしても行くというのなら、指輪はタダでもいい。<CLEAR>

<KLARTH>: 「どういうことだ？<CLEAR>

バート
「実はわしの娘が何日か前から行方知れずになってな。
心配して精霊の様子を見に行ったかもしれないんだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「女の子が一人で？
危険すぎるだろう？！<CLEAR>

バート
「頼む。<CLEAR>

<KLARTH>: 「指輪はタダだな。いいだろう。<CLEAR>

バート
「娘の名は<MINT>といって、ポニーテールが特徴だ。誰に似たのかオテンバでね。

とくかく目立つ子だよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「わかった。捜してこよう。<CLEAR>

バート
「そうそう。精霊とはいつも谷の一番奥、つり橋の向こうで会っているから。<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
<green text>契約の指輪<Item:C10B>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 56>
<CLESS>: 「ふう。やっと<MINT>の家に着いたな。<CLEAR>

<MINT>？<END>
<TEXT: 57>
<MINT>: 「お父さんのうそつき！！
お母さん死んでないじゃん！！<CLEAR>

バート
「ななな<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 58>
バート
「あ、会ったのか？<END>
<TEXT: 59>
バート
「<speed:10>......<speed:FF>そうか。<CLEAR>

<MINT>: 「どうしてお母さん、家から出ていっちゃったの？<END>
<TEXT: 60>
<MINT>: 「浮気？<CLEAR><END>
<TEXT: 61>
バート
「ばっ、何てことを！何でそうなる！？<CLEAR>

<KLARTH>: 「エルフは種族として団結する道を選んだ......。確かそうじゃなかったか？<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
バート
「......そうだ。ほんの十数年前まではエルフと人間は共存していたんだ。
しかし、ある時突然彼らは人間を嫌い、エルフの血が人間と交わることを拒んで今のユミルの森に移り住んだのだ。<END>
<TEXT: 63>
バート
「もちろん、エルフ全員がそう考えていたわけではない。むりやり人間と引き裂かれた例も

たくさんあった。私とルーティもその中の一つにすぎないのだ。<END>
<TEXT: 64>
バート
「ルーティ！！<END>
<TEXT: 65>
バート
「どうしても<speed:0F>、<speed:FF>行くのか？<CLEAR>

ルーティ
「はい<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「なぜ？......なぜもう一緒に暮らせないんだ？<END>
<TEXT: 66>
バート
「ルーティ！考え直してくれ！<CLEAR>

ルーティ
「<speed:10>........<speed:FF>バート<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「一緒に......もう一度......。<CLEAR>

ルーティ
「<speed:10>..............<speed:FF>。<END>
<TEXT: 67>
バート
「ルーティ、なぜだ！！<END>
<TEXT: 68>
エルフ
「種族の隔たりは考える以上に大きかったということだ。<CLEAR>

お前たち人間は、今までしたこと、これからしようとしていることの愚かさをもう一度よく考えてみることだ。<CLEAR>

バート
「何だと？一体どういう......。<CLEAR>

エルフ

「でなければ、ニ度と我々が人間の前に姿を見せることもあるまい。<END>
<TEXT: 69>
バート
「どういう意味なんだ......。<CLEAR>

ルーティ<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 70>
<CLESS>: 「人間がしようとしていることの愚かさ？<END>
<TEXT: 71>
バート
「私には全くわからんよ。とにかく、自分を死んだことにしてくれというのは

ルーティたっての願いだったんだ。<CLEAR>

<MINT>: 「お母さんね<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 72>
バート
「え？<CLEAR>

<MINT>: 「謝ってたよ、ごめんなさいって。もうお父さんだって怨んでないでしょ？<CLEAR>

バート

「私は、一度たりとも母さんを怨んだりしてないよ。<END>
<TEXT: 73>
<MINT>: 「だったら、<CLEAR>

<END>
<TEXT: 74>
きっともと通りになれるじゃん？だからこの話はもうおしまい！<CLEAR>

バート
「そうだな。すまなかったな。<END>
<TEXT: 75>
<KLARTH>: 「それと<speed:0F>......<speed:FF>、<CLEAR>

<MINT>: 「リアの両親のことなんだけど、何か悪いことしてたの？<CLEAR>

バート
「はぁ？<CLEAR><END>
<TEXT: 76>
<KLARTH>: 「スカーレット夫妻とミッドガルズに何か関がないかを知りたいんだ。<CLEAR>

バート
「......数年前にミッドガルズから引っ越してきたくらいしか......。何でも城で未知の力の研究を

していたとか。夫妻がどうかしたのか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「未知の力？もしかして 科学のことじゃ......。<CLEAR>

<MINT>: 「 科学とダオス、何か関でもあるのかな？<CLEAR>

<CLESS>: 「さあ......。<CLEAR>

<MINT>: 「そろそろミッドガルズに戻らないと....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「......そうだな。<END>
- BANK 11 -
<TEXT: 0>
<KLARTH>: 「よし、これでこちらの世界に瘴気が流れてくることもなくなるだろう。
さあ、シルフに会いに行こう。<CLEAR>

<CLESS>: 「バートさんの話ではさらに奥のつり橋の向こうでしたよね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「これ以上先に進むのは無理か......。<END>
<TEXT: 2>
「ロープでもないと、降りるのは無理か......。<END>
<TEXT: 3>
「留守か......。どこに行ったんだろ？<END>
<TEXT: 4>
「素手でこの壁をくずすのは無理だな......。<END>
<TEXT: 5>
「占いの本がぎっしり......。精霊についての本もある。<END>
<TEXT: 6>
「く、苦しい........。<END>
<TEXT: 7>
シルフ
「仲間が、 界の空気に触れて次々と正気を<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 8>
<MINT>: 「マカイの空気？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうか、瘴気に冒されてしまったのか！<CLEAR>

<CLESS>: 「ショウキ？
それでシルフが正気を？<END>
<TEXT: 9>
<MINT>: 「瘴気って何ですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「 界の空気のことだ。たぶんこちらの世界と 界との間に歪みができて、

こちらに漏れ出してるんだな。

人間は少しくらい吸っても平気だが、精霊はそうはいかない。<CLEAR>

<MINT>: 「さっきの精霊みたいになってしまうんですね。<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「じゃあその歪みっていうか穴をふさげばいいんだろう？<END>
<TEXT: 11>
さっそく探してみようよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだな。<END>
<TEXT: 12>
「く、苦しい........。
助けて........。<END>
<TEXT: 13>
<KLARTH>: 「これはまるで、話に聞く 界のようだ！瘴気が充満して、 界のデーモンが入り込んでる！
出会ったら逃げるぞ！オレたちでは絶対に勝てん！！<END>
<TEXT: 14>
<MINT>: 「ど、どうするんですか？！<CLEAR>

<KLARTH>: 「すべての原因は瘴気だ。瘴気のない所では奴らはきていけん！<END>
<TEXT: 15>
<KLARTH>: 「あれはカマイタチだ。きっと風の精霊が狂って作り出したんだな。<END>
<TEXT: 16>
シルフ
「あなたたちが......、瘴気を取り除いてくれたのですね......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「いにしえの指輪の命に従い、風を司るそなたと契約を結びたい。<CLEAR>

シルフ

「......力になりましょう。でもその前に、一つお願いがあります。<CLEAR>

<KLARTH>: 「珍しいな。
精霊が人間に願いだと？<CLEAR>

シルフ
「はい。実は、今のままでは私たちと契約しても近いうちに必ず全くの無駄になってしまうのです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「意味がわからんな。
どういうことだ？<CLEAR>

シルフ
「私たちの力の源でもある 力が世界から失われようとしているのです。その結果、精霊も 術も

世界から消滅してしまいます。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何だって？！なぜ！<CLEAR>

シルフ
「精霊の森にえる大樹ユグドラシルに一度会って下さい。これを持って行けば大樹に宿る精霊に

会うことができます。話が聞ければ未然に防ぐこともできるかもしれません。<CLEAR>

<KLARTH>: 「......わかった、行ってみよう。その前に一つ聞きたいことがある。<CLEAR>

この谷に少女が一人で迷い込まなかったか？教えてくれ。<CLEAR>

シルフ

「この数ヶ月の間、谷を訪れたのはあなたたちだけです。それ以外は誰も見ていません<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうか<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

シルフ

「では、契約を結びましょう。

オパールの指輪を。<END>
<TEXT: 17>
<KLARTH>: 「我、今、風の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 18>
<green text><KLARTH>はシルフを召喚できるようになりました。

<Item:4D0D>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 19>
「シルフがいない<speed:10>......<speed:FF>。やはり瘴気のせいか......？<END>
<TEXT: 20>
バート
「やったのか！？風がすっかり元に戻ってるぞ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。<CLEAR>

バート
「で？<CLEAR>

<KLARTH>: 「あんたの娘が谷に入った形跡はなかった。正気を取り戻した精霊にも聞いてみたのだが......。<CLEAR>

バート
「そうか<speed:10>......<speed:FF>。一体どこに行ってしまったんだ<speed:10>......<speed:FF>。
<MINT>は<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「そう気を落とさないで下さい。これから向かう町でも娘さんのことは聞いてみますから<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「............ありがとう。<END>
<TEXT: 21>
<KLARTH>: 「よし、それじゃあシルフの言っていた精霊の森とやらに行ってみるか。<CLEAR>

<MINT>: 「確か、ベルアダムの村の南でしたよね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「あ、あの岩は動かせそうだな。あれで穴をふさげば....。<END>
<TEXT: 23>
<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 24>
バート
「ユグドラシルが復活？<CLEAR>

<MINT>: 「精霊の森の御神木のことだよ、お父さん。<CLEAR>

バート
「御神木を復活させたのか！？いや、すごいな。これで旅も終わりなのか？<CLEAR>

<MINT>: 「ま~だ。やらなきゃならないことがあるんだ。心配しないで。必ず帰ってくるから。<END>
<TEXT: 25>
バート
「ミッドガルズの伝承で人の命の源、命エネルギーを司る精霊がいる......という話があるのは
知っているが....。もしかして<MINT>君の法術の力となにか関があるかもしれないな。あれは人の命を助ける力があるんだろ？

何でも馬の姿をしているとか。<END>
<TEXT: 26>
バート
「<MINT>をよろしく頼むよ。<CLEAR>

しかし、いつのまにこんなに成長したんだろう。ついこの間まで子供だと思ってたのに......。<END>
<TEXT: 27>
バート
「<MINT>のことはよろしく頼むよ。<END>
<TEXT: 28>
バート
「そうそう。つるはしやロープを持って行った方がいいぞ。谷は危険な所がたくさんあるからな。<CLEAR>

どこに売ってるかって？たしかハーメルだと思ったけど。<END>
<TEXT: 29>
バート
「何だ君たちは？<CLEAR>

ここは君たちの来るような所じゃない。早く帰りなさい。<END>
<TEXT: 30>
「なんじゃ、お前らは？人の家に勝手に入ってくるんじゃない<END>
<TEXT: 31>
。<END>
<TEXT: 32>
。<CLEAR>

ん？おぬしエルフか。<CLEAR>

<MINT>: 「あ、いえ、あたしハーフエルフなの。<CLEAR>

「どっちでもええわい。呪文書があるんじゃが、どっちか買わんか？
 1.<Item:D307>

 2.<Item:D607><END>
<TEXT: 33>
250ガルドじゃ。よいか？<END>
<TEXT: 34>
<green text><MINT>は<Item:D307>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 35>
800ガルドじゃ。よいか？<END>
<TEXT: 36>
<green text><MINT>は<Item:D607>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 37>
用がないなら、さっさと出てくんじゃ。<END>
<TEXT: 38>
用が済んだら、さっさと出てくんじゃ。<END>
<TEXT: 39>
お金が足りんぞ。<END>
<TEXT: 40>
この 法はもう覚えてるじゃろうが。<END>
<TEXT: 41>
。<END>
<TEXT: 42>
<KLARTH>: 「カタキへの憎しみがはれぬあまり、嘆きさまよう友の魂に自分の体を貸し与える<speed:10>、<speed:FF>か。<CLEAR>

<MINT>: 「リアさん、天国に行けたんでしょうか........？<CLEAR>

<CLESS>: 「行けなきゃ、おかしいさ......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「あの<MINT>って娘が腕利きの 術師だからできたことだろうが、まったくおどろいたな。<END>
<TEXT: 43>
<MINT>: 「リアさん！
あ<speed:10>......<speed:FF>ごめんなさい......。<CLEAR><END>
<TEXT: 44>
<MINT>: 「いいのよ、気にしなくても。<CLEAR>

<MINT>ちゃんだっけ？私がいつまでもポニーテールにしないから悪いんだもんね。<END>
<TEXT: 45>
<MINT>: 「これでどう？<CLEAR>

<MINT>: 「あ<speed:10>........<speed:FF>。
ええ、似合ってます。<CLEAR><END>
<TEXT: 46>
<MINT>: 「リアの力になってくれてありがとう、ね'heart'今度はあたしがみんなの力になってあげちゃうから。<END>
<TEXT: 47>
<MINT>: 「これはあたしのお父さんから。お礼だってさ。<CLEAR><END>
<TEXT: 48>
<green text>契約の指輪<Item:BA0B>と<Item:BE0B>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<MINT>: 「さ、行きましょ！<CLEAR>

<CLESS>: 「よし！アルヴァニスタへ向けて出発だ！！<END>
<TEXT: 49>
<CLESS>: 「ここは？<CLEAR>

<KLARTH>: 「風の精霊が住む谷。
ローンヴァレイさ。<CLEAR>

<MINT>: 「風の、セイレイ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「召喚術は、精霊と契約して 術のような力を使う技術、というようなものでね。
契約するためにはとても高価で貴重な指輪と、それに大変な危険が伴う。<CLEAR>

<CLESS>: 「指輪？<CLEAR>

<KLARTH>: 「まあ、とにかくそこの家に入るぞ。会いたい男がいるんだ。<END>
<TEXT: 50>
バート
「<MINT>！<CLEAR>

<MINT>: 「ごめん<speed:10>......<speed:FF>実は<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「いいんだ。帰って来てくれさえすれば<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「ごめんなさい、お父さん<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 51>
<KLARTH>: 「失礼だが、あなたがバートさんで？<CLEAR><END>
<TEXT: 52>
バート
「おや？
君たちはこの間の<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 53>
<KLARTH>: 「バートと知り合いだったのか？<CLEAR>

<CLESS>: 「いえ、そういうわけじゃ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
バート
「あなたは？<CLEAR>

<KLARTH>: 「私は<KLARTH>。風の精霊との契約に挑戦したいんだ。<CLEAR>

バート
「......しばらく待った方がいい。<CLEAR>

以前に地震があったろう？あの後から精霊たちが妙に暴れだしてね。一人じゃ近寄れないし、原因はわからないままだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「だが<CLEAR>

ぐんだ。それと契約の指輪を譲ってほしい。タダとはいわない。<CLEAR>

バート

「<speed:10>......<speed:FF>どうしても行くというのなら、指輪はタダでもいい。<CLEAR>

<KLARTH>: 「どういうことだ？<CLEAR>

バート
「実はわしの娘が何日か前から行方知れずになってな。
心配して精霊の様子を見に行ったかもしれないんだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「女の子が一人で？
危険すぎるだろう？！<CLEAR>

バート
「頼む。<CLEAR>

<KLARTH>: 「指輪はタダだな。いいだろう。<CLEAR>

バート
「娘の名は<MINT>といって、ポニーテールが特徴だ。誰に似たのかオテンバでね。

とくかく目立つ子だよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「わかった。捜してこよう。<CLEAR>

バート
「そうそう。精霊とはいつも谷の一番奥、つり橋の向こうで会っているから。<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
<green text>契約の指輪<Item:C10B>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 56>
<CLESS>: 「ふう。やっと<MINT>の家に着いたな。<CLEAR>

<MINT>？<END>
<TEXT: 57>
<MINT>: 「お父さんのうそつき！！
お母さん死んでないじゃん！！<CLEAR>

バート
「ななな<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 58>
バート
「あ、会ったのか？<END>
<TEXT: 59>
バート
「<speed:10>......<speed:FF>そうか。<CLEAR>

<MINT>: 「どうしてお母さん、家から出ていっちゃったの？<END>
<TEXT: 60>
<MINT>: 「浮気？<CLEAR><END>
<TEXT: 61>
バート
「ばっ、何てことを！何でそうなる！？<CLEAR>

<KLARTH>: 「エルフは種族として団結する道を選んだ......。確かそうじゃなかったか？<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
バート
「......そうだ。ほんの十数年前まではエルフと人間は共存していたんだ。
しかし、ある時突然彼らは人間を嫌い、エルフの血が人間と交わることを拒んで今のユミルの森に移り住んだのだ。<END>
<TEXT: 63>
バート
「もちろん、エルフ全員がそう考えていたわけではない。むりやり人間と引き裂かれた例も

たくさんあった。私とルーティもその中の一つにすぎないのだ。<END>
<TEXT: 64>
バート
「ルーティ！！<END>
<TEXT: 65>
バート
「どうしても<speed:0F>、<speed:FF>行くのか？<CLEAR>

ルーティ
「はい<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「なぜ？......なぜもう一緒に暮らせないんだ？<END>
<TEXT: 66>
バート
「ルーティ！考え直してくれ！<CLEAR>

ルーティ
「<speed:10>........<speed:FF>バート<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

バート
「一緒に......もう一度......。<CLEAR>

ルーティ
「<speed:10>..............<speed:FF>。<END>
<TEXT: 67>
バート
「ルーティ、なぜだ！！<END>
<TEXT: 68>
エルフ
「種族の隔たりは考える以上に大きかったということだ。<CLEAR>

お前たち人間は、今までしたこと、これからしようとしていることの愚かさをもう一度よく考えてみることだ。<CLEAR>

バート
「何だと？一体どういう......。<CLEAR>

エルフ

「でなければ、ニ度と我々が人間の前に姿を見せることもあるまい。<END>
<TEXT: 69>
バート
「どういう意味なんだ......。<CLEAR>

ルーティ<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 70>
<CLESS>: 「人間がしようとしていることの愚かさ？<END>
<TEXT: 71>
バート
「私には全くわからんよ。とにかく、自分を死んだことにしてくれというのは

ルーティたっての願いだったんだ。<CLEAR>

<MINT>: 「お母さんね<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 72>
バート
「え？<CLEAR>

<MINT>: 「謝ってたよ、ごめんなさいって。もうお父さんだって怨んでないでしょ？<CLEAR>

バート

「私は、一度たりとも母さんを怨んだりしてないよ。<END>
<TEXT: 73>
<MINT>: 「だったら、<CLEAR><END>
<TEXT: 74>
きっともと通りになれるじゃん？だからこの話はもうおしまい！<CLEAR>

バート
「そうだな。すまなかったな。<END>
<TEXT: 75>
<KLARTH>: 「それと<speed:0F>......<speed:FF>、<CLEAR>

<MINT>: 「リアの両親のことなんだけど、何か悪いことしてたの？<CLEAR>

バート
「はぁ？<CLEAR><END>
<TEXT: 76>
<KLARTH>: 「スカーレット夫妻とミッドガルズに何か関がないかを知りたいんだ。<CLEAR>

バート
「......数年前にミッドガルズから引っ越してきたくらいしか......。何でも城で未知の力の研究を

していたとか。夫妻がどうかしたのか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「未知の力？もしかして 科学のことじゃ......。<CLEAR>

<MINT>: 「 科学とダオス、何か関でもあるのかな？<CLEAR>

<CLESS>: 「さあ......。<CLEAR>

<MINT>: 「そろそろミッドガルズに戻らないと....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「......そうだな。<END>
- BANK 12 -
<TEXT: 0>
宿屋『ベイエリア』<END>
<TEXT: 1>
武器屋『水剣』<END>
<TEXT: 2>
防具屋『シースルー』<END>
<TEXT: 3>
スーパー『ウォーターフロント』<END>
<TEXT: 4>
道具屋『マラガの海』<END>
<TEXT: 5>
市長の家<END>
<TEXT: 6>
輸入会社『レイオット』<END>
<TEXT: 7>
「今練習中だから、邪 しないでね。<END>
<TEXT: 8>
エルウィンの父ドグ
「お前の結婚相手はわしが決めてやる！！
そんな田舎娘などだめだ！！<CLEAR>

エルウィン
「どうして父さんがぼくの結婚相手を決めなきゃならないの！？<CLEAR>

ドグ
「お前はわしの言うことさえ聞いていればいいんだ！！<CLEAR>

エルウィン
「ぼくは父さんの奴隷じゃないよ！！<END>
<TEXT: 9>
エルウィン
「ナンシー！！！<CLEAR>

ドグ
「あんな奴、ほっとけ！！<CLEAR><END>
<TEXT: 10>
エルウィン
「父さんは自分勝手なんだよ！！<CLEAR>

ドグ
「意気言うな！！<END>
<TEXT: 11>
ドグ
「エルウィン......！！<END>
<TEXT: 12>
ドグ
「ばかものが！！<END>
<TEXT: 13>
「いらっしゃい。お泊まりですか？一晩35ガルドになります。<END>
<TEXT: 14>
ごゆっくり。<END>
<TEXT: 15>
すいません。お金が足りません。<END>
<TEXT: 16>
「またのおこしをお待ちしております。<END>
<TEXT: 17>
いらっしゃい。<END>
<TEXT: 18>
ありがとう。<END>
<TEXT: 19>
「戦争、終わったんだってね。これでアルヴァニスタとミッドガルズの関も良くなるだろうね。<END>
<TEXT: 20>
「アルヴァニスタとミッドガルズは昔から友好関にあったんだけど何か最近おかしいんだよな。<CLEAR>

ミッドガルズが戦争しようとしてるのにアルヴァニスタは何もしないんだ。これっておかしいよね。<END>
<TEXT: 21>
「さすが輸入の町、いいのがそろってるわ。<END>
<TEXT: 22>
女剣士
「あ、あんた剣士？この奥義書、売ってやろうか？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、奥義書！？<CLEAR>

女剣士
「闇市で手に入れたんだけど、使いこなせそうにないんだ。どうだ？

3000ガルドでいいぜ。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 23>
ちぇ、残念。いい金になると思ったのに。<END>
<TEXT: 24>
「金が足りねぇって。<END>
<TEXT: 25>
<green text><CLESS>は襲爪千裂破を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「まいど！<END>
<TEXT: 26>
いらっしゃい。<END>
<TEXT: 27>
ありがとうございました。<END>
<TEXT: 28>
「お前、エルフって知ってるか？<END>
<TEXT: 29>
エルフはとても美しいき物らしい。そして長きもする。 法も使える。だけど心をなかなか開いてくれない。

それだけピュアな心の持ち主なんだろうね。<END>
<TEXT: 30>
それじゃ、ハーフエルフは知ってる？<END>
<TEXT: 31>
ハーフエルフは人とエルフの混血だ。外見が人とあまり変わりはないが、エルフと同じように長きだし 法も使えるんだ。<END>
<TEXT: 32>
あ、そう。<END>
<TEXT: 33>
受付嬢
「アポイントはお取りでしょうか？<END>
<TEXT: 34>
「あ~あ、お茶くみも楽じゃないわ。<END>
<TEXT: 35>
「<END>
<TEXT: 36>
「アルヴァニスタにはモーリア坑道っていうドワーフ族の鉱山跡があるんだ。ドワーフ族？はるか昔に滅亡した地下の民族さ。<CLEAR><END>
<TEXT: 37>
おーい！アルヴァニスタの産状況はどうなってるー！？<END>
<TEXT: 38>
「戦争で打撃を受けたミッドガルズにはたくさんの物資を送る必要があるな。こりゃ忙しくなるぞぉ！<END>
<TEXT: 39>
「たいへんだよ~。ミッドガルズが戦争に突入しそうだからそこからの輸入がストップしちゃって......。
<END>
<TEXT: 40>
「ミッドガルズで何かすごい研究がされてるらしいよ。<CLEAR>

どんなのかはよくわからないけど。<END>
<TEXT: 41>
「ダオスもいなくなって、仕事の方も軌道に乗ってきて、言うことないね！<END>
<TEXT: 42>
「ミッドガルズが戦争しようとしている相手はダオス率いる 物の軍隊らしいよ。<END>
<TEXT: 43>
「やあ、君たちは......。こんにちは。<END>
<TEXT: 44>
エルウィン
「やあ、君たちは......。
何か用かい？<CLEAR>

<CLESS>: 「ナンシーさんがこの町に来ています。<CLEAR>

エルウィン
「え！？ナンシーが<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「本当に会いたがっているんです。一度でいいから会ってみませんか？<CLEAR>

エルウィン
「<speed:10>..........<speed:FF>わかったよ。
それじゃあ......中央広場の噴水の前で。<CLEAR>

<CLESS>: 「わかった。伝えるよ。<END>
<TEXT: 45>
エルウィン
「すぐ行くから。<END>
<TEXT: 46>
エルウィン
「ぼくたちもうすぐ結婚式をあげるんだ。<END>
<TEXT: 47>
「ここはリフレッシュルームだよ。向こうが社長室。<END>
<TEXT: 48>
「ダオスっていくつなんだ？150年くらい前にも現れたっていう話だけど......。<END>
<TEXT: 49>
「やっと平和になって、後は若社長が社長になるのを待つだけだね。<END>
<TEXT: 50>
「やっと平和にはなったけど......、若社長がいないと寂しいね。<END>
<TEXT: 51>
「社長もたいへんだよ。ミッドガルズ支社が戦争のせいでアクセスできなくなったんだってさ<END>
<TEXT: 52>
。まあ、若社長がいれば大丈夫だけどね。

若社長？一階にいるエルウィンだよ。まだ営業マンだけどね。<END>
<TEXT: 53>
。<END>
<TEXT: 54>
「あら、お客さん？
紅茶でもいかが？<END>
<TEXT: 55>
「戦争は終わったのはいいけど......。<CLEAR>

結局ダオスがどこから来たのかわからずじまいね。<END>
<TEXT: 56>
「ここまで戦争が飛び火しなきゃいいけど......。<CLEAR>

ところでダオスってどこから来たのかしら？<END>
<TEXT: 57>
エルウィンの父ドグ
「き、君たち、エルウィンを知らないか！？行方不明になってしまったんだ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「それはあなたに原因があるのでは？息子さんをかわいいあまりに縛りつけていた、
図星ですね？<CLEAR>

ドグ
「......確かにその通りだ。だがもう心を入れ替えた。<CLEAR>

ただエルウィンが帰ってきさえすれば......。<CLEAR>

<green text>エルウィンの居場所を話しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 58>
ドグ
「そうか......。もしエルウィンの居場所がわかったら教えてくれないか？礼はする。<END>
<TEXT: 59>
ドグ
「知っているのか！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、アルヴァニスタにいました。ナンシーも一緒でしたよ。<CLEAR>

ドグ<END>
<TEXT: 60>
「....そうか。あの女がエルウィンを....。<END>
<TEXT: 61>
「君たちには世話になったね。<CLEAR>

エルウィンが自ら選んだ道だ。もう何も言わない。<END>
<TEXT: 62>
「何だお前たちは？勝手に入ってくるな！<END>
<TEXT: 63>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 64>
「ありがとうございました。<END>
<TEXT: 65>
「さて、今夜のおかずは~っと。<END>
<TEXT: 66>
「モーリア坑道に入るには許可証がいるらしいね。オレが旅の途中にアルヴァニスタに寄った時の話だ。<CLEAR>

さて、今夜のおかずは~っと。<END>
<TEXT: 67>
「お父さん、早く帰ってこないかな。<CLEAR>

ぼくのお父さん漁師だから、なかなか帰ってこないんだ。<END>
<TEXT: 68>
「掃除しなきゃ......。<CLEAR>

私？ここでバイトしてるの。<END>
<TEXT: 69>
「昔は精霊様も姿を現したのに、今じゃエルフの姿も見当たらん

<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

何かの前触れかのぅ<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 70>
「200年たっても料理一つ覚えないんだから......。<CLEAR>

ああ、私はハーフエルフなんです。エルフやハーフエルフは人間よりも長きするき物なんですよ。<CLEAR>

ところで、あなたたちどこかで会いませんでした？<END>
<TEXT: 71>
「さて、今夜のおかずは何にしようかな。お師匠様が家で待っているんです。早く帰らないとうるさくて......。

ああ、 法の師匠ですよ。ぼくの姉さんですけどね。お父さんがエルフだったから......。どこかに行っちゃいましたけどね。

子供を残して......、とお思いでしょうがきっと何らかのわけがあったと思います。

いつか帰ってきますよ。<END>
<TEXT: 72>
「ご飯まだ~？早くして~<END>
<TEXT: 73>
「師匠で~す<END>
<TEXT: 74>
。<END>
<TEXT: 75>
。<CLEAR>

どう？この間の 法は？<END>
<TEXT: 76>
。<CLEAR>

あれ？あなた、 法使い？呪文書売ってあげようか？<CLEAR>

どの呪文書がいい？
 1.<Item:D107>

 2.<Item:D507><END>
<TEXT: 77>
200ガルドになるけど、いい？<END>
<TEXT: 78>
<green text><MINT>は<Item:D107>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

<END>
<TEXT: 79>
1000ガルドになるけど、いい？<END>
<TEXT: 80>
<green text><MINT>は<Item:D507>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

<END>
<TEXT: 81>
あら、残念。<END>
<TEXT: 82>
ありがとう。<END>
<TEXT: 83>
お金が足りないわ。<END>
<TEXT: 84>
この 法はもう覚えてるじゃない。<END>
<TEXT: 85>
。<END>
<TEXT: 86>
いらっしゃい。<END>
<TEXT: 87>
「どうも~。<END>
<TEXT: 88>
市長
「下でパーティをやっておる。君もどうだね？<END>
<TEXT: 89>
市長
「私がこのベネツィアの市長だ。え？そんなこと聞いてないって？<CLEAR>

ところで君はどこから来たのかね？<CLEAR>

<CLESS>: 「南ユークリッドから来ました。<CLEAR>

市長

「もしかしてベルアダムから？そこにレニオスという人がいなかったかね？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、村長がそうです。<CLEAR>

市長

「何！？そうか......あいつ村長になったか......。<CLEAR>

レニオスはわしの双子の弟なんじゃよ。南ユークリッドの開発をやるんだとこの町から出て行って十年にもなる......。

また会ったらよろしく言っておいてくれんか。<END>
<TEXT: 90>
「やっと戦争も終わって、海外旅行も自由にできるようになったわ。<CLEAR>

私、一度でいいから白馬に会ってみたいな。清らかな乙女しか会わないなんて、ロマンチックよね~。<END>
<TEXT: 91>
「たまには海外旅行に行きたいな。<CLEAR>

ミッドガルズは戦争で無理でしょ。アルヴァニスタ行きの船は船長が優柔不断で出ないし......。どうなってんのかな？<END>
<TEXT: 92>
(たあいもない世間話をしている。<END>
<TEXT: 93>
「今デミテルの話をしていたの。<CLEAR>

デミテルは 法が使えるハーフエルフでした。昔はこの町で 法の研究をしていて、人々の役に立っていたと聞きます。

でも一年前、人が変わったようにすべての研究を捨ててはるか西の孤島に移り住んでしまいました<END>
<TEXT: 94>
。<END>
<TEXT: 95>
。<CLEAR>

<CLESS>: 「西の孤島？<CLEAR>

<KLARTH>: 「西の孤島か......。船でなければ行けないな。<CLEAR>

港に行ってみよう。頼めば船を出してくれるかもしれない。<END>
<TEXT: 96>
(たあいもない世間話をしている。<END>
<TEXT: 97>
「今デミテルの話をしていたんです。<CLEAR>

彼がここから出ていく夜、まるでとりつかれたような形相だったそうです。<END>
<TEXT: 98>
(たあいもない世間話をしている。<END>
<TEXT: 99>
「市長の家ってでかいな~。<END>
<TEXT: 100>
「今パーティーをやってるの。あなたもいかが？<END>
<TEXT: 101>
「何のパーティーかって？誕日会だよ。<CLEAR>

市長の兄の子供の友達の姉だって。何かよくわかんないや。<END>
<TEXT: 102>
「姉で~す。<END>
<TEXT: 103>
ナンシー
「あなたたちは......。<CLEAR><END>
<TEXT: 104>
<CLESS>: 「ナンシーさん！！何でこんな所に....？<CLEAR>

ナンシー
「ここまで旅の方に連れて来てもらったんです。彼に直接言いたくて......。<CLEAR><END>
<TEXT: 105>
<MINT>: 「どうです？うまくいってますか？<CLEAR>

ナンシー
「それが<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: (また何かあったらしいな......。<CLEAR>

<MINT>: 「何か力になれる？<CLEAR>

<KLARTH>: 「おいおい、こんな所で道草食ってる場合じゃ......。<CLEAR>

<green text>彼女の力になりますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 106>
ナンシー
「彼の......、会社の前まで行けるんだけど......。足が震えて中に入れなくて<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「エルウィンのアポイントを取ればいいのね。わかったわ。<END>
<TEXT: 107>
<CLESS>: 「ごめん。<CLEAR>

いでいるから......。<END>
<TEXT: 108>
ナンシー
「エルウィン<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 109>
<CLESS>: 「アポイントを取ってきたよ。
中央広場の噴水の前で待ってるって。<CLEAR>

ナンシー
「あ、ありがとう！
何てお礼を言っていいか......。<CLEAR>

<MINT>: 「そんなことより早くエルウィンに会いに行って。<CLEAR>

ナンシー
「はい！<END>
<TEXT: 110>
ナンシー
「エルウィンの妻として、彼の支えになりたいと思います。<END>
<TEXT: 111>
「お嬢様のピアノの上達ぶりはすごいですわ。来るたびにうまくなるのよ。<END>
<TEXT: 112>
「今からピアノの発表会をやるんだけど、あなたも聞く？<END>
<TEXT: 113>
「さすがは市長の娘さんだ。<END>
<TEXT: 114>
「もう、お兄ちゃんったらあの子に夢中なんだから。<END>
<TEXT: 115>
「船の航行が完全にストップしちゃってたいへんだよ。しょうがいないからユークリッドとかミゲールから物を取り寄せてるんだ。<END>
<TEXT: 116>
「まぁ、不景気だけど先々代のエルウィン社長が 科学を使った製品を独自で開発してね。その商品で何とか切り抜けられるだろう。<END>
<TEXT: 117>
「そういえばモーリア坑道地質調査隊が坑道の最下層の下にさらに何かあるらしいとか言ってたな。<END>
<TEXT: 118>
スティーブン
「また営業に出かけなくては....。<END>
<TEXT: 119>
<CLESS>: 「え？何でエルウィンさんがここに！？<CLEAR>

？？？
「はぁ？ぼくの名前はスティーブンだけど......。<CLEAR>

まてよ、確か先々代のおじいさんの名前がエルウィンだったか？<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、な、何でもありません....。<END>
<TEXT: 120>
社長
「何とかこのピンチを切り抜けなければ......。会社の存続に関わるからな。<END>
<TEXT: 121>
「君は見学者かね？<CLEAR>

この建物は売りに出されているんだ。前の会社がつぶれてね。私はここの管理人だ。<END>
<TEXT: 122>
「私は先です。<END>
<TEXT: 123>
「1+2=3で......。<END>
<TEXT: 124>
「分数の割り算ってどうして上下を逆さまにすんの？<END>
<TEXT: 125>
「円周率
3.1415926535......。<END>
<TEXT: 126>
「早く給食になんないかなぁ。<END>
<TEXT: 127>
「今算数の時間なの。<END>
<TEXT: 128>
「忍者の 物が出るんだよ。どっから来たんだろうね？<END>
<TEXT: 129>
「宿題忘れて立たされてるんだ。<END>
<TEXT: 130>
「ここはベネツィア学園よ。<END>
<TEXT: 131>
「ここは前、輸入会社だったの。倒産したので建物をそのまま利用して学校を設立したのよ。<END>
<TEXT: 132>
「ここは職員室だよ。<END>
<TEXT: 133>
「ダオス率いる 物がどこから来るのか、未だにわかりません。ダオスの居場所がわかればまだ反撃のしようがあるのですが......。<END>
<TEXT: 134>
「ここから東の方向にフリーズキールっていう雪の町があるんじゃよ。そこには教会があってのぅ。一度行ってみたいわい。<END>
<TEXT: 135>
「あんれまぁ、いい男。<END>
<TEXT: 136>
「今音楽の授業をしているの。<CLEAR><END>
<TEXT: 137>
は~い、みなさんよくできました~。<END>
<TEXT: 138>
「シングルCD買ってね。<END>
<TEXT: 139>
「ラララ~。<CLEAR>

のりのりに歌っている。<END>
<TEXT: 140>
「<speed:10>ま.な.つ.の<speed:FF>.太陽~、背に受け~て~。オーイエ。<CLEAR>

作詞ってたいへんだよな。<END>
<TEXT: 141>
「ラララ~。<CLEAR>

のりのりに歌っている。ちょっとオンチだ。<END>
<TEXT: 142>
「ピカリン.ココリン、勇者様にな~れ！<END>
<TEXT: 143>
「ラララ~。<CLEAR>

のりのりに歌っている。なかなかうまい。<END>
<TEXT: 144>
「ピーピー。<CLEAR>

のりのりに笛を吹いている。<END>
<TEXT: 145>
「ミゲールの町の遥か南にいつも夜の大陸があるんだって。本当かな？<END>
<TEXT: 146>
「ドレミファ~。<CLEAR>

のりのりに歌っている。<END>
<TEXT: 147>
「ぼく、将来先のおむこさんになるんだ。<END>
<TEXT: 148>
「お兄ちゃんもここの徒なの？<END>
<TEXT: 149>
「私は社長秘書です。<CLEAR>

<CLESS>: (何かナンシーさんにそっくりだ....。<CLEAR>

「何か？<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、何でもありません。<END>
<TEXT: 150>
ベネツィア市長
「最近町の景気も下火になってきたよ。困ったもんだ。<END>
<TEXT: 151>
「為替相場や株相場を見ても不景気なのは間違いないわね。これもみんなダオスのせいよ！<CLEAR>

あ、君には難しかったかしら？<END>
<TEXT: 152>
「わしゃ用務員のおじさんじゃよ。<END>
<TEXT: 153>
「張り紙におもしろい話が載ってるぜ。<CLEAR>

『この世界には三種の武具と呼ばれるものが存在するという。一つは指輪、残りは剣と言われている。<END>
<TEXT: 154>
「私はアルヴァニスタから派遺された兵士です。ベネツィア市の犯罪防止のために来ました。<CLEAR>

私の故郷はベルアダムなんですよ。あそこの武器屋には何でも古めかしい本があるとか....。武器屋なくらいだから何かすごい剣技が

記された本かもしれませんね。<END>
<TEXT: 155>
「戦いは例え相手が 物であっても真剣勝負、心を無にしていれば何事にも動じない。<CLEAR>

あ~、要するにだ、コントローラーをニュートラルの状態にしていれば、回避率がアップするということだ。わかった？<END>
<TEXT: 156>
「ママにお使い頼まれてるんだ。<END>
<TEXT: 157>
「秘密の言葉、
右上.左下.下.右下.決定。<CLEAR>

他の人には内緒だよ。<END>
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<TEXT: 0>
<KLARTH>: 「おいおい、我々には時間がないんだぞ。こんな所で道草くってないで、早く精霊の森へ行こう。<END>
<TEXT: 1>
ハーメルの町<END>
<TEXT: 2>
<KLARTH>: 「町が<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「ひどい<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「存者はいないのか？<CLEAR>

<CLESS>: 「<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「大丈夫か？！<END>
<TEXT: 4>
少女
「あ、私は<speed:10>........<speed:FF>、何ともありません。<CLEAR>

<KLARTH>: 「一体この町に
何が起こったんだ！？<CLEAR>

少女
「デミテルが<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「え？<CLEAR>

少女
「この町を襲った 術師の名前です。
私の両親も彼に殺されて......。<END>
<TEXT: 5>
<CLESS>: 「カタキ討ちならぼくが力になる！<CLEAR><END>
<TEXT: 6>
少女
「え？<CLEAR><END>
<TEXT: 7>
<KLARTH>: 「おいおい！私たちには時間がないんだぞ！<END>
<TEXT: 8>
<MINT>: 「で、でも<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「おいおい、<MINT>まで！<CLEAR>

<CLESS>
「<CLEAR>

がないとダメなのはわかってるけど、ぼくは......！<END>
<TEXT: 9>
<KLARTH>: 「むきになって、何かあったのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「<speed:10>..............<speed:FF>。<END>
<TEXT: 11>
<CLESS>: 「何でもない。放っておけないんだ<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 12>
<MINT>: 「私は<CLESS>さんに賛成です。<END>
<TEXT: 13>
<KLARTH>: 「<speed:10>........<speed:FF>しょうがないな。<CLEAR><END>
<TEXT: 14>
じゃあ、話を聞こうか。相手が 術師なら 術に関する情報が手に入るかもしれないしな。<CLEAR><END>
<TEXT: 15>
少女
「あの、何てお礼を言えばいいか<speed:10>........<speed:FF>。本当にありがとうございます。<CLEAR>

あ、もうし遅れましたが私はリア.スカーレットといいます。<CLEAR>

デミテルの居場所ははっきりとわかっていませんが、北の方へ去って行ったのは見ました。<CLEAR>

<KLARTH>: 「なるほど、ベネツィア方向に捜していけば見つかる可能性が高いわけか。<CLEAR>

<MINT>: 「私は<MINT>。彼は<CLESS>さん。そしてあちらが<KLARTH>さん。よろしくね。<CLEAR>

リア
「はい、こちらこそよろしくお願いします。<END>
<TEXT: 16>
「え？なんで人が少ないかって？<CLEAR>

みんな神様にお祈りするために教会に行ってるんだよ。<END>
<TEXT: 17>
「神様ってえらいの？<CLEAR>

だってみんな毎日教会に行ってお祈りしてるんだもん。<END>
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<TEXT: 0>
ハーメル教会<END>
<TEXT: 1>
宿屋『ハーメルINN』<END>
<TEXT: 2>
道具屋『RAM』<END>
<TEXT: 3>
武器屋『クリスタルロッド』<END>
<TEXT: 4>
防具屋『にんたい』<END>
<TEXT: 5>
聖なる書を読んでいるようだ。
神父
「神はすべてをお許しになるのです....。<END>
<TEXT: 6>
「普段から神に祈りをささげていれば何も恐れることはありません。<CLEAR>

かみさんは怖いけど........。<END>
<TEXT: 7>
「スカーレット師匠の弟子にデミテルってのがいてね。

師匠が死んだ時はそりゃあもう、泣いて泣いて......。

死因？事故だと思ったけど。<END>
<TEXT: 8>
「ちょっと前にこの町にスカーレットさんという人が住んでいたんだ。<CLEAR>

スカーレットさんは 術師だったんだけど、同時に 術に代わる新しい力の研究にも取りくんでいたらしいよ。もう死んじゃったけどね。

アーメン。<END>
<TEXT: 9>
シスター
「あなたたちは旅の方ですか？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、そうです。<CLEAR>

シスター
「ではお祈りを。あなたたちに神の御加護がありますように<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 10>
「スカーレットさんは何年か前に突然引っこして来たのよ。確かここに来る前はミッドガルズにいたとか。
<END>
<TEXT: 11>
「何かいやな予感がします。
世界を脅かす何か強大な力が迫っているような......。<END>
<TEXT: 12>
「気が......、気が怒りに満ちている........。<END>
<TEXT: 13>
「昔々、想像を絶するような昔にそれはすばらしい文明があったという。<CLEAR>

私のじいさんから聞いたんじゃが、果たして本当かウソか........。

ふぇっふぇっふぇ......。<END>
<TEXT: 14>
「いらっしゃい。お泊まりですか？一晩25ガルドになります。<END>
<TEXT: 15>
ごゆっくり。チェックアウトは明日の十時です。<END>
<TEXT: 16>
すいません。お金が足りません。<END>
<TEXT: 17>
「また来て下さい、旅の方。<END>
<TEXT: 18>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 19>
「ありがとう。また来て下さいね。<END>
<TEXT: 20>
「いらっしゃい。<CLEAR>

え？店の名前？あれ主人の名前よ。リチャード=A=マッキンタイアっていうの。<END>
<TEXT: 21>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 22>
「どうも。<END>
<TEXT: 23>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 24>
「ありがとうございました。<END>
<TEXT: 25>
「神様<speed:10>......<speed:FF>、どうかパパやママを守って下さい<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 26>
<CLESS>: 「あ、ナンシーさん！？<CLEAR>

ナンシー
「あ、<CLESS>さん。
この間はありがとう。<CLEAR>

<CLESS>: 「何でこんな所に！？<CLEAR>

女剣士
「この子がどうしても彼に会いたいってね。<CLEAR>

私は旅の者だ。ベネツィアに行く予定があってね。ついでにこの子も連れて行くことになったんだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「はぁ......、そうですか......。<CLEAR>

ナンシー
「彼に直接言いたくて<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 27>
ナンシー
「エルウィン<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 28>
「やあ。<END>
<TEXT: 29>
「ま、そういうことさ。<END>
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<TEXT: 0>
 科学はそのマナを消滅させるほど消費する技術だった
放っておけば大樹は枯れてしまう<CLEAR>

 科学を使う人間とダオスの戦いはこうして始まったのだ<END>
<TEXT: 1>
<KLARTH>: 「とりあえず行く先々でエドワードのことを聞いてみよう。<END>
<TEXT: 2>
ギース.ショップ<END>
<TEXT: 3>
闇の洞窟<END>
<TEXT: 4>
「私は修行中の身、よけいな雑念は捨てるべし。<END>
<TEXT: 5>
「おぬし、剣士か？ならばこの奥義書を授けよう。私はもう習得したからな。<CLEAR><END>
<TEXT: 6>
<green text><CLESS>は 神閃空破を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 7>
「わしゃここで悟りを開いているんじゃ。邪 するな！<END>
<TEXT: 8>
「何じゃ？もしかしてこの奥義書が欲しいのか？なら12000ガルドじゃ！<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 9>
まったく......。<END>
<TEXT: 10>
「金が足りん！！<END>
<TEXT: 11>
<green text><CLESS>は獅子飛燕脚を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「ふん！<END>
<TEXT: 12>
「何じゃ、お前らは？ここには何もないぞ！<END>
<TEXT: 13>
「私たちは放浪者、自由気ままに旅をする者です。<END>
<TEXT: 14>
「あなた、剣士？じゃあこの奥義書あげるわ。もう習得したからね。<CLEAR><END>
<TEXT: 15>
<green text><CLESS>は鳳凰千裂破を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 16>
「人の目的を見つける旅を続けてもう<Control:8062>年にもなります。でも未だに見つかりません。<END>
<TEXT: 17>
エドワードの妻リリス
「主人はいつでも私たちのそばにいますわ。<END>
<TEXT: 18>
「パパいなくなっちゃったけど、泣かない。<CLEAR>

パパ、立派だったんだよね。<END>
<TEXT: 19>
「ぼくがママとリリーナを守るんだ！<END>
<TEXT: 20>
船長
「何だ？フレイランドに行きたいのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 21>
船長
「これはアルヴァニスタ行きの船だぜ。<CLEAR><END>
<TEXT: 22>
料金は運賃、食費、保険料を含めてて一人<Control:8164>ガルド、
全員で<Control:8166>ガルドになるぜ。
行くか？<END>
<TEXT: 23>
お金がなきゃ、どうしようもないよ。<END>
<TEXT: 24>
では、出港~。<END>
<TEXT: 25>
それじゃ。<END>
<TEXT: 26>
サミー
「いらっしゃい。名工ギースの店へようこそ。<END>
<TEXT: 27>
サミー
「ありがとう、お兄ちゃん。<END>
<TEXT: 28>
「ここはドワーフ族の名工ギースの技術を受け継いだ鍛冶屋兼お店じゃよ。<CLEAR>

値段は安いうえ、他の武具とは比較にならないほど精巧にできておる。買って損はないぞぃ。<CLEAR>

そうじゃ、おぬしに金持ちになるコツを教えてやろう。アイテムの中に『交易品』と呼ばれるものがあるじゃろ？

それは店によって売れる値段が違うアイテムなんじゃ。これを利用すれば金ががっぽがっぽ入ってくるぞぃ。
<END>
<TEXT: 29>
「ここはモリスン 法研究所じゃ。先代のモリスン殿の遺言でな。ここを 法研究所に使ってくれということじゃ。<END>
<TEXT: 30>
「徒たちの食事の支度をしなきゃ....。<CLEAR>

ここは全寮制の 法学校よ。ニ階が教室なの。学校って言っても教えるんじゃなくて、自ら 法の勉強をするのよ。<END>
<TEXT: 31>
「秘密の言葉。<CLEAR>

炎の剣は、下から右上へ、そして決定しろ。昔、ある旅人から聞いたんだ。<END>
<TEXT: 32>
「私も 法の勉強に来ているの。ぜ~ったいに世界一の 法使いになるの。がんばるもん。<END>
<TEXT: 33>
「禁断の召喚術について研究しています。<CLEAR>

禁断の召喚術は主に 界に関連したものらしいですね。やはり異世界のエネルギーを使うのは危険なんでしょうね。<END>
<TEXT: 34>
「禁断の 法について研究をしています。<CLEAR>

禁断の 法は空間を操るものらしいですね。具体的にどういうものかはまだわかりませんが。<END>
<TEXT: 35>
「これからは剣士も 法が使えないとね。でも全くわかんないよ。<END>
<TEXT: 36>
「 法アイテムについて研究しています。 力を帯びたアイテムの発祥の地についてね。<END>
<TEXT: 37>
「法術について研究しています。法術とは一体どういうものなのでしょう？人間の内なる力か、それとも神の力か....。<END>
<TEXT: 38>
「モリスン殿は 法の研究だけではなく、科学の研究も優れておった。超古代文明の科学力に焦点をおいて研究をしておったらしいのぅ。<END>
<TEXT: 39>
「トレントの森には精霊様が住んでいるという話だ。何て言ったっけ？おじん？<CLEAR>

<CLESS>: (オリジンのことか？<END>
<TEXT: 40>
「モーリア坑道？ここから真北に向かった所に入口があるよ。<END>
<TEXT: 41>
「ふっ....。
海がオレを呼んでるぜ。<END>
<TEXT: 42>
「精霊？オレは知らん。<CLEAR>

オリーブヴィレッジっていう村にいるんじゃないか？結構歴のある村だからな。<END>
<TEXT: 43>
「昔ばあさんに聞いたんだけど、ミッドガルズの北の『白樺の森』と呼ばれる所に不思議なき物が住んでいるらしいぜ。<END>
<TEXT: 44>
「モーリア坑道に行きたいの？でもあそこは地下五階くらいで行き止まりらしいよ。何か特殊なアイテムでも使うのかな、

とか探検家が言ってたけど。<END>
<TEXT: 45>
「オレの夢は世界中の海を回ってお宝を探すことなんだ。こんな活とはおさらばしたいぜ！<END>
<TEXT: 46>
「海から吹く潮風、照りつける太陽。いつかエミリと二人だけで船の旅をしようと思ったんだけど......、ふられてしまった。<CLEAR><END>
<TEXT: 47>
エミリーーーー、
カムバーーーーック！！<END>
<TEXT: 48>
「海から吹く潮風、照りつける太陽。いつかシンシアと二人だけで船の旅をするんだ。<CLEAR><END>
<TEXT: 49>
シンシアーーー、
きっとオレのものにするぜーー！！<END>
<TEXT: 50>
「精霊の話？ああ、知ってるよ。
昔々、今のような 物が......。<CLEAR>

<CLESS>: 「その話なら最初の部分を聞いたよ。続きが知りたいんだ。月の精霊様が捕まったところから。<CLEAR>

「あ、そう。え~と、その悪い人々は月の精霊様を月の光が届かない真っ暗な地下牢に閉じこめてしまった。

そしてついに世界中に毒がばらまかれ、人類は滅んでしまったんだ。もちろんその悪い人々も。しかし完全に滅んだわけではなかった。

一部の人間が 法で結界を張り、毒が入り込まない地域を作ったんだ。それから何百年という歳月が流れた......。

き残った人々は年月とともに増えていき、また国家が作られるようになったんだ。<CLEAR>

オレが知ってるのはここまで。すまんな。<END>
<TEXT: 51>
「邪 するなよ。感傷に浸ってるところなんだから。<END>
<TEXT: 52>
「精霊の話？ああ、昔ばあさんから聞いたのなら。昔々、今のような 物が......。<CLEAR>

<CLESS>: 「その話なら最初の部分を聞いたよ。続きが知りたいんだ。世界中に毒がばらまかれて、

何百年かたったあと。<CLEAR>

「ああ、え~と....。

結界の中の人々は結界の張られた意味さえ忘れてしまった。結界の外は闇の世界で、

外に出た者はきて二度と戻れないと信じていたんだ。そんな時代が何百年か過ぎたあと、国家に忠誠を誓うある若い兵士が現れた。

ある日、その兵士はこの国の地下にある昔の遺跡の探索にでかけたんだ。そこで見つけたものは何と、月の精霊様だったんだ。

兵士は精霊様の美しさに心を奪われてしまった。精霊様に恋をしてしまったんだ。しかしその国の王様はまたもや精霊様を

閉じこめてしまった。精霊様の力を利用しようとしたんだな。<CLEAR>

オレが知ってるのはここまでだ。<END>
<TEXT: 53>
「海を見ていると、心が広くなったような気がするよ。<END>
<TEXT: 54>
「今日は早めに仕事終わらせよっと。<END>
<TEXT: 55>
「よぉ。<CLEAR>

お前象牙持ってないか？象牙で彫刻作りたいんだ。その代わりお前にもいいの作ってやるぜ<END>
<TEXT: 56>
。<CLEAR>

お、お前持ってるじゃねぇか。
どうだ？この話、のらないか？<END>
<TEXT: 57>
ちっ、さっさと帰りな。<END>
<TEXT: 58>
よし、商談成立だ。ニ時間ほど待っててくれ。お前たちの分を<CLEAR>

いで作るから。<CLEAR><END>
<TEXT: 59>
じいさん！
ちょっと手伝ってくれよ！<END>
<TEXT: 60>
    ニ時間後......<END>
<TEXT: 61>
。<END>
<TEXT: 62>
テン
「ごめんよ、もうないんだ。<END>
<TEXT: 63>
テン
「いらっしゃい。おもしろいアイテムがあるよ。<END>
<TEXT: 64>
テン
「ありがとう！<CLEAR>

買ってくれたお礼にちょっとだけ秘密の言葉を教えてあげるよ。一回しか言わないから、よ~く覚えておきなよ。

まず下.左下.左.決定、

右.左.右.決定、

右.右下.下.左下.左.右.上.下.決定。

もう一つ、左上.右下.左上.右.決定。

こんなところかな。<END>
<TEXT: 65>
テン
「高いかもしれないけど、それだけの価値はあると思うよ。<END>
<TEXT: 66>
「やぁ、私は行商人です。何か買いますか？<END>
<TEXT: 67>
「まいど！<END>
<TEXT: 68>
「すりへってて、よく見えないな。<END>
<TEXT: 69>
『北寄りの道、危険！』
と書かれている。<END>
<TEXT: 70>
<CLESS>: 「ごめん下さ~い！<END>
<TEXT: 71>
「どなたでしょうか？<CLEAR><END>
<TEXT: 72>
<KLARTH>: 「私の名は<KLARTH>。エドワードという方に会いたいのだ。まずはこの手紙を....。<CLEAR>

エドワードの妻リリス
「まあ、ルーングロム様のご紹介ですか。私は妻のリリスといいます。申し訳ありませんが、

夫はただいま留守でして。<CLEAR>

<KLARTH>: 「う~ん、<CLEAR>

ぎの用事なんだが。<CLEAR>

リリス

「ルーングロム様のご紹介でしたら安心ですからお話しますが、夫は来る戦争にアルヴァニスタが

参戦できないことを知って、ダオスを倒せる者たちを求めてつい先日旅に出たんです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「......行き先は？<CLEAR>

リリス
「確か、まずはフレイランドに行くと言ってました。<CLEAR><END>
<TEXT: 73>
<CLESS>: 「フレイランド？<CLEAR><END>
<TEXT: 74>
<KLARTH>: 「アルヴァニスタの東にある大陸のことだ。<CLEAR><END>
<TEXT: 75>
<KLARTH>: 「<END>
<TEXT: 76>
どうも、リリスさん。<CLEAR>

リリス
「あの......。ついでと言ってはなんですが、夫に会ったら伝えて下さい。みんな元気だと....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「わかった、伝えておこう。<END>
<TEXT: 77>
<KLARTH>: 「<CLEAR>

げば追いつけるかもしれん。行くぞ。<END>
<TEXT: 78>
<CLESS>: 「あ、いや、その......。<CLEAR>

「用がないのでしたら、お帰り下さい。<END>
<TEXT: 79>
<MINT>: 「用もないのにノックするのは失礼ですよ。<END>
<TEXT: 80>
<CLESS>: 「こいつは......、精霊なのか？<END>
<TEXT: 81>
？？？
『我、名、シャドウ。闇、精霊。お前たち、世界、脅威、ダオス。我、闇、住人、洗脳、敵....。<CLEAR>

<CLESS>: 「ひどく言葉がとぎれとぎれだな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「大体の意味はわかる。シャドウの仲間、闇の住人がダオスに洗脳されて敵になった、

と言いたいんだな？で、我々の仲間になってくれると....。<CLEAR>

シャドウ

「お前たち、我、仲間、違う。我、闇、住人、救う為。<CLEAR>

<KLARTH>: 「わかった。目的が達成できたら契約は破棄してやる。<CLEAR>

シャドウ

「古、契約、指輪、アメシスト。<CLEAR>

<KLARTH>: 「よし、契約を結ぼう。<END>
<TEXT: 82>
<KLARTH>: 「我、今、闇の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 83>
<green text><KLARTH>は<Item:0C08>を召喚できるようになりました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 84>
<CLESS>: 「これは......、石像か？こんな所に石像なんてあったかな？<CLEAR>

持ち上げるのは無理か....。押したり引いたりするくらいならできるか。<CLEAR>

<green text>石像等の中には押したり引いたりすることのできるものがあります。操作は簡単。 自分の真正面に石像が来る位置で 決定ボタンを押しながら移動します。この石像で試してみましょう。<normal coloured text><END>
<TEXT: 85>
<CLESS>: 「<CHESTER>！！！<END>
<TEXT: 86>
<CLESS>: 「<speed:10>..........<speed:FF>ここは<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 87>
<CLESS>: 「<MINT>、<MINT>！<END>
<TEXT: 88>
<MINT>: 「<CLESS>......さん......。<CLEAR>

ここは<speed:10>........<speed:FF>？<CLEAR>

<CLESS>: 「ぼくにもわかんないよ。
ここは一体どこなんだ？<END>
<TEXT: 89>
<MINT>: 「きれい<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 90>
<CLESS>: 「<speed:10>........<speed:FF><CHESTER>は？
<speed:10>......<speed:FF>モリスンさんは！？<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>........<speed:FF>モリスンさんたちなら
きっと、いえ絶対、大丈夫ですよ
<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 91>
<CLESS>: 「<speed:10>..........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 92>
<MINT>: 「私たちは今できることをやりましょうよ。ね、<CLESS>さん。元気を出して<speed:10>............<speed:FF>。<END>
<TEXT: 93>
<CLESS>: 「<speed:10>........<speed:FF>ごめん、ぼくばかり落ち込んでいて<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「そんなこと........。<END>
<TEXT: 94>
<CLESS>: 「そうだ！モリスンさんからもらった本！<CLEAR>

<MINT>: 「本？<END>
<TEXT: 95>
<CLESS>は本を取り出して読み始めた。本にはいにしえのダオスに関することが書かれていた。<CLEAR>

遠い昔、あるパーティーと、ダオスの戦いがあったこと。その決戦の最後の瞬間にダオスが時間転移して別の時代へ逃れたこと。<CLEAR>

そして、逃れた先でモリスンや<CLESS>の父母、それに<MINT>の母親らによってダオスが封印されたこと。<CLEAR>

ダオスの力を二つに分けて封印したペンダントの一つが、<CLESS>が父からもらったペンダントであること......。<END>
<TEXT: 96>
<MINT>: 「これは<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: 「ぼくたちがこれからすることは
........。<CLEAR>

<MINT>: 「ダオスを倒す方法を見つける事ですね。<CLEAR>

でもとりあえず、人のいる所を探しましょう。<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ。<END>
<TEXT: 97>
<CLESS>: 「........！！
<MINT>: 「......！<CLEAR><END>
<TEXT: 98>
<MINT>: 「それは<speed:10>......<speed:FF><CHESTER>さんの弓<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: 「<CHESTER>........！！<CLEAR>

<MINT>
「<CLESS>さん！きっと、きっと大丈夫だから<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 99>
<CLESS>: 「......ちくしょう！！<END>
<TEXT: 100>
エドワードの妻リリス
「まぁ、グロムさん。<CLEAR>

ルーングロム
「ごぶさたしています。
エドワードについてはたいへん気の毒なことを......。<CLEAR>

リリス

「いえ、どうぞお気になさらずに。<CLEAR>

ルーングロム
「実は、エドワードの書斎に通してもらいたいのですが。<CLEAR>

リリス

「......構いませんが、カギがかかって入れないんですよ。<CLEAR>

ルーングロム
「このカギは？<CLEAR>

リリス
「まあ！なぜ？<CLEAR>

ルーングロム
「エドワードから頼まれましてね。<CLEAR>

リリス

「そういうことでしたら、どうぞこちらへ。<END>
<TEXT: 101>
リリス
「主人の書斎はこの扉をくぐったニ階にありますわ。<END>
<TEXT: 102>
ルーングロム
「あいつは昔から一人である研究を続けていた。
それは時間転移についてだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「その集大成がこの本というわけか......。<END>
<TEXT: 103>
<MINT>: 「どうなの？<END>
<TEXT: 104>
<KLARTH>: 「<speed:10>......<speed:FF>簡単に言うぞ。超古代に栄えた王国が海底に沈んでいるらしい。名はトールというが、

その王国は信じられない技術で時間転移を実現していたというんだ。<CLEAR>

<MINT>: 「超古代都市......トール？<CLEAR>

<MINT>: 「でも沈んだんじゃ、しょうがないじゃん。<CLEAR>

<KLARTH>: 「信じられない技術と言っただろ？文面から察するに、まだその都市は滅んではいないらしい。

だが、その海底まで行く手段が無いと書いてある。<CLEAR>

ルーングロム
「確かに。そんな技術も 法もないな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「だが<KLARTH>ならできるだろう、とも書いてある。<END>
<TEXT: 105>
ルーングロム
「で、どうするつもりだ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「位置的にはベネツィアの北東の沖合い約100キロくらいの所なので、そこから調べてみます。<CLEAR>

ルーングロム
「そうか。できれば私もついて行きたいのだが、そうもいかんしな。がんばってくれ。<END>
<TEXT: 106>
<KLARTH>: 「それじゃあ、ベネツィアに向かうか。<CLEAR><END>
<TEXT: 107>
<MINT>: 「待って下さい。トールに行ったらもう戻って来れないかもしれないですよね？

だったら先にユグドラシルを何とかしないと......。私たちの時代はユグドラシルが朽ち果てているんです。とすると....、<CLEAR>

<KLARTH>: 「マナが全く失われているわけで、 法も全く使えない、というわけだな。とすると....、<CLEAR>

<MINT>: 「 法でしか傷つけられないダオスには勝てない、というわけじゃん？<CLEAR>

<KLARTH>: 「その通りだ。<END>
<TEXT: 108>
<CLESS>: 「頭がこんがらがったんだけど
......。<CLEAR><END>
<TEXT: 109>
<KLARTH>: 「つまりだ。君たちの時代でも 法が使えるように、ユグドラシルが朽ち果てないような方法を

見つける。その次にベネツィアから船で沖合いに出てトールの位置を調べる。わかったか？<END>
<TEXT: 110>
<MINT>: 「アルヴァニスタの最新ファッションって言えばやっぱり......。<CLEAR><END>
<TEXT: 111>
<KLARTH>: 「よくしゃべるなぁ....。オレはもう退屈で死にそうだよ。<END>
<TEXT: 112>
「できたぞ~。<END>
<TEXT: 113>
「お待たせ！象牙と言えばじゃんぱいだ！お前の持ってきた材料から<Control:8062>コのじゃんぱいができたぞ。<CLEAR><END>
<TEXT: 114>
<green text>じゃんぱいを手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

また象牙を手に入れたら持ってきてくれよ。<END>
<TEXT: 115>
<KLARTH>: 「よし、行くぞ。<CLEAR>

あれ？<CHESTER>は？<CLEAR>

<MINT>: 「外で待ってるよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 116>
じゃあまたね、サミーちゃん。<CLEAR>

サミー
「うん！またね、お姉ちゃん。<END>
<TEXT: 117>
<CHESTER>: 「やっと終わったか。待ちくたびれちまったぜ。<END>
- BANK 16 -
<TEXT: 0>
<CLESS>: 「<KLARTH>さん、
ぼくは一体......？<CLEAR>

<KLARTH>: 「メイアーにとりついていた 物にやられたんだ。でももう大丈夫だ。<CLEAR>

<CLESS>: 「メイアーさんは？<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「だめでしたか......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「これからは私たちもうかうかしてられないぞ。存在をダオスに知られてしまったからな<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 2>
<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「<MINT>、<MINT>、敵だ！
起きろ！！<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>......<speed:FF>気持ち悪いです~......。<CLEAR>

船酔いしたみたいです......。<END>
<TEXT: 4>
<CLESS>: 「<MINT>、敵だ！起きろ！<CLEAR>

<MINT>: 「だめ~~~......。頭がガンガンする~......。<CLEAR>

<CLESS>: 「だ、だめだこりゃ。<END>
<TEXT: 5>
<KLARTH>: 「気持ち悪い~。
頭がガンガンする~。<END>
<TEXT: 6>
「うう........。船酔いしました。気持ち悪い......。<END>
<TEXT: 7>
「船長いなかった？町にでも出かけたかな？<CLEAR>

すぐに戻ってくるとは思うけど......。<END>
<TEXT: 8>
「船長なら船長室じゃないかな？<CLEAR>

え？そんなこと聞いてないって？<END>
<TEXT: 9>
「いらしゃい。<END>
<TEXT: 10>
「こう待ってるだけっていうのも、退屈だよな。<END>
<TEXT: 11>
「のんびり行こうよ。のんびり。<END>
<TEXT: 12>
「よ、何か買わねえか？<END>
<TEXT: 13>
「どうも！
へっへっへ、いいこづかい稼ぎだぜ！<END>
<TEXT: 14>
「さて、次は何を運ぼうか....。<END>
<TEXT: 15>
「荷物のチェックをしています。<END>
<TEXT: 16>
「海の男にゃ~、惚れるなよ~。<END>
<TEXT: 17>
「あーもー！仕事きつすぎるー！！<END>
<TEXT: 18>
「一体何だよ、あの男は......？<END>
<TEXT: 19>
船長
「あ、あんた！早くあの男を何とかしてくれ！人間とは思えない力で暴れ回っているんだ！！<END>
<TEXT: 20>
「ひ~~~、怖いよ~~~。<END>
<TEXT: 21>
<CLESS>: 「メイアーさん！
しっかりするんだ！！<CLEAR>

メイアー
「た、助けて<speed:10>..........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 22>
<KLARTH>: 「<CLESS>、大丈夫か！！<CLEAR>

<CLESS>: 「メイアーさんに 物がとりついていました<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「たぶんダオスの側近だな。アルヴァニスタの内情を知る私たちを殺そうとしたんだ。

ところでメイアーは？<END>
<TEXT: 23>
<KLARTH>: 「だめか<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

これからは私たちもうかうかしてられないぞ。存在をダオスに知られてしまったからな<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 24>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 25>
<KLARTH>: 「さて、
私たちはどこに座るかな......。<CLEAR>

？？？
「よぉ！！<END>
<TEXT: 26>
メイアー
「どうだ？一緒に食べないか？<END>
<TEXT: 27>
<KLARTH>: 「そうだな。ほかの席も空いてないみたいだし。<END>
<TEXT: 28>
メイアー
「酒はどうだい。いけるくちだろう？<END>
<TEXT: 29>
<KLARTH>: 「いいねぇ！<CLEAR><END>
<TEXT: 30>
メイアー
「偶然の出会いにカンパイ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「カンパーイ！<END>
<TEXT: 31>
メイアー
「おーい、どんどん持って来てくれ！<END>
<TEXT: 32>
    1時間後..........<END>
<TEXT: 33>
<CLESS>: (この二人、いつまで飲んでるんだろう？<END>
<TEXT: 34>
    2時間後..........<END>
<TEXT: 35>
<CLESS>: (<MINT>、大丈夫かな......？<END>
<TEXT: 36>
    3時間後..........<END>
<TEXT: 37>
メイアー
「でな、徹夜で仕事しておきながら全部無駄になっちまったというわけよ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「はっはっは！！
そりゃあいい！！<END>
<TEXT: 38>
メイアー
「ところで<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ところで？<CLEAR>

メイアー
「ここだけの話なんだが<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「なんだ？もったいぶらずに言ってみろよ。<CLEAR>

メイアー
「オレは実はモーリア坑道に行くのが目的じゃないんだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何だって？<CLEAR><END>
<TEXT: 39>
<MINT>: 「はうーーー！！！<CLEAR><END>
<TEXT: 40>
だめよ<CLESS>、
そんなトコ触っちゃ<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 41>
メイアー
「オレの本当の目的は、冒険者ギルドの知り合いを通じてアルヴァニスタに関する秘密の情報を
売りに行くことなんだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「情報？<CLEAR>

メイアー
「そうさ。一見平和に見えるアルヴァニスタは実はもうほとんどダオスの支配下に入っているような
ものだっていう話なんだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何だって？！どうして？<CLEAR>

メイアー
「ここが重要なんだが、アルヴァニスタの唯一の跡取りであるレアード王子がダオスの側近の
操り人形になっているらしいんだ。<CLEAR>

東方の大国ミッドガルズとタメをはるあの国が表立ってダオスと争わないのは、裏にそういう理由があるからなのさ。<CLEAR><END>
<TEXT: 42>
<KLARTH>: 「おどろいたな<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 43>
<MINT>: 「あいーーー！！！<CLEAR><END>
<TEXT: 44>
だめだったら、
<CLESS><speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 45>
メイアー
「と、とにかくこのことは絶対秘密にしておいてくれよ。<CLEAR>

さて、そろそろお開きにするか。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだな。<END>
<TEXT: 46>
<KLARTH>: 「<MINT>、そんな所で寝てたら風邪ひくぞ。<CLEAR>

<MINT>: 「<CLESS>のばかぁ<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: (一体どういう夢を見てるんだ

......？<END>
<TEXT: 47>
<KLARTH>: 「よっこいしょ........。<END>
<TEXT: 48>
<KLARTH>: 「ほら<MINT>、着いたぞ。<CLEAR>

<MINT>: 「ふわぁ~い<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 49>
<CLESS>: 「あ、メイアーさん。おはようございます。どうしたんですか？<CLEAR>

メイアー
「<speed:10>..............<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 50>
<KLARTH>: 「<CLESS>！危ない！！<END>
<TEXT: 51>
<CLESS>: 「<KLARTH>さん、何を！？<END>
<TEXT: 52>
<KLARTH>: 「<CLESS>、外だ！メイアーは操られているんだ！<END>
<TEXT: 53>
<CLESS>: 「<KLARTH>さん、大丈夫ですか！？<CLEAR>

<KLARTH>: 「うう............。<CLEAR>

頭がいたい........。
二日酔いだ......。<CLEAR>

<CLESS>: 「<KLARTH>さんは休んでて下さい。ぼくが行きます！<END>
<TEXT: 54>
<MINT>: 「潮風が気持ちいいね~。<CLEAR>

<MINT>: 「そうですね。<END>
<TEXT: 55>
<KLARTH>: 『<CLESS>、お前どっちをねらってるんだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 56>
<CLESS>: 『え？何のことです？<CLEAR>

<KLARTH>: 『<MINT>と<MINT>のことだよ！<CLEAR>

<MINT>は清楚で落ち着きがあっていいけど、<MINT>も捨てがたいよな。<CLEAR><END>
<TEXT: 57>
<CLESS>: 「ちょ、ちょっと！ぼくはまだそんなこと........！<CLEAR>

<KLARTH>: 『またまた......。
それじゃ私がモノにしようか？<CLEAR>

<CLESS>: 「<KLARTH>さん！だいたい<KLARTH>さんにはミラルドさんがいるじゃないですか！<CLEAR><END>
<TEXT: 58>
<KLARTH>: 「ば、ばかなことを！あいつはただの助手だ！<CLEAR>

<CLESS>: 「え~、本当ですか~？<CLEAR><END>
<TEXT: 59>
<MINT>: 「ねぇねぇ、何の話をしているの？<CLEAR>

<KLARTH>: 「な、何でもない、何でもない。君たちには関ないよ！<CLEAR>

<MINT>: 「あ~、聞きた~い！<END>
<TEXT: 60>
？？？
「あんたら、冒険者か？<CLEAR>

<KLARTH>: 「まあそんな所だが、あんたは？<CLEAR>

？？？
「オレはメイアー。流れの剣士さ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「傭兵志願か？<CLEAR>

メイアー
「違うさ。モーリア坑道を探索しに行くんだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「モーリア坑道に？<CLEAR>

メイアー
「ドワーフ族の鉱山跡さ。名前くらいは聞いたことがあるだろ？<CLEAR>

今はアルヴァニスタの許可がないと入れないけどな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「許可は取れそうなのか？<CLEAR>

メイアー
「冒険者ギルドに知り合いがいるんだ。<CLEAR>

ん？そろそろ腹が減ったな....。それじゃあ、オレはこれで。<END>
<TEXT: 61>
<MINT>: 「あたしもおなかすいちゃったな....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「私たちも食事に行くか。<END>
<TEXT: 62>
<CLESS>: 「船長、ここらへんでいいです。<CLEAR>

船長
「本当にここでいいのか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。後は海中に潜るだけだからな。世話になったな。<CLEAR>

船長
「いや、いいってことよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「よし、それじゃあウンディーネを召喚するぞ。<END>
<TEXT: 63>
ウンディーネ
「我があるじよ。用件は何か？<CLEAR>

<KLARTH>: 「水の精霊よ。私たちを海底深くまで導いてほしい。<CLEAR>

ウンディーネ
「承知した。<END>
<TEXT: 64>
ウンディーネ
「この泡の中に入るがよい。<END>
<TEXT: 65>
船長
「何か不思議な連中だったな。<CLEAR><END>
<TEXT: 66>
よし！お前ら、引き上げだ！！<END>
<TEXT: 67>
<MINT>: 「船の旅っていいよね。潮風が気持ちいい~。<END>
<TEXT: 68>
<MINT>: 「みんな、聞いて下さい。<CLEAR>

<CLESS>: 「どうしたの？<CLEAR>

<MINT>: 「ユグドラシルの樹を復活させる方法を考えていました。私の法術でなんとかならないかと....。

でも今の私の力ではどうにもなりません。<CLEAR>

<KLARTH>: 「で？<CLEAR>

<MINT>: 「白馬、ユニコーンの力を借りるんです。<CLEAR>

<CLESS>: 「ユニコーン？<CLEAR>

<MINT>: 「ユニコーンは法術師のあかし、この世界のどこかにいるはずです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「しかし<speed:10>......<speed:FF>、ユニコーンに会えたとしても力を貸してくれるのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 69>
<MINT>: 「わかりません。
わかりませんけど....。<CLEAR>

<CLESS>: 「今はそれしか頼れないんだね、<MINT>。行こうよ、ユニコーンを捜しに！きっと見つかるよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 70>
<MINT>: 「<CLESS>さん、
ありがとう......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうと決まれば早速行動だな。<END>
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<TEXT: 0>
船長
「それじゃ、お気をつけて。休みたい時は寝室で休めるぜ。帰りたい時はオレに話しかけてくれ。<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「ここは......、デミテルの書斎らしいな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何かあるかもしれん。念入りに調べよう。<END>
<TEXT: 2>
「無気味な所だな......。<END>
<TEXT: 3>
「真っ白。何にも見えないよ。<END>
<TEXT: 4>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 5>
<green text><MINT>は<Item:E407>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 6>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 7>
船長
「帰りますかい？<END>
<TEXT: 8>
では出港！<END>
<TEXT: 9>
帰りたい時はいつでも声をかけてくれよ。<END>
<TEXT: 10>
「何だ、もう帰るのか？お前ら何しに来たんだよ。<CLEAR>

まあいいや。料金は同じ、片道運賃、食費、保険込みで一人<Control:8169>ガルド、全員で<Control:816B>ガルドになるがいいか？<END>
<TEXT: 11>
そうか。<END>
<TEXT: 12>
お金がなくちゃいけないな。<END>
<TEXT: 13>
本当にいいのか？<END>
<TEXT: 14>
そうか。<END>
<TEXT: 15>
では、出港~！<END>
<TEXT: 16>
「荷物を船から降ろしています。<END>
<TEXT: 17>
「こんなド田舎、早くおさらばしたいよ。<END>
<TEXT: 18>
「海の男にゃ~、惚れるなよ~。<END>
<TEXT: 19>
「面舵いっぱい~！帆をあげろ~！<CLEAR>

オレ、船乗りの見習いなんだ。早くこんなセリフを思いっきり言ってみたいよ。<END>
<TEXT: 20>
「船乗りは似たような顔ばっかだって？ほっとけ。<END>
<TEXT: 21>
「何でこんな所にプリズムが
........。<CLEAR>

重たくて動かせないな。でも回転させることはできるみたいだ。<END>
<TEXT: 22>
「ここは......？<CLEAR>

トイレか。<END>
<TEXT: 23>
<green text>カギを見つけました。<normal coloured text><CLEAR>

「どこで使うカギだ？<END>
<TEXT: 24>
「書斎で見つけたカギを使おう。<END>
<TEXT: 25>
「カギがかかってる......。<END>
<TEXT: 26>
<CLESS>: 「立派な樹だなぁ......。<END>
<TEXT: 27>
<MINT>: 「特に変わった所はないようですね......。<END>
<TEXT: 28>
<KLARTH>: 「ん？今、樹が動かなかったか？<CLEAR>

<CLESS>: 「気のせいだよ。<CLEAR>

<MINT>: 「今の、シャレですか？<END>
<TEXT: 29>
<KLARTH>: 「やはり動いてるぞ！<END>
<TEXT: 30>
<CLESS>: 「よし！もう一回！！<END>
<TEXT: 31>
<KLARTH>: 「ここか？すごい建物に住んでいるな。<CLEAR>

<CLESS>: 「<speed:10>........<speed:FF>しかし、なぜデミテルはハーメルを襲ったんだ？<CLEAR>

リア

「単純に力を見せるために破壊したんだと思います。そしてデミテルは自分の師匠をも<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「師匠をも殺した？<CLEAR><END>
<TEXT: 32>
リア
「......そうです。私のお父様を、そして<speed:10>........<speed:FF><END>
<TEXT: 33>
お母様も<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 34>
<KLARTH>: 「早く行こう。そんな奴を長くかしておくほど私はお人好しじゃないからな。<END>
<TEXT: 35>
？？？？
「物騒な客人たちだな。<END>
<TEXT: 36>
<CLESS>: 「お前がデミテルか！<CLEAR><END>
<TEXT: 37>
？？？？
「いかにも。だが、それがどうかしたのかな？<CLEAR><END>
<TEXT: 38>
<CLESS>: 「お前はリアの両親のカタキ！覚悟しろ！<CLEAR>

デミテル
「ほう、スカーレット夫妻を御存じか。しかしあの方を師と仰ぐ私をカタキ呼ばわりするとは

どういうことかな？夫妻は事故死だったはずだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「ウソをつくな！！<END>
<TEXT: 39>
デミテル
「一体誰にそんな話を吹き込まれたのかね？<CLEAR>

<CLESS>: 「この娘、
リアに決まってるだろう！<END>
<TEXT: 40>
デミテル
「おとなしく立ち去るがよい。<CLEAR>

真実を教えてやろう。我が師匠の愛娘リアは、両親と共に事故死している。<END>
<TEXT: 41>
デミテル
「その娘が何者で何を考えているかは知らぬ。だが、間抜けな話よ。<CLEAR>

その娘、リアとは似ても似つかぬわ！<END>
<TEXT: 42>
<KLARTH>: 「一体、どっちが本当なんだ

........？<CLEAR>

<CLESS>: 「リア、あいつの方がウソをついていると言ってくれ！<END>
<TEXT: 43>
デミテル

「その娘を残していけば館に勝手に踏み入ったことも許してやろうではないか。<END>
<TEXT: 44>
<CLESS>: 「あの影は！<CLEAR>

とうとうしっぽを出したな！お前もダオスの手先か！！<CLEAR><END>
<TEXT: 45>
デミテル
「何！？
ちっ、貴様見えるのか。<END>
<TEXT: 46>
<CLESS>: 「リアは隠れているんだ！<END>
<TEXT: 47>
デミテル
「ふははははは！！
貴様ら、きて帰れると思うなよ！<CLEAR>

覚悟！！！<END>
<TEXT: 48>
<KLARTH>: 「<speed:10>............<speed:FF>これで本当によかったのか？<END>
<TEXT: 49>
<MINT>: 「リアさん？！<END>
<TEXT: 50>
<KLARTH>: 「大丈夫か？！<CLEAR>

リア
「信じてくれて<speed:10>、<speed:FF>あ<speed:10>、<speed:FF>ありがとう<speed:10>ご<speed:FF>ざいます<speed:10>..........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「しっかりして！<CLEAR>

リア
「こ<speed:10>、<speed:FF>これで私も<speed:10>、<speed:FF>両親の元へ逝くことができます。<CLEAR>

<MINT>: 「え？<CLEAR>

リア
「最後のお願いです<speed:10>......<speed:FF>。
私の心優しい友人を<speed:10>、<speed:FF>どうかよろしく<speed:10>..........<speed:FF>。<CLEAR>

<CLESS>: 「リア、しっかりするんだ！
友人って<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 51>
<MINT>: 「リアさん！！<END>
<TEXT: 52>
<MINT>: 「み、見た？<CLEAR>

<CLESS>: 「見た！
<KLARTH>: 「今のは、一体......？<END>
<TEXT: 53>
<MINT>: 「リアさん、手に何か持ってる
<speed:10>........<speed:FF>リボン？<CLEAR>

<CLESS>: 「リボン？<END>
<TEXT: 54>
？？？
「ここは、どこ？リアは？リアはどうなったの？<END>
<TEXT: 55>
<MINT>: 「リア......さん？<CLEAR>

？？？
「リア？違うの！私は<MINT>。リアじゃないの<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ア、<MINT>だって？<END>
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<TEXT: 0>
アルヴァニスタ城<END>
<TEXT: 1>
「固く閉ざされている。<END>
<TEXT: 2>
「何だ、貴様は！？ここは貴様らのような平民が来る所ではない！さっさと帰れ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「しかし我々はハリソン殿の....。<CLEAR>

「黙れ！<CLEAR>

？？？
「待ちなさい。<END>
<TEXT: 3>
「ハリソン殿！<CLEAR>

ハリソン
「その方たちはこの間話した方たちだ。丁重に扱いなさい。<CLEAR><END>
<TEXT: 4>
「この者たちがですか！？こ、これは失礼しました。<END>
<TEXT: 5>
ハリソン
「部下の非礼をお許しください。どうぞ、こちらです。<END>
<TEXT: 6>
「あいつらがダオスを倒せるやつらだってよ。<CLEAR>

「まだ子供じゃねぇか。大丈夫なのか？<END>
<TEXT: 7>
レアード
「私もまだまだ未熟です。早く父上のような立派な人になって民のために尽くしたいと思います。<END>
<TEXT: 8>
「今、この牢屋には海賊の残党が入れられているが。彼らと話がしたいって？構わないよ。<END>
<TEXT: 9>
「あ~あ、退屈......。<END>
<TEXT: 10>
「異常無し、と......。<END>
<TEXT: 11>
「何だ、お前は？オレらは泣く子も黙る海賊<speed:10>......<speed:FF>の残党だ。<END>
<TEXT: 12>
「お前らに話すことなんてねぇ。ここはガキの来る所じゃねえよ<END>
<TEXT: 13>
。<CLEAR>

何？かしらの息子に頼まれた？<CLEAR>

『真の宝』か......。う~ん、オレにはさっぱり....。<END>
<TEXT: 14>
。<END>
<TEXT: 15>
「お前らに話すことなんてねぇ。とっとと帰りな<END>
<TEXT: 16>
。<CLEAR>

何？かしらの息子に頼まれた？<CLEAR>

『真の宝』か。聞いたことはあるが......。何でもかしらの奥さんの形見だったそうだぜ。どんなのかは知らないけどな。<END>
<TEXT: 17>
。<END>
<TEXT: 18>
「やはりこの 法陣のデザインに何か関が......。<END>
<TEXT: 19>
「もっと念を強くして......。<END>
<TEXT: 20>
「うう........。
徹夜してます......。<END>
<TEXT: 21>
「アルゴリズム的に言うと......。<END>
<TEXT: 22>
「精霊？そうだなぁ......。<CLEAR>

北海の孤島の浸食洞にいるという水の精霊ウンディーネとか、ベルアダムの東の精霊の洞窟にいるという地の精霊ノームとか....。

参考になった？<END>
<TEXT: 23>
「科学っていうのは実用化できればすごく便利になるらしいよ。でも何かうさんくさいよな。反動が大きそうだからな。<END>
<TEXT: 24>
「精霊？フレイランドの0漠にある洞窟には、炎の精霊イフリートがいるという話ですよ。<END>
<TEXT: 25>
ルーングロム
「ユグドラシル？何だね、それは。<CLEAR>

........ほう、そんな森があるのか。<END>
<TEXT: 26>
ルーングロム
「どうだ？
呪文探索は進んでいるか？<CLEAR>

精霊の情報か....。う~ん、これはあまり信用性がないのだが、モーリア坑道にはマクスウェルの精霊がいるというんだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「マクスウェル！？あの四大精霊を統治しているという？<CLEAR>

ルーングロム

「ああ。だが別に根拠となる古文書があるわけじゃない。あくまで風のウワサだ。<END>
<TEXT: 27>
ルーングロム
「モーリア坑道の入道許可証はもうもらったのか？<CLEAR>

何だ、まだか。冒険者ギルドは町の西側、薬屋の地下にあるぞ。<END>
<TEXT: 28>
ルーングロム
「戻られたか。その顔を見ると何か成果があったらしいな。<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ。モーリア坑道の最下層まで行ってきました。<CLEAR>

ルーングロム
「ほう、それはすごい！最下層はかなりの難所だからな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そこで精霊と契約するための指輪を見つけたのですが....。<CLEAR>

ルーングロム
「そうか、ついにルナと契約できるな。<CLEAR>

<speed:10>......<speed:FF>うかない顔をしているようだが、何か問題でも？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ここでは何ですから外で......。<END>
<TEXT: 29>
ルーングロム
「エドワードによろしく言っておいてくれ。<END>
<TEXT: 30>
<KLARTH>: 「ルーングロム殿、お時間よろしいですか？<CLEAR>

ルーングロム
「構わないが....。エドワードには会ったのかね？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そのことについてお話があります。ここでは何ですから外で....。<END>
<TEXT: 31>
ルーングロム
「今、ユミルの森の入森許可証を王様に頼んでいるところだ。<END>
<TEXT: 32>
ルーングロム
「待たせたな。これを胸につけて行くがよい。<CLEAR>

それと、断っておくが、ハーフエルフはユミルの森には絶対に入れんぞ。<CLEAR><END>
<TEXT: 33>
<green text>アルヴァニスタ王家のエンブレムを手に入れました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 34>
ルーングロム
「ユミルの森はここから東の橋を渡り、南西に向かった所にあるぞ。<END>
<TEXT: 35>
ルーングロム
「ついに契約の指輪を手に入れたな。あとは呪文探索か....。<CLEAR>

王も申していたように、ある程度呪文の探索が進んだら戦に手を貸してくれ。もう既に我々の 法部隊もミッドガルズに向かっている。<END>
<TEXT: 36>
ルーングロム
「君たち、こんな所にいていいのか？まだ戦争は終わってはいないぞ。<END>
<TEXT: 37>
「あっと、そこの女の子は 法使いだね。呪文書売ってやろうか？<CLEAR>

どれがいい？
 1.<Item:D807>

 2.<Item:DA07><END>
<TEXT: 38>
4000ガルドになるけど、いいかい？<END>
<TEXT: 39>
<green text><MINT>は<Item:D807>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 40>
12000ガルドになるけど、いいかい？<END>
<TEXT: 41>
<green text><MINT>は<Item:DA07>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 42>
あ、そう。<END>
<TEXT: 43>
お金が足りないよ。<END>
<TEXT: 44>
この 法はもう覚えてるじゃないか。<END>
<TEXT: 45>
「呪文書、誰か買ってくれないかなぁ......。<END>
<TEXT: 46>
「異常無し！<END>
<TEXT: 47>
「異常無し。<END>
<TEXT: 48>
「三種の武具？トールの文献によると、炎の剣と氷の剣、それと契約の指輪らしいね。<END>
<TEXT: 49>
「超古代の大国であるフェンリルは、現在のフリーズキールの町にあったという話だ。そこに行けば三種の武具の話が

聞けるんじゃないかなぁ。<END>
<TEXT: 50>
「超古代の大国であるオーディーンは、フレイランドの火山地帯にあったらしいよ。文献ではそこは当時、緑豊かな大地だったらしいね。<END>
<TEXT: 51>
「フレイランドの火山地帯には超古代の建造物が今でもそびえ立っているらしいよ。<END>
<TEXT: 52>
「もうちょっと開発環境を良くして欲しいよなぁ。<END>
<TEXT: 53>
「最近忍者の 物が現れてきたよ。ダオスに操られているのか、作り出されたのか......。<END>
<TEXT: 54>
「トールの文献では三種の武具の融合にオリジンを使うと書いてあったよ。でもオリジンって伝説上の精霊だろ？一体どういうことだろう？

でも武具の内の一つが精霊契約の指輪.ダイヤモンドらしいから何らかの関があるのは間違いないようだよ。
<END>
<TEXT: 55>
「父上から聞いております。たいへんでしょうが、がんばって下さい。<END>
<TEXT: 56>
「王女様はいつ見てもおきれいでいらっしゃいますわ。<END>
<TEXT: 57>
<CLESS>: 「ここは......？<CLEAR>

<KLARTH>: 「暗くて何も見えないな........。<CLEAR>

？？？？
「何の用だい？<END>
<TEXT: 58>
？？？？
「この国の王子である私の部屋に忍び込むとは、いい度胸しているな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「あんたがレアード王子か。<CLEAR>

レアード
「侵入者だ！！！<END>
<TEXT: 59>
<KLARTH>: 「くそっ！<CLEAR>

<CLESS>: 「人が来るよ！<END>
<TEXT: 60>
レアード
「はっはっはっ！ほらほら、兵が来るぞ。どうするんだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 61>
<MINT>: 「どうすんの？やばいじゃん！<CLEAR>

<KLARTH>: 「近くに操っている奴がいるはずなんだが<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
ん？<CLEAR>

何だ、あのインコは？<END>
<TEXT: 63>
<KLARTH>: 「それだっ！<END>
<TEXT: 64>
<MINT>: 「げっ、インコがあんなのに！
もうかわいいインコなんて信じらんない！<CLEAR>

ジャミル
「私の名はジャミル、以後お見知りおきを。と言っても、あなたたちはすぐこの世のものでは

なくなるけどね。このままあなたたちが捕らえられるのを見物しようと思ったんだけど......、

気が変わったわ。<CLEAR>

覚悟するがいい！！<END>
<TEXT: 65>
<CLESS>: 「ふぅ........やった。<CLEAR>

<MINT>: 「王子様は？<END>
<TEXT: 66>
レアード
「私は一体<speed:10>..........<speed:FF>！
な、何だお前たちは！？<CLEAR>

<MINT>:「私たちは......。<CLEAR><END>
<TEXT: 67>
レアード
「侵入者だ！！！<CLEAR>

<MINT>: 「え？<END>
<TEXT: 68>
衛兵
「王子、大丈夫ですか！<CLEAR>

レアード
「私は大丈夫だ。それよりその者たちを引っ捕らえろ！！<CLEAR>

衛兵
「はっ！！<END>
<TEXT: 69>
<KLARTH>: 「しょうがないな。わけを言っても聞いてくれそうにないから、いったんおとなしく捕まろう。<CLEAR>

<MINT>: 「えっ、やだよ！臭い飯食べちゃうわけ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「たぶん事情を知っているのは国王や側近クラスの連中だけだろう。<CLEAR>

<MINT>: 「王子が正気に戻ったのがわかれば出られるということですね？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだ。<CLEAR>

衛兵
「何ごちゃごちゃ言ってる！
おとなしくしろ！<END>
<TEXT: 70>
<MINT>: 「ねぇ、あたしたちこれからどうなっちゃうの？<CLEAR>

<KLARTH>: 「心配ないって。王子が元に戻ったとわかればきっと出してくれるさ。<CLEAR>

<MINT>: 「あー、もぅ！！こんな所にいたら、お肌が荒れちゃうよ......。<END>
<TEXT: 71>
？？？？
「この者たちを謁見の間に、丁重に扱え。<CLEAR>

衛兵
「え、謁見の間にですか？は！<CLEAR><END>
<TEXT: 72>
？？？？
「私はアルヴァニスタの宮廷 術師を務めるルーングロムという者だ。この度のそなたらの行動について

国王より聞きたいことがあるとのこと。<CLEAR>

謁見の間までお通しいたそう。<END>
<TEXT: 73>
<MINT>: 「思ったとおりじゃん！<END>
<TEXT: 74>
ルーングロム
「なるほど、話はだいたいわかった。その壊れた指輪を直せないか、ということか......。<CLEAR>

<MINT>: 「何とかならないですか......？<END>
<TEXT: 75>
ルーングロム
「私の親友で、我が国の良き助言者でもあるエドワードという 術師がおる。
あやつは以前指輪の研究をしていたことがあるのだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「その方は今どこに？<CLEAR>

ルーングロム
「アルヴァニスタの南西の橋を渡って西のずっと離れた所に館を構えて住んでおる。
どれ、手紙を書いてあげよう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ありがとうございます。<CLEAR><END>
<TEXT: 76>
<green text>エドワードへの紹介状を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

ルーングロム
「ではこれで。がんばってくれたまえ。<END>
<TEXT: 77>
<KLARTH>: 「よし、それじゃあそのエドワードとかいう人の家に行ってみるか。<END>
<TEXT: 78>
<KLARTH>: 「どうした、<CLESS>？<CLEAR>

<CLESS>: 「いや......、
ちょっと耳鳴りが......。<END>
<TEXT: 79>
そこの剣士！<CLEAR>
分不相応なものを
持つものではないぞ！<END>
<TEXT: 80>
<MINT>: 「<CLESS>さん、大丈夫ですか！？<CLEAR>

<CLESS>: 「いや....、大丈夫だよ。ただの空耳らしい。<END>
<TEXT: 81>
ルーングロム
「エドワードの奴め。私にも言わずにそんなことを......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「それで、ユミルの森へ入るための紹介状を頂きたいのですが。<CLEAR>

ルーングロム
「う~む。一日待ってくれぬか。色々と手続きが必要なんでな。<END>
<TEXT: 82>
<MINT>: 「ハーフエルフってあたしのことじゃん？<CLEAR>

<KLARTH>: 「すまないな。<CLEAR>

<MINT>: 「いいってこと。あたしは宿屋で待ってるから。<CLEAR>

<CLESS>: 「<CLEAR>

いで戻ってくるから、少し我慢してくれよ。<END>
<TEXT: 83>
ルーングロム
「待っていたよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 84>
<MINT>: 「モリスンさんのことは......すいません。<END>
<TEXT: 85>
ルーングロム
「おぬしたちが悪いわけじゃない。憎むべき敵は別の所にいるはずだろう？<END>
<TEXT: 86>
ルーングロム
「モリスンが逝く前に手紙を預かった。<END>
<TEXT: 87>
<MINT>: 「これは......。<CLEAR>

ルーングロム
「その中にはカギが入っていた。私におぬしたちの力になって欲しいと言う添えつけとともにね。<CLEAR>
<END>
<TEXT: 88>
<CLESS>: 「このカギは何ですか？<CLEAR>

ルーングロム
「モリスンの家に行こう。話はそれからだ。<END>
- BANK 19 -
<TEXT: 0>
<CLESS>: 「危なかった......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「衛兵が見えなくなってから移動した方がいいな。<END>
<TEXT: 1>
国王
「吉報を待っていますぞ。<END>
<TEXT: 2>
国王
「いつでも頼ってきてくれ。<END>
<TEXT: 3>
お妃
「あなたたちの行き先に、いつでも幸福の女神が微笑んでくれるよう祈っています。<END>
<TEXT: 4>
「お気をつけて。<END>
<TEXT: 5>
「がんばって下さい。<END>
<TEXT: 6>
「アルヴァニスタ城へようこそ。<END>
<TEXT: 7>
「国王の前でそそうのないようにしてくれ。<END>
<TEXT: 8>
「私は国王に仕えているメイドです。ほこり、落とさないでね。<END>
<TEXT: 9>
「王子様......、元に戻られて本当によかった......。<END>
<TEXT: 10>
「エルフ族は大陸中に散った仲間を水鏡ユミルの森に呼び集めたといいます。彼らなりの理由があったという話ですが......。<END>
<TEXT: 11>
「エルフと人間が恋をしたら不幸よ。かつてあったエルフ族の大移住の時にはむりやり引き裂かれたカップルがたくさんあるって話なの。<END>
<TEXT: 12>
ミッドガルズでは、何十年も前から 術に代わる『新たな力』を研究しています。<CLEAR>

ソーサルテクノロジィ、またの名を 科学。人間が 法を操るための技術、という話ですが......。<END>
<TEXT: 13>
「水鏡ユミルの森は大きな湖の上に樹木がい茂っているんだってさ。一度見てみたいものだ。<END>
<TEXT: 14>
「エルフ族は、アルヴァニスタがミッドガルズと友好同盟を結んでいることに反対しています。<CLEAR>

けれど、その理由がいまいちわからないんですよ。

何ででしょう？<END>
<TEXT: 15>
「戦争、戦争って言ってもうちらには関ないよね。でも平和すぎるってもの退屈だわ。<END>
<TEXT: 16>
由香里
「私、吉田由香里。<CLEAR>

歌、歌いたいの~！！<CLEAR>

<CLESS>: 「歌？<CLEAR>

<green text>聞きますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 17>
由香里
「え~......。ケチ！<END>
<TEXT: 18>
「レッツゴー！ミュージック！！<CLEAR><END>
<TEXT: 19>
「聞いてくれてありがとう。またね。<END>
<TEXT: 20>
「え~、もういいの....。<END>
<TEXT: 21>
「エルフは人間が 術を使えるようになるのを恐れているんじゃないかな？数は人間の方が多い訳だし。<END>
<TEXT: 22>
「見張りも楽じゃないね。<CLEAR>

え、精霊の話？ぼくが知ってるわけないじゃん。 法研究所の人に聞いてよ。<CLEAR>

あ、待て。こんな昔話を聞いたことがある。<CLEAR>

昔々、今のような 物がいなかったころ、ある悪い人々が世界中に毒をまこうとしていた。その毒で世界を支配しようとしていたんだ。

月の精霊様はそれを阻止しようと地上に降りてきた。でも月の光が力の源である精霊様は月のない夜にその悪い人々に捕まってしまった。

その悪い人々っていうのがどっかの国の王様たちだったんだ。<CLEAR>

......続きは覚えてないんだ。

ごめんな。<END>
<TEXT: 23>
「君とはもう勝負がついたはずだ。<END>
<TEXT: 24>
「君、一つゲームをやらないか？勝ったら何かプレゼントしよう。説明を聞くかい？<END>
<TEXT: 25>
私と石取りゲームをやるのだ。石取りゲームとは一山の石から順に石を取り、最後に取った者が負けになる、というものだ。

一回に取れる石の数は最大三つ、パスはできない。あと時間制限があって、時間が来ると今選んでいる数を強制的に

取らされることになる。途中でやめたい時は数を選ぶ時にキャンセルしてくれ。<CLEAR><END>
<TEXT: 26>
<green text>勝負しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 27>
君の挑戦を待ってるよ。<END>
<TEXT: 28>
それじゃ位置について。<END>
<TEXT: 29>
「このツボの中には<Control:8066>コの石が入ってる。<CLEAR>

先にやりますかな？<END>
<TEXT: 30>
では、勝負。<END>
<TEXT: 31>
<green text>残り<Control:8066>コです。

いくつ取りますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 32>
「やめますか。またの挑戦を待ってるよ。<END>
<TEXT: 33>
<green text>数が足りません。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 34>
「<Control:8067>コ取るよ。<END>
<TEXT: 35>
「残念、あなたの負けだ。またの挑戦を待ってるよ。<END>
<TEXT: 36>
「むぅ......。わ、私の負けです。<CLEAR>

では約束どおり、アイテムをあげよう。<CLEAR>

<green text><Item:180C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 37>
「やっぱり城のBGMは新しい時代に合ったものでなくてはいけないよ。そう考えたらやっぱりこうなるな。
<END>
<TEXT: 38>
「やはり城の楽曲は荘厳かつ纎細でなくてはならない。そう考えると、やはりこうなるであろう。<END>
<TEXT: 39>
ハリソン
「我が国のトール調査隊の話では、町の中には幻を映す装置があったそうだ。
これも 物の一種だろうか？<END>
<TEXT: 40>
ルーングロム
「この世界にいつからか、常に闇に閉ざされた空間がある。そこに町が一つあるのだ。

行ってみれば何か手がかりがつかめるかもしれん。<END>
<TEXT: 41>
ルーングロム
「超古代と呼ばれる数千年の昔、大陸は三つの大国によって覇権が争われていた。
その三つの国というのはオーディーン、フェンリル、そしてトール。隕石の落下によってトールが崩壊した後、泥沼化した戦争に

ニ国の滅亡という形で終止符をうった謎の男たちが使っていた三種の武具がある。その三種の武具は融合させることで、

時間を操る 剣へと変化するらしいのだ。詳しいことは 法研究所で聞いてくれ。<CLEAR>

期待しているよ。もうおぬしらしか頼る者がいないのだ。<END>
<TEXT: 42>
「私のおじいさん、剣士だったんですが謎の言葉を残して消息をたちました。<CLEAR>

上.左.右.決定、何のことでしょう？<END>
<TEXT: 43>
「フレイランドには巨大な火山があるんだ。私も調査に行ったことがあるのだが、今でも溶岩が地上に噴き出してるよ。<END>
<TEXT: 44>
「フリーズキールには巨大な教会があるそうよ。何でも超古代文明の時代のものだったとか。<END>
<TEXT: 45>
「王室公認の紅茶はいかが？<END>
<TEXT: 46>
「私はエミリ、夢見る少女......。<CLEAR>

ああ......、先輩......。<END>
<TEXT: 47>
「絶対よね、絶対！<END>
<TEXT: 48>
「エミリの好きな人が誰なのかを話してるの。<END>
<TEXT: 49>
「ここは図書室です。<END>
<TEXT: 50>
「やっぱ先輩に間違いないよ！<END>
<TEXT: 51>
「案外王女様だったりして....。<CLEAR>

冗談よ、冗談！<END>
<TEXT: 52>
「前にミッドガルズにいたんだ。ダオスの攻撃から何とか逃れてきてね<END>
<TEXT: 53>
。<END>
<TEXT: 54>
。<CLEAR>

君は剣士のようだね。この奥義書、買わないか？

18000ガルドでいいよ。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 55>
いつでも買いに来てくれ。<END>
<TEXT: 56>
「金が足りないよ。<END>
<TEXT: 57>
<green text><CLESS>は襲爪飛燕脚を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「ありがとう。<END>
<TEXT: 58>
「書物の話を聞きたくないか？<END>
<TEXT: 59>
あ、そう。<END>
<TEXT: 60>
君たちが必要としている本は三種類ある。一つは奥義書、剣士が奥義を覚えるための書物だ。一つは呪文書、 法使いが 法を

覚えるための書物だ。そしてもう一つが 術書、これは主に召喚士などが研究用に使うものだ。時には 力を帯びた武器にもなる。

こんなところかな。<END>
<TEXT: 61>
「君ら、『おでん』って知ってる？忍者はこの『おでん』が大好物らしいね。でもぼくは『ういろう』のほうがいいな。<END>
<TEXT: 62>
「ここは王女様の部屋です。そそうのないよう願います。<END>
<TEXT: 63>
「ここは王子様の部屋です。<END>
<TEXT: 64>
「王女様......。それは美しい方です。<END>
<TEXT: 65>
「王子様が元に戻られた。これでアルヴァニスタも安泰です。<END>
<TEXT: 66>
「私の彼、冒険家なんだけどおもしろい話をしてくれたわ。<CLEAR>

なんでも海賊アイフリードの隠れアジトは世界中に20ヶ所以上あるらしいのよ。全部探すのはたいへんね。
<END>
<TEXT: 67>
「超古代文明の古文書に書いてあったんだけど、オリジンという精霊は再の能力があるんだそうだ。再というのは壊れた物を直す

能力もそうだけど、複数の物を一つの物に作り替えるという能力もあると書いてあるよ。昔はオリジンっていうと

伝説上の精霊だったんだけど、ここまで具体的な説明があると実在してもおかしくないよね。<CLEAR>

場所？やっぱりエルフの聖域、ヘイムダールじゃないのかなぁ。オリジンに関する古文書には必ずと言っていいほど書かれているよ。<END>
<TEXT: 68>
「私はユークリッドの黒鎧騎士団の団員だ。優秀な剣士に公認の称号を与える役目を仰せ付かっているのだ。
<CLEAR><END>
<TEXT: 69>
「私はアルヴァニスタ剣士称号委員会の者だ。優秀な剣士に公認の称号を与えるのが目的だ。<CLEAR><END>
<TEXT: 70>
ほう、アルベイン流奥義 神飛燕脚をマスターしているのか。
ならば『剣士』の称号を授けよう。どうかな？<END>
<TEXT: 71>
知力、体力共にかなりの熟練者と見た。
『熟練剣士』の称号を授けよう。
どうかな？<END>
<TEXT: 72>
その身のこなし、そしてスキのない動き、かなりの達人者と見た。
では『達人剣士』の称号を授けよう。どうかな？<END>
<TEXT: 73>
おお、かなりの奥義をマスターしたようだな。
では『ソードマスター』の称号を授けよう。どうかな？<END>
<TEXT: 74>
何と！現存する全ての奥義をマスターしたのか！？
では『フェンサー』の称号を授けよう。どうかな？<END>
<TEXT: 75>
むぅ......。君はもう完璧な剣士だ。人間の限界をはるかに越えている。では『ラストフェンサー』の称号を授けよう。どうかな？<END>
<TEXT: 76>
<green text><CLESS>は剣士の称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 77>
<green text><CLESS>は熟練剣士の称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 78>
<green text><CLESS>は達人剣士の称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 79>
<green text><CLESS>はソードマスターの称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 80>
<green text><CLESS>はフェンサーの称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 81>
<green text><CLESS>はラストフェンサーの称号を得ました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 82>
自らの力を悟った時、私の元に来るがよい。<END>
<TEXT: 83>
『超古代の言語形態1

超古代文明時代にはニつの言語が発達していたと言われている。一つは上位古代語と呼ばれるもの。

この言語の歴はかなり古く、一説には一万年前とも十万年前とも言われている。もう一つがコモン語と呼ばれるもの。

我々の話す言葉などはこの言語が元であると言われている。また、このニつの言語を法印状に組み合わせた文章が刻まれている石盤も

多数発見されている。<END>
<TEXT: 84>
『禁呪文
この世界に存在する 法(黒 法とか攻撃 法と呼ばれる場合もある)の中にはいにしえに封印された
禁呪文と呼ばれるものがある。その一つとして自己犠牲 法がある。自らの全精力を熱エネルギーに変換、全 力を使ってそれを圧縮、

爆発させるという。不思議なことに 法をかける直前、自然と自分の周囲に結界が張られ、爆発の範囲を抑えるという。

攻撃力を上げるためか、周囲に爆発の影響を与えないためかは定かではない。<END>
<TEXT: 85>
『いやしの 法
 法は主に攻撃を主体とするものが多いが、中にはいやしの力を有するのもあるという。
攻撃 法は自らの 力を使うが、いやしの 法は神の力を使うと言われている。しかし、未だ存在は確認されていない。<END>
<TEXT: 86>
『月と星
我々がいつも見ている月、大きい方がシルヴァラント、小さい方がテセアラと呼ばれています。
これらニつの月は我々の住んでいるこの星の衛星です。シルヴァラントは約35日、テセアラは約42日でこの星を一周します。

このニつの月の間には、望遠鏡等でしか確認できませんが、お互いの引力による影響で隕石が無数に漂っているということです。<END>
<TEXT: 87>
『トールの種族
現在存在するいかなる王国よりも特異で優れた文化.技術を基盤とし、極めて閉鎖的に発展してきたと
言われています。人種的にもたぐいまれな能力を有する種族だったようです。<END>
<TEXT: 88>
『改.禁呪文
いにしえより封印された 法のほとんどが時間や空間を操るものだったらしい。<END>
<TEXT: 89>
『いにしえの音楽
超古代文明では今とは違い、テンポの早い激しい音楽が流行していたという。
『ドラム』という打楽器でリズムをとり、『エレキギター』という電気仕掛けのギターでコードを奏でる。『ベース』というコントラバスに似たもので低音部分を、また『キーボード』という電気で奏でるピアノで演奏していたという。<END>
<TEXT: 90>
「日記みたいだ。<CLEAR>

『？月？日 晴れ
今日超かっこいい先輩と話しちゃった。背が高くて顔もモデル級で、こんな人と話ができるなんて

エミリもう最高！

BUT、先輩の前に立つと胸がドキドキして自分でも何話してるんだかわかんなくなっちゃった。<CLEAR>

「なんだこりゃ。<END>
<TEXT: 91>
「石ころがたくさん入っている。<END>
<TEXT: 92>
「からっぽみたいだ。<END>
<TEXT: 93>
<MINT>: 「ふぅっ、これで全員ね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「それじゃあ、王子の寝室を探そう。みんな静かに<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 94>
ルーングロム
「おぬしら、夜分城内に侵入した理由を申してみよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 95>
<KLARTH>: 「王子を助けるためです。<END>
<TEXT: 96>
レアード
「な、何をばかなことを......！？<CLEAR>

国王
「レアード、お前は何も知らぬのだ。黙っておれ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「私たちには今、 術が必要です。より強い呪文を得るために各地を探索してきました。<CLEAR>

ルーングロム
「何故に？<CLEAR>

<KLARTH>: 「 術でしか傷つかないと言われているダオスを倒すためです。<CLEAR>

国王

「真か！実は、そなたらが偶然レアードを助けた盗賊にすぎぬのか、最初からレアードを助けるつもりだったのかをはっきりさせたかったのだ。心から礼を申すぞ。<CLEAR><END>
<TEXT: 97>
レアード
「私が、ダオスに操られていた？本当なのですか、父上。<CLEAR>

国王
「真だ。そのために、近く起こる戦に我が国は加勢することができなくなってしまった。

ダオスはそれが目的だったのだろう。<CLEAR><END>
<TEXT: 98>
<CLESS>: 「戦？<CLEAR>

ルーングロム
「行く先々でウワサくらいは聞いたことがあるだろう？我が国との同盟国であるミッドガルズとダオスの軍勢が激突間近だという話くらいは。<CLEAR>

<KLARTH>: 「心得ています。<CLEAR>

国王

「もし、呪文探索の旅が十分達成されたと感じたなら戦に力を貸すことも考えてみてほしい。<CLEAR>

<KLARTH>: 「はい。<END>
<TEXT: 99>
ルーングロム
「これはおぬしらが退治した化け物の死体から見つかったものだ。持っていくがいい。それと<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 100>

<KLARTH>: 「 術書！いいのですか？<CLEAR>

ルーングロム
「それからおぬしにはこれだ。これも倒した 物が持っていたのだ。<END>
<TEXT: 101>
<CLESS>: 「これは......！？<CLEAR>

ルーングロム
「グーングニル、神々の終末の戦いのさいに作られたと言われている槍だ。<CLEAR>

国王

「遠慮はいらぬ。それに何か困ったことがあればいつでも頼ってきてくれ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ありがとうございます！<CLEAR>

ではさっそくモーリア坑道の探索許可証をお願いしたいのですが。<CLEAR>

ルーングロム
「何故に？単なる宝探しというわけではあるまい。<CLEAR>

<KLARTH>: 「はい。月の精霊ルナと契約を結ぶための指輪があると言われているからです。<CLEAR>

国王

「うむ、わかった。後日、町の冒険者ギルドにて受け取るがよい。<CLEAR><END>
<TEXT: 102>
ルーングロム
「それでは国王、私は研究所に戻ります。<CLEAR>

レアード
「私も部屋に戻ります。<END>
<TEXT: 103>
<green text>契約の指輪<Item:B80B>、<Item:5B0C>、<Item:3F0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 104>
衛兵
「そこにいるのは誰だ！？<END>
<TEXT: 105>
ハリソン
「連れて参りました。<CLEAR>

ルーングロム
「ごくろう。<END>
<TEXT: 106>
<CLESS>: 「ルーングロムさん！！<END>
<TEXT: 107>
<CHESTER>: 「誰？<CLEAR>

<MINT>: 「過去で会った人よ。ここの宮廷 術師なの。<CLEAR><END>
<TEXT: 108>
<MINT>: 「まさかまたルーングロムさんに会えるなんて......。<CLEAR>

ルーングロム
「だてにエルフの血は流れていないよ。本当はこんな形では会いたくなかったのだが......。

しかし皆に会えて私もうれしいよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ルーングロムさんもおかわりなく。<CLEAR>

ルーングロム
「ああ。つもる話もあるだろうが、先に王に会ってくれぬか？<CLEAR>

<CLESS>: 「はい。<END>
<TEXT: 109>
ルーングロム
「国王様、過去からの使者五人を連れて参りました。<CLEAR>

アルヴァニスタ国王
「大儀であった。<END>
<TEXT: 110>
国王
「ハリソンから話は聞いておるとは思うが、ダオスは今や全世界の脅威となっておる。
ダオスの未来へ未来へと時間転移する力がある限り、永遠にイタチごっこになってしまうのは既に明らかだ。
しかし、我々もただ漫然とダオスと戦い続けてきたわけではない。<CLEAR>

<KLARTH>: 「といいますと？<CLEAR>

ルーングロム
「トールの遺跡から発見された超古代の遺産から、問題を解決するカギとなるかもしれない情報が
得られたのだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「カギ......ですか？<CLEAR>

ルーングロム
「超古代と呼ばれる数千年の昔、大陸は三つの大国によって覇権が争われていた。
話くらいは聞いたことはあると思うが、オーディーン、フェンリル、そしてトール。隕石の落下によってトールが沈没した後、

泥沼化した戦争にニ国の滅亡という形で終止符をうった謎の男たちが使っていた三種の武具。それのありかを記した文書が

見つかったのだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「それがあればダオスを倒せると？<CLEAR>

ルーングロム
「その三種の武具は融合させることで、時間を操る 剣へと変化するらしいのだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「つまり、ダオスの時間転移を封じることができるんですね？<CLEAR>

ルーングロム

「左様。詳しい話は 法研究室の者たちに聞いて欲しい。<CLEAR>

国王

「しかし、このような若者たちがダオスを倒すとは....。おぬしらの話は伝説となって我が国に

伝えられているのだ。今から150年前、世界の敵となっていたダオスを倒したと。万策尽きた我々にはもうおぬしらしか頼る者がいない。吉報を待っていますぞ。<END>
<TEXT: 111>
ルーングロム
「そうか、ついに見つかったのだな！<CLEAR>

<KLARTH>: 「はい。で肝心のダオスの居場所を聞きたいのですが。<CLEAR>

ルーングロム
「うむ。実はハッキリしたことはわからないのだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「えぇ？<CLEAR>

ルーングロム
「だが、手掛かりはある。この世界にいつからか、常に闇に閉ざされた空間が出来上がっていたのだが、御存じか？<END>
<TEXT: 112>
ルーングロム
「そういう場所があるんだ。私も詳しくは言えんのだが、そこに町が一つある。

ダオスは時間を操る力があるんだろう。行ってみれば何か手がかりがつかめるかもしれん。<CLEAR>

<KLARTH>: 「常闇の空間もダオスの仕業と考えるのが自然と......。<CLEAR>

ルーングロム
「うむ。それに普通では見えないような空間に奴の拠点を隠している、ということも考えられる。<END>
<TEXT: 113>
ルーングロム
「すまん。憶測だ。<CLEAR><END>
<TEXT: 114>
<KLARTH>: 「それじゃあ、その常闇の国とやらに行ってみるか。<CLEAR>

ルーングロム
「それでは、私はこれで。がんばってくれたまえ。<END>
- BANK 1A -
<TEXT: 0>
「おめでとう！！君の勝ちだ！！
さ、アイテムをプレゼントしよう。<END>
<TEXT: 1>
何がいい？<CLEAR>

 1.<Item:ED0C>

 2.<Item:DC0C>

 3.<Item:D40B>

 4.<Item:D90B><END>
<TEXT: 2>
<green text><Item:ED0C><END>
<TEXT: 3>
<green text><Item:DC0C><END>
<TEXT: 4>
<green text><Item:D40B><END>
<TEXT: 5>
<green text><Item:D90B><END>
<TEXT: 6>
を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 7>
まあ、そんなこと言わず......。<END>
<TEXT: 8>
何がいい？<CLEAR>

 1.<Item:E60C>

 2.<Item:FF0B>

 3.<Item:D30B>

 4.<Item:C60B><END>
<TEXT: 9>
<green text><Item:E60C><END>
<TEXT: 10>
<green text><Item:FF0B><END>
<TEXT: 11>
<green text><Item:D30B><END>
<TEXT: 12>
<green text><Item:C60B><END>
<TEXT: 13>
を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 14>
まあ、そんなこと言わず......。<END>
<TEXT: 15>
またの挑戦、待ってるぜ！！！<END>
<TEXT: 16>
「残念。またこの次、がんばってくれ！！<END>
<TEXT: 17>
アルヴァニスタの都<END>
<TEXT: 18>
アルヴァニスタ港<END>
<TEXT: 19>
アルヴァニスタ港<END>
<TEXT: 20>
「うわーん！
データ全部消えちゃったー！！<END>
<TEXT: 21>
「よぉーし！！
20HITぉぉぉぉ！！！<END>
<TEXT: 22>
「牛？<CLEAR><END>
<TEXT: 23>
「犬<END>
<TEXT: 24>
「猫<END>
<TEXT: 25>
がいるみたいだ......。<END>
<TEXT: 26>
張り紙にこう書かれている。
『ただいま休業中』<END>
<TEXT: 27>
「ゴーーーール！！！！<END>
<TEXT: 28>
「ちょっと待ってくれよ。<END>
<TEXT: 29>
「やめるかい？<END>
<TEXT: 30>
また挑戦してくれ！！<END>
<TEXT: 31>
「第128回アルヴァニスタ記念レース大会~！さあ、君もレースですばらしいアイテムをもらおう！<CLEAR>
<END>
<TEXT: 32>
「君も挑戦してみないか？この町で一番速い少年と競争して勝ったらすばらしいアイテムをプレゼントしよう！<CLEAR><END>
<TEXT: 33>
挑戦するかい？<END>
<TEXT: 34>
「もうやりたくないよ。兄ちゃん速すぎるもん。<CLEAR>

「だってさ。これで君はこの町で一番速いことが証明された。おめでとう！！<END>
<TEXT: 35>
よーし。では説明を聞くかい？<END>
<TEXT: 36>
レースはこの町を三周する。君はこのレースに参加した時点でダッシュできるようになる。あとは君の腕しだいだ。

途中でやめたい時はオレに話しかけてくれ。この町から出たり、家の中に入ったりしても失格になるぞ。
<CLEAR>

コースの説明も聞くかい？<END>
<TEXT: 37>
ではコースの説明だ。彼女がコースを歩くから覚えてくれ。<CLEAR>

「ではコースの説明をしますね。<CLEAR>

まずここ、東の広場がスタートとゴールになります。まん中の黄色いエリアにタッチすればOKです。<CLEAR>

<END>
<TEXT: 38>
「スタートしたらこの町のメインストリートに出ます。<END>
<TEXT: 39>
「メインストリートから中央広場に出たら、広場の北側を通って下さい。<END>
<TEXT: 40>
「またメインストリートを走り抜け、行き止まりで北に向かいます。<END>
<TEXT: 41>
「それから南の通りに出て、そこを走り抜けます。<END>
<TEXT: 42>
「通りを抜けたらまた中央広場に出ます。広場は南側を通って下さい。<END>
<TEXT: 43>
「メインストリートを抜け、東の広場に戻ってゴールです。<END>
<TEXT: 44>
ちょっとでもコースを外れると、ゴールしても失格になります。<CLEAR>

もう一回説明を聞きますか？<END>
<TEXT: 45>
それでは、位置について！<END>
<TEXT: 46>
君の挑戦を待ってるよ！<END>
<TEXT: 47>
「フライング！やり直しだ。<CLEAR><END>
<TEXT: 48>
「もういいよ。兄ちゃん速すぎるよ。<END>
<TEXT: 49>
「よっ！一勝負する？<END>
<TEXT: 50>
「くやし~！負けたー！<END>
<TEXT: 51>
「へっ！もう一勝負する？<END>
<TEXT: 52>
「どうした、あきらめるか！？<END>
<TEXT: 53>
「どう？あなたも参加してみない？<END>
<TEXT: 54>
「がんばって！<END>
<TEXT: 55>
「君、速いね~。<END>
<TEXT: 56>
「あの少年はめちゃくちゃ速いよ。勝てる人いるのかな？<END>
<TEXT: 57>
「今、レースゲームやってるのよ。勝つとすごい........かどうかわかんないけど、アイテムがもらえるんだって。<END>
<TEXT: 58>
「王子様、とりつかれていたんだって？でも助かってよかった、よかった。<END>
<TEXT: 59>
「レアード王子はみんなのアイドルなんだ。人格、武勇、 術、容姿、すべて申し分なし！でも、最近姿を見せてくれなくて少し寂しいよ。<END>
<TEXT: 60>
「行け、行けぇ！！！<END>
<TEXT: 61>
「な~んかおもしろいこと、ないかなぁ......。<END>
<TEXT: 62>
「酒場に行けば冒険者がいつもたむろしているよ。モーリア坑道探索が目当てなのさ。<END>
<TEXT: 63>
「ようこそ、アルヴァニスタへ。<CLEAR>

ここでは多くのエルフが重要職に就いているんだ。他の国だったら職につくのさえ難しいが、 法をこの国の文化に最大限に取り入れて

いこうというのが国王の方針なんだ。<END>
<TEXT: 64>
<CLESS>: 「何やってるんですか？<CLEAR>

「空の人を呼んでるんだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「空の人？<CLEAR>

「そう。あの空の彼方にはぼくらとは違った種族の人たちがいるんだ。
まさに神にも匹敵する人たちさ。<END>
<TEXT: 65>
「来れ！わが友！！<END>
<TEXT: 66>
「つき合いでやってるんだけど、
私何やってるんだろ......？<END>
<TEXT: 67>
「城の 術師のルーングロム様はエルフでありながらたいへん人間に近い感性の持ち主らしいよ。<END>
<TEXT: 68>
仕事したくな~い。<END>
<TEXT: 69>
船長
「やあ、あんたらか。ベネツィアへ行くのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 70>
料金は運賃、食費、保険料を含めてて一人<Control:8169>ガルド、
全員で<Control:816B>ガルドになるぜ。
行くか？<END>
<TEXT: 71>
お金がなきゃ、どうしようもないよ。<END>
<TEXT: 72>
では、出港~。<END>
<TEXT: 73>
それじゃ。<END>
<TEXT: 74>
「ダオスの軍勢がミッドガルズをしつこく攻撃しているらしいぜ。

一体あの国に何があるっていうんだろう？<END>
<TEXT: 75>
「軍事大国っていうのも考えものだよね。<CLEAR>

ミッドガルズのことさ。ダオスの率いる軍勢と今もいざこざを起こしているだろ？アルヴァニスタは平和でいいよなぁ。<END>
<TEXT: 76>
「海！我がふるさと！
広く美しく、まさに人類の母なり！<CLEAR>

海を大切にしよう！！<END>
<TEXT: 77>
「私、今お妃候補修行中なの。いつかはタマノコシになってみせるわ！<CLEAR>

ああ~、私の王子様はいずこ~。<END>
<TEXT: 78>
「暑い夏！青春の夏！<CLEAR>

夏はいいよね。<END>
<TEXT: 79>
「こんないい天気の日は海にでも行って泳ぎたいわ。<END>
<TEXT: 80>
「忍者の里って知ってる？トレントの森のどこかに入口があるっていう話だよ。<END>
<TEXT: 81>
「精霊様は住んでいる地域を守るだけでなく、 法の伝承書も守っているということじゃ。<END>
<TEXT: 82>
「精霊アスカはその昔、超古代文明トールの人々によって捕らえられたと言われています。<CLEAR>

精霊をも拘束してしまう文明だったとは......。<END>
<TEXT: 83>
「世界一周旅行ができないか頼んでいるところです。<CLEAR><END>
<TEXT: 84>
「頼むから旅行させてくれよ。<END>
<TEXT: 85>
「ダオスもいなくなったことだし、世界一周もいいかな....。<END>
<TEXT: 86>
「こいつ、今の世界事情がどんなものか全くわかってねぇんだよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 87>
「無理だって！！<END>
<TEXT: 88>
「これは貨物船だよ。ベルアダム周辺に開発物資を運ぶのが仕事なんだ。<END>
<TEXT: 89>
船長
「これはベルアダム行きの貨物船だ。片道しか乗せられないぞ。<CLEAR>

料金は片道運賃、食費、保険料を含めて一人<Control:8169>ガルド、

全員で<Control:816B>ガルドになるがいいか？<END>
<TEXT: 90>
そうか。<END>
<TEXT: 91>
お金がなくちゃいけないな。<END>
<TEXT: 92>
では、出港~！<END>
<TEXT: 93>
「アルヴァニスタの食料事情がかんばしくないから、ベルアダム方面から米を輸入してこいだって。<CLEAR>

<END>
<TEXT: 94>
米の輸入は見合わせた方が....。<END>
<TEXT: 95>
「アルヴァニスタの食料事情がかんばしくないから、ベルアダム方面から米輸入の交渉をしているところだ。
<CLEAR><END>
<TEXT: 96>
王の命令なのだ。何とかしてくれないか？<END>
<TEXT: 97>
「おもしろい話を聞かせてやろう。<CLEAR>

海賊アイフリードって知ってるか？奴が処刑された後、ミッドガルズの軍がアジトに乗り込んだんだが、そこには奴が略奪した金品が

一つもなかったんだ。<END>
<TEXT: 98>
「おもしろい話を聞かせてやろう。<CLEAR>

海賊アイフリードのウワサでな。奴が略奪した金品は世界中に点在する無人島なんかに隠したとかいう話だ。
<END>
<TEXT: 99>
「ウワサで聞いたんだけど、海賊アイフリードの子息がきているらしいね。<CLEAR>

どこにいるかって？さあ......。<END>
<TEXT: 100>
「北というのは死を暗示する縁起の悪い方向じゃ。覚えといた方がええ。<END>
<TEXT: 101>
<KLARTH>: 「世話になったな、船長。<CLEAR>

船長

「いや、なに。こんな時代だ。人間助け合ってきなきゃいけねぇと思ってな。

それじゃ。<CLEAR>

<MINT>: 「ありがと、船長さん'heart'<END>
<TEXT: 102>
<MINT>: 「ありがとうございます。<END>
<TEXT: 103>
<CLESS>: 「早速アルヴァニスタ城に行こう。早く王子を助けないと....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「まあ待て。私に考えがある。宿についたらこれからのことについて話をしよう。<END>
<TEXT: 104>
ヴァルハラ平原を舞台に
大陸最大の戦いが
ついに始まろうとしていた<END>
- BANK 1B -
<TEXT: 0>
道具屋『カレンダー』<END>
<TEXT: 1>
宿屋『アルヴァニスタINN』<END>
<TEXT: 2>
スーパー『食べすぎ』<END>
<TEXT: 3>
武具屋『ライム』<END>
<TEXT: 4>
薬屋『どくだみ』<END>
<TEXT: 5>
冒険者ギルド『パニック』<END>
<TEXT: 6>
<MINT>: 「早く帰ってきてね'heart'<END>
<TEXT: 7>
「交易品って知っているか？あれは地域によって価格が変動する品物なんだ。ある町ではたいした値段でなくても

別な町だとべらぼうに高く売れるっていうことがあるんだぜ。<END>
<TEXT: 8>
らっしゃい！<END>
<TEXT: 9>
どうも！<END>
<TEXT: 10>
「どうやら私の夢がかないそうですね。戦争が終わって、やっと平和が訪れましたから。<END>
<TEXT: 11>
「家族四人、いつまでも幸せに暮らすのが私の夢です。<CLEAR>

しかし、この町もいつ戦争に巻き込まれるか........。<END>
<TEXT: 12>
「う~ん、いい味。<CLEAR>

やっぱり料理している時が一番幸

せ'heart'<END>
<TEXT: 13>
「えーい！勇者ごっこだーい！！<END>
<TEXT: 14>
「私は 法使い、勇者様の手助けをするの。<CLEAR>

勇者様~！<END>
<TEXT: 15>
「ダオスがいなくなって、やっと安心したわい。<END>
<TEXT: 16>
「そろそろこの町から出て行かなければならないかのぅ。<END>
<TEXT: 17>
「ミッドガルズに行った息子が心配じゃ。<END>
<TEXT: 18>
「戦争は終わったけど、私の父がミッドガルズから帰ってきません。心配です....。<END>
<TEXT: 19>
「おじいちゃんもおばあちゃんも不安になってるわ。戦争がここにも飛び火するんじゃないかって。<END>
<TEXT: 20>
いらっしゃい。<END>
<TEXT: 21>
ありがとうございました。<END>
<TEXT: 22>
「いらっしゃい。一晩40ガルドになりますよ。

泊まるかい？<END>
<TEXT: 23>
お客さん、お金が足りないよ。<END>
<TEXT: 24>
ゆっくりしていって下さい。<END>
<TEXT: 25>
<KLARTH>: 「考えたんだが、王室内にダオスの息がかかっているとすると、ヘタに動くのは相手の思うツボだ。
 術に関する情報をつかむどころか、我々の命も危なくなる。<CLEAR>

<MINT>: 「それじゃあ、どうするんですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ずばり、ダオスの側近に操られている王子を助ける。<CLEAR>

<CLESS>: 「え！城に侵入するってこと？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだ。しかしどうやって忍び込むか<speed:10>、<speed:FF>だ........。<END>
<TEXT: 26>
<MINT>: 「な、何かな~？みんな、そんな真剣な目で......？<CLEAR>

ま、まさかあたしのほうきで
<speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 27>
<MINT>: 「ちょ、ちょっと、マジ~？一人ずつじゃなきゃ運べないよ~。<CLEAR>

<KLARTH>: 「頼む。王子の近くに必ずダオスの側近がいるはずなんだ。<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>........<speed:FF>わかった。そうと決まれば、今夜にでも忍び込む？月がなければチャンスじゃん？<CLEAR>

<MINT>: 「でもいきなり行くのは危険じゃないかしら？装備とかをととのえた方が......。<CLEAR><END>
<TEXT: 28>
<green text>城に忍び込みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 29>
<green text>本当によろしいですか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 30>
<CLESS>: 「よし、行こう！！<END>
<TEXT: 31>
<CLESS>: 「また明日にしよう。<END>
<TEXT: 32>
「また来て下さいね。<END>
<TEXT: 33>
「 術の源であるマナは 術的光合成によってまれる、なんて説があるんだ。けど、 術的光合成ってなんなんだ？

花が 法使うのかな？<END>
<TEXT: 34>
「いらっしゃい。いい防具そろってるよ。<END>
<TEXT: 35>
「どうも、ありがとう。<END>
<TEXT: 36>
「いらっしゃい。いい武器そろってるよ。<END>
<TEXT: 37>
「どうも、ありがとう。<END>
<TEXT: 38>
<CLESS>: 「あ、ブッシュベイビー。<END>
<TEXT: 39>
「アルヴァニスタの王族の系図をたどっていくと途中でエルフがいるって話だよ。<END>
<TEXT: 40>
「エルフは美形だ。エルフは美人だ。

キィーッくやしい！！！<CLEAR>

でもおいらも捨てたもんじゃないだろ？へへっ。何しろ毎日自然食品ばっかり食べてるからな。<END>
<TEXT: 41>
「らっしゃ~い。何にします？<END>
<TEXT: 42>
「ありがとうよ。<END>
<TEXT: 43>
「いや~、しみじみするねぇ。<END>
<TEXT: 44>
「お前らにピアノを聞かせてやろう。サクラバ<END>
<TEXT: 45>
三世<END>
<TEXT: 46>
っていうすごいピアニストが来てるんだ。
聞いてって損はないぜ。<CLEAR>

<green text>ピアノを聞きますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 47>
まあ無理にとは言わないさ。<END>
<TEXT: 48>
おい！サクラバ、一つ頼むぜ。<END>
<TEXT: 49>
「どうだい、すごいだろ？
いや~何て言うか、心に染み渡る曲だよな。<END>
<TEXT: 50>
<CLESS>: 「モーリア坑道の入坑許可証が届いてると思うんですけど。<CLEAR>

「おう、来てるぜ。あんたが<CLESS>か。それじゃここに受け取りのサインをしてくれ。<CLEAR><END>
<TEXT: 51>
<green text>モーリア坑道の入坑許可証を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 52>
<CLESS>: 「ありがとう。<END>
<TEXT: 53>
「だが今行っても仕方ないぜ。途中で行き止まりになってるらしいんだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「行き止まり？<CLEAR>

<KLARTH>: 「一度行ってみないと、どんな状況かわからんな....。<CLEAR>

<MINT>: 「モーリア坑道の前に別な所を探索してみませんか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだなぁ....。<CLEAR>

<CLESS>、ここは君の判断にまかせるよ。<END>
<TEXT: 54>
「ここはてめーらのようなガキが来る所じゃねえ。さっさと帰んな。<END>
<TEXT: 55>
エルウィン
「父さんには内緒にしておいてくれよ。<END>
<TEXT: 56>
<MINT>: 「かんばってね！ナンシーさん。<CLEAR>

ナンシー
「ありがとう、<MINT>さん。<END>
<TEXT: 57>
<CLESS>: 「あの、もしかしてエルウィンとナンシー？<CLEAR><END>
<TEXT: 58>
エルウィン
「やあ！<CLESS>！
ナンシー
「お久しぶりです。<CLEAR>

<CLESS>: 「本当に駆け落ちしたんですね。<CLEAR>

エルウィン

「ああ。でも後悔はしてないよ。彼女と一緒ならどこへでも行くつもりだ。<CLEAR>

ナンシー
「でも、しばらくはここにいます。ミッドガルズが不安定な状況ですからね。<CLEAR>

エルウィン

「ぼくたちがここにいることは父さんには内緒にしておいてくれよ。<END>
<TEXT: 59>
エルウィン
「ありがとう。本当にありがとう。<END>
<TEXT: 60>
ナンシー
「何てお礼を言っていいか......。このご恩は一忘れません。<END>
<TEXT: 61>
「ねえ、お兄さん。私といいことしない？<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
「ねえ、彼女。ぼくといい所に行かない？<CLEAR><END>
<TEXT: 63>
<CLESS>: (ナンパしているようだ....。<END>
<TEXT: 64>
「あ、あの、結構です......。<END>
<TEXT: 65>
「しつこい男はきらいだよ。
また出直しておいで！<END>
<TEXT: 66>
「モーリア坑道にはまだまだ深い謎が隠されているっていう話だよ。<END>
<TEXT: 67>
「今はもう見ることのないドワーフ族の鉱山。それがモーリア坑道跡さ。<END>
<TEXT: 68>
「ドワーフ族はその器用な手でへんてこりんなアイテムを作っていたらしいぜ。<END>
<TEXT: 69>
「モーリア坑道にはたいそうなお宝が眠ってるっていう話だぜ。<END>
<TEXT: 70>
「祖父はすばらしいピアニストだったんです。私もピアノを弾きますが、祖父にはかないません。<END>
<TEXT: 71>
サクラバ
「酒飲んでるほうが調子がいいんだよなぁ<END>
<TEXT: 72>
。<END>
<TEXT: 73>
。<CLEAR>

ところで、秘密の言葉を買わないかい？1000ガルドでいいや。<CLEAR>

<green text>秘密の言葉を買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 74>
あ、そう。<END>
<TEXT: 75>
お金足りないよ。<END>
<TEXT: 76>
それは『キクリン』だ。
探検家から聞いたものなんだけど、これはある洞窟の入口を開けるための呪文と言われているんだ。<END>
<TEXT: 77>
「召喚 法の中には禁呪文もあるそうな。どこで手に入れるんだろう？<END>
<TEXT: 78>
「モーリア坑道はギルドでもらえる王室発行の許可証がないと入れないんだ。オレはキャンセル待ちさ。<END>
<TEXT: 79>
「フレイランドの溶岩地帯にはいにしえの塔があるっていう話だよ。<END>
<TEXT: 80>
「モーリア坑道の入坑許可証ってすごく高いらしいわ。まぁコネでもあれば別らしいけど。<END>
<TEXT: 81>
「うええ....、気持ち悪い....。飲み過ぎました......<END>
<TEXT: 82>
。<END>
<TEXT: 83>
。<CLEAR>

き、君、剣士....？この....、奥義書、売ってやろうか....？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、奥義書！？<CLEAR>

「う、うう......。6000ガルドで、いいぜ....。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 84>
うう......。<END>
<TEXT: 85>
「金が....足りないよ....。<END>
<TEXT: 86>
<green text><CLESS>は 神千裂破を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「ど、どうも....。<CLEAR>

<CLESS>: (そんな状態でよくショーバイできるなぁ......。<END>
<TEXT: 87>
「もう犬はいいよ......。<END>
<TEXT: 88>
「散歩も楽じゃないわ。<END>
<TEXT: 89>
『オレは犬じゃねぇ！狼だ！！<END>
<TEXT: 90>
「最近物価が高くなって困るわ。<END>
<TEXT: 91>
「卵焼きはちゃんと『だし』に卵をまぜて焼かなきゃね。<CLEAR>

卵？あれはオリーブヴィレッジの特産品なんだ。あそこの卵は黄身がしっかりしててうまいよ~。<END>
<TEXT: 92>
「ダオスさえいなければのぅ。<END>
<TEXT: 93>
「お菓子食べたいな~。<END>
<TEXT: 94>
「おでんはやっぱり味の染みついた『どなべ』で作らなきゃね！<END>
<TEXT: 95>
「おばあちゃんから聞いたことあるんだけど、ミッドガルズの北西、ヴァルハラ平原の西にある森に角のえた白馬がいるんだって。

その白馬は清らかな乙女にしか会わないそうよ。<END>
<TEXT: 96>
「三種の武具を求めて旅をしてるんだ。<CLEAR>

この世界には三種の武具と呼ばれるものがあって、一つは指輪、残りは剣ということだ。<CLEAR>

剣の内の一つはフリーズキール大陸にあるという話だが、それらしいものは何一つなかったんだよな....。くそ！<END>
<TEXT: 97>
「モーリア坑道？それならここから南東方向に進んだ所に入口がある。フレイランド行きの船着き場の真北だ。<END>
<TEXT: 98>
「先輩で~す。<END>
<TEXT: 99>
「かまどの中をのぞいてみよう。<END>
<TEXT: 100>
<CLESS>: 「何で........？<END>
<TEXT: 101>
エルウィン
「ぼくたちは結婚するって決めたんだ！帰ってくれ！！<CLEAR>

エルウィンの父ドグ
「わがままを言うな！
ベネツィアに帰るぞ！！<CLEAR>

<green text>エルウィンたちを助けますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 102>
<KLARTH>: 「もう関らない方がいいかもな。<END>
<TEXT: 103>
<CLESS>: 「ちょ、ちょっと二人共落ち着いて....。<CLEAR>

ドグ

「お前たちには関ない話だ！ほっといてもらおうか！<CLEAR>

<MINT>: 「何でそんなにナンシーを毛嫌いするんですか！？<CLEAR><END>
<TEXT: 104>
ドグ
「<speed:10>............<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 105>
毛嫌いしているわけではない。
エルウィンには不幸な人を送ってもらいたくないからだ。今の会社が軌道に乗るまでどれだけ

苦労したか。それに......、<CLEAR>

<CLESS>: 「それに？<CLEAR>

ドグ
「私の妻はそのためにエルウィンが小さいころに死んでしまったのだ。きっとあいつはわしを

怨んでいるじゃろう......。<CLEAR><END>
<TEXT: 106>
エルウィン
「父さん......。<CLEAR>

ドグ

「エルウィンには同じ過ちを繰り返して欲しくないのだ....。<CLEAR>

エルウィン

「父さん、母さんは決して怨んじゃいないと思う。<CLEAR>

母さんは前、いつもぼくに言ってたよ。父さんはすばらしい人だって....。<END>
<TEXT: 107>
エルウィン
「父さん！<CLEAR>

エルウィンの父
「だいぶ会社を空けているから仕事がたまってるはずだ。お前にも手伝ってもらうぞ。<CLEAR>

それにナンシーにもな....。<CLEAR>

エルウィン

「父さん....！

ナンシー

「お義父さん....。<END>
<TEXT: 108>
<MINT>: 「よかった....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ま、結果オーライってとこかな。<CLEAR>

<CLESS>: 「そうですね。<END>
- BANK 1C -
<TEXT: 0>
<CLESS>: 「ん？<CLEAR>

何か城の入口が騒がしいな。<END>
<TEXT: 1>
ミッドガルズ南部<END>
<TEXT: 2>
ミッドガルズ北部<END>
<TEXT: 3>
武具の店『スピリット』<END>
<TEXT: 4>
宿屋『セイバー』<END>
<TEXT: 5>
ドラッグストアー『バスター』<END>
<TEXT: 6>
道具屋『スレイヤー4』<END>
<TEXT: 7>
食料店『ニンジャ』<END>
<TEXT: 8>
市長の家<END>
<TEXT: 9>
「誰もいないよ！！<END>
<TEXT: 10>
「牛小屋か....。<END>
<TEXT: 11>
<MINT>: 「今、町の外へ出歩かない方がいいですよ。<END>
<TEXT: 12>
衛兵
「そこで止まれ！<END>
<TEXT: 13>
衛兵
「何だ、お前らは？怪しい奴らだ。さっさと失せろ！<END>
<TEXT: 14>
衛兵
「何だ、お前らは？<CLEAR>

<KLARTH>: 「我々はエドワード殿の知り合いだ。彼に会わせて欲しい。<CLEAR>

衛兵

「エドワード殿の？何か身分を証明できる物はあるか！？<CLEAR>

<KLARTH>: 「いや、それは、アルヴァニスタ国王から授かったエンブレムを無くしてしまって......。<CLEAR>

衛兵

「怪しい奴らだ。さっさと失せろ！<END>
<TEXT: 15>
衛兵
「ん、冒険者か？とりあえずお前たち全員の身分を証明する物はあるか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「これではダメか？アルヴァニスタ国王から授かったエンブレムなんだが。<END>
<TEXT: 16>
衛兵
「これは確かに......！<CLEAR>

<KLARTH>: 「エドワード.D.モリスン殿に会わせて欲しいんだが。<END>
<TEXT: 17>
衛兵
「こちらへ。<END>
<TEXT: 18>
？？？
『おい、おまいら！<END>
<TEXT: 19>
<CLESS>: 「な、何だ今のは？<CLEAR>

<MINT>: 「確かに声がしたよね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ....。<END>
<TEXT: 20>
<CLESS>: 「な、何だ、虫か？<CLEAR>

？？？
『虫じゃないよ~だ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「なら 物か！？<CLEAR>

？？？
『へ~ん、違うよ~だ。ヒマだからおまいらと遊ぼうと思ったんだ。<CLEAR>

<MINT>: 「あたしたちは重要な使命があって旅してるの。あんたと遊んでるヒマなんてないよ~だ！<CLEAR>

？？？

『だったらこうしてやるぅ！<END>
<TEXT: 21>
<MINT>: 「<CLESS>さん、大丈夫ですか！？<CLEAR>

<MINT>: 「何よ、あいつ！<CLEAR><END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「あ！！<CLEAR>

<KLARTH>: 「どうした、<CLESS>！<CLEAR>

<CLESS>: 「アルヴァニスタ王国のエンブレムがない！<CLEAR>

<KLARTH>: 「なにーーーー！！<END>
<TEXT: 23>
？？？
『エンブレムが欲しければ12星座の塔まで来てよね！それじゃあ、バイバ~イ。<END>
<TEXT: 24>
<CLESS>: 「ど、どうしよう？<CLEAR>

<KLARTH>: 「取り戻すしかあるまい。ミッドガルズ城に入るには身分を証明するものが必要だからな。

12星座の塔か....。ブラムバルドの言ってた塔だな。<CLEAR>

<MINT>: 「精霊が住んでいるという？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。この町から南の方にあるはずだ。<END>
<TEXT: 25>
衛兵
「異常無し！<END>
<TEXT: 26>
「いらっしゃい。あなたたちのことはライゼン様から聞いています。<CLEAR>

お泊まりになりますか？<END>
<TEXT: 27>
ごゆっくり。<END>
<TEXT: 28>
「またのおこしをお待ちしてます。<END>
<TEXT: 29>
「あいすいませんが、このような状況ですので......。<END>
<TEXT: 30>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 31>
「どうも。<END>
<TEXT: 32>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 33>
「ありがとう。<END>
<TEXT: 34>
「へい、いらっしゃい。<END>
<TEXT: 35>
「こんな状況だからこそ商売をしなくてはならんのじゃ。<CLEAR>

どうもありがとう。<END>
<TEXT: 36>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 37>
「どうもありがとう。<END>
<TEXT: 38>
「たいした物はないけど、いいかしら？<END>
<TEXT: 39>
「どうもありがとう。<END>
<TEXT: 40>
「あいつ、どうやって忍び込んだんだろう？<END>
<TEXT: 41>
「モリスン殿が説得しているようだが、相手は 物だ。聞き入れるわけがない！<END>
<TEXT: 42>
「一体どうしたら......。<END>
<TEXT: 43>
「た、たいへんだ！ 物が子供を人質に！！<END>
<TEXT: 44>
市長
「大人には見えない白馬が北の森に住んでいるという。本当かのぅ？<END>
<TEXT: 45>
市長
「ほとんどの民が町を出ていってしてしまった。戦争が終わるまでは私の仕事はないな、こりゃ。<END>
<TEXT: 46>
「アルヴァニスタに残してきた両親が心配です。<END>
<TEXT: 47>
「ここも住み心地が良くなりやすかねぇ。<END>
<TEXT: 48>
「早いとこ、とんずらしまへんと。ここは危なくてしょうがありまへん。<END>
<TEXT: 49>
「よ、あんさん剣士はんどすか？この奥義書、買いまへんか？

18000ガルドでいいどす。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 50>
ちっ。<END>
<TEXT: 51>
「金足りまへんて。<END>
<TEXT: 52>
<green text><CLESS>は襲爪飛燕脚を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「毎度おおきに！<END>
<TEXT: 53>
「お兄さん、80000でどう？<CLEAR>

<CLESS>: 「どうって？<CLEAR>

「ちっ、子供に用はないよ！<CLEAR>

<CLESS>: 「80000は高くない？<CLEAR>

「何で知ってんだよ？<END>
<TEXT: 54>
「私の祖母から聞いた話ですが、白馬は清らかな乙女にしか会わないそうです。それだけピュアな心の持ち主なんでしょうね。<END>
<TEXT: 55>
「この子たちは戦争で両親を失った子供ばかりです。<CLEAR>

何でこんなことに......。<END>
<TEXT: 56>
「オレ一人でも平気さ！<END>
<TEXT: 57>
「ママ、早く帰ってこないかな？<END>
<TEXT: 58>
「おうちに帰りたい......。<END>
<TEXT: 59>
「北の森には真っ白な馬がいるんだよ！<END>
<TEXT: 60>
「..........。<END>
<TEXT: 61>
「何かくれよ。<END>
<TEXT: 62>
「お兄ちゃん、遊んでよ。<END>
<TEXT: 63>
「身も心も清らかな乙女だけが白馬に出会えるっていう話があるけど、本当かしら？<END>
<TEXT: 64>
「ついに平和が来たんですね！！<END>
<TEXT: 65>
「ダオスを倒した勇者たちは王様からの祝福を受ける前にどこかに行ってしまったそうです。

一目見たかったわ。

え、あなたたちが！？<CLEAR>

うそつかないでよ。<END>
<TEXT: 66>
「戦いが終わったという話を聞いて、戻ってきました。<END>
<TEXT: 67>
「勇者たちの戦いはまさに死闘だったらしいね。すごいね！<END>
<TEXT: 68>
「へーんだ。ダオスなんてひとひねりだったのにな。いなくなって残念だな。<END>
<TEXT: 69>
「うそつきは泥棒の始まりよね。
えー！お兄ちゃんたちがダオスを倒したの！？<CLEAR>

お兄ちゃんも泥棒の始まりだよ！<END>
<TEXT: 70>
「やっと、やっと長年の苦しみから解放されたんじゃな......。うれしいのぅ。<END>
<TEXT: 71>
「もう疲れたよ。息子ももうこの世にはいないし......。<END>
<TEXT: 72>
「ボランティアのために来ました。私も孤児たちのために働きたいと思います。<END>
<TEXT: 73>
「ダオス討伐のためにミッドガルズ軍隊に入隊したいと思って来たのだが......、遅かったようだ。<CLEAR>

ちょっと安心。<END>
<TEXT: 74>
「ダオスもいなくなったことだし、この町で商売でもしようかしら？<END>
<TEXT: 75>
「戦争中のぴりぴりした緊張感はもうたくさんだよ。親友同士でもけんかをしてしまうからね。<END>
<TEXT: 76>
「一体ダオスは何のためにこの国と戦争をしていたんでしょうね？いまいち目的がはっきりしてないんだ。
<END>
<TEXT: 77>
「お父さん、どこに行ったんだろ......？お母さんは神様の所に行ったって言ってたけど......。<END>
<TEXT: 78>
「やっと外に出れたの。戦争中ずっと家の中にいたから、つまんなかったわ。<END>
<TEXT: 79>
「この国もやがては世界を統率する国になるじゃろ。じゃがどのような方法で統率するかはわからんがの。
<END>
<TEXT: 80>
「 科学兵器が、世界の脅威にならねばよいが......。<END>
<TEXT: 81>
「私はバイトです。お会計は奥で願います。<END>
<TEXT: 82>
「買い出しに来ました。戦争は終わっても食料事情はあまり変わりません。<END>
<TEXT: 83>
「米不足が叫ばれていますが、そんなにたいした問題にはならないでしょう。外国産米を輸入すればいい。
<CLEAR>

え？簡単に言うなって？<END>
<TEXT: 84>
「戦争が終わっても、 科学兵器の研究はなくなりません。これは人類の未来のために必要な研究なのです。<END>
<TEXT: 85>
「ミッドガルズ王は 科学兵器の研究を更に拡大しようとしているが、ぼくは反対だね。いつかはあれが世界の脅威になるよ。<END>
<TEXT: 86>
「私は退役軍人です。次はどこに就職しようか....。<END>
<TEXT: 87>
「やっと平和が訪れたわ。これで観光客がたくさん来れば言うことないわい。<END>
<TEXT: 88>
「今、この子を寝かせようと思って昔話をしているところよ。静かにしてね。<CLEAR><END>
<TEXT: 89>
じゃあ、続きね。その兵士は一目散に結界の外に向かいました。国王はしつこく兵士を追いかけてきます。兵士はついに国王を振り切り、

結界の外に出ました。外の世界はみんなが思っているような毒が充満し、太陽の光も届かぬ地獄とは大違いでした。

チョウが舞い、鹿が水辺にたたずむ、まるで天国の世界のようでした。結界の外は元の美しい世界に戻っていたのです。

兵士は精霊様を逃がしてあげました。精霊様が空に消えてゆく姿をいつまでも見ていました。

おしまい。<CLEAR>

さ、もう寝なさい。<END>
<TEXT: 90>
「さあ、早く寝なさい。<END>
<TEXT: 91>
<KLARTH>: 「す、すごい......。これならダオスといえども、ひとたまりもないな。<END>
<TEXT: 92>
「た、たいへんだ！！ 科学兵器が使い物にならなくなったらしいんだ！！<CLEAR>

「何だって！？<CLEAR>

<KLARTH>: 「やはり 力を科学で扱うなんて無理なのか......？<CLEAR><END>
<TEXT: 93>
<MINT>: 「そんなことより、どうすんの？！<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ、くそっ！
<CLESS>がいれば......。<END>
<TEXT: 94>
<KLARTH>: 「<CLESS>！無事だったか？<CLEAR>

<MINT>: 「<CLESS>さん？
本当に<CLESS>さん......なの？<CLEAR>

<CLESS>: 「心配かけてすまない。<CLEAR>

<MINT>: 「<CLESS>、その馬どうしたの？かっこいいじゃん！<CLEAR>

<CLESS>: 「話は後で！敵のボスを一気にたたく！奴らは空を飛べないとタカをくくっているはずだ！<CLEAR>

<MINT>: 「あ、待って！あたしも行く！<CLEAR>

<CLESS>: 「しかしそのホウキじゃ......。<CLEAR>

<MINT>: 「あんまり長くは飛べないと思うけど、一人よりはいいじゃん？<CLEAR><END>
<TEXT: 95>
ペガサス

『私の力で長く高く飛べるようにしよう。戦力は多い方がいいだろう？<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとう、ペガサス。<CLEAR>

ペガサス

『それから武器はグーングニルを使え。馬上戦闘で剣や斧などは役に立たぬ。<CLEAR><END>
<TEXT: 96>
<CLESS>: 「よし！行こう！！<END>
<TEXT: 97>
<CLESS>: 「ありがとう、ペガサス。<CLEAR>

ペガサス

『私はあるじからの任を全うしたにすぎない。グーングニルは返してもらうぞ。<CLEAR>

さらばだ。<END>
<TEXT: 98>
ライゼン
「<CLESS>殿、<MINT>殿、ご無事ですか！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ。敵の空中部隊はボスがいなくなったことで統率が乱れて退却していきましたよ。<CLEAR>

ライゼン

「誠に申し訳ない。我が軍隊にもっと力があれば......。<CLEAR>

王もお喜びだ。
近々、勲章を受けることになるだろう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「いや、それにはまだ早い。<CLEAR>

<CLESS>: 「ダオスを倒すまでは油断しない方がいいです。<CLEAR>

ライゼン

「うむ、そうだったな。だが敵はしばらく動けまい。今日はゆっくり休むといい。

その前にこれを。<END>
<TEXT: 99>
<CLESS>: 「これは....、呪文書！<CLEAR>

ライゼン
「研究所のエドワードの机の上にあったんだ。置き手紙も一緒にね。<CLEAR>

『もし私の身に何かあった場合は、この本を<MINT>に渡してもらいたい。きっと彼女ならこの 法を使いこなすことができるだろう。<CLEAR>

<MINT>: 「モリスンさんが......。<CLEAR><END>
<TEXT: 100>
<green text><MINT>は<Item:E207>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

ライゼン
「エドワードは自分の使命を君たちに託したんだ。彼のためにもがんばってくれ！<END>
<TEXT: 101>
    彼が逝ったことで
    歴の歯車が狂い
   戦争の勝敗の行方が
  全くわからなくなっていた<END>
<TEXT: 102>
   果たして勝利の女神は
  どちらに微笑むのだろうか<END>
<TEXT: 103>
<CLESS>: 「あ~....、よく寝た。<CLEAR><END>
<TEXT: 104>
<MINT>、おはよう。今朝は早いね。<END>
<TEXT: 105>
<CLESS>: 「<MINT>？<END>
<TEXT: 106>
<KLARTH>: 「やあ、おはよう....。<END>
<TEXT: 107>
<KLARTH>: 「ん？どうした？<END>
<TEXT: 108>
<MINT>: 「みんな、聞いて下さい。<CLEAR>

<CLESS>: 「どうしたの？<CLEAR>

<MINT>: 「ユグドラシルの樹を復活させる方法を考えていました。私の法術でなんとかならないかと....。

でも今の私の力ではどうにもなりません。<CLEAR>

<KLARTH>: 「で？<CLEAR>

<MINT>: 「白馬、ユニコーンの力を借りるのです。<CLEAR>

<CLESS>: 「ユニコーン？<CLEAR>

<MINT>: 「ユニコーンは法術師のあかし、この世界のどこかにいるはずです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「しかし<speed:10>......<speed:FF>、ユニコーンに会えたとしても力を貸してくれるのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 109>
<MINT>: 「わかりません。
わかりませんけど....。<CLEAR>

<CLESS>: 「今はそれしか頼れないんだね、<MINT>。行こうよ、ユニコーンを捜しに！きっと見つかるよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 110>
<MINT>: 「<CLESS>さん、
ありがとう......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうと決まれば早速行動だ。<END>
<TEXT: 111>
<KLARTH>: 「<MINT>、起きろ！もう朝だぞ！<CLEAR>

<MINT>: 「あん....、もうちょっと....。<CLEAR>

<KLARTH>:「起きろって！！<END>
<TEXT: 112>
<MINT>: 「みんな早起きだね~。どうしたの？<END>
- BANK 1D -
<TEXT: 0>
ミッドガルズ城<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「よし、
ダオスの城にのりこもう！！<END>
<TEXT: 2>
「今重要な会議をしているから、入らない方がいい。<END>
<TEXT: 3>
「これは....、ヴァルキリーの言っていたオーディーンの像？<END>
<TEXT: 4>
<KLARTH>: 「おい、<CLESS>。この部屋から出ない方がいいぞ。<END>
<TEXT: 5>
「ライゼン様、ダオスから警告があったというのは本当ですか？<CLEAR>

この研究をやめるなんていうことになったら、私たちは一体どうすれば<speed:10>........<speed:FF>。
<CLEAR>

ライゼン

「案ずるな。我が国が奴の言いなりになるわけがなかろう。<CLEAR>

お前たちは研究に専念していればいいんだ。<END>
<TEXT: 6>
ライゼン
「おお、何をしておられる。ささ、謁見の間へどうぞ。<END>
<TEXT: 7>
<MINT>: 「<KLARTH>さん、会議は？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ、ちょうど終わったところだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「どうでした？<CLEAR>

<KLARTH>: 「危険とはいえ重要な任務だ。それをよそ者に任されるものだから連中やっぱり

おもしろくないみたいだ。<CLEAR>

<MINT>: 「つまんないこと気にするなぁ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ま、実力を見せつけてやればおとなしくなるさ。<END>
<TEXT: 8>
そこの剣士！<CLEAR>

分不相応なものを
持つものではないぞ！<END>
<TEXT: 9>
<KLARTH>: 「おい、<CLESS>！
どこに行くんだ！？<CLEAR>

<CLESS>: 「女の人の声が......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「は？何言ってるんだ？<END>
<TEXT: 10>
<MINT>: 「ききき消えちゃった！？<CLEAR>

<MINT>: 「<CLESS>さん........？
そんな......。<END>
<TEXT: 11>
<MINT>: 「きゃー<MINT>、<MINT>！しっかりしてよぉ！！<END>
<TEXT: 12>
兵士
「<KLARTH>殿、何をしているんですか？早く参戦して下さい！<CLEAR>

<KLARTH>: 「だ、だが仲間が<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

兵士

「まだ戦争は終わってないんですよ！ぐずぐずしているヒマはありません！<CLEAR>

<KLARTH>: 「いや、そうじゃなくて......。<END>
<TEXT: 13>
<CLESS>: 「お前、ダオスの手先か！<CLEAR>

？？？
「私は、現在長い眠りについておられる『オーディーン』に忠誠を誓う者。
人々はヴァルキリーと呼んでいますが。<CLEAR>

<CLESS>: 「オーディーン......？
ヴァルキリー？<END>
<TEXT: 14>
<CLESS>: 「ぼくに何の用だ？<CLEAR>

ヴァルキリー
「神具を返しなさい。<CLEAR><END>
<TEXT: 15>
あなたの持つ槍、グーングニルのことです。それは我が主君オーディーンの持ち物。そもそもお前のような下賎な者が持つものではない。<CLEAR><END>
<TEXT: 16>
<CLESS>: 「げ、下賎........。<CLEAR>

ヴァルキリー
「その槍は人間共があるじの墓から勝手に持ち出したもの。おとなしく返せばそれなりの礼もしよう。<END>
<TEXT: 17>
<CLESS>: 「あなたの乗っている馬、飛べるんですか？<END>
<TEXT: 18>
<MINT>: 「何か物々しい雰囲気ですね。<END>
<TEXT: 19>
<MINT>: 「もう！
待ちくたびれちゃったよ......。<END>
<TEXT: 20>
<KLARTH>: 「一体いつまで待たせるつもりなんだ？<END>
<TEXT: 21>
「異常無し！<END>
<TEXT: 22>
ライゼン
「君たちはこの国の伝説となるだろう。<CLEAR>

我々は残りの 物共を根絶やしにしていくつもりだ。これでこの世界にも平和が訪れる。<END>
<TEXT: 23>
ライゼン
「我々の軍隊は今回の戦闘でかなりの被害を受けた。後はあなたたちだけが頼りです。

我々はできる限り手助けするつもりだ。<END>
<TEXT: 24>
ライゼン
「戦争は近い。
警戒しなくては......。<END>
<TEXT: 25>
衛兵
「ここから先は王族のみしか入れません。<END>
<TEXT: 26>
衛兵
「王の御前である。そそうのないように。<END>
<TEXT: 27>
国王
「何と礼を述べればよいか....。本当に感謝しています。<END>
<TEXT: 28>
国王
「空中部隊か....。ダオスもなかなかやりおるわい。<CLEAR>

感心している場合ではなかったな。しかしどうしたらよいか....。<END>
<TEXT: 29>
国王

「期待してますぞ。<END>
<TEXT: 30>
「 科学兵器が壊れてしまった。また最初からやり直しだ......。<END>
<TEXT: 31>
「この研究が実れば、ダオスに決定的なダメージを与える武器が開発できるんだ。<END>
<TEXT: 32>
「ダオスは 術でしか傷を負わせることができない。なのにエルフたちはダオスと戦おうとしない。森の連中は腰抜けばかりだ。<END>
<TEXT: 33>
「バグではなく仕様です。<END>
<TEXT: 34>
「精霊と 科学の融合というのも研究の一つなんです。<END>
<TEXT: 35>
「 女とホウキについての研究をしています。<END>
<TEXT: 36>
「私たちは人類の夢を実現するためにがんばっているんです。<END>
<TEXT: 37>
「エルフたちの 力があればダオスなど......。<END>
<TEXT: 38>
「一ヶ月、休みがありましぇ~ん。<END>
<TEXT: 39>
「仕事って、すればするほど増えるんだよね~。<END>
<TEXT: 40>
「異常無し！<END>
<TEXT: 41>
「早く交代しないかな~。<END>
<TEXT: 42>
「ここから先は関者以外は立入禁止だ。<END>
<TEXT: 43>
『ここだけの話だけど、この中ではすっげぇ武器が開発されてるらしいぜ。<END>
<TEXT: 44>
武器屋の主人
「わしらは戦火を避けるために城に避難してきたんじゃ。<CLEAR>

一応商品も持ってきたが、何か買うかね？<END>
<TEXT: 45>
「こんな状況だからこそ商売をしなくてはならんのじゃ。<CLEAR>

どうもありがとう。<END>
<TEXT: 46>
薬屋の主人
「薬、たくさん持ってきたよ。買うかい？<END>
<TEXT: 47>
「どうもありがとう。<END>
<TEXT: 48>
道具屋のバイト
「ああ、これからこの町はどうなるの？<CLEAR>

一応商品を持ってきたけど、何か買う？<END>
<TEXT: 49>
「ありがとう。でもすべてが無駄になってしまうかも....。<END>
<TEXT: 50>
食料品店の女主人
「ここで食べ物を買っても....。<CLEAR>

どうしても買う？<END>
<TEXT: 51>
「どうもありがとう。<END>
<TEXT: 52>
<KLARTH>: 「お、来たぞ。<END>
<TEXT: 53>
？？？
「待たせて申し訳ない。
私はこの国の騎士団長でライゼンという者です。
あなたたちのことはモリスン殿から聞いています。まだお若いのに一騎当千の強者にも劣らない勇士たちとか。<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
<CLESS>: 「い、いやぁそれほどでも......。<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
モリスン
「ありがとう。来てくれたんだね。<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、力を合わせてダオスの野望を阻止しましょう。<CLEAR>

<MINT>: 「え？ヤボウ？<END>
<TEXT: 56>
<MINT>: 「そういえば、ダオスの野望って<speed:10>........<speed:FF>何なの？<CLEAR><END>
<TEXT: 57>
ライゼン
「何を言ってるのかね。
ダオスはこの世界を滅ぼそうとしているのだぞ！<CLEAR>

<MINT>: 「ホントに？<CLEAR>

<MINT>: 「<MINT>さん、どうしたんですか？<CLEAR>

<CLESS>: 「ホントに変だぞ。<END>
<TEXT: 58>
<MINT>: 「世界を滅ぼすために<speed:10>........<speed:FF>？<CLEAR>

ライゼン
「その通りだ！<CLEAR>

<MINT>: 「<speed:10>........<speed:FF>ま、いっか。<CLEAR><END>
<TEXT: 59>
<KLARTH>: 「申し訳ない。何か考え過ぎたみたいで......。<CLEAR>

モリスン

「と、とりあえず、改めて礼を言わせてもらいたい。来る戦いにそなたらが加勢してくれること、

何よりも心強く思う所だ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「一体、戦争はいつ頃に？<CLEAR>

ライゼン
「そのことについては国王の前で......。すでに謁見の間でお待ちになられています。

後から来て下さい。<END>
<TEXT: 60>
モリスン
「私もついさっき入った情報など、国王に知らせなければならないことがいくつかあるんだ。
それじゃあ。<END>
<TEXT: 61>
ミッドガルズ国王
「その方らが話にあった者たちか。<CLEAR>

モリスン
「はい。<CLEAR>

アルヴァニスタの王子を救ったのも彼ら。剣術、 術に長けた者たちばかりでございます。<CLEAR>

国王

「それは心強いな。<CLEAR>

ライゼン
「はっ。<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
国王
「我が国はエルフとの交流もなく、こと 術に関してはうとい。アルヴァニスタから 法部隊が

来てはいるのだが......、いかんせん人数が少ない。そなたらのような者たちに戦列に加わってもらえるのはありがたいことだ。<CLEAR>

ライゼン

「ヴァルハラ山脈に 物の軍隊が結集しているとの情報も入っています。戦争は近い。

なるべくこの都で待機していて下さい。<CLEAR>

国王

「そうだ！我が国では戦争の切り礼となる研究をしているのだが、御存じかな？<CLEAR><END>
<TEXT: 63>
ライゼン

「それならば私が案内しましょう。 科学地下研究所へ。<END>
<TEXT: 64>
ライゼン
「ここが 科学研究所です。この研究が実れば、人間でも 術が使えるようになるんです。

すばらしいでしょう？<CLEAR>

<KLARTH>: 「何だって？人間でも 術が使える？<CLEAR>

本当なのか........夢みたいだ。<CLEAR>

ライゼン

「戦争に勝利できれば、功労者となるあなたたちには優先的にこの技術を教えて差し上げますよ。<CLEAR>

<END>
<TEXT: 65>
<KLARTH>: 「ほっ本当か！？<CLEAR><END>
<TEXT: 66>
これは、がんばるしかないな！<CLEAR><END>
<TEXT: 67>
ライゼン
「詳しい話はそこの者たちから聞いて下さい。私は先に戻っていますので。<END>
<TEXT: 68>
<MINT>: 「あたしは納得してないよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「は？<CLEAR>

<MINT>: 「ダオスの目的のことだよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 69>
確かにダオスは町を襲った。人をあやめた。 物を操っている。

だけど<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 70>
<KLARTH>: 「だけど？<CLEAR>

<MINT>: 「ダオスはベネツィアやユークリッドを襲ったことってある？アルヴァニスタでは王子を人質にとって
動けなくしただけでしょ？内部から崩すことだってできたはずなのに。
ダオスって直接にはミッドガルズにしかちょっかい出して
ないじゃん。
これってどういうこと？<END>
<TEXT: 71>
<KLARTH>: 「そう言われてもなぁ。<CLEAR>

<CLESS>: 「一体どうしたんだ？やつはハーメルを襲ったじゃないか！<END>
<TEXT: 72>
<MINT>: 「まぁ、個人的な恨みは別じゃん？<CLEAR>

<CLESS>: 「何だと？リアやリアの両親を殺したのだってダオスが裏で手を引いていたんじゃないか！

何とも思わないのか！？<CLEAR><END>
<TEXT: 73>
<MINT>: 「<CLESS>さん言い過ぎです！<END>
<TEXT: 74>
<MINT>: 「そこなの。<CLEAR><END>
<TEXT: 75>
<CLESS>: 「へ？<CLEAR>

<MINT>: 「そこだけ変なのよね。どうしてハーメルを襲ったんだろ？<CLEAR><END>
<TEXT: 76>
<KLARTH>: 「う~ん......。<CLEAR>

<MINT>: 「考えすぎかなぁ。ミッドガルズとハーメルに、またはリアの両親に何か共通点ある？

やっぱ変じゃん。他の町が無事なのは。<END>
<TEXT: 77>
<KLARTH>: 「全くわからん。<CLEAR>

<MINT>: 「一度あたしの家に行ってみようよ。お父さんに聞けば何かわかるかも......。文句も言いたいし。<CLEAR>

<KLARTH>: 「い、今からお前の家に！？ちょっと遠すぎやしないか？<CLEAR>

<MINT>: 「だいじょーぶ、ダイジョーブ。パっと行ってパっと帰ってくればいいじゃん？<CLEAR>

<CLESS>: 「それに文句って？<CLEAR>

<MINT>: 「いいから。さ、行こ！<END>
<TEXT: 78>
<CLESS>: 「モリスンさん、これは！？<CLEAR>

モリスン
「<speed:10>..........<speed:FF>。<CLEAR>

？？？

「ふふ、やっと役者がそろったか。<CLEAR>

モリスン

「......何が望みだ？

ジェストーナ！<CLEAR>

ジェストーナ
「これから戦争をしましょうと言って帰るだけではオレの性に合わんのよ。
ここでついでに貴様らの命を絶っておけばダオス様もお喜びになろうというもの！<CLEAR>

<CLESS>: 「何だと？！<END>
<TEXT: 79>
ジェストーナ
「動くなよ！<CLEAR><END>
<TEXT: 80>
動けばこのガキの命はないぜ....。<CLEAR>

<CLESS>: 「汚いぞ！<CLEAR>

ジェストーナ
「自害しろ。小僧とモリスン、それにそこの三人全員だ。<END>
<TEXT: 81>
モリスン
『<MINT>、
よく見ているんだ<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 82>
ジェストーナ
「うお！！<CLEAR><END>
<TEXT: 83>
き、貴様ぁぁぁ~！！<END>
<TEXT: 84>
<CLESS>: 「モリスンさん！！<CLEAR>

モリスン
「近づくな！！これをもっと拡大すれば、時間転移を引き起こすことも可能に<speed:0F>......<speed:FF>。 <CLEAR>

ジェストーナ
「ははは！とどめだ！！<CLEAR>

モリスン
「うぐ......！はぁ、はぁ。
これは<speed:10>、<speed:FF>まねするなよ<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

ジェストーナ
「な、何を......！！<END>
<TEXT: 85>
<MINT>: 「こんな！こんなことって......。<CLEAR>

<CLESS>: 「モリスンさん......。<END>
<TEXT: 86>
<CLESS>: 「<MINT>、まだダオスのこと疑問に思っているのか？<END>
<TEXT: 87>
<CLESS>: 「見たろ！？奴はぼくたちを殺すためならどんなことだってするんだ！<CLEAR>

<MINT>: 「....わかった。
もう言わない<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 88>
<MINT>: 「<CLESS>さん......。<CLEAR>

歴が......本とは変わってしまったわ。<CLEAR>

<CLESS>: 「モリスンさんには......、
ニ度も助けられたよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 89>
もうたくさんだ！
ぼくたちで奴を倒すんだ！！
そして<speed:10>........<speed:FF>、<CLEAR>

そして、
すべてに決着をつけよう！！<END>
<TEXT: 90>
ライゼン
「まずはこの大陸図を見てもらいたい。<END>
<TEXT: 91>
ライゼン
「五日かかっては敵軍に橋を越えられてしまう。そこで、少人数による特殊部隊を何隊か編成し

敵軍をかくらんさせる作戦をとろうと思う。<CLEAR><END>
<TEXT: 92>
ニ軍隊長
「敵の足止めをするということですか？<CLEAR>

ライゼン
「そうだ。非常に危険ではあるが、この作戦がうまくいけば我が軍の勝利は確実なものとなる。
これより名を呼ばれた者はその特殊部隊長についてもらう。<END>
<TEXT: 93>
ライゼン
「第一特殊部隊長.リチャード！
第ニ特殊部隊長.マコーレイ！
第三特殊部隊長.カークウッド！<END>
<TEXT: 94>
第四特殊部隊長.<KLARTH>！<END>
<TEXT: 95>
三軍隊長
「ライゼン殿！傭兵風情にこのような任をまかせていいのですか！？<END>
<TEXT: 96>
ライゼン
「3め。これは私が責任を持って決めたことだ。<CLEAR>

三軍隊長
「はっ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 97>
ライゼン
「以上呼ばれた者以外は退出を命ずる。<CLEAR>

この作戦については極秘とし、主力部隊の作戦については追って説明する。<CLEAR><END>
<TEXT: 98>
<KLARTH>: 「お前たちは町に行って装備をととのえてくるといい。しばらくかかりそうだ。<END>
<TEXT: 99>
「敵照準チェック完了

ソーサルエナジーレベル99.2%レーザーオペレーションシステムオールクリア。

いつでも発射できます！<CLEAR>

ライゼン

「よし、奴らをなぎ払え！！<END>
<TEXT: 100>
「発射！！！<END>
<TEXT: 101>
ライゼン
「装置の調子はどうだ？<CLEAR>

技師
「良好です。<CLEAR>

ライゼン

「よし、この兵器があればダオスなど<speed:10>........<speed:FF>ふふ....。<END>
<TEXT: 102>
   アセリア暦4202年<END>
<TEXT: 103>
ミッドガルズ国王
「大役を見事に果たした誉れ高き勇者たちを、戦神の名の元に今ここに拳げよう。<END>
<TEXT: 104>
国王
「第四特殊部隊隊長<KLARTH>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「はっ！<END>
<TEXT: 105>
国王
「そなたの行いに報いるだけの十分な褒賞を与えようぞ。<END>
<TEXT: 106>
<green text>10000ガルド手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<KLARTH>: 「ありがとうございます。<END>
<TEXT: 107>
国王
「第一特殊部隊隊長リチャード。<CLEAR>

リチャード
「はっ！<END>
<TEXT: 108>
国王
「そなたの行いに報いるだけの十分な褒賞を与えようぞ。<END>
<TEXT: 109>
リチャード
「ありがたくちょうだいします。<END>
<TEXT: 110>
ライゼン
「みんな、よくやってくれた。これで戦争に勝利したも......<CLEAR>

「国王ーーー！！！<END>
<TEXT: 111>
ライゼン
「何事だ！騒々しい！<CLEAR>

「た、たいへんです！！敵が、敵が攻めてきます！！<CLEAR>

ライゼン
「何！？そんなばかな！すでに平原は我々の手に......！？<CLEAR>

「そ、それが空から......。<CLEAR>

ライゼン
「<speed:10>........<speed:FF>空中部隊か！！<CLEAR><END>
<TEXT: 112>
ライゼン
「すぐに投石器、大砲部隊を編成するんだ！<CLEAR>

げ！！<CLEAR>

「はっ！<END>
<TEXT: 113>
ライゼン
「国王は安全な場所へ。<CLEAR>

国王

「いや、わしはここに残る。民をおいてわしだけ逃げるなど......。<CLEAR>

ライゼン
「<speed:10>..........<speed:FF>わかりました。<CLEAR>

よい機会です。 科学兵器の力、ダオスに見せつけてやりましょう。<END>
<TEXT: 114>
<KLARTH>: 「まずいぞ......。私たちも加勢しよう！！<CLEAR>

<CLESS>: 「しかし空からじゃ......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「それでも行くんだ！！<END>
<TEXT: 115>
ライゼン
「はっはっは！見たか、 科学兵器の威力を！！<CLEAR>

技師
「ライゼン殿、まだ敵が残っています！<CLEAR>

ライゼン
「よし、もう一発撃ち込め！！<END>
<TEXT: 116>
ライゼン
「ど、どうした！？<CLEAR>

技師
「だ、だめです！あまりにも強力なソーサルエナジーに兵器が耐えられなかったのです！<CLEAR>

ライゼン
「な、なんということだ......！！<END>
<TEXT: 117>
衛兵
「<CLESS>殿！<END>
<TEXT: 118>
衛兵
「お疲れ様です。他の隊の方々がもう集まっています。さあ、謁見の間へどうぞ。<END>
- BANK 1E -
<TEXT: 0>
エルフの集落<END>
<TEXT: 1>
宿屋『エルフINN』<END>
<TEXT: 2>
食料店『あかさたな』<END>
<TEXT: 3>
武具屋『トワイライト』<END>
<TEXT: 4>
雑貨屋『サンセット』<END>
<TEXT: 5>
名も無き宿屋<END>
<TEXT: 6>
名も無き食べ物屋<END>
<TEXT: 7>
名も無き武具屋<END>
<TEXT: 8>
名も無き道具&薬屋<END>
<TEXT: 9>
トレントの森<END>
<TEXT: 10>
「カギがかかってる。
どうやら倉庫みたいだ。<END>
<TEXT: 11>
『ハーブの特性
ハーブは非常にたくさんの種類があるが、セボリー.セージ.ラベンダー.ベルベーヌがもっとも
ポピュラーなものである。これらはある特殊な薬品につけると赤く変色し、もっと強力なハーブになるという。<END>
<TEXT: 12>
『エルフの長寿の秘密
エルフ族は人間族に比べ、たいへんな長寿の持ち主である。それにはもちろん日々の健康管理、

特に栄養ある食事が大事ではあるが、やはり『物の進化』にも絡んでくる特異なものである。親と子は似ているようで微妙な

違いがある。それは『進化』の過程の末端で、この微妙な違いが何十世代という時を経て大きな『進化』となるのである。

この『進化』が起こるということは、その物はまだ『進化』の途中だと言えるだろう。それらの考えから察するに、我々エルフ族は

長寿な分だけ『進化』が遅く、それだけ『進化』の必要ない物、物の中でも優れた物ということになるだろう。<END>
<TEXT: 13>
ブラムバルド
「申し訳ない。私はこの村から出るわけにはいかないのでね。<END>
<TEXT: 14>
「族長、怪しい者を捕らえました！<CLEAR>

ブラムバルド
「人間の不法侵入者か？<CLEAR>

「いえ、その、ハーフエルフでして......。<CLEAR>

ブラムバルド
「何だと！！<END>
<TEXT: 15>
？？？
「ちょっとぉ、離してよっ！
あ~ら、そこのお兄さんいい男ねぇん'heart'

あ~ん行かないでったらぁ！<END>
<TEXT: 16>
<CLESS>: 「この声は<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 17>
<KLARTH>: 「<MINT>！<CLEAR>

待ってろとあれほど言ったのに
......。<CLEAR>

<MINT>: 「だぁってぇ....。<CLEAR>

早くほどいて~！あたしはこんな変な趣味してないんだってばぁ！<CLEAR>

ブラムバルド
「あなたたちの連れですか？<CLEAR>

<MINT>: 「ほどいてあげて下さい、お願いします！<CLEAR><END>
<TEXT: 18>
「族長、例外を認めては他の者に示しがつきませんぞ！<END>
<TEXT: 19>
「ハーフエルフの不法侵入者は例外なく死<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 20>
？？？
「待って下さい！！<END>
<TEXT: 21>
？？？
「どうか見逃してあげて下さい、お願いします！この娘を殺すというのなら私が身代わりになります！ですから<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

お願いします！<END>
<TEXT: 22>
ブラムバルド
「わかりました。ロープをほどいてあげなさい。<CLEAR>

「しかし......！<CLEAR>

ブラムバルド
「族長命令です。<CLEAR><END>
<TEXT: 23>
？？？
「ごめんなさい、<MINT>。
許して<speed:10>......<speed:FF>。
本当にごめんなさい<speed:10>......<speed:FF>

ごめんなさい<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「え？......え？<END>
<TEXT: 24>
<KLARTH>: 「どうした？<END>
<TEXT: 25>
衛兵
「何か？<CLEAR>

<MINT>: 「お願い、さっきの人にもう一度会わせて！<CLEAR>

衛兵
「だめだ！無事に出られるだけでもありがたいと思え！<END>
<TEXT: 26>
<MINT>: 「ねぇ！聞こえる？！お母さん、お母さんなんでしょ？
お願い！もう一度、顔を見せて、
会わせて<speed:10>..........<speed:FF>。
お願いだから<speed:10>..........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 27>
<CLESS>: 「<MINT><speed:10>........<speed:FF>。<END>
<TEXT: 28>
衛兵
「残念だがその娘がいる限り、この村には入れない。早々に立ち去るがいい。<END>
<TEXT: 29>
ブラムバルド
「では行きましょう。<END>
<TEXT: 30>
<CLESS>: 「ブラムバルドさん、これからどうすれば？<CLEAR>

ブラムバルド
「この先には私たちにとっての聖域、ヘイムダールという地があります。そこにある漆黒の石盤を

探さなければなりません。<CLEAR>

<CLESS>: 「その石盤で何を？<CLEAR>

ブラムバルド
「詳しい話は石盤の所で......。森の動物たちが私たちを導いてくれるでしょう。<END>
<TEXT: 31>
<KLARTH>: 「やはりここにオリジンがいるのは間違いないな。<CLEAR>

<CLESS>: 「ここにですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。過去の世界で契約の指輪を再してもらった時、一瞬ではあるがオリジンが見えたんだ。<END>
<TEXT: 32>
<CHESTER>: 「<MINT>！<CLEAR><END>
<TEXT: 33>
<CLESS>: 「え！？<END>
<TEXT: 34>
<MINT>: 「へっへぇ、やっぱり来ちゃいました。<CLEAR>

<KLARTH>: 「なるほど。空からとはな。<CLEAR>

<MINT>: 「ヴォルトの力のおかげですね。<CLEAR><END>
<TEXT: 35>
<KLARTH>: 「いや、全くその通りだ。<END>
<TEXT: 36>
<KLARTH>: 「いつまでも笑っている場合じゃないぞ。<CLEAR><END>
<TEXT: 37>
オリジン
『炎と氷の封印を解いて聖域に現れたる者よ。覚悟はできているだろうな！<CLEAR>

<KLARTH>: 「......望むところだ！<END>
<TEXT: 38>
オリジン
『くっ......。わ、私が人間などに屈するとは......。な、何が望みだ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「召喚の契約を結びたいのだが、その前に時の剣を作り出して欲しい。
そのために炎の剣と氷の剣の封印を解いたのだ。<CLEAR>

オリジン
『何故に？<CLEAR>

<CLESS>: 「ダオスを倒すためです！ダオスは時の剣がなければ法術ですぐに未来に逃げてしまうからです。<CLEAR>

オリジン

『ダオスか。今この世界の脅威となっている....。<CLEAR>

ふふ....。<CLEAR>

<CHESTER>: 「何がおかしいんだ！？お前、自分の立場がわかっているのか！？<CLEAR>

オリジン
『お前たちはなぜダオスがこの星に現れたのか考えたことはあるのか？<CLEAR>

どういう奴なのか、
どこから来たのか、
なぜこんなことをしているのか！<CLEAR>

<MINT>: 「確かにダオスの正体はわからないことばかりです。<CLEAR>

でもあの人のおかげでどれだけの人が不幸になっているか....。<CLEAR>

<CLESS>: 「ぼくたちはこの世界を守りたいんだ！みんながいるこの世界を！<END>
<TEXT: 39>
オリジン
『<speed:10>............<speed:FF>まあいい。私は負けたのだ。お前たちに従おう。時の剣を作るのだったな。

では剣とダイヤモンドの指輪を石盤の前に置いて下がりなさい。<END>
<TEXT: 40>
<CLESS>: 「これが時の剣......。<CLEAR><END>
<TEXT: 41>
<green text><Item:450C>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<CLESS>: 「な、何だ！？頭に直接話しかけて......。<CLEAR>

時の剣
『時を刻みし剣を使うものよ、我の力と一つとなりて悪しき心の持ち主をたたくがよい......。<END>
<TEXT: 42>
<CLESS>: 「あ、頭に何かが注ぎこまれているようだ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 43>
<green text><CLESS>は空間翔転移.時空蒼破斬.転移蒼破斬を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

<END>
<TEXT: 44>
<KLARTH>: 「よし、それじゃあ次は私の番だ。ダイヤモンドの指輪で契約を結べるのだな？<CLEAR>

オリジン

『そうだ。<END>
<TEXT: 45>
<KLARTH>: 「我、今、根源の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 46>
<green text><KLARTH>は<Item:0F08>を召喚できるようになりました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 47>
<KLARTH>: 「後はダオスの居場所をつきとめるだけだな。<CLEAR>

<MINT>: 「でもどこにいるんでしょうね？<CLEAR>

<MINT>: 「ルーングロムさんなら知っているんじゃない？<CLEAR>

<CLESS>: 「よし、アルヴァニスタに行こう！<END>
<TEXT: 48>
<MINT>: 「この石盤は？<CLEAR>

ブラムバルド
「森の名前でもあるユミルとは根源を意味する言葉でね。ここには根源を司る精霊オリジンが眠っていると言われています。<CLEAR>

<CLESS>: 「オリジン......。<CLEAR>

ブラムバルド

「精霊たちの王、という話です。超古代の終末の戦い<speed:10>......<speed:FF>私たちエルフは『ラグナロック』と

呼んでいますが、その時に一度だけこの世界に現れたらしいです。<CLEAR><END>
<TEXT: 49>
そんないわくつきの石盤だからかどうかは知りませんが、これには物質再の力があるんです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ふぅむ。まさにそれこそオリジンの持つと言われる力じゃないか。<CLEAR>

ブラムバルド

「そんな不思議な力があるから昔の人はオリジンと関づけたのかもしれませんね。<END>
<TEXT: 50>
<MINT>: 「それじゃあ、お願いします。<CLEAR>

ブラムバルド

「下がってて下さい......。<END>
<TEXT: 51>
ブラムバルド
「終わりましたよ。<CLEAR>

<MINT>: 「こんなにステキな指輪だったんですね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「よし、次は精霊ルナとの契約だな。<CLEAR>

<MINT>: 「その後はモリスンさんの手助けですね。<CLEAR>

ブラムバルド

「それならばフレイランドとミッドガルズの間にある『12星座の塔』という場所に行ってみるといい。そこには精霊が住んでいるということです。どんな精霊かはわからぬが、召喚できるようになればかなりの戦力になるでしょう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「わかった。ありがとう。<END>
<TEXT: 52>
<green text>契約の指輪<Item:BD0B>と

<Item:C20B>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 53>
<CLESS>: 「君、何でこんな所にいるの？<CLEAR>

？？？<END>
<TEXT: 54>
すず<END>
<TEXT: 55>
「御案内します。<CLEAR>

<MINT>: 「待って~。<CLEAR><END>
<TEXT: 56>
私も連れてって~。<END>
<TEXT: 57>
「はい。弓ができてるよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 58>
<green text><Item:4B0C>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

これはエルフ族が古くから作っている聖弓だ。詳しくは説明書を見てくれよ。<END>
<TEXT: 59>
「まだ弓は修理できないよ。のんびり待ってて下さい。<END>
<TEXT: 60>
「やあ、あんたらか。弓を修理する金はたまったかい？<END>
<TEXT: 61>
「あんたら、冒険者かい。<CLEAR>

残念だけど、あんたらに売る武具はないよ。ここにあるのは狩猟用のばかりだからね<END>
<TEXT: 62>
。<CLEAR>

<CLESS>: 「狩猟用？弓とか？<CLEAR>

「そうだよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「じゃあこの弓を修理してくれないか？<CLEAR>

<CHESTER>: 「それは......！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ。<CHESTER>、お前の弓だ。ぼくと<MINT>が過去の世界に時間転移した時に落ちていたんだ。

きっといつか役に立つ時がくるだろうと思ってね。<CLEAR>

<CHESTER>: 「<CLESS>......。<CLEAR>

「どうするんだ？修理するのか？費用は20000ガルドだ。<CLEAR><END>
<TEXT: 63>
<green text><CHESTER>の弓を修理しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 64>
「金ができたらまた来なよ。<END>
<TEXT: 65>
「お金が足りないね。たまったらまた来なよ。<END>
<TEXT: 66>
「よし。じゃあ一日待ってくれ。今日はこの村で一泊するといい。<END>
<TEXT: 67>
。<END>
<TEXT: 68>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 69>
「ありがとうございます。<END>
<TEXT: 70>
「いらっしゃい。いい薬がそろってるよ。<END>
<TEXT: 71>
「ありがとう。<END>
<TEXT: 72>
「あなた方は....。<CLEAR>

<CLESS>: 「あの....、何か？<CLEAR>

「いえ......。<CLEAR>

あなた方がウワサに聞く勇者様ですか？<CLEAR>

<CLESS>: 「いや、勇者じゃないですよ。ただの冒険者です。<CLEAR>

「これを......、髪がピンクの子に渡して下さい。私がもっていても役に立ちませんから....。<CLEAR>

<CLESS>: 「これは......、ほうき？<CLEAR><END>
<TEXT: 73>
<green text><Item:650C>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

「どうかこのことは内密に....。<CLEAR>

<CLESS>: 「あの、やはりあなたは<MINT>の......。<CLEAR>

「<speed:10>..........<speed:FF>どうかお聞きにならないで下さい....。<CLEAR>

ところで......、<CLEAR><END>
<TEXT: 74>
「いらっしゃい。泊まりますか？

一晩30ガルドになるわよ。<END>
<TEXT: 75>
お客さん、お金足りないわ。<END>
<TEXT: 76>
ゆっくりしていってね。<END>
<TEXT: 77>
「また来て下さいね。<END>
<TEXT: 78>
「いらっしゃい。自然な食品がいっぱいよ。<END>
<TEXT: 79>
「ありがとう。<END>
<TEXT: 80>
「今、かくれんぼやってるんだ。<END>
<TEXT: 81>
「みーっけ！<CLEAR>

「げ！見つかっちまったじゃないか！<CLEAR>

「それじゃ今度は私が隠れる番ね。<END>
<TEXT: 82>
「ちくしょう！邪 すんなよ！！<END>
<TEXT: 83>
「今、かくれんぼやってるんだ。邪 すんなよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 84>
「いーち、にー、さーん......。<END>
<TEXT: 85>
「今、かくれんぼやってるんの。今度は邪 しないでよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 86>
「いーち、にー、さーん......。<END>
<TEXT: 87>
「今、かくれんぼやってるの。<END>
<TEXT: 88>
「みーっけ！<CLEAR>

「あ~ん、もう！見つかったじゃない~！<CLEAR>

「それじゃ今度はぼくが隠れる番だ。<END>
<TEXT: 89>
「もう！邪 しないでよ！<END>
<TEXT: 90>
「ベネツィアに残した息子たちは大丈夫だろうか......？心配でしょうがないよ。<END>
<TEXT: 91>
「いい天気ね。<END>
<TEXT: 92>
「通ってよし！<END>
<TEXT: 93>
「秋の収穫の準備で人が少ないんだ。お店は全部やってるよ。<END>
<TEXT: 94>
「今みんな狩りに行って人が少ないんだ。<CLEAR>

狩りって言ってもかなり長期に渡るものだけどね。<END>
<TEXT: 95>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 96>
<green text><MINT>は<Item:DC07>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 97>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 98>
「今年の収穫はたいへんそうだな。トレントやユミルの森にはかなりの 物が出没するそうだ。<END>
<TEXT: 99>
「この村の村長、ブラムバルド様もかなり考えが変わったよ。人間と交流を深めようなんて....。<END>
<TEXT: 100>
「私はアルヴァニスタのスーパー
『食べすぎ』の店員です。エルフの集落には自然食品がたくさんあって、よく仕入れに来るんですよ。

でもここまで遠いですから保存が効くものや薬などを主に扱っています。<END>
<TEXT: 101>
「一度でいいから都に行ってみたいなぁ。<END>
<TEXT: 102>
「わたしゃぁ保養のために来ておる。ここは自然がたくさんあっていいのう。<END>
<TEXT: 103>
「布教活動しに来ています。大地母神マーテル様の教えでもある自然崇拝はエルフの方々の考えと似ています。

きっと受け入れてくれるでしょう。<END>
<TEXT: 104>
「この間、大使としてアルヴァニスタ王国に行ってきたんだけど、王女様ってすっっっっごくきれいだった！ <END>
<TEXT: 105>
「人が多くなってにぎやかになるのはこの村の発展のためには良いことかもしれんが、私は静かな方がいいよ。<END>
<TEXT: 106>
「エルフ族のこれからについて話し合っています。<CLEAR>

人間は受け入れているのにハーフエルフは受け入れないのはどうしてなのだ？<END>
<TEXT: 107>
「エルフ族のこれからについて話し合っているんじゃ。<CLEAR>

わしは最初から人間を受け入れるのは反対だったんじゃ。現にユミルやトレントの森の動物たちが少なくなっておる！

ハーフエルフの受け入れは断固として反対じゃ！<END>
<TEXT: 108>
「エルフ族のこれからについて話し合っています。<CLEAR>

エルフ族のこれからの発展のためには彼らハーフエルフの力が必要だと思います。<CLEAR>

彼らは苦境をくぐりぬけてきた強い精神力があるからです。<END>
<TEXT: 109>
ブラムバルド
「ハーフエルフの問題は世界に平和が訪れてから改めてじっくり話し合いたいと思っています。<END>
<TEXT: 110>
ブラムバルド
「あなた方は....！お久しぶりです。この前会ったのは....、150年くらい前でしたか？<CLEAR>

<CLESS>: 「そ、そうなりますね....。<CLEAR>

(何か時間の感覚が違うなぁ....。<CLEAR>

ブラムバルド

「この村もだいぶ様変りしたでしょう？あなた方が150年前に世界に平和を取り戻してから

私の考えは変わりました。人間の中にも我々の理解者がいるんだと

....。アルヴァニスタ王もその一人でした。

王は積極的に我々の文化を吸収し、我々の地位の向上に貢献してくれました。<CLEAR>

<KLARTH>: 「へぇ~。しかしなぜハーフエルフは受け入れないのですか？<CLEAR>

ブラムバルド

「やはり、私もそうなのですが、老人の方の中には昔の過ちを繰り返す結果になるだろう

という人がいるのです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「昔の過ち？<CLEAR>

ブラムバルド
「ハーフエルフは我々にない能力を持っています。桁外れの 力、人間以上の知識力....。

そしてミッドガルズの優秀な科学者の大半がハーフエルフだったということです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ミッドガルズの科学者が！？しかしあそこはエルフの受け入れを断固として拒んだ....。<CLEAR>

ブラムバルド

「表向きは....。それに純粋なエルフだったら 科学などという 力をもてあそんだような科学に

力を貸すはずがありません。しかし、ハーフエルフは 科学に力を貸してしまった......。マナの力が失われる危機を自ら

み出しているのです。<CLEAR>

<MINT>:「き、きっと何らかのわけがあったんです！ハーフエルフだって 法を使うんですから....。<CLEAR>

ブラムバルド

「そう......願いたいものです。<CLEAR>

しかし我々も考えを改めるべきなのでしょう。彼らの話を聞かずに結論づけるのは身勝手そのものですから。

今一度、ハーフエルフについて考える必要はあると思います。<CLEAR>

<CLESS>: 「でもこのままではマナが完全に世界から消え去るのも時間の問題だ。<CLEAR>

<MINT>: 「 科学だって使い方によります。

レアバードみたいに平和利用に使えばきっと......。<CLEAR>

ブラムバルド

「そうですね。ありがとう。何かいい考えが浮かびそうですよ。<END>
<TEXT: 111>
「やっぱりお腹の赤ちゃんのためにもここから出た方がいい。<END>
<TEXT: 112>
「ここであなたと暮らせたらどんなにいいか....。<END>
<TEXT: 113>
「不思議な質感の石盤だな......。<END>
<TEXT: 114>
「何だ、お前たちは！？ここはエルフ以外は立入禁止だ！<END>
<TEXT: 115>
<KLARTH>: 「このエンブレムが目に入らないのか？族長に会わせてくれ。<CLEAR>

「それはアルヴァニスタ王国の

....！<CLEAR>

失礼しました。こちらです。<END>
<TEXT: 116>
？？？
「待たせて申し訳ありません。初めまして。私が族長のブラムバルドです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「私は<KLARTH>、それから<CLESS>に<MINT>です。<END>
<TEXT: 117>
<KLARTH>: 「さっそくですが、これを......。<CLEAR><END>
<TEXT: 118>
ブラムバルド
「これは契約の指輪！
<speed:10>......<speed:FF>でも壊れているようですね。<CLEAR>

<MINT>: 「これを修復する方法があると聞いてここまで来たんです。<CLEAR>

ブラムバルド

「......なるほど。石盤の力が必要ですね。<CLEAR>

村の北側で待ってます。詳しい話はその時に。<END>
- BANK 1F -
<TEXT: 0>
フリーズキールの町<END>
<TEXT: 1>
スーパー『フリーザー』<END>
<TEXT: 2>
武具屋『アイスコーヒー』<END>
<TEXT: 3>
宿屋『雪泣手』<END>
<TEXT: 4>
フェンリル教会<END>
<TEXT: 5>
<green text>ステンドグラスを見ますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 6>
<CLESS>: 「ここがフェンリル教会か......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「扉が封印されてるな。どうやって開けるんだ？<END>
<TEXT: 7>
『聖なる地を汚す者たちよ、汝らの命が惜しくばそのまま立ち去れい！命を捨てるというのならこの中に入るがいい！！<END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「な、何だ今の？<CLEAR>

<KLARTH>: 「封印が解かれたようだし、入ってみよう。<CLEAR>

<MINT>: 「それじゃ、開けるよ。<END>
<TEXT: 9>
<MINT>: 「よっと......。<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「壊しちゃった....。<END>
<TEXT: 11>
<MINT>: 「ま、いっか。<CLEAR><END>
<TEXT: 12>
気にしない気にしない。さ、行こうよ！<END>
<TEXT: 13>
「固く閉ざされている。<END>
<TEXT: 14>
<CLESS>: 「うわ~、すごいステンドグラスだ....。<END>
<TEXT: 15>
？？？
『ふふふ、来たな。命知らずな者たちよ。<END>
<TEXT: 16>
<CLESS>: 「お前は！？<CLEAR>

？？？
『我は氷の剣を守護する者。聖なる極寒の地に近づけば、必ず死が訪れるであろう。<CLEAR>

<CLESS>: 「ぼくたちはやらなければならないことがあるんだ！命をかけて、やることが！<CLEAR>

？？？

『死をも恐れぬ愚か者よ。祭壇の元へ来るがよい！<END>
<TEXT: 17>
<KLARTH>: 「どうやらここが入口らしいな。<CLEAR>

<CLESS>: 「よし、行こう！<END>
<TEXT: 18>
「いらっしゃい。今日も一段と冷えますね。お泊まりですね。

一晩40ガルドになります。<END>
<TEXT: 19>
お客さん、お金が足りませんよ。<END>
<TEXT: 20>
ごゆっくり。<END>
<TEXT: 21>
「またのおこしをお待ちしてます。<END>
<TEXT: 22>
「らっしゃい。よく来たね。<END>
<TEXT: 23>
「ありがと。また来て下さい。<END>
<TEXT: 24>
「いらっしゃいませ。何にいたしましょう？<END>
<TEXT: 25>
「ありがとうございます。ポテトもいかがですか？<END>
<TEXT: 26>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 27>
「ありがとやんした。<END>
<TEXT: 28>
「わては薬を売り歩いているんや。<CLEAR>

えらっしゃい。何かお入り用で？<END>
<TEXT: 29>
「おおきに。<END>
<TEXT: 30>
「わ~い、雪ぃ~！<END>
<TEXT: 31>
「ここはフリーズキールっていう町なの。一年の半分以上が銀世界なのよ。<END>
<TEXT: 32>
「え、君たちフェンリル教会の扉を開けたの！？<CLEAR>

え、開けたんじゃなくて壊したの......。

中にすごいステンドグラスがあったの。ぼくも入ってみようかなぁ。<END>
<TEXT: 33>
「フェンリル教会へようこそ。<CLEAR>

不気味な教会でしょう？扉に氷の封印がなされていて誰も入れないんですよ。<END>
<TEXT: 34>
「ここは超古代文明の時代に建てられた、と言われています。名前からして間違いないでしょうね。三大超古代文明の内の一つが

フェンリルという名前ですからね。<END>
<TEXT: 35>
「この大陸は中立領土でしてね。どの国にも属さないんです。<CLEAR>

まぁ、もっともこんな厳しい気候の土地が欲しいなんて国はありませんがね。<END>
<TEXT: 36>
剣士
「このような厳しい環境こそ、修行の場にふさわしい......。<END>
<TEXT: 37>
剣士
「君、剣士か？この奥義書、売ってやろうか？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、奥義書！？<CLEAR>

剣士
「読んではみたが、意味がわからん。どこかの流派の技らしいのだが......。

どうだ？33000ガルドでいいよ。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 38>
そうか....。<END>
<TEXT: 39>
「金が足りないよ。<END>
<TEXT: 40>
<green text><CLESS>は獅子閃空破を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

剣士
「ありがとう。<END>
<TEXT: 41>
「氷の 力は寒いところでしかまれません。炎の 力も同様に暑いところでしかまれることはありません。

つまり、特別な武器が欲しければどこへ行けば手に入るか、もうお分かりですね？<END>
<TEXT: 42>
「氷は熱で溶かす、これは当然。彼女のハートはおいらが溶かす！

もうメロメロ！！<END>
<TEXT: 43>
「フェンリルもトールもオーディーンも、それぞれが崇拝する神の名を自分たちの国名にしていたということじゃ。<END>
<TEXT: 44>
「フェンリルって別名『狼王』とも呼ばれていたんだって。その王は今でもこの町に幽霊となってさまよっているのよ。

吹雪の晩には必ず教会から狼の鳴き声が聞こえるの。

きゃ~、こわ~い！<END>
<TEXT: 45>
「常夏の大陸があるんですって？こんな寒いところからそこへ引っ越して日焼けしたいわ。<END>
<TEXT: 46>
「ゆ~きだ~るま、雪だるま~。<END>
<TEXT: 47>
「今日も冷えますね。<CLEAR>

<CLESS>: (やっぱりエルウィンさんとナンシーさんの子孫....？<CLEAR>

「何か？<CLEAR>

<CLESS>: 「いえ、何でもありません....。<END>
<TEXT: 48>
「ははは、うまくできたなぁ。<END>
<TEXT: 49>
<CLESS>: 「エルウィンさん！？<CLEAR>

「はぁ？エルウィンって......。私はスティーブンという名前だが。<CLEAR>

まてよ、確か先々代のおじいさんの名前がエルウィンだったか？なんでもおばあさんと駆け落ちしてこの町に移り住んだとか。<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、な、何でもありません....。<END>
<TEXT: 50>
？？？
「やあ。<CLEAR>

君たち、冒険者かい？一つぼくの頼みをきいてはもらえないだろうか？<END>
<TEXT: 51>
そう....。悪くない話なんだけど。<END>
<TEXT: 52>
そうか、きいてくれるか。私の名はグラハム。グラハム=アイフリードだ。ウワサくらいは聞いたことあるだろう？

私は海賊アイフリードの息子だ。もっとも昔の栄光は消滅してしまったがね。

父が残してくれた船を

売り払ってどうにか暮らしているんだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「頼みっていうのは....、もしかしてあなたの父親の財産探し？<CLEAR>

グラハム

「その通り。しかし2違いしないでくれ。金目当てじゃあない。とにかくこの古文書を見てくれ。<CLEAR>

<CLESS>: 「古文書？<CLEAR>

グラハム
「父が私に託したものだ。そこには海賊アイフリードの隠れアジトの場所と謎の言葉が記されている。<CLEAR>

<CLESS>: 「謎の言葉....。えっと....、<CLEAR>

『オーディーンを正面に見据え、フェンリルが左手で仰げる所、世界の中央に我が真の宝あり』<CLEAR>

グラハム
「隠されている宝の内、金品はあなたに差し上げる。そのかわり古文書の『真の宝』は

私に届けてもらいたい。<CLEAR>

<CLESS>: 「わかりました。探しましょう。<CLEAR>

<green text>古文書を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 53>
<CLESS>: 「グラハムさん、どうやらこのドレスが『真の宝』らしいですね。<CLEAR>

グラハム

「これは......、母さんの......！

これが、親父の真の宝？こんな、

こんなものが......。

幾億の宝に勝ると....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「たぶん、あなたの親父さん、海賊アイフリードは自分の妻が一番大切な『宝』だと

考えたのでしょう。<CLEAR>

グラハム

「お金では買えない宝......。<CLEAR>

ありがとう。
本当にありがとう......。<END>
<TEXT: 54>
グラハム
「『オーディーンを正面に見据え、フェンリルが左手で仰げる所、世界の中央に我が真の宝あり』<CLEAR>

これが古文書の謎の言葉だ。ついでに隠しアジトもチェックしてみるか？<END>
<TEXT: 55>
ぜひ『真の宝』を見つけてくれ。頼んだぞ。<END>
<TEXT: 56>
。<CLEAR>

ぜひ『真の宝』を見つけてくれ。頼んだぞ。<END>
<TEXT: 57>
グラハム
「父の功績、と言っていいかどうかはわからないが、それはオレにとって誇りだ。
隠しアジトの位置はもういいか？<END>
<TEXT: 58>
。<END>
<TEXT: 59>
北ユークリッド大陸にニつ、
ローン島に一つ、
南ユークリッドに四つ、
この内ニつは島にある。
アーリィ大陸にニつ、
フェンリル大陸に一つ
ミッドガルズ大陸ユミル地方に三つアルヴァニスタ北東部にニつ
フレイランド東部と西部に一つずつミッドガルズ大陸極東地区に一つ
同じくミッドガルズ大陸北部に
四つ、
合計して22ヶ所になる<END>
<TEXT: 60>
「やはりこんな辺境の地に私を満足させる武器はないか。確かにこの大陸に『氷の剣』という武器があると聞いたのだが....。<END>
<TEXT: 61>
「秘密の言葉、
左下.下.右下.上.決定。<CLEAR>

他の人には内緒だよ。<END>
- BANK 20 -
<TEXT: 0>
雑貨屋『テンダロイン』<END>
<TEXT: 1>
武具屋『ガーリック』<END>
<TEXT: 2>
食料店『サーロイン』<END>
<TEXT: 3>
宿屋『スパゲティー』<END>
<TEXT: 4>
宿屋『ハンバーグ』<END>
<TEXT: 5>
オリーブヴィレッジ<END>
<TEXT: 6>
ヒョウドウさん
「暑いね、オカモトさん。<CLEAR>

オカモトさん
「暑いね、ヒョウドウさん。<CLEAR>

ヒョウドウさん
「ジュース飲みたいね、オカモトさん。<CLEAR>

オカモトさん
「ジュース飲みたいね、ヒョウドウさん。<CLEAR>

ヒョウドウさん
「オリーブヴィレッジに行って買ってきてよ、オカモトさん。<CLEAR>

オカモトさん
「オリーブヴィレッジに行って買ってきてよ、ヒョウドウさん。<CLEAR>

ヒョウドウさん
「....................。
オカモトさん
「....................。<CLEAR>

ヒョウドウさん
「このゲーム、売れるといいね、オカモトさん。<CLEAR>

オカモトさん
「このゲーム、きっと売れるよ、ヒョウドウさん。<END>
<TEXT: 7>
マサキング
「コロス！！<END>
<TEXT: 8>
ロクモト
「テンダロインステーキ200。
あとスープ。<CLEAR>

あ、店員じゃないの。<END>
<TEXT: 9>
ウエキ
「え、精霊の話？ああ、あの話ならおもしろいかな。昔々、今のような....。<CLEAR>

<CLESS>: 「それなら最初の部分だけ知ってます。続きが知りたいんですよ。世界が滅んだあとにできた国の王様に月の精霊様が捕まったところから。<CLEAR>

ウエキ

「ああ、え~と....。月の精霊様を見つけた兵士は悩んだあげく、精霊様を助けることにしたんだ。

国家への反逆は極刑に値するけど、兵士の精霊様に対する想いはそれをはねのけた。国家に恨みを持つ者の助けもあって、

兵士は精霊様を見事助けだしたんだ。しかし国王は執拗に兵士を追いかけてきた。結界の中に安住の地などあるはずもなかった。

兵士はここでかけをした。結界の外に出ようと。精霊様の力なら毒が充満している外でもきられる、兵士は自分の命をかけて精霊様を

助けようとしたんだ。<CLEAR>

おいらが知ってるのはここまで。ごめんね。<END>
<TEXT: 10>
ウエキ
「ここは食料店だけど、食事を作ってくれたりもするんだ。<END>
<TEXT: 11>
ユウちゃん
「ムッキー！！！<END>
<TEXT: 12>
ヤス
「ぼくがかいたグラフィック、カットされたのが多いんだよね~。<END>
<TEXT: 13>
キンパラ
「ピヨピヨ~。<END>
<TEXT: 14>
ハッシー
「サウンドドライバーはぼくが作ったんだ。<END>
<TEXT: 15>
マリちゃん
「キャラクターは私が描いたのよ。<END>
<TEXT: 16>
「この店って何でこんなに人が多いんだろ？<END>
<TEXT: 17>
「おや、あんたバシリスクのうろこを持ってるじゃないか。<END>
<TEXT: 18>
でも少ないねぇ。五、六枚あればいい薬になるんだけど。<CLEAR>

ところで......。<CLEAR><END>
<TEXT: 19>
一日ここで泊まって待ってておくれよ。代金はただでいいからさ。<CLEAR>

<green text>泊まりますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 20>
「そうか....。<END>
<TEXT: 21>
「さっそく村中に知らせなくては。<END>
<TEXT: 22>
宿屋の主人
「<CLESS>さ~ん、エドワードさんが来たよ~。<END>
<TEXT: 23>
エドワード
「君たちか。貴重なうろこを譲ってくれるというのは。<CLEAR>

<KLARTH>: 「エドワードさんですね。実はこれを......。<END>
<TEXT: 24>
<CLESS>.<MINT>: 「モリスンさん！！？<END>
<TEXT: 25>
「エドワードさん？ああ、ここに来たよ。バシリスクのうろこを欲しがってあちこち尋ねてるみたいだったね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ、あの傷の特効薬になるという？<CLEAR>

「そうそう、よく知ってるねぇ。最近はまとまった量はなかなか手に入らないんだよ。<CLEAR>

<MINT>: 「バシリスクって何ですか？<CLEAR>

「0漠に住む恐ろしい怪物さ。薬に使えるうろこが取れること自体がまれでね。エドワードさんが言づけていったよ。

バシリスクのうろこを持った人がいたら教えてくれって。飛んでやってくるそうだよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 26>
ところで......。<CLEAR><END>
<TEXT: 27>
「いらっしゃい。泊まるかね？
一晩45ガルドになりやすぜ。<END>
<TEXT: 28>
お客さん、お金足りないよ。<END>
<TEXT: 29>
ごゆっくり。<END>
<TEXT: 30>
「また来てくれよ。<END>
<TEXT: 31>
「いらっしゃい。何にしますか？<END>
<TEXT: 32>
「ありがとうございます。<END>
<TEXT: 33>
「らっしゃい。<END>
<TEXT: 34>
「どうも。<END>
<TEXT: 35>
「いらっしゃい。いい薬があるよ。<END>
<TEXT: 36>
「あんまり変りばえしないって？よけいな世話だよ。<END>
<TEXT: 37>
「いらっしゃい。アルヴァニスタからの輸入品だよ。<END>
<TEXT: 38>
「らっしゃい。ここはミッドガルズとアルヴァニスタ中継地点みたいな町だから、いいのそろってるよ。<END>
<TEXT: 39>
「どうも~。<END>
<TEXT: 40>
テシミヤグラ
「らっしゃい。
え？何でこんな所に船乗りがいるかって？<CLEAR>

別にオレは船乗りじゃないよ。
これはファッションだよ。<END>
<TEXT: 41>
「ここから東にある洞窟は精霊様が住んでいるといわれているんだ。<CLEAR>

でも中は溶岩地獄。かなりの暑さらしいよ。<END>
<TEXT: 42>
「いや~、暑いね~。<END>
<TEXT: 43>
「エドワードっていう人なら、ここから南東のオアシスに行ったと思うよ。<END>
<TEXT: 44>
「エドワード？ああ、ここから北のオアシスに行ったよ。<END>
<TEXT: 45>
「いや~、休まるね~。<END>
<TEXT: 46>
「は？何じゃ？<CLEAR>

<CLESS>: 「ですから、エドワードという人がここに来ませんでしたか？<CLEAR>

「何？かたつむりがどうかしたか？<CLEAR>

<CLESS>: 「え？かたつむり？<CLEAR>

「今、エスカルゴと言ったではないか。<CLEAR>

<CLESS>: 「エドワード！一文字しか合ってないじゃないですか！<CLEAR>

「....冗談じゃ。エドワードならさらに北のオアシスへ行ったわい。<END>
<TEXT: 47>
「どうじゃ？えどっこは見つかったか？<CLEAR>

<CLESS>: 「エドワード！<END>
<TEXT: 48>
「あぢ~....。<END>
<TEXT: 49>
「エドワード？あの人ならオリーブヴィレッジに行ったよ。<CLEAR>

<MINT>: 「行き違いになっちゃったみたいだね。<CLEAR>

<CLESS>: 「<CLEAR>

いで戻ろう。<END>
<TEXT: 50>
<CLESS>: 「あのブッシュベイビーって....？<CLEAR>

「ああ、あれはみんなぼくの友達さ。<END>
<TEXT: 51>
ピロシ
「ムッキー、カッカしてる奴には水ぶっかける！<END>
<TEXT: 52>
カシワギ
「ピンクマン参上！<CLEAR>

ごめん、口癖なんだ。
名工ギースって知ってるか？『鉄拳ギース』って言って、こぶしで鋼を鍛えるって有名だったんだが、
どっかへ行っちまったんだ。<END>
<TEXT: 53>
サトー先
「暑いね。<CLEAR>

氷に包まれた大陸に町があるんだってさ。こんな暑い所からそこへ引っ越したいね。<END>
<TEXT: 54>
ヘーチくん
「おやじだ！<CLEAR>

エルフの集落の奥、トレントの森、エルフの聖域ヘイムダールには精霊様がいるんだ。超古代の古文書には伝説っぽく書いてあったけど、

本当に実在するんだよ。<CLEAR>

本当だよ。<END>
<TEXT: 55>
トヨダさん
「いつもお世話になっております。<CLEAR>

ギースさんは人目を避けて小島へ移り住んだっていう話ですよ。<END>
<TEXT: 56>
『ユウちゃん、ここに眠る。』

と書いてある。<END>
<TEXT: 57>
裏に『ごくつぶし』と書いてあった。<END>
<TEXT: 58>
「ここの薬は<speed:10>す.べ.て<speed:FF>、私の手作りよ。どう？すごいでしょ。<END>
<TEXT: 59>
「卵いらんかね~。産みたての卵だよ~。一つ80ガルドだよ~。<CLEAR>

<green text>卵を買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 60>
「どうも~。<END>
<TEXT: 61>
「お金足りないよ~。<END>
<TEXT: 62>
「それ以上持てないじゃん。<END>
<TEXT: 63>
「ありがとやんした~。<END>
<TEXT: 64>
剣士
「心頭滅却すれば火もまた涼し！<END>
<TEXT: 65>
剣士
「君、剣士か？この奥義書を買わぬか？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、奥義書！？<CLEAR>

剣士
「買ってはみたものの、私には使いこなせそうにない。<CLEAR>

どうだ？40000ガルドでよいが。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 66>
むぅ....。そうか。<END>
<TEXT: 67>
「金が足りぬぞ！<END>
<TEXT: 68>
<green text><CLESS>は鳳凰翔破斬を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「恩にきるぞ。<END>
<TEXT: 69>
「ここから東の溶岩地帯に塔があるじゃろ。あそこの中は灼熱地獄で、きて帰った者はおらんという話じゃ。

じゃがそれだけ価値のあるお宝が眠っているとも考えられるがな。フェッフェッフェ....。<END>
<TEXT: 70>
「熱0の洞窟の怪物は炎の弓を持っているらしいぜ。<END>
<TEXT: 71>
「この辺りは超古代の大国
オーディーンによって統治されたっていう話だ。しかし当時の戦争のせいで0漠の大陸に

なってしまったんだとさ。

考古学者から聞いたんだ。<END>
<TEXT: 72>
「秘密の言葉、
右.右下.下.左下.左.右.左.右.決定。<CLEAR>

他の人には内緒だよ。<END>
<TEXT: 73>
「秘密の言葉、
右下.下.左下.上.決定。<CLEAR>

他の人には内緒だよ。<END>
<TEXT: 74>
エドワード
「私の名字はモリスンだが。そんなにおどろいてどうしたのかね？<CLEAR>

<CLESS>.<MINT>: 「あああ<speed:10>、<speed:FF>あ<speed:10>、<speed:FF>あの<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ニ人とも変だぞ。<CLEAR><END>
<TEXT: 75>
エドワードさん、うろこの話の前にこの手紙を。<CLEAR>

エドワード
「グロムからの紹介？こんな所まで来るなんて訳ありか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「はい。
できれば話は部屋で......。<END>
<TEXT: 76>
エドワード
「ほぉ！レアード王子を助けたのは君たちだったのか。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ええ。その後捕まりましたがね。<CLEAR>

エドワード
「はっはっは！オチまでついてるのか。まあ、話はだいたいわかった。<CLEAR>

<KLARTH>: 「で、何か良い方法は？<CLEAR>

エドワード
「また指輪を見つけるよりも手っ取り早い方法があるぞ。<CLEAR>

この壊れた指輪、見た所相当強力な精霊と契約するためのもののようだ。だが、同じ物は二度と手に入らんだろう。

何しろ今は亡きドワーフ族とエルフの合作だからな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「つまり？<CLEAR>

エドワード
「ユミルの森に行ってみるといい。修復する方法がきっとあるはずだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「エルフたちの？！
とても入れませんよ！<CLEAR>

エドワード
「ルーングロムに頼めばいい。アルヴァニスタの紹介状があれば大丈夫だ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「はぁ。<CLEAR>

エドワード
「それじゃあバシリスクのうろこはありがたくもらっていくよ。私は戦争が起こるまでに仲間を集めて

ミッドガルズに向かうつもりだ。できれば......<CLEAR>

<KLARTH>: 「え？<CLEAR>

エドワード
「できれば君たちのような頼りになる者にも来て欲しいんだが、無理じいできることではないしな。<CLEAR>

それじゃ、またどこかでお会いしよう。<END>
<TEXT: 77>
<CLESS>: 「モリスンさん！<CLEAR><END>
<TEXT: 78>
モリスン
「まだ何か？<CLEAR>

<CLESS>: 「......これを見て下さい。きっと役に立ちますから。<END>
<TEXT: 79>
モリスン
「ずいぶん古びた本だね。
<speed:10>..........<speed:FF>ん？<CLEAR>

私の字....？え？私のサイン？<CLEAR>

<CLESS>: 「トリニクス.D.モリスン。この本をぼくに託してくれた人の名です。<CLEAR>

モリスン
「モリスンだって？<CLEAR>

<CLESS>: 「あなたの子孫です。ぼくは未来の世界から来たんです。<CLEAR>

モリスン

「......時間転移？

ふっ<speed:10>......<speed:FF>ははっ。
冗談はよしてくれ。
この私さえまだ研究中なのに。<CLEAR>

<CLESS>: 「だからきっとその研究が実って未来のモリスンさんが......！<CLEAR>

モリスン

「仮に君の言ったとおりだとしても、聞きたくはないな。<CLEAR>

<CLESS>: 「え？<END>
<TEXT: 80>
<MINT>: 「<MINT>さんにはまだ話していませんでしたけど、私と<CLESS>さんは100年後の未来から
時間転移してきたんです。<CLEAR>

<MINT>: 「ほえ？ってゆ~ことは、
つまり....<END>
<TEXT: 81>
<MINT>: 「あたし、100才もおばあちゃんなわけ？<CLEAR><END>
<TEXT: 82>
<MINT>: 「エドワードさんの子孫にあたる人の力で<speed:10>......<speed:FF><END>
<TEXT: 83>
モリスン
「君は戦争の結果を知ってるんだろう？この後に起こることや、行く末も......。
でも、私はすべてを知ってあきらめるようなことはしたくない。君だって、私の子孫とやらや親友を助けるために今ここにいるんだろう？

歴を変えるために！<CLEAR>

私だって同じ気持ちだ。たとえ無駄であっても！<CLEAR><END>
<TEXT: 84>
<CLESS>: 「ぼくはそこまでは言って......。<CLEAR>

モリスン

「いや、君も同じ気持ちのはずだ。今君がここにいることが<speed:20>、<speed:FF>何よりの証拠だ。<END>
<TEXT: 85>
<CLESS>: 「モリスンさん！<speed:10>........<speed:FF>ミッドガルズで待ってて下さい。きっとまた会いましょう！

ぼくたちも力になります！<CLEAR><END>
<TEXT: 86>
モリスン
「......未来に帰るアテはあるのかい？<CLEAR>

<CLESS>: 「それも解決しないといけないことなんです......。<CLEAR>

モリスン

「よし、今度会う時までに私が何とかしておこう。子孫にできて私にできないわけないからね。<END>
<TEXT: 87>
モリスン
「ふふ。本当は転移の研究はあきらめかけていたんだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「がんばって下さい！<CLEAR>

モリスン
「お互いにね。<END>
<TEXT: 88>
<KLARTH>: 「それじゃあ、<CLEAR>

いでアルヴァニスタに戻るか。<CLEAR>

ルーングロムさんにエルフの集落へ入るための許可証を頼まなくては。<END>
<TEXT: 89>
<CLESS>: 「暑いところだな~。<CLEAR>

<KLARTH>: 「こんな0漠だ。この町にエドワードさんがよらないわけがない。<CLEAR>

<MINT>: 「あ、あの人に聞いてみましょう。<END>
<TEXT: 90>
<CLESS>: 「すいません。<CLEAR><END>
<TEXT: 91>
「何か？<CLEAR>

<CLESS>: 「この町にエドワードという人が来ませんでしたか？<CLEAR>

「エドワード？ああ、この前までそんな旅人がいたっけ。<CLEAR>

<CLESS>: 「それでその人は今どこに？<CLEAR>

「何か<CLEAR>

ぎの用事があるとかで町から出ていったけど....。たぶん今頃、町の南東にあるオアシスに行ってないかな。<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「今から行けば間に合うかもしれない。<CLEAR>

ごう。<END>
<TEXT: 92>
オリーブヴィレッジ<END>
<TEXT: 93>
<CLESS>: 「エドワードさん、ここに戻ったはずなんだけど....。<CLEAR>

<MINT>: 「またあの人に聞いてみましょう。<END>
<TEXT: 94>
<CLESS>: 「すいません。<CLEAR><END>
<TEXT: 95>
「何か？<CLEAR>

<CLESS>:「この間あなたに話したエドワードという人を見ませんでしたか？<CLEAR>

「ああ、数時間前に宿屋に入ってくのを見たよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとう。<END>
<TEXT: 96>
オリーブヴィレッジ<END>
<TEXT: 97>
<CLESS>: 「あ~....、よく寝た。<CLEAR><END>
<TEXT: 98>
<MINT>、おはよう。今朝は早いね。<END>
<TEXT: 99>
<CLESS>: 「<MINT>？<END>
<TEXT: 100>
<KLARTH>: 「やあ、おはよう....。<END>
<TEXT: 101>
<KLARTH>: 「ん？どうした？<END>
<TEXT: 102>
<MINT>: 「みんな、聞いて下さい。<CLEAR>

<CLESS>: 「どうしたの？<CLEAR>

<MINT>: 「ユグドラシルの樹を復活させる方法を考えていました。私の法術でなんとかならないかと....。

でも今の私の力ではどうにもなりません。<CLEAR>

<KLARTH>: 「で？<CLEAR>

<MINT>: 「白馬、ユニコーンの力を借りるのです。<CLEAR>

<CLESS>: 「ユニコーン？<CLEAR>

<MINT>: 「ユニコーンは法術師のあかし、この世界のどこかにいるはずです。<CLEAR>

<KLARTH>: 「しかし<speed:10>......<speed:FF>、ユニコーンに会えたとしても力を貸してくれるのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 103>
<MINT>: 「わかりません。
わかりませんけど....。<CLEAR>

<CLESS>: 「今はそれしか頼れないんだね、<MINT>。行こうよ、ユニコーンを捜しに！きっと見つかるよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 104>
<MINT>: 「<CLESS>さん、
ありがとう......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうと決まれば早速行動だ。<END>
<TEXT: 105>
<KLARTH>: 「<MINT>、起きろ！もう朝だぞ！<CLEAR>

<MINT>: 「あん....、もうちょっと....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「起きろって！！<END>
<TEXT: 106>
<MINT>: 「みんな早起きだね~。どうしたの？<END>
- BANK 21 -
<TEXT: 0>
<KLARTH>: 「よし。精霊を召喚しよう。<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「ここは....？<CLEAR>

<KLARTH>: 「もしかして、ここで精霊を召喚するのか？<CLEAR>

<MINT>: 「そうですよ！部屋も四つあります。<CLEAR>

<KLARTH>: 「よし。君たちはここで待っててくれ。<END>
<TEXT: 2>
モーリア坑道地下<Control:801F>階<END>
<TEXT: 3>
   ~モーリア坑道跡~
 アルヴァニスタ王の許可無き者
 入るべからず<END>
<TEXT: 4>
<green text>レバーがあります。切り替えますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 5>
『右通路、地下三階への階段あり』
と書かれている。<END>
<TEXT: 6>
「あれ？何かこのたいまつ、レバーみたいだ。<CLEAR>

<greentext>
たいまつを動かしますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 7>
「ここだけ火が灯ってない....。<END>
<TEXT: 8>
『上上下下左右左右』
と書かれている。<END>
<TEXT: 9>
「ここのたいまつだけ火が灯ってない....。<CLEAR>

上の階のスイッチだったたいまつとは違うみたいだ。<END>
<TEXT: 10>
『欲すれば遠ざかれ』
と書かれている。<END>
<TEXT: 11>
「素手でこの壁を崩すのは無理だな......。<END>
<TEXT: 12>
<green text>スイッチがあります。押しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 13>
『行き止まり』
と書かれている。<END>
<TEXT: 14>
『水を司る精霊ウンディーネ
北海の孤島にたたずむ』<END>
<TEXT: 15>
と書かれている。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ウンディーネはもう契約しているな。<END>
<TEXT: 16>
<CLEAR>

<KLARTH>: 「北海の孤島と言えば、ベネツィアの北にある無人島のことだな。船長に頼んで連れていってもらおう。<END><TEXT: 17>
『炎を司る精霊イフリート
熱0の洞窟にさまよう』<END>
<TEXT: 18>
と書かれている。<CLEAR>

<KLARTH>: 「イフリートはもう契約しているな。<END>
<TEXT: 19>
<CLEAR>

<KLARTH>: 「熱0？0漠といえばフレイランドしかないが....。<END>
<TEXT: 20>
『地を司る精霊ノーム
精霊の洞窟に居を構える』<END>
<TEXT: 21>
と書かれている。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ノームはもう契約しているな。<END>
<TEXT: 22>
<CLEAR>

<KLARTH>: 「精霊の洞窟はベルアダムの東にある洞窟だ。行ってみるしかないか....。<END>
<TEXT: 23>
<CLEAR>

<KLARTH>: 「精霊の洞窟という名前は聞いたことがないな。アルヴァニスタで聞いてみたほうがいいな。<END>
<TEXT: 24>
『風を司る精霊シルフ
嘆きの谷に舞う』<END>
<TEXT: 25>
と書かれている。<END>
<TEXT: 26>
<CLEAR>

<KLARTH>: 「シルフはもう契約しているからな。<END>
<TEXT: 27>
<CLEAR>

<KLARTH>: 「アルヴァニスタ王の許可はもらった。許可証もある。<CLEAR>

見張り
「許可証~？どれ、見せてみろ。<CLEAR>

ふむ、確かにアルヴァニスタ国の許可証....。しかしずいぶん古い型の許可証だなぁ。年代ものだぞ、

こりゃ。

まあいい、通っていいぞ。<END>
<TEXT: 28>
<CLEAR>

<KLARTH>: 「アルヴァニスタ王の許可はもらった。許可証もある。<CLEAR>

見張り
「あ、これは失礼しました。どうぞお通り下さい。<END>
<TEXT: 29>
帰りたまえ。<END>
<TEXT: 30>
見張り
「君、許可なく入っちゃいかん。<END>
<TEXT: 31>
<green text>どの精霊を召喚しますか？

1.イフリート 2.ノーム

3.シルフ   4.ウンディーネ<normal coloured text><END>
<TEXT: 32>
<green text>その精霊はすでに召喚されています。<normal coloured text><END>
<TEXT: 33>
<green text>精霊がいます。入れ替えになりますが、よろしいですか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 34>
<green text>その精霊は既に<END>
<TEXT: 35>
北<END>
<TEXT: 36>
東<END>
<TEXT: 37>
南<END>
<TEXT: 38>
西<END>
<TEXT: 39>
の方角に召喚しています。移動してもよろしいですか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 40>
？？？
『誰じゃ、わしを呼び出すのは！？<END>
<TEXT: 41>
<KLARTH>: 「な、何だ？誰がしゃべっているんだ！？<END>
<TEXT: 42>
？？？
『石盤の元へ来るのだ！<END>
<TEXT: 43>
<CLESS>: 「あれは....、もしかしてマクスウェル！？<END>
<TEXT: 44>
<KLARTH>: 「あなたが......、マクスウェルですか？<CLEAR>

マクスウェル
『いかにも。ぬしらか、わしを呼んだのは？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだ。<CLEAR>

マクスウェル
『して、何用じゃ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ルナと契約するための指輪を探している。奥に続く扉を開けてもらいたい。<CLEAR>

マクスウェル

『なるほどのぅ。<CLEAR>

奥は宝物庫じゃ。ぬしが探している物もあるかもしれぬ。<CLEAR>

だが、その前に己の強さを示せぃ！<END>
<TEXT: 45>
マクスウェル
『ぐうぅぅぅ......。さ、さすがに、言うだけはあるのぅ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「さぁ、奥の扉を開けてくれ。<CLEAR>

マクスウェル
『よ、よかろう。<CLEAR>

ほっほっほ。お前たち、気に入ったぞ。わしもお前たちの力になってしんぜよう。では、契約を。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ほ、本当か！？す、すごい！四大精霊を統率しているマクスウェルと契約できるなんて！<CLEAR>

<MINT>: 「ありがとう、おじいちゃん'heart'<CLEAR>

マクスウェル

(お、おじいちゃん........。<CLEAR>

『うぉっほん！で、ではターコイズの指輪を前に。<END>
<TEXT: 46>
<KLARTH>: 「我、今、分子の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 47>
<green text><KLARTH>は<Item:0A08>を召喚できるようになりました。<END>
<TEXT: 48>
<MINT>: 「どの精霊をどこに召喚すればいいんでしょう？<END>
<TEXT: 49>
<MINT>: 「なぞなぞはちょっと......。<END>
<TEXT: 50>
<CLESS>: 「ここは敵がいないみたいだから、ゆっくり考えようよ。<END>
<TEXT: 51>
見張り
「数年前にドワーフ族の遺跡が見つかってな。地下九階に入口があるそうだ。<END>
<TEXT: 52>
見張り
「たいていの冒険者は地下五階でつまるらしいぞ。<END>
<TEXT: 53>
「だめだ。全く動かない。<END>
<TEXT: 54>
「くそ！隠し通路があると思うんだが、見つからない！<END>
<TEXT: 55>
「へえ~、こういう仕組みだったのか....。<END>
<TEXT: 56>
「う~ん、この部屋は何かありそうなんだけど....？<END>
<TEXT: 57>
「扉の奥の部屋にあるボタンは見つけたか？あれさえ押せれば下に行けると思うんだが....。<END>
<TEXT: 58>
<CLESS>: 「<MINT>じゃないとこの石盤に書かれた文字は読めないよ。<END>
<TEXT: 59>
<CLESS>: 「これは......？<END>
<TEXT: 60>
<KLARTH>: 「この石盤は......。<CLEAR>

<MINT>: 「文字？が刻まれてますよ。<END>
<TEXT: 61>
<KLARTH>: 「読めん。<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
<KLARTH>: 「よ、読めるのか？！<CLEAR>

<MINT>: 「プライマル.エルヴン.ロアー。これは古代エルフ族の言葉だからわかんなくても仕方ないよ。<END>
<TEXT: 63>
<MINT>: 「あたしはエルフのハーフなんだから、知ってて当然なの！もしかしてあたしをパーだと思ってない？<END>
<TEXT: 64>
<KLARTH>: 「ま、まあ怒るな。で、どういう意味なんだ？<CLEAR>

<MINT>: 「ぶぅ。ちょっと待ってみそ。<END>
<TEXT: 65>
<MINT>: 「『死を暗示する方位には破壊を司る者を招くがよい<CLEAR>

『命の息吹を感じたならそこは誕を司る者の場所である<CLEAR>

『逝く者に涙する乙女は死を左手に感ずる場に招かれよ<CLEAR>

『風は乙女と向かい時の流れのように等しくみなに吹き抜ける<CLEAR>

って書いてあるよ。<END>
<TEXT: 66>
<MINT>: 「地水火風の精霊をどこかに召喚すれば扉が開くってことなのかなぁ？<CLEAR><END>
<TEXT: 67>
<KLARTH>: 「召喚する場所っていってもなぁ....。<END>
<TEXT: 68>
<KLARTH>: 「地水火風の精霊？まだ全部契約してないぞ....。<CLEAR>

<MINT>: 「アルヴァニスタで精霊の居場所について何か聞けるんじゃないですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだな。<END>
<TEXT: 69>
「私はアルヴァニスタ軍の救援物資隊です。物資の供給をやってますが、一般人は全額負担していただきます。<CLEAR>

何がお入り用で？<END>
<TEXT: 70>
「なにぶん規則なもので。<END>
<TEXT: 71>
「ここはドワーフ遺跡調査隊のベースキャンプだ。あなたたちも休んでいくといい。<END>
<TEXT: 72>
「自然にできたのか人工物なのかわからないのだが、遺跡群の中央には巨大な空洞ができているんだ。ドワーフ族はそこに居住区などを

造ったようだね。<END>
<TEXT: 73>
「 物が強くてなかなか進めないよ。<END>
<TEXT: 74>
「ドワーフ族は不思議なアイテムを作る器用な部族なの。<END>
<TEXT: 75>
見張り
「あなたも探検家ですか？ドワーフ族の遺跡の入口はここから北東の部屋にありますよ。<END>
<TEXT: 76>
「この下が新しく発見されたドワーフ族の遺跡群だ。<END>
<TEXT: 77>
「どうかご無事で。<END>
<TEXT: 78>
「ここで休むことができます。休みますか？<END>
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<TEXT: 0>
熱0の洞窟<END>
<TEXT: 1>
浸食洞<END>
<TEXT: 2>
精霊の洞窟<END>
<TEXT: 3>
<green text>スイッチがあります。押しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 4>
<green text>レバーがあります。切り替えますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 5>
<green text>スイッチがあります。押しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 6>
？？？
『だれじゃ！？わらわの眠りを妨げるものは！！<CLEAR><END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: 「だ、誰だ！？<END>
<TEXT: 8>
ウンディーネ
『貴様らか！！<END>
<TEXT: 9>
ウンディーネ
『ゆ、許してたもれ....。望みは何じゃ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「お前と契約を結びたい。<CLEAR>

ウンディーネ
『......いいであろう。アクアマリンの指輪を出すがよい。<END>
<TEXT: 10>
<KLARTH>: 「我、今、水<END>
<TEXT: 11>
<green text><KLARTH>は<Item:0708>を召喚できるようになりました。<END>
<TEXT: 12>
「溶岩のカギを使おう。<END>
<TEXT: 13>
「カギがかかっている。<END>
<TEXT: 14>
『封印を解かんと欲するならば、キーワードとなる言葉を。<CLEAR>

1.ケ 2.ス 3.キ 4.ア<END>
<TEXT: 15>
1.ク 2.ラ 3.ザ 4.イ<END>
<TEXT: 16>
1.ル 2.リ 3.カ 4.イ<END>
<TEXT: 17>
1.チ 2.ド 3.ナ 4.ン<END>
<TEXT: 18>
扉は開かれん。<END>
<TEXT: 19>
違う！<END>
<TEXT: 20>
意味はあるが、違う！<END>
<TEXT: 21>
「あ~、いた~。<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「ここは......？<END>
<TEXT: 23>
ノーム
『誰だ~、ぼくのなわばりに入るのは~！！<END>
<TEXT: 24>
ノーム
『まいったよ~ん。<CLEAR>

<KLARTH>: 「よし、では契約を結ぼう。<CLEAR>

ノーム
『ルビーの指輪がいいのら~。<END>
<TEXT: 25>
<KLARTH>: 「我、今、地<END>
<TEXT: 26>
<green text><KLARTH>は<Item:0808>を召喚できるようになりました。<END>
<TEXT: 27>
の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 28>
<CLESS>: 「これが......、
イフリート......。<CLEAR>

イフリート
『わしに何かようか！？<CLEAR>

<KLARTH>: 「あなたと契約を結びたい。<CLEAR>

イフリート
『ふふ....。貴様ら、いい目をしているな。よかろう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「本当か？<CLEAR>

イフリート
『わしに勝利することができたらな！！<END>
<TEXT: 29>
イフリート
『むぅぅ....。
岩をも焼き尽くすわしの炎に耐えうるとは......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「では契約を結ぼう。<CLEAR>

イフリート
『......よかろう。ガーネットの指輪を出すのだ。<END>
<TEXT: 30>
<KLARTH>: 「我、今、火<END>
<TEXT: 31>
<green text><KLARTH>は<Item:0908>を召喚できるようになりました。<END>
<TEXT: 32>
「迷子~、迷子~。<END>
<TEXT: 33>
「ぼく~、迷子なんだ~。みんなの所へ~連れてってよ~。<CLEAR>

<green text>連れて行きますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 34>
「連れてって~。<END>
<TEXT: 35>
「ありがと~。<END>
<TEXT: 36>
「一人~足りない~。お前~知らないか~？<CLEAR><END>
<TEXT: 37>
何だ~？やる気か~？<CLEAR>

<green text>戦いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 38>
つまんない~。<END>
<TEXT: 39>
「ムダムダムダムダ~。<END>
<TEXT: 40>
「あれ~？何で警報がなるの~？<END>
<TEXT: 41>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 42>
<green text><MINT>は<Item:D907>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 43>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 44>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 45>
<green text><MINT>は<Item:D707>を覚えました。<normal coloured text><END>

<TEXT: 46>

でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 47>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 48>
<green text><MINT>は<Item:DB07>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 49>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 50>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 51>
<green text><MINT>は<Item:E007>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 52>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 53>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
<green text><MINT>は<Item:DE07>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 55>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 56>
<green text><Item:F60C>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 57>
<CLESS>: 「これ....、何に使うものだ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ただの指輪だろ？<CLEAR>

<CLESS>: 「でも何でこんな所に？<END>
<TEXT: 58>
<CLESS>
「な、何だ？火花が出たぞ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「へえー、おもしろいな。それがあれば遠隔操作ができるかもしれないぞ。<END>
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<TEXT: 0>
マザーコンピュータールーム<END>
<TEXT: 1>
コモンルーム<END>
<TEXT: 2>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 3>
<green text><MINT>は<Item:DF07>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 4>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 5>
<CLESS>
「さびついていて開かない。<END>
<TEXT: 6>
<CLESS>
「開きそうなんだけど......、だめだ。<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>
「何だろ、これ？スイッチがたくさんあって......。<CLEAR>

<MINT>
「細長い穴もありますね。<CLEAR><END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「一体どうすれば......？<CLEAR>

<KLARTH>
「ちょっと待て。もしかしてさっきのトランプをその細長い穴に入れれば......。<END>
<TEXT: 9>
『カード認識。セキュリティシステム解除。<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>
「い、今しゃべったぞ！？誰かいるのか？<CLEAR>

<MINT>
「でも人の気配なんてないじゃん？<END><TEXT: 11>
<CLESS>
「何だろ、これ？スイッチがたくさんあって......。<CLEAR>

<MINT>
「細長い穴もありますね。<END>
<TEXT: 12>
「<Item:190C>を使おう。<END>
<TEXT: 13>
「だめだ。カギが合わない。<END>
<TEXT: 14>
「カギがかかっている。<END>
<TEXT: 15>
「開いた。<END>
<TEXT: 16>
<CLESS>
「ん？これは......。<CLEAR>

<MINT>
「とらんぷ？<CLEAR>

<MINT>: 「変な模様......。古代人もトランプして遊んだのかなぁ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そんなもの、いらんだろ？さっさと行くぞ。<CLEAR>

<green text>トランプを持っていきますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 17>
<green text>トランプを手に入れました。<END>
<TEXT: 18>
<CLESS>
「これは一体......？<CLEAR>

<KLARTH>
「かなり特殊な装置のようだな。<END>
<TEXT: 19>
<CLEAR>

<CLESS>: 「な、何だ！？<END>
<TEXT: 20>
<KLARTH>
「これは......？<CLEAR><END>
<TEXT: 21><END>
<TEXT: 22>
『セレクト.オブジェクション
1.タイムワープ
2.メディカル.トリートメント<END>
<TEXT: 23>
3.精霊アスカについて<END>
<TEXT: 24>
都市機能システムダウン、現在整備中につき、タイムワープはできない。<CLEAR><END>
<TEXT: 25>
<CLESS>
「今から102年後の5月21日、地下墓地の一番奥だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 26>
エネルギーが不足。都市機能回復の必要性有り。決定権は市長にあるが、死亡が確認されている。よって決定権はあなたたちにある。<CLEAR>

<MINT>: 「一体どういうこと？<CLEAR>

<KLARTH>
「よくわからんが、その都市機能を回復させないと時間転移ができないということらしいな。<CLEAR>

『都市機能を回復させるか？<END>
<TEXT: 27>
音声確認。これより都市機能を回復させる。トール市民に警告、トール市民に警告......。<CLEAR><END>
<TEXT: 28>
<CLESS>: 「な、何かとんでもないことしてるんじゃないか！？<END>
<TEXT: 29>
『音声確認。新陳代謝超促進光、照射。<END>
<TEXT: 30>
<MINT>:「え、え？けがが治ってる....。<CLEAR>

<KLARTH>:「す、すごい......。
何て科学力だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 31>
『音声確認。データベース検索
<speed:10>............................<speed:FF>

検索終了。
精霊アスカについて。
認識番号RS232ーC

精神世界の住人。
エネルギー源は太陽光内に含まれる紫外線が主。
ある一定の電波に弱い。
太陽暦2543年8月23日12時56分、トールにて捕獲。ニ年に渡る調査で出された結論は

『精神世界の住人は我々物質世界とは次元が異なる為調査は不可能』

その後、超低温超高圧室内にて保管、現在に至る<END>
<TEXT: 32>
。<CLEAR><END>
<TEXT: 33>
。<CLEAR><END>

<TEXT: 34>
。<CLEAR>

<KLARTH>: 「よくはわからんが、どうやらアスカはここにいるらしいな....。<CLEAR>

オズよ。精霊アスカを解放してくれないか？<CLEAR>

『音声確認。第3ブロックを一時的に封鎖。保管室401号の扉を開きます。<END>
<TEXT: 35>
<KLARTH>
「これが......、精霊アスカ....。<CLEAR>

アスカ

『あなたたちですか、私を解放してくれたのは....。<CLEAR>

<KLARTH>
「ああ。今世界は危機的状況におちいっている。あなたの力を貸してもらいたい。<CLEAR>

アスカ

『状況は大体わかっています。力になりましょう。ではトパーズの指輪を出して下さい。

いにしえの契約を結びます。<END>
<TEXT: 36>
<KLARTH>
「我、今、光の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 37>
<green text><KLARTH>は<Item:0D08>を召喚できるようになりました。<END>
<TEXT: 38>
『メインシステム起動。
バイオロム.チェック。<END>
<TEXT: 39>
『マザーコンピュータルームへようこそ。私はオズ、トールシティの全機能をサポートしている。使用目的を選択せよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 40>
『音声認識。タイムワープ.デバイスドライバー起動。
反重力エネルギーチェック
<speed:20>........................<speed:FF><END>
<TEXT: 41>
エネルギー確認。相対年数を述べよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 42>
『音声確認。時間転移先空間座標、安全条件クリア。メインプロセス開始。乗員は所定の位置に移動せよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「行こう、みんな！！<END>
<TEXT: 43>
『乗員確認。反物質エネルギー解放<speed:20>................<speed:FF>。
ワームホール発、ベビーユニバース確認。
タイムワープオペレーションシステム.オールグリーン。<CLEAR>

タイムワープ.スタート<END>
<TEXT: 44>
『プロセス終了を確認。<END>
<TEXT: 45>
『不法侵入者発見、直チニ排除セヨ不法侵入者発見、直チニ排除セヨ<END>
<TEXT: 46>
<CLESS>
「敵が何か落としていったみたいだけど....。<END>
<TEXT: 47>
<CLESS>
「これは契約の指輪だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 48>
<green text><Item:BB0B>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 49>
『いらっしゃいませ。<END>
<TEXT: 50>
『ホログラフィテレビ表示。<END>
<TEXT: 51>
<CLESS>:「な、何だあれは？<CLEAR>

<KLARTH>:「幻影....？<CLEAR>

なるほど、あれが電子投影装置か。<CLEAR>

<MINT>:「電子....、何ですか？<CLEAR>

<KLARTH>:「超古代文明の古文書で見たことがあるんだ。超古代人は電気の力を活のあらゆる箇所で利用していたということだ。この電子投影装置、古代人は『テレビジョン』と呼んでいたらしいけどな。<CLEAR><END>
<TEXT: 52>
『チャンネルを選んで下さい。<END>
<TEXT: 53>
『チャンネル1<CLEAR>

ナムコ
スーパーファミコン用ソフト
テイルズオブファンタジア
好評発売中！！<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
『チャンネル4<CLEAR>

ああ....。ゴロウさん、もう私たちおしまいなのね....。<CLEAR>

そんなことあるものか！ハナコさん、オレたちの愛は永遠のはずだ！！<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
『チャンネル8<CLEAR>

ゴーーーーール！！！！グランドパッス.エイト、3点目ーーー！
レナルド選手、ハットトリック達成！！！<CLEAR><END>
<TEXT: 56>
『チャンネル12<CLEAR>

12月2日のニュースをお伝えします。トップニュースは政局です。<CLEAR>

今日午後2時頃、フェンリル王国とオーディーン共和国の軍事境界線で激しい戦闘がありました。<CLEAR>

フェンリル王国ラルフ一世国王とオーディーン共和国ミツモリ大統領との和平宣言は三日で崩れたことになります。

これを受けてトール.ガルガ大統領は次のように述べています。<CLEAR>

『私としてはこの紛争はあくまで話し合いで解決して欲しいと思っています。しかし最終手段として、空爆も辞さない考えです。

ガルガ大統領の軍事介入発言はこれからも議論を呼びそうです。<CLEAR>

次のニュースです。
トール国営科学研究所はこのほどサミエル彗星の軌道は地球をかすめる程度で、落下する危険はないと
発表しました。記者会見の模様が届いています。<CLEAR>

『当初は都市トールに落下するのでは、という話もありましたが、あれは全くのデマです。スーパーコンピュータがはじき出した

計算結果によれば、彗星の尻尾は地球をかすめる程度で、何ら影響はないということです。<CLEAR><END>
<TEXT: 57>
<MINT>:「わあぁ<speed:10>........<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>:「ここ、本当に海の底なんですか？<CLEAR>

<MINT>:「あ、上に海がある！<END>
<TEXT: 58>
<KLARTH>:「おい、遠くに行くなよ！<END>
<TEXT: 59>
<KLARTH>:「方法はわからんが、水の圧力に耐えられるくらい頑丈な見えない壁で囲まれているんだ。<CLEAR>

<CLESS>:「時間転移装置なんて、本当にあるんだろうか......？<CLEAR>

<KLARTH>: 「とりあえず、トールが沈んでいるのは本当だったんだ。偉大な 術師の言葉を信じるしかないだろう？<END>
<TEXT: 60>
<CLESS>:「ど、どうやらおさまったみたいだ。<CLEAR>

<KLARTH>:「しかし何という科学力だ......。大陸を持ち上げてしまうなんて

....。<END>
<TEXT: 61>
<CHESTER>:「これが時間転移装置か......。<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
<CLEAR>

ハリソン
「おお......、これは......。<END>
<TEXT: 63>
<CLESS>: 「目的は時間転移だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 64>
ハリソン
「時代は今からきっかり50年後、未来のトーティス村だ。<CLEAR><END>
<TEXT: 65>
<CLESS>: 「ここは....。<END>
<TEXT: 66>
<CLESS>:「な、何だあれは！？<END>
<TEXT: 67>
<KLARTH>:「これは....、トールにあんな建物あったか？<CLEAR>

<MINT>: 「まだお昼なのに外は夜....。<CLEAR>

<MINT>:「これもトールの技術ってやつかもね。<CLEAR>

<KLARTH>:「もしかしてこれがトールの昔の姿....。<END>
- BANK 24 -
<TEXT: 0>
<KLARTH>: 「うう、さみ~。宿屋で一休みしよう。<END>
<TEXT: 1>
常闇の町 アーリィ<END>
<TEXT: 2>
宿屋『スプラッターハウス』<END>
<TEXT: 3>
武具屋『午前3時』<END>
<TEXT: 4>
道具屋『うしみつ時』<END>
<TEXT: 5>
喫茶『寝坊』<END>
<TEXT: 6>
「いらっしゃい。お泊まりですか？一晩70ガルドになります。<END>
<TEXT: 7>
ごゆっくり。チェックアウトは明日の九時です。<END>
<TEXT: 8>
すいません。お金が足りません。<END>
<TEXT: 9>
「また来て下さい、旅の方。<END>
<TEXT: 10>
「いらっしゃい。<END>
<TEXT: 11>
「どうも。<END>
<TEXT: 12>
「いらっしゃい。薬も扱っています。<END>
<TEXT: 13>
「ありがとうございます。<END>
<TEXT: 14>
「喫茶『寝坊』へようこそ。食料も扱ってるよ。<END>
<TEXT: 15>
「ありがとう。また来て下さい。<END>
<TEXT: 16>
「あなたもコーヒーいかが？暖まるわよ。<END>
<TEXT: 17>
「私たちはアルヴァニスタの調査隊です。この闇の原因を究明するために派遺されました。<END>
<TEXT: 18>
「この闇は数年前に現れました。ダオスが現れたのと同じ時期なので、やはり奴の仕業かと....。<END>
<TEXT: 19>
「この町はもともと鉱山夫の休憩所だったんだ。人口も数百人にのぼったんだけど、闇に覆われてからはすっかりすたれてしまったよ。<END>
<TEXT: 20>
「ここから北西の洞穴はもともと鉱山の穴だったんだ。でもダオスが現れた時に山が一つ破壊されてね。鉱山も無くなってしまった。<END>
<TEXT: 21>
「いや~、暖まるねぇ。ここの店のコーヒーはまた格別うまい<END>
<TEXT: 22>
！<END>
<TEXT: 23>
！<CLEAR>

あれ？君、<CLESS>君じゃないか？アルヴァニスタ王国から連絡を受けているよ。ダオスの居場所を探しているとか。<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ。何か手がかりはありませんか？<CLEAR>

「いや~。我々調査隊もここの闇地帯が怪しいと思っているのだが、何も手がかりが出てこないんだよ。 <CLEAR>

<CLESS>: 「そうですか......。<CLEAR>

「すまんね。<CLEAR>

そうそう。オレが倒した 物からこの紋章を手に入れたんだが、何かの役に立つかもしれない。ぜひ持っていってくれ。<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、ありがとうございます。<CLEAR>

<green text><Item:160C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 24>
「う~、さぶ~。温泉にでも入りたいな~。忍者の里には冷え性に効く温泉があるんだとよ。一度入りたいねぇ~。

え？忍者の里？トレントの森の奥にあるっていう話だけど。<END>
<TEXT: 25>
「さみ~。こんな時に見張りなんてついてないぜ。<CLEAR>

外の気温がマイナス20度を越えた時、スターダストっていう虫がどこからか飛んでくるそうだ。冬なのにだよ？不思議だよね。<END>
<TEXT: 26>
「ここら辺は 物が多くてね。<END>
<TEXT: 27>
女剣士
「修行なんてやってられるかよ！<END>
<TEXT: 28>
女剣士
「お前剣士か？この奥義書買わねえか？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、奥義書！？<CLEAR>

女剣士
「修行の旅に出てみたものの、もう嫌になっちまった。もう田舎に帰るよ。

どうだ？50000ガルドでいいよ。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 29>
ちぇ。これが売れないと帰れないんだよ。<END>
<TEXT: 30>
「金が足りないよ。<END>
<TEXT: 31>
<green text><CLESS>は鳳凰天空破を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

女剣士
「ありがとう！これで田舎に帰れるよ。<END>
<TEXT: 32>
「雪の精霊の使いスターダストはね、一日しかきられないの。はかなさと美しさを兼ね備えた最高のき物よね。<CLEAR>

え？契約を結べるかって？そうじゃないわよ。ものすごい寒い日の朝、空中にキラキラした星みたいなのが漂うのよ。

それをスターダストって言うの。<END>
<TEXT: 33>
「オリジンは伝説の精霊なんかじゃない。伝説を伝説と納得したらおしまいだよ。やっぱり夢、ユメ、YUMEだよ。夢をもたなきゃ！<END>
<TEXT: 34>
「いらっしゃい。<CLEAR>

闇の精霊をこの大陸で見たっていう人がいたわ。ホントかしら？<END>
<TEXT: 35>
「ぶつぶつ......。<CLEAR>

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定、

上.上.決定、下.下.決定。<END>
<TEXT: 36>
「<CLESS>殿、<CLESS>殿はおられますかー！？<END>
<TEXT: 37>
<CLESS>: 「あなたは？<CLEAR>

隊員
「私はアルヴァニスタ調査隊情報部の者です。実は鉱山跡で巨大な城を見たという人がいたのです。<CLEAR>

<CLESS>: 「巨大な城？<CLEAR>

隊員
「はい。鉱山跡は途中で山の中腹に出るのですが、そこから巨大な城が見えたと....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「なるほど、怪しいな。<CLEAR>

<CLESS>: 「よし、行ってみよう。<CLEAR>

隊員

「鉱山跡はここから北西の方角にあります。<CLEAR>

では、私はこれで。<END>
<TEXT: 38>
<green text>法術士のあかしのイヤリングを手に入れました。装飾品として装備できます。<normal coloured text><END>
<TEXT: 39>
<KLARTH>: 「う~、さみ~。ストーブ、ストーブ....。<END>
<TEXT: 40>
<CLESS>: 「どうしたの、<MINT>？<END>
<TEXT: 41>
<MINT>: 「<CLESS>さん、あの......、話があるんです。宿屋の裏で待ってますから、

荷物を置いたら来て下さいね。<CLEAR>

<CLESS>: 「え、あ、はぁ....。<END>
<TEXT: 42>
<MINT>: 「あれ？<MINT>はどうしたの？<CLEAR>

<CLESS>: 「......散歩だってさ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何もこんな寒いところでしなくても......。う~、さぶ~。<END>
<TEXT: 43>
<KLARTH>: 「どうした？<CLESS>。<CLEAR><END>
<TEXT: 44>
<CLESS>: 「え？いや....。<CLEAR>

ちょ、ちょっと散歩に行ってくる....。<END>
<TEXT: 45>
<MINT>: 「あたしも！<CLEAR><END>
<TEXT: 46>
<CLESS>: 「ひ、一人で行きたいんだ。<END>
<TEXT: 47>
<MINT>: 「へーんなの。<CLEAR>

<KLARTH>: 「<CLESS>までこんな寒い中を....。若いってのはいいことだね。<CLEAR>

<MINT>: 「おじんくさいこと言わないでよ。まだ三十路にもなってないのに。<CLEAR>

<KLARTH>: 「へいへい。<END>
<TEXT: 48>
<KLARTH>: 「さて、時間もあるし何をしようか....。<END>
<TEXT: 49>
<MINT>: 「どうしたの？<CLEAR>

<KLARTH>: 「何、ちょっとしたイタズラさ。<END>
<TEXT: 50>
<KLARTH>: 「オリジンよ。お前には未来や過去を私たちに見せる力があるのではなかったか？<CLEAR>

オリジン

『......確かに時の剣を使えば可能だが、未来を知ることは許されぬぞ？

過去を少しだけ、のぞくくらいであれば構わないが。<END>
<TEXT: 51>
<MINT>: 「イタコ状態？<END>
<TEXT: 52>
オリジン
『あるじの願いとあってもこれは一度、特別だ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「一回だけか。<END>
<TEXT: 53>
<KLARTH>: 「すまん。部屋から出てくれないか？<CLEAR>

<MINT>: 「何で？<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
<KLARTH>: 「いいから！<CLEAR>

<MINT>: 「何なのよぉ、みんなして！<END>
<TEXT: 55>
オリジン
『で、何が見たいのだ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「........。<CLEAR>

オリジン
『は？<CLEAR><END>
<TEXT: 56>
<KLARTH>: 「........。<CLEAR>

オリジン

『え？あぁ、わかった。わかったけど、召喚する時みたいに大きい声で言ってくれよ。<CLEAR>

では......。<END>
<TEXT: 57>
<MINT>: 「何、見てんのよ？<CHESTER>。<CLEAR>

<CHESTER>: 「あのニ人をのぞくんだろ。性格疑っちまうぜ。<END>
<TEXT: 58>
<MINT>: 「何さ！<CLEAR>

<CHESTER>: 「何だよ。<END>
<TEXT: 59>
<MINT>: 「あんたってあたしと性格正反対よね。<CLEAR>

<CHESTER>: 「その方がいいだろ。<CLEAR>

<MINT>: 「いちいちつっかかるわねぇ。<CLEAR>

<CHESTER>: 「どっちが！だいたいお前は初めて見た時から......。<CLEAR><END>
<TEXT: 60>
<MINT>: 「<speed:10>......ミタトキカラ<speed:FF>？<END>
<TEXT: 61>
<CHESTER>: 「何でもねぇよ。<END>
<TEXT: 62>
<MINT>: 「ね、外行こ。<CLEAR>

<CHESTER>: 「いいよ、オレは。<CLEAR>

<MINT>: 「来て。ほらほら<END>
<TEXT: 63>
<CLESS>: 「ごめん、待った？<CLEAR>

<MINT>: 「ううん。<CLEAR>

<CLESS>: 「一人で出てくるタイミングがなかなかなくて......。<END>
<TEXT: 64>
<CLESS>: 「となり......、いい？<CLEAR>

<MINT>: 「ええ。<END>
<TEXT: 65>
<CLESS>: 「で、話って<speed:10>......<speed:FF>何？<CLEAR>

<MINT>: 「これを見て......。<END>
<TEXT: 66>
<CLESS>: 「これは......。<END>
<TEXT: 67>
<CLESS>: 「......これは......イヤリング？<CLEAR>

？？？
「それを壁にかざして......。
あなたならきっと館から出られるわ......。<CLEAR>

<CLESS>: 「ちょ、ちょっと待って！
あなたは......。<CLEAR>

......とにかくイヤリングをかざしてみよう。<END>
<TEXT: 68>
<MINT>: 「このユニコーンの飾りがついたイヤリング、珍しいでしょ？<CLEAR>

この世にニつとない、私のお母さんが身につけていた法術師のあかし
<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 69>
<MINT>: 「お母さんは、もう<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 70>
<CLESS>: 「<speed:10>......<speed:FF>ごめん<speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR><END>
<TEXT: 71>
<MINT>: 「謝らないで。あの時<CLESS>さんがウソをついてくれなかったら、私きっと取り乱して

迷惑かけてた......。<CLEAR><END>
<TEXT: 72>
<CLESS>: 「<MINT><speed:10>......<speed:FF>。<CLEAR>

<MINT>: 「本当に<speed:10>......<speed:FF>ありがとう<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 73>
<MINT>: 『<MINT>......。<CLEAR>

<CHESTER>: 『おい、もう戻ろうぜ。また雪も降ってきたし....。<CLEAR>

<MINT>: 『も、もうちょっと....。<END>
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<TEXT: 0>
ヴォルトの洞窟<END>
<TEXT: 1>
炎の塔<END>
<TEXT: 2>
『我らは炎の塔を守護する者、お前たちの力を試させてもらうぞ！<END>
<TEXT: 3>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 4>
<green text><MINT>は<Item:E107>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 5>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 6>
「完全に固定されて動かないや。<END>
<TEXT: 7>
『昇り階段のある部屋の右側に隠し通路有り』と書いてある。<END>
<TEXT: 8>
<green text>レバーがあります。切り替えますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 9>
「このレバー壊れてる。<END>
<TEXT: 10>
<green text>レバーがあります。倒しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 11>
『 力による転換
氷は炎へ その逆もしかり
命を守るカギとなろう』
と書かれている。<END>
<TEXT: 12>
「固く閉ざされている。<END>
<TEXT: 13>
『見張り在中』と書かれている。<END>
<TEXT: 14>
「『この階に秘密の......』
すり減っていて読めないな。<END>
<TEXT: 15>
『風は無、地は源、
水は破滅、火は力』
と書かれている。<END>
<TEXT: 16>
『非常口』と書かれている。<END>
<TEXT: 17>
「あれ？見えない壁がある......。<END>
<TEXT: 18>
<CLESS>: 「こいつがヴォルトなのか？<CLEAR>

ヴォルト
『&S7)%+)0(F+I！！<CLEAR>

<KLARTH>: 「な、何言ってるんだ？こいつは。<CLEAR>

ヴォルト
『H'heart'2IOU>788'heart'%)&！！！<END>
<TEXT: 19>
<KLARTH>: 「何とかおとなしくなったか。では契約を結ぶぞ。私の言っていることがわかるか？<CLEAR>

ヴォルト

『9&=)H&H%3J......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ま、まあいい......。<CLEAR>

<CLESS>: 「でもどの契約の指輪を使うんでしょうね？<CLEAR>

<KLARTH>: 「う......。<CLEAR>

ぜ、全部並べてみよう。<END>
<TEXT: 20>
<KLARTH>: 「我、今、雷の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、サードニックスの指輪が光りだした......。<END>
<TEXT: 21>
<green text><KLARTH>は<Item:0E08>を召喚できるようになりました。<END>
<TEXT: 22>
？？？
『我が名はフラムベルク。<CLEAR>

炎の剣を持ち去るというか。あれにはオーディーン様の魂が宿っておられる、決して渡すわけにはいかぬ！ <END>
<TEXT: 23>
フラムベルク
『ぬぅ......。お、お前たちなら我が命、預けてもいいだろう。<CLEAR>

さあ、受け取るがいい。炎の剣を！<END>
<TEXT: 24>
<green text><Item:430C>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<CLESS>: 「な、何だ？
頭に直接話かけて......。<END>
<TEXT: 25>
フラムベルク
『ははは、強い、強い気を感じるぞ！<CLEAR>

そなたの体の中にある秘めたる力を引き出してやろうではないか！<END>
<TEXT: 26>
<CLESS>: 「あ、頭に何かが注ぎこまれているようだ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 27>
<green text><CLESS>は虚空蒼破斬を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 28>
<CLESS>: 「<MINT>、取ってきてくれよ。<CLEAR>

<MINT>: 「言うと思った....。<END>
<TEXT: 29>
<CHESTER>: 「<MINT>~、
ネコババするなよ~。<CLEAR><END>
<TEXT: 30>
<MINT>: 「うっさいなぁ！
するわけないでしょ！<END>
<TEXT: 31>
<MINT>: 「はい、<CLESS>！！<CLEAR>

<CLESS>: 「そ、そんなに怒らなくても....。<CLEAR>

<MINT>: 「ふ~んだ！<CHESTER>なんて
大っっっっきらい！！<CLEAR>

<CHESTER>: 「けっ！
誰が好きだなんて言った！？<END>
<TEXT: 32>
<CLESS>: 「どうした？<MINT>。<CLEAR>

<MINT>: 「何でもない！！<END>
<TEXT: 33>
<green text><Item:CD0C>と<Item:E90B>を手に入れました。<normal coloured text><END>
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<TEXT: 0>
ミゲール剣術道場<END>
<TEXT: 1>
聖レニオス教会<END>
<TEXT: 2>
武具屋『爆裂』<END>
<TEXT: 3>
宿屋『ミゲールINN』<END>
<TEXT: 4>
アイテムショップ『便邪眠』<END>
<TEXT: 5>
ミゲールの町<END>
<TEXT: 6>
神父
「自然と共に人としてあるがままにきること、それが大地母神マーテルの教えです。<END>
<TEXT: 7>
シスター
「あなたたちは旅の方かしら？神の御加護がありますように......。<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとう。<END>
<TEXT: 8>
「らっしゃ~い。<END>
<TEXT: 9>
「ありがとやんした~。<END>
<TEXT: 10>
「いらっしゃい。お泊まりですか？一晩50ガルドになりますよ。<END>
<TEXT: 11>
ゆっくりしていって下さい。<END>
<TEXT: 12>
すいません。お金が足りませんよ。<END>
<TEXT: 13>
「また来て下さいね。<END>
<TEXT: 14>
「あ~、釣りがしてぇ。<END>
<TEXT: 15>
「らっしゃい。<END>
<TEXT: 16>
「おおきに。<END>
<TEXT: 17>
「え？この石像？これ売り物なの。<CLEAR>

100,000,000ガルドよ。誰も買う人いないけどね。<END>
<TEXT: 18>
<CLESS>: 「これって......、トーティス村の宿屋にあった石像じゃ......？<CLEAR>

<CHESTER>: 「だな。<END>
<TEXT: 19>
「ぶつぶつ......。<END>
<TEXT: 20>
「マーテル様、どうか世界をお守り下さい......。<END>
<TEXT: 21>
「道場が狭いので、外で練習してます。<END>
<TEXT: 22>
「先代のミゲール師匠がいた頃は今よりもっと大きい道場だったらしいね。<END>
<TEXT: 23>
「ユークリッドの都では武術大会が毎日のように開かれているらしいよ。ダオスを倒せる戦士を捜すためだって。<END>
<TEXT: 24>
「気合、気合~！！<END>
<TEXT: 25>
「ここら辺りは 物も少なくて助かります。<END>
<TEXT: 26>
「オレ、科学者になりたいんだ。ユークリッドの科学研究所で働きたいな。<END>
<TEXT: 27>
受付嬢
「ようこそ、ミゲール剣術道場へ。入会しますか？それとも見学しますか？体験入会もありますよ。<END>
<TEXT: 28>
師範
「最近何か練習の数が増えてきたな。<END>
<TEXT: 29>
師範
「ユークリッドの武術大会目当ての人が多く来ているよ。結構な優勝賞品がもらえるらしいぜ。<END>
<TEXT: 30>
「えいっ！<END>
<TEXT: 31>
「とうっ！<END>
<TEXT: 32>
「はっ！<END>
<TEXT: 33>
「やっ！<CLEAR>

秘密の言葉、
左.右.右上.左下.決定。<CLEAR>

他の人には内緒だよ。<END>
<TEXT: 34>
「チェストー！！<END>
<TEXT: 35>
「たぁ~、とぉ~、とりゃぁ~。<END>
<TEXT: 36>
「君、いい腕っぷしだな。ここでさらに鍛えてみないか？今なら安くしておくよ<END>
<TEXT: 37>
。<END>
<TEXT: 38>
。<CLEAR>

<CLESS>: 「いえ、結構です。<CLEAR>

「それじゃあ奥義書を買わないか？今なら20000ガルドと格安だ。<CLEAR>

<green text>奥義書を買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 39>
そりゃ残念。<END>
<TEXT: 40>
お金が足りないよ。これ以上はまけられないな。<END>
<TEXT: 41>
<green text><CLESS>は鳳凰天翔脚を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「どうも！これからもミゲール剣術道場をよろしく！<END>
<TEXT: 42>
「もう、おじいちゃんたら無理するからこういう目にあうのよ。<CLEAR>

おじいちゃん武術大会に出るって聞かないのよ。<END>
<TEXT: 43>
「いてててて....。
こ、腰が......<END>
<TEXT: 44>
。<END>
<TEXT: 45>
。<CLEAR>

お、あんた剣士じゃな。そこのタンスの中の物をやろう。わしゃもうこんな状態じゃから捨てようと思っとったんじゃ。<END>
<TEXT: 46>
「やーい、ここまでおいでー！<END>
<TEXT: 47>
「お兄ちゃん、宿屋で走っちゃだめ！<CLEAR>

あなたも走っちゃだめだよ。<END>
<TEXT: 48>
「この世には、いにしえに封印された 法や召喚獣があるとか。一度見てみたいものだね<END>
<TEXT: 49>
。<END>
<TEXT: 50>
。<CLEAR>

あれ、君 法使い？呪文書譲ってやろうか。攻撃 法の中ではそんなに強くないものだけどね。<CLEAR><END>
<TEXT: 51>
<green text><MINT>は<Item:D407>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 52>
「こんなウワサがあります。トレントの森で精霊オリジンを見たという人がいるのです。あれは超古代の伝説だと思っていたのですが、

やはり実在するのでしょうか？<END>
<TEXT: 53>
「やあ、君たち冒険者だね。これを売ってやろう。フードサックLサイズだ。30000ガルドでいいよ。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 54>
「これ、相当いいものだよ。<END>
<TEXT: 55>
「お金が足りないよ。<END>
<TEXT: 56>
<green text><Item:530D>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

「毎度！<CLEAR>

これで当分は楽して暮らせるな。<END>
<TEXT: 57>
<CLESS>: (村は変わってもこの橋だけは残っているな......。<END>
<TEXT: 58>
「これは......、奥義書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 59>
<green text><CLESS>は 神双破斬を覚えました。<END>
<TEXT: 60>
練習
「危ないなぁ。邪 するなよ。<END>
<TEXT: 61>
<CHESTER>: 「ここが未来のトーティスなのか？<CLEAR>

ハリソン
「ここはミゲールという町です。<CLEAR>

<CLESS>: 「ぼくの父さんの名前が村の名前に......？<CLEAR>

ハリソン
「この南ユークリッド大陸にはダオスはなぜか攻撃をしてこないんです。
ですからこの辺りにいる限りは安全だと思います。<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
<KLARTH>: 「ベネツィアは大丈夫なのか？<CLEAR>

ハリソン
「はい。まずは船でアルヴァニスタに向かいましょう。国王に会って話を聞いてもらいたいのです。

私は先にベネツィアに行って船の手配をします。準備がととのいしだい来て下さい。<END>
<TEXT: 63>
<CLESS>: 「よし、これからは常に五人で行動しよう！<END>
<TEXT: 64>
<green text>これからはパーティーが五人になりますが、戦闘は四人までしか参加できません。<CLEAR>

パーティーの入れ替えはステータスの隊列モードで行って下さい。<normal coloured text><END>
- BANK 27 -
<TEXT: 0>
<MINT>: 「<CLESS>、行くよ~。<END>
<TEXT: 1>
<MINT>: 「やったじゃん！<END>
<TEXT: 2>
<MINT>: 「だめだね。もう一回やる？<END>
<TEXT: 3>
<KLARTH>: 「誰かがこのスイッチの上にのっていたら扉が開くんだろう？私がここでのっててやるから
先に行ってはどうだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 4>
<green text>誰にのっていてもらいますか？
 1.<KLARTH>:  2.<MINT>:  3.<MINT><normal coloured text><END>
<TEXT: 5>
「あ！<END>
<TEXT: 6>
ダオスの城<END>
<TEXT: 7>
「『逆』と書かれている。<END>
<TEXT: 8>
「『上下右左下上』と書かれている。<END>
<TEXT: 9>
<CLESS>: 「手鏡と鏡がお互いを映し出して......。<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「手鏡が光ってる......。<CLEAR>

鏡の中から敵が！！<END>
<TEXT: 11>
<CLESS>: 「手鏡と鏡がお互いを映し出して......。<END>
<TEXT: 12>
<CLESS>: 「手鏡と鏡がお互いを映し出して......。<END>
<TEXT: 13>
<CLESS>: 「もう一回やってみよう。<END>
<TEXT: 14>
<CLESS>: 「これはモーリア坑道の石盤と同じ文字？<CLEAR>

........<MINT>、読める？<END>
<TEXT: 15>
<MINT>: 「左右対称のスイッチを下の方から同時に押せ、だってさ。<CLEAR>

<CLESS>: 「え？<CLEAR><END>
<TEXT: 16>
<MINT>: 「<CLESS>、あたしと一緒にやろ。<END>
<TEXT: 17>
「黄金のカギを使おう。<END>
<TEXT: 18>
「カギがかかってる......。<END>
<TEXT: 19>
<MINT>: 「これは......四方八門封印術の紋章ですね。<CLEAR>

<CLESS>: 「？<CLEAR>

<MINT>: 「これは、四人が四つの方角に向いて念じることをカギとした封印のことです。<END>
<TEXT: 20>
<KLARTH>: 「この扉には四方八門封印術の紋章が刻まれている。四人が四つの方角に向いて念じることを

カギとした封印のことだ。<END>
<TEXT: 21>
<CLESS>: 「開いたぞ！<END>
<TEXT: 22>
<KLARTH>: 「四方八門封印術の紋章が....！<CLEAR>

<CLESS>: 「？<CLEAR>

<KLARTH>: 「これは、四人が四つの方角に向いて念じることをカギとした封印のことだ。<END>
<TEXT: 23>
『合わせ鏡で道は開かれん』と書かれている。<END>
<TEXT: 24>
<green text><Item:CC0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 25>
<green text><Item:2C0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 26>
<green text><Item:2D0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 27>
<green text><Item:CE0B>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 28>
「この花瓶の花、薬草だ。<CLEAR>

<green text><Item:AC0C>と<Item:AD0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 29>
<green text><Item:2D0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 30>
<green text><Item:2C0C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 31>
<green text>隠しスイッチがあります。押しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 32>
<green text>隠しスイッチがあります。押しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 33>
<CLESS>: 「あれ？一人足りないような......。<END>
<TEXT: 34>
<CLESS>: 「この下って確か......。<CLEAR>

<MINT>: 「そうですよ！
<MINT>さんなら....。<CLEAR>

<CLESS>: 「<MINT>、<MINT>！<CLEAR>

<MINT>: 「上から呼ぶの、だ~れ？<CLEAR>

<CLESS>: 「ホウキで昇ってこいよ！！<END>
<TEXT: 35>
<CLESS>: 「でっかい穴だなぁ。下の階からの吹きぬけになってるみたいだ。<END>
<TEXT: 36>
『ただでこの宝をやるわけにはいかないなぁ。<CLEAR>

貴様の魂と引き換えだ！！<END>
<TEXT: 37>
<CLESS>: 「ダオス、ついに見つけたぞ！！<CLEAR>

覚悟しろ！ここですべての決着をつけてやる！！<CLEAR>

ダオス
「<speed:10>................<speed:00>。<CLEAR>

<CLESS>: 「どうした、怖じ気づいたか！？<CLEAR>

ダオス
「私にはお前たちと戦う理由がない。なぜ私に剣を向ける？<CLEAR>

<CLESS>: 「お前にはなくてもぼくたちにはあるんだ！<END>
<TEXT: 38>
ダオス
「笑止！しょせんお前たちもミッドガルズの手先というわけか。<CLEAR>

降りかかる火の粉は振り払わねばなるまい。<CLEAR>

<CLESS>: 「ダオス、覚悟！！<END>
<TEXT: 39>
<CLESS>: 「逃げられた<speed:10>......<speed:FF>。
ちくしょう！！<CLEAR>

<MINT>: 「<CLESS>さん......。
どうすればいいの？<END>
<TEXT: 40>
<KLARTH>: 「<speed:10>........<speed:FF>いつまでもここにいても仕方がない。戻ろう。<END>
<TEXT: 41>
『ダオス様には、指一本触れさせん！！！<END>
<TEXT: 42>
<MINT>: 「あん、何やってるのよ~。同時にボタン押さなきゃだめだよ。<END>
<TEXT: 43>
<MINT>: 「誰かと替わりますか？<CLEAR><END>
<TEXT: 44>
 1.<KLARTH>:  2.<MINT>:  3.<MINT>:  4.誰もスイッチにのせない。<END>
<TEXT: 45>
<MINT>: 「誰かと替わるの？<CLEAR><END>
<TEXT: 46>
<KLARTH>: 「誰かと替わるのか？<CLEAR><END>
<TEXT: 47>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 48>
<green text><MINT>は<Item:DE07>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 49>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 50>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 51>
<green text><MINT>は<Item:E007>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 52>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 53>
歴に名を残す大戦
~ヴァルハラ戦役~<CLEAR>

本来重要な立場にいたはずの人物 エドワード.D.モリスン<END>
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<TEXT: 0>
見張り
「すまぬが、ここから先はまだ調査中なのだ。早々に立ち去られよ。<END>
<TEXT: 1>
<MINT>: 「<CLESS>さん、無事ですか！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ああ、ぼくなら大丈夫。さあ、行こう。<END>
<TEXT: 2>
<MINT>: 「もう、一時はどうなるかと思っちゃった。<END>
<TEXT: 3>
<CHESTER>: 「<CLESS>、無事だったか。<END>
<TEXT: 4>
<KLARTH>: 「<CLESS>、どうやらあの 法陣は特殊なアイテムが無いと通れないらしいな。<END>
<TEXT: 5>
「調査隊から話は聞いています。どうぞお通り下さい。<END>
<TEXT: 6>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 7>
<green text><MINT>は<Item:E507>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 8>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 9>
<green text>剣で扉をこじ開けました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「素手じゃ無理か......。<END>
<TEXT: 11>
<green text>レバーがあります。倒しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 12>
「固く閉ざされている。<END>
<TEXT: 13>
<KLARTH>: 「これは......、五方十門封印術の紋章だな。前回とは違って今度は五人いないとだめだぞ。<CLEAR><END>
<TEXT: 14>
よし。それじゃあ四人が東西南北に向いて、残り一人が真ん中でそれぞれ念じるんだ。<END>
<TEXT: 15>
<CLESS>: 「開いたぞ！<END>
<TEXT: 16>
みんなを助けに行かなくては
......。<END>
<TEXT: 17>
「固く閉ざされている。<END>
<TEXT: 18>
<green text>レバーがあります。倒しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 19>
『この階に隠し通路有り』と書かれている。<END>
<TEXT: 20>
<CLESS>: 「ここらしいですね。でも城なんてどこにも......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。だがルーングロムさんの話から察するに、やはり時の狭間に城を隠してこの世界からは

見えないようにしたんじゃないか？そして奴の操る 物が出入りする時のみ、姿を現す....。<CLEAR>

<MINT>: 「とすると、
時の剣を使って......？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そう。時を操る剣だから、ダオスの城を見えるようにできるというわけだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「よし、やってみよう！<END>
<TEXT: 21>
<CLESS>: 「時の剣よ！ダオスの城を時の狭間から引き出してくれ！！<END>
<TEXT: 22>
<KLARTH>: 「よし、推測通りだ！こんなにうまくいくとは思わなかったな。<CLEAR>

<CLESS>: 「ところで、どうやってあそこまで行くんだ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「あ。<END>
<TEXT: 23>
<KLARTH>: 「風が強すぎてレアバードじゃ無理だな......。<CLEAR>

<CLESS>: 「あれ....、
時の剣が白く輝いて......。<END>
<TEXT: 24>
『はっはっはっは！我ら四兄弟を倒さないと、先に進めないぞ！！<END>
<TEXT: 25>
『ふっふっふっふ！我ら四兄弟を倒さぬ限りは、先に進めぬぞ！！<END>
<TEXT: 26>
『ほっほっほっほ！私たち四兄弟を倒さないと、先には進めませんわよ！！<END>
<TEXT: 27>
『ひっひっひっひ！我ら四兄弟を倒さねぇと、先に進めねぇぞ！！<END>
<TEXT: 28>
<CLESS>: 「よかった。無事だったか。<END>
<TEXT: 29>
『ギヒヒヒヒヒ、よくここまでこれたものだな。だが貴様らの命もここまでなんだよ！！<END>
<TEXT: 30>
『来たか、下等な物たちよたちよたちよ。<END>
<TEXT: 31>
『お前たちにはにはには、この世で最も美しい光景景景、血みどろの死を与えようようよう！<END>
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<TEXT: 0>
<CLESS>: 「一体どうなってるんだ......？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ダオスの時を操る力に時の剣が共鳴して、呼び寄せられたのか....？<END>
<TEXT: 1>
『終わりより、始まる。』と書かれている。<END>
<TEXT: 2>
<CLESS>: 「これは......、このフロアの地図が描いてある。
この図によると......、
下へ降りる階段のある部屋に隠し通路があるようだ！<END>
<TEXT: 3>
<green text>レバーがあります。切り替えますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 4>
<CLESS>: 「ダオス！今度こそ、本当の決着をつけてやる！！<CLEAR>

ダオス
「ふふふ......。貴様らがここまで来るとは、たいしたものだな。敬意を表して、

伝説の勇者とでも呼ばせてもらおうか。<CLEAR>

<CHESTER>: 「ふざけるな！！お前が今までやってきたことを後悔させてやるぜ！！<CLEAR>

<MINT>: 「待って！<END>
<TEXT: 5>
<KLARTH>: 「<MINT>、近づくな！！<CLEAR>

ダオス
「何だ？この期におよんで命乞いか？<CLEAR>

<MINT>: 「あなたに、聞きたいことがあるんです。前にあなたは、私たちとは戦う理由がないと言いました。

なぜ......ですか？<END>
<TEXT: 6>
ダオス
「お前たちは 科学に携わる者ではないからだ。<CLEAR>

<MINT>: 「なぜ 科学はいけないのですか？<CLEAR>

ダオス

「 科学はマナの力をことごとく使い果たしてしまう！！私は、 科学を使う人間を

抹殺しなければならないのだ。<CLEAR>

<CLESS>: 「なぜだ！？世界を滅ぼしてまで何をしようっていうんだ！？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ただ自然を守りたいからなのか？<CLEAR>

ダオス
「ふふ<speed:10>....<speed:FF>、はははは......。ただ自然を守りたいから？私が自然崇拝者に見えるかね？

私はただマナの力が欲しいだけのこと！！<CLEAR>

<CHESTER>: 「そのマナの力を使って世界を支配しようとしているのか！？<CLEAR><END>
<TEXT: 7>
ダオス

「はははは、私はこんな星に4味はない。私は大いなる実りを手に入れるという使命があるのだ！！

邪 はさせん！！<CLEAR>

<CHESTER>: 「大いなる実り？<CLEAR>

<CLESS>: 「例えどんな使命であっても、人を虫けらみたいに扱うお前だけは許せない！！<CLEAR>

ダオス
「どうとでも言うがいい！！<CLEAR>

行くぞ！！<END>
<TEXT: 8>
<CLESS>: 「ついに......、やったのか？<END>
<TEXT: 9>
ダオス
「ふ......ふっふっふ。わ、私の邪 はさせぬ！！わ、私を待ち望んでいる民のためにも......、

絶対に邪 はさせぬぞぉ！！<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「ゆ、床が！？<CLEAR>

ダオス
「ふはははは！障害物があってはつまらぬからな！全精力を振り絞って戦おうではないか！！<CLEAR><END>
<TEXT: 11>
母なる星デリス.カーラーンよ！
我の力を解放したまえ！！<END>
<TEXT: 12>
<CLESS>: 「今度こそ、やったか......？<END>
<TEXT: 13>
<CLESS>: 「まだ終わってない！<CLEAR>

<MINT>: 「待って、様子が変よ！<END>
<TEXT: 14>
ダオス
「く<speed:10>、<speed:FF>わ<speed:10>、<speed:FF>私は、放っておいてもすぐ死ぬ。だから......その前に聞いてくれ。

<speed:10>........<speed:FF>そもそもこの戦いは何だったのか......。<CLEAR>

<CLESS>: 「え！？<END>
<TEXT: 15>
『来たか、下劣なる者たちよたちよたちよ。<END>
<TEXT: 16>
『貴様たちにはこの世で最も華麗な運命命命、血まみれの死を与えようようよう！<END>
<TEXT: 17>
<green text>帰りますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 18>
<CLESS>: 「あれ？人数が足りない......。助けに行かないと。<END>
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<TEXT: 0>
水鏡ユミルの森<END>
<TEXT: 1>
<CLESS>: 「<CLEAR>

ごう！！<END>
<TEXT: 2>
白樺の森<END>
<TEXT: 3>
<CLESS>: 「<MINT>！<MINT>はどうしたんだ！？<CLEAR>

<MINT>: 「え？いや......その......。<CLEAR>

<KLARTH>: 「とにかく<CLEAR>

ごう！<END>
<TEXT: 4>
<MINT>: 「あたしは別な所を調べてみるから！<END>
<TEXT: 5>
「最近は人間の行き来も増えてきてね。アルヴァニスタ王もハーフエルフ以外の種族の出入りは無許可で行えるようにしたんだ。

ハーフエルフ以外はね。<END>
<TEXT: 6>
「あんたらは人間のようだな。<CLEAR>

森のリザードマンと戦うなら槍を使った方がいいぞ。<END>
<TEXT: 7>
<green text>アイテムがいっぱいでこれ以上持てません。<normal coloured text><END>
<TEXT: 8>
<green text>冬中夏草(とうちゅうかそう)を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 9>
<KLARTH>: 「ん？<CLEAR><END>
<TEXT: 10>
<MINT>: 「どうしたんですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「今、ピンク色のものが木の影にいたような......。<CLEAR>

<CLESS>: 「気のせいじゃないですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。そうかな？<END>
<TEXT: 11>
<MINT>:「この森から出るんだね？あ~あ、退屈だった。<END>
<TEXT: 12>
<KLARTH>: 「まずったな。オリジンがいる場所は、この森の奥に間違いないんだが......。
<MINT>: を連れて行くわけにはいかないしなぁ....。<CLEAR>

<CLESS>: 「かと言って置いていくわけにも......。<CLEAR>

<MINT>: 「いいよ。あたし待ってるから。<CLEAR>

<KLARTH>: 「今度こそ本当だろうな？<CLEAR>

<MINT>: 「たぶん。<END>
<TEXT: 13>
<KLARTH>: 「そうか、この先はハーフエルフは入れないんだ。<CLEAR>

しかし<MINT>を置いていくわけにはなぁ......。<CLEAR>

<MINT>: 「いいよ、あたし待ってるから。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうか。すまんな。<END>
<TEXT: 14>
衛兵
「何だ、お前たちは？ここから先はエルフ族しか入れない地域だ。
早々に立ち去るがよい。<CLEAR><END>
<TEXT: 15>
<CLESS>: 「許可はもらってあるよ。このエンブレムが証拠だ。<CLEAR>

衛兵

「それはアルヴァニスタ王国の紋章、確かに。通ってよし！<END>
<TEXT: 16>
<CLESS>: 「どうしてもだめ？<CLEAR>

衛兵<END>
<TEXT: 17>
「だめだ！<END>
<TEXT: 18>
「しつこい！<END>
<TEXT: 19>
<CLESS>: 「<MINT>たちを助けるんだ！<END>
<TEXT: 20>
<MINT>: 「あ、あたしはあっちに行ってみるから！<MINT>はそっちね！<CLEAR>

<MINT>: 「ど、どうしたの、<MINT>？<CLEAR><END>
<TEXT: 21>
<MINT>: 「あ、待って下さい！ねぇ！！<CLEAR>

行っちゃった......。<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「一度この森から出る？<END>
<TEXT: 23>
<CLESS>: 「<MINT>は？<CLEAR>

<MINT>: 「あ、連れてこないと......。<END>
<TEXT: 24>
<MINT>: 「きゃ！本当にいた......。<CLEAR><END>
<TEXT: 25>
かみつかないかしら？<END>
<TEXT: 26>
<MINT>: 「あの<speed:10>............<speed:FF>。<END>
<TEXT: 27>
ユニコーン
『あなたが来ることはわかっていました。何か用ですか？かわいらしいお嬢さん。<CLEAR><END>
<TEXT: 28>
<MINT>: 「....よ、よかった。
話せるんですね......。<END>
<TEXT: 29>
<MINT>: 「私の話を聞いて下さい。この世界の人々や、動物たちの命に関わる大切なことなんです......。<END>
<TEXT: 30>
<MINT>: 「行ってきます。<END>
<TEXT: 31>
<KLARTH>: 「この森か？角のえた白馬がいるっていうのは？<CLEAR>

<MINT>: 「たぶん<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 32>
<CLESS>: 「<MINT>、どうしたの？<CLEAR>

<KLARTH>: 「まぁ、<MINT>に何か考えがあるんだろうが......。<CLEAR>

<CLESS>: 「女性しか、しかも清らかな乙女にしか会わないなんて、ヤな馬だな。<CLEAR><END>
<TEXT: 33>
<MINT>: 「ウマじゃないです。ユニコーンですよ。<CLEAR>

<CLESS>: 「別にどっちだって......。<CLEAR>

とにかくこの森は安全そうだから、<MINT>とニ人で行っておいでよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 34>
<MINT>: 「あ、あたしも？私はちょっと<speed:10>......<speed:FF>。<END>
<TEXT: 35>
<MINT>: 「わ、わかったわよぉ。<MINT>、行こ。<END>
<TEXT: 36>
<KLARTH>: 「<speed:10>........<speed:FF>ひまだな。<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ニ人が戻ってきたら、オレたちも森の中を散歩してみようか。<CLEAR>

<CLESS>: 「そうですね。<END>
<TEXT: 37>
<KLARTH>: 「ところで......。<CLEAR>

<CLESS>: 「ところで？<CLEAR>

<KLARTH>: 「<CLESS>は<MINT>のこと、どう思っているんだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 38>
<CLESS>: 「どうって......、別に......。<CLEAR><END>
<TEXT: 39>
<KLARTH>: 「いや、何でもない......。<END>
<TEXT: 40>
<CLESS>: 「どうしたんですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「森の中に邪悪な気配が......！<CLEAR><END>
<TEXT: 41>
<CLESS>: 「えっ！？<END>
<TEXT: 42>
<MINT>: 「......というわけなんです。<END>
<TEXT: 43>
<MINT>: 「......疑っているんですか？<END>
<TEXT: 44>
<MINT>: 「私はこれ以上言えません。
けど......、信じて下さい！<END>
<TEXT: 45>
ユニコーン
『危ない！！<CLEAR>

「我ガ主人ノ名ハ、だおす。命令ニヨリ、貴様ノ魂ヲモライ受ケニ来タ！<END>
<TEXT: 46>
<CLESS>: 「<MINT>！！<END>
<TEXT: 47>
<CLESS>: 「<MINT>、大丈夫か！？<CLEAR>

<MINT>: 「私は大丈夫......。<END>
<TEXT: 48>
<MINT>: 「みんな大丈夫！？<CLEAR>

一体何があったの？<END>
<TEXT: 49>
<MINT>: 「しっかり......。<END>
<TEXT: 50>
ユニコーン
『さっきの話、信じます......。<CLEAR>

<MINT>: 「え？<CLEAR>

ユニコーン
『お嬢さんの心の中には一点の曇りもない......。<CLEAR>

私は姿を変えて、お嬢さんの力に、なりましょう......。<END>
<TEXT: 51>
<green text><Item:570C>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<KLARTH>: 「ユニコーンは法術の象徴....。それがあればユグドラシルが復活できるな！<CLEAR><END>
<TEXT: 52>
<MINT>: 「はい。ユニコーンホーンから聖なる力を、法術の聖なる力を感じます。<CLEAR>

<CLESS>: 「よし、じゃあ精霊の森に行こう！<CLEAR>

ところで......、<END>
<TEXT: 53>
<MINT>、何であんな所にいたんだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
<MINT>、どこに行っていたんだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
<MINT>: 「え、あ、あの......。あ、あたしじゃユニコーンに会えないだろうなぁなんて....。<CLEAR>

<CLESS>: 「はぁ？<CLEAR><END>
<TEXT: 56>
<MINT>: 「む、昔彼氏がいて....、
その......、<CLEAR>

<CLESS>: 「？？？？？<CLEAR><END>
<TEXT: 57>
<MINT>: 「う、うるさいな！
とにかくあたしじゃユニコーンに会えないってことなの！！
早く精霊の森に行こうよ！！<END>
- BANK 2B -
<TEXT: 0>
忍者の里<END>
<TEXT: 1>
お頭の家<END>
<TEXT: 2>
よろず屋『くりきんとん』<END>
<TEXT: 3>
乱蔵
「すずのことは気になさるな。これも忍者の家にまれた子のさだめ、厳しい掟が忍者の業を成り立たせるのじゃ。<END>
<TEXT: 4>
乱蔵
「これは<CLESS>殿、よくぞ参られた。すずの両親のことについては何と礼を述べてよいやら....。<CLEAR>

<CLESS>: 「い、いや、しかし、すずちゃんの両親はぼくが死なせてしまったようなもので....。<CLEAR>

乱蔵

「何も申されるな。我ら一族はあなた方を憎むどころか、すずの両親を救ってくれた恩人として

迎え入れるじゃろう。<CLEAR>

<CLESS>: 「乱蔵さん、ありがとうございます。<CLEAR>

乱蔵

「これは我ら一族の気持ちじゃ。受け取ってくだされ。<CLEAR>

<CLESS>: 「え、これって......。<CLEAR>

乱蔵

「奥義書じゃ。異国の旅のものがここを訪れた時、我らに預けていったものじゃ。

『世界に危機が訪れた時、一人の剣士がここを訪れるであろう。もしその剣士がたぐいまれなき能力の持ち主であれば、それを渡すがよい。これがその旅人の残していった言葉じゃ。そしておぬしが現れた。<CLESS>殿こそがこの奥義書を持つにふさわしいお方じゃ。<CLEAR><END>
<TEXT: 5>
<green text><CLESS>は獅子千裂破を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

乱蔵
「これからもがんばってくだされ。我々一族全員が、いや、世界中の人々があなた方を
応援してくれるじゃろう。<CLEAR>

<CLESS>: 「はい！！<END>
<TEXT: 6>
乱蔵
「よろしくお頼み申します。<CLEAR>

我々の調べではすずの両親はユークリッドの周辺にいるらしいということじゃ。<END>
<TEXT: 7>
すず
「気にしないで下さい。忍者は非情でなければならないのです。きっと父上も母上もわかってくれます。<END>
<TEXT: 8>
すず
「おじいちゃんに会って下さい。両親のことでぜひお礼がしたいって。<END>
<TEXT: 9>
すず

「父上も母上もきっとどこかできているはずです。<END>
<TEXT: 10>
「キー。<END>
<TEXT: 11>
おみよ
「お茶摘みやってるのよ。やっぱり緑茶が一番よね。<END>
<TEXT: 12>
おその
「お前さんら、異国のものかい。よくここに来れたねぇ。<CLEAR>

ここには珍しい道具があるでよ。本当は物々交換なんじゃが、最近はガルド通貨でも買えるようになったんじゃ。<END>
<TEXT: 13>
真蔵
「忍者は素早さが一番！<END>
<TEXT: 14>
おしん
「御両親が亡くなって、すずちゃん落ち込んでなきゃいいけど....。<END>
<TEXT: 15>
おしん
「すずちゃん....、
かわいそう....。
早く両親が見つからないかな。<END>
<TEXT: 16>
貫蔵

「ここの特産物っていったらお茶とみそとこんにゃくだな。<CLEAR>

でもみそはものすごい貴重品だから高いよ~。<END>
<TEXT: 17>
おしず

「本当は手裏剣とか戦闘で使いたかったんだけどねぇ。<END>
<TEXT: 18>
おかよ

「昔、異国の剣の達人がここを訪れたときに不思議な言葉を教えてもらったわ。

右.右下.下.左下.左.右.下.上.決定。一体何のことかしら？<END>
<TEXT: 19>
おさよ
「この村に伝わる童話を聞かせてやろう。<CLEAR>

昔々この村におじいさんとおばあさんが住んでいました。おじいさんは5へ洗濯に、おばあさんは山へ芝刈りに行きました。<CLEAR>

おや？おじいさんが山でおばあさんが5じゃったかのぅ？はぁ......、年はとりたくないのぅ。<END>
<TEXT: 20>
コロ吉
「我が輩はコロ吉なり。今忍者の修行中なりよ。<END>
<TEXT: 21>
仁蔵

「忍者って結構マルチタイプの戦士なんだ。巨大なガマガエルを召喚する召喚 法は使えるし、

火とんの術や水とんの術なんかの攻撃 法も使えるし、素早さはどの種族にも負けないし、飛び道具の扱いも得意なんだ。<END>
<TEXT: 22>
おちよ

「女の忍者は『くのいち』って呼ばれているのよ。<CLEAR>

なぜって？『女』っていう漢字を分けると『くノ一』になるからなの。<END>
<TEXT: 23>
彗蔵
「忍者の修行は厳しいでござるよ。<END>
<TEXT: 24>
おとみ

「飯を炊くのも修行のうちってね。女の修行は厳しいわ。<END>
<TEXT: 25>
おねよ
「いらっしゃい。何かお入り用で？<END>
<TEXT: 26>
「毎度おおきに。<END>
<TEXT: 27>
輩蔵

「よろず屋なんだから、武器とかも売ればいいと思うんだけど....。でも鍛冶の技術が

すたれてしまってね。もう武器が作れないんだよ。その内に、刀を剣に変えなければいけない日が来るかもね <END>
<TEXT: 28>
おきょう

「はようダオスを倒さへんと、とんでもないことになるで~、

ほんまに。

あんさんらも、ごっつ大変やな~。応援してるで~。<END>
<TEXT: 29>
おふゆ
「おや、おでんの材料を全部そろえたようだねぇ。どなべもちゃんとあるようだし。

どうだい？おでん食べてみないかい？<END>
<TEXT: 30>
そうかい....。残念だねぇ。あんなうまいもの、この世にニつとないのに。<END>
<TEXT: 31>
そうかい、そうかい。
それじゃあニ分の一刻ほど待っておれ。<END>
<TEXT: 32>
     30分後....<END>
<TEXT: 33>
おふゆ
「おや、おでんの材料を集めたようだねぇ。<CLEAR>

でもやっぱりおでんは『どなべ』で作らなきゃいい味はだせないんだよ。どなべを持ってきな。<END>
<TEXT: 34>
おふゆ

「わたしゃおでんを作るのが得意なんだよ。<END>
<TEXT: 35>
「私は絵師です。
しかし......、『これだ！！』という絵が描けません。どうしたらよいのでしょう？

活費も稼がなければならないのに....<END>
<TEXT: 36>
。<END>
<TEXT: 37>
。<CLEAR>

そうだ。私の絵を買いませんか？
30000ガルドでいいです。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 38>
そうですか....。<END>
<TEXT: 39>
お金が足りないよ。これ以上はまけられません。<END>
<TEXT: 40>
<green text>浮世絵を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

ありがとう。助かります。<END>
<TEXT: 41>
すず
「お帰りですか？お送りします。<CLEAR>

どこまで行きますか？

1.トレントの森(村の入口)

2.エルフの集落

3.ユミルの森の入口<END>
<TEXT: 42>
ゆっくりしていって下さいね。<END>
<TEXT: 43>
<MINT>: 「じゃあ、あたしは先に行ってるよ。ユミルの森の入口で待ってるから。<CLEAR>

じゃあね。<END>
<TEXT: 44>
すず
「それでは、行きますよ。<END>
<TEXT: 45>
<green text>完全回復しました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 46>
？？？
「ようこそ、忍者の里へ。私はすずといいます。忍者の里の頭領である私のおじいちゃんに

会って下さい。<END>
<TEXT: 47>
すず
「おじいちゃんはこの奥です。<CLEAR>

<CLESS>: 「ここが頭領の家か....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「何ていうか独特な雰囲気のある家だな....。<END>
<TEXT: 48>
<CLESS>: 「な、何だー！？<CLEAR>

<CHESTER>: 「おいおい....、穴の底に竹槍があるぞ....。<CLEAR>

すず

「ご、ごめんなさい。用心のために家の中にワナがたくさんあるのよ。<CLEAR>

<MINT>: 「そういうことは早く言ってよ！<END>
<TEXT: 49>
<CHESTER>: 「いいかげんにしてくれよな~。<CLEAR>

<CLESS>: 「た、たぶんもう大丈夫だよ....。<CLEAR><END>
<TEXT: 50>
<KLARTH>: 「<CLESS>、油断しない方が....！<END>
<TEXT: 51>
<MINT>: 「<CLESS>さん！<CLEAR>

<KLARTH>: 「言わんこっちゃない....。<END>
<TEXT: 52>
<MINT>: 「<CLESS>さん、大丈夫ですか？<CLEAR>

<CLESS>: 「あ、ああ....。<CLEAR><END>
<TEXT: 53>
？？？
「わしがこの忍者の里の長をやっとる服部乱蔵じゃ。すまないことをしたのぅ。<CLEAR><END>
<TEXT: 54>
すず！お客さんが来る時は仕掛けを外しておけとあれほど言っておいたではないか！<CLEAR>

すず
「ご、ごめんなさい....。<CLEAR><END>
<TEXT: 55>
<CLESS>: 「き、気にしないで下さい。<CLEAR>

乱蔵

「しかしそのままじゃ風邪をひいてしまうのぅ。温泉にでも入りなさい。話はそれからじゃ。<CLEAR><END>
<TEXT: 56>
<MINT>: 「わ~い、温泉、温泉~。<END>
<TEXT: 57>
<CLESS>: 「へえ~。これが温泉か。<CLEAR>

<CHESTER>: 「何か硫黄のにおいがするな。<END>
<TEXT: 58>
<KLARTH>: 「いいねぇ~。<END>
<TEXT: 59>
<MINT>: 「<MINT>、早くー！<CLEAR>

<MINT>: 「今行きます。<END>
<TEXT: 60>
<MINT>: 「気持ちいいですね。<CLEAR>

<MINT>: 「もう最高！<END>
<TEXT: 61>
<MINT>: 「あーーーーーー！！！！<CLEAR>

<MINT>: 「ど、どうしました！？<CLEAR>

<MINT>: 「<MINT>の胸、大きい~！！<CLEAR><END>
<TEXT: 62>
<MINT>: 「え、あ、か、からかわないで下さい！<CLEAR>

<MINT>: 「だって~、あたしぺったんこなんだもん。うらやましいな~......。<CLEAR><END>
<TEXT: 63>
<MINT>: 「もう！<END>
<TEXT: 64>
<CHESTER>: 「聞いたか？<CLEAR>

<CLESS>: 「何を？<CLEAR>

<CHESTER>: 「<MINT>たちの話をだよ！こりゃ見ない手はないな。<CLEAR><END>
<TEXT: 65>
<CLESS>: 「お、おい！やめとけよ！<END>
<TEXT: 66>
<KLARTH>: 「いいねぇ、若いってのは。<CLEAR>

<CLESS>: 「感心してる場合じゃないよ！<END>
<TEXT: 67>
<CLESS>: 「だからやめとけって......。<END>
<TEXT: 68>
乱蔵
「どうじゃ、さっぱりしたろう？<CLEAR>

<CLESS>: 「ええ、ありがとうございます。<CLEAR>

乱蔵

「世界を救う勇者殿に対する当然のもてなしじゃよ。遠慮はいらんて。うわさは聞いておる。

物の怪の長ダオス退治の旅をしておられるとか....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「なぜそれを？ここは外界との接触を拒んでいると聞いていますが

....。<CLEAR>

乱蔵

「それは表向きの顔、裏ではユークリッドやアルヴァニスタの隠密行動役じゃ。<CLEAR>

<CLESS>: 「隠密？<CLEAR>

乱蔵
「スパイみたいなものじゃ。我々は裏の情報探索が主な業なんじゃ。<CLEAR><END>
<TEXT: 69>
<CHESTER>: 「そしてオレたちも探られてる、ってわけか。あんまり気持ちいい感じはしないな。<CLEAR>

<MINT>: 「え......。
<CLESS>: 「<CHESTER>、口がすぎるぞ！<CLEAR><END>
<TEXT: 70>
<KLARTH>: 「いや、私も同感だ。最近ダオスの手先になった忍者がたくさん出没している。

我々の周りでも探られているような感じがしてならなかったんだ。<END>
<TEXT: 71>
すず
「ち、違います！
あの人たちは......！<CLEAR>

乱蔵
「すず、わしが説明しよう。<CLEAR><END>
<TEXT: 72>
すず
「はい......。<END>
<TEXT: 73>
乱蔵

「実はのぅ、折り入っておぬしらに頼みがあるのじゃ。<CLEAR>

<CLESS>: 「頼み？<CLEAR>

乱蔵
「ダオスは、やつはわしらの仲間をさらい、戦闘員として洗脳しているらしいのじゃ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「洗脳......、マインドコントロールか。やつも手段を選ばなくなったか......。<CLEAR>

乱蔵

「おぬしらの周りでの不穏な動きはおそらくそ奴らのことだろう。

そして......、

すずの両親もニ年前に行方不明になってな。<CLEAR>

すず
「<speed:10>......................<speed:FF>。<CLEAR>

乱蔵

「ダオスをこの世から抹殺するという使命もあるが、すずの両親の捜索も手伝ってはくれぬか？<END>
<TEXT: 74>
乱蔵

「どうかすずのためにも......。<END>
<TEXT: 75>
<CLESS>: 「どこまでできるかわかりませんが、やりましょう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「やれやれ、<CLESS>のお人好しにも困ったもんだな....。<CLEAR><END>
<TEXT: 76>
<MINT>: 「何言ってんのよ。そこが<CLESS>のいいところじゃない。<CLEAR><END>
<TEXT: 77>
乱蔵
「名は父が銅蔵、母がおきよ。つい最近の情報では、ユークリッドの周辺でそれらしき人物を

見かけたということじゃ。

よろしくお頼み申します。<CLEAR>

そうじゃ。前金と言ってはなんじゃが....。<END>
<TEXT: 78>
乱蔵
「これは我が家に伝わる秘伝の剣
『ムラマサ』じゃ。<CLEAR>

<CLESS>: 「いいのですか？<CLEAR>

乱蔵
「かまわぬ。使わなければ宝の持ち腐れじゃよ。<CLEAR><END>
<TEXT: 79>
<green text><Item:680C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 80>
おふゆ
「ほぅれ、できたぞ。あっつあつじゃぁ。<CLEAR>

<green text><Item:F30C>を手に入れました。<normal coloured text><END>
- BANK 2C -
<TEXT: 0>
<green text>真夜中です。休みますか？<END>
<TEXT: 1>
<Control:801F>日目<END>
<TEXT: 2>
1日目<END>
<TEXT: 3>
ヴァルハラ平原<END>
<TEXT: 4>
「今は作戦遂行中だ。ヴァルハラ平原から出ない方がいい。<END>
<TEXT: 5>
ライゼン
「もたもたするな！速やかに作戦を遂行せよ！！<END>
<TEXT: 6>
「ここで休みをとれますが、八時間のロスタイムになります。<CLEAR>

<green text>休みますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 7>
「私はアイテムの補給部隊です。どのアイテムを補給しますか？<CLEAR>

 1.<Item:A90C>

 2.<Item:A80C>

 3.<Item:A30C>

 4.<Item:B30C><green text><END>
<TEXT: 8>
<Item:A90C><END>
<TEXT: 9>
<Item:A80C><END>
<TEXT: 10>
<Item:A30C><END>
<TEXT: 11>
<Item:B30C><END>
<TEXT: 12>
<normal coloured text>いつでも補給できますから。<END>
<TEXT: 13>
がいっぱいになりました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 14>
剣士
「心頭滅却すれば寒さも忘れる！<END>
<TEXT: 15>
剣士
「君、剣士か？この奥義書を買わぬか？<CLEAR>

<CLESS>: 「え、奥義書！？<CLEAR>

剣士
「もらい物なのだが、どこぞの流派の技など....。私は私の道を行くのみ！！<CLEAR>

どうだ？50000ガルドでよいが。<CLEAR>

<green text>買いますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 16>
剣の道は厳しい。商人の道もまた厳しい....。<END>
<TEXT: 17>
「金が足りぬぞ！<END>
<TEXT: 18>
<green text><CLESS>は襲爪閃空破を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

「恩にきるぞ。<END>
<TEXT: 19>
ライゼン

「作戦の前に王の言葉をみなに伝える。<CLEAR>

『この作戦に一番活躍したものには十分な褒賞を与える。<CLEAR>

カークウッド部隊長
「褒賞？<CLEAR>

リチャード部隊長
「何が出るかは戦い方しだいっていうわけか。<CLEAR>

ライゼン

「では、作戦を遂行する！諸君の成果に期待する！<END>
<TEXT: 20>
<green text>あなたの任務はヴァルハラ平原を探索し、敵の部隊を討伐することにあります。 敵との遭遇は今までと違い、接触により戦闘に入ります。最終目的は敵部隊のボスを倒すことです。任務は速やかに行いましょう。<normal coloured text><END>
<TEXT: 21>
？？？
『ふははは！よくここまで来ることができたな。ほめてやろう。私がダオス陸軍部隊長イシュラントだ。だが貴様らの進軍もここまで。ここが貴様らの墓場となるのだ！！！<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「よし、これでかなり敵を足止めできるな。<CLEAR>

<KLARTH>: 「戻って報告だ。<END>
<TEXT: 23>
<CLESS>: 「大丈夫か！？<CLEAR>

第一部隊長
「敵は手強い、気をつけろ！！<CLEAR>

？？？
『ふははは！ザコばかりよく来るな。私がダオス陸軍部隊長イシュラントだ。

貴様らも私の攻撃のえじきにしてくれるわ！！<END>
<TEXT: 24>
<CLESS>: 「みなさん、大丈夫ですか？<CLEAR>

第一部隊長
「我々は大丈夫だ。よくやってくれた、礼を言うよ。これで敵の動きに影響が出るはずだ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ミッドガルズに戻ろう。王に報告だ。<END>
<TEXT: 25>
第一部隊長

「遅いぞ！敵のボスは我々が倒した。悪いがお前たちの出る幕はもうない。<CLEAR>

<KLARTH>: 「う~ん。遅かったようだな。<END>
<TEXT: 26>
「こらこら、ここから先はダオスの支配する危険な所だ。入ることは許さん。<END>
<TEXT: 27>
「申し訳ない、<CLESS>殿。ミッドガルズ城に戻って下さい。王がお待ちになっているはずです。<END>
- BANK 2D -
<TEXT: 0>
氷の洞窟<END>
<TEXT: 1>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 2>
<green text><MINT>は<Item:E307>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 3>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 4>
「凍っていて動かせない。<END>
<TEXT: 5>
<green text>レバーがあります。切り替えますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 6>
「あち！<CLEAR>

あっち~。<END>
<TEXT: 7>
「凍り付いていて動かせない。<END>
<TEXT: 8>
「こんな所に穴が開いてる。狭くて入れないな....。中から風が吹いているみたいだ。<END>
<TEXT: 9>
「あれ？レバーが動かないや....。<END>
<TEXT: 10>
<CLESS>: 「あれ？レバーが動かないや....。<END>
<TEXT: 11>
？？？
『我が名はフェンビースト。<CLEAR>

氷の洞窟は不可侵の聖域！

我が御神刀にはフェンリル様の魂が封印されているのだ！渡すわけにはいかぬ！！<END>
<TEXT: 12>
フェンビースト
『ふっ、貴様らのような人間に命を預ける。それもよかろう。<CLEAR>

さあ、受け取るがよい。氷の剣を！<END>
<TEXT: 13>
<green text><Item:440C>を手に入れました。<normal coloured text><CLEAR>

<CLESS>: 「な、何だ？
頭に直接話かけて......。<END>
<TEXT: 14>
フェンビースト
『ふふ、なかなかの力の持ち主だ。そなたならこの技を使いこなせるであろう。さあ、受け取れぃ！<END>
<TEXT: 15>
<CLESS>: 「あ、頭に何かが注ぎこまれているようだ......。<CLEAR><END>
<TEXT: 16>
<green text><CLESS>は次元斬を覚えました。<normal coloured text><END>
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<TEXT: 0>
ドワーフの神殿<END>
<TEXT: 1>
モーリア坑道地下<Control:801F>階<END>
<TEXT: 2>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 3>
<green text><MINT>は<Item:E607>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 4>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 5>
「これは......、呪文書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 6>
<green text><MINT>は<Item:E707>を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 7>
でもぼくが持っていてもしょうがないな。戻しておこう。<END>
<TEXT: 8>
「これは......、奥義書だ！<CLEAR><END>
<TEXT: 9>
<green text><CLESS>は襲爪雷斬破を覚えました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 10>
「引き返そうかなぁ....。
ニ度と戻って来れないような気がする....。<END>
<TEXT: 11>
「切り立った崖の上に家が見えるだろ？あれがドワーフ族の住居跡なんだってさ。<END>
<TEXT: 12>
『全部押して下さい。』

と書かれている。<END>
<TEXT: 13>
『非常口』と書かれている。<END>
<TEXT: 14>
？？？
『おい、お前！<END>
<TEXT: 15>
？？？
『お前の後ろだ。<END>
<TEXT: 16>
<CLESS>: 「な、何だお前は！？<CLEAR>

？？？
『オレはグレムリンレアーって言うんだよ。<CLEAR>

お前たちこそなんだよ。ここは人間の来る所じゃないよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「お前、何者なんだ？<CLEAR>

グレムリンレアー
『オレは 界の住人だ。この瘴気を見ればわかるだろう？<CLEAR>

<CLESS>: (<KLARTH>さん、こいつもしかして....。<CLEAR>

<KLARTH>: (契約を結べば召喚獣として役に立つかもしれないな。<CLEAR><END>
<TEXT: 17>
グレムリンレアー
『何内緒の話なんかしてるんだ？<CLEAR>

<KLARTH>: 「いやいや、何でもない。それよりお前腹減ってないか？<CLEAR>

グレムリンレアー

『腹？何かうまいものでも食わしてくれるのか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「ああ。 力っていうんだけど、お前たちにとっては格別にうまいものなんだよ。
オレたちに力を貸してくれるのならいくらでもやろう。<CLEAR>

グレムリンレアー

『いいよいいよ、何でもやってやるよ！早く食わしてくれ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「まあ慌てるな。まずは契約を結んでからだ。お前の好きな指輪を言ってくれ。<CLEAR>

グレムリンレアー

『契約？何か怪しいな....。

ま、いっか。えっと....。その青いのがいい。<CLEAR>

<KLARTH>: 「サファイヤだな。<END>
<TEXT: 18>
<KLARTH>: 「我、今、 界の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 19>
<green text><KLARTH>はグレムリンレアーを召喚できるようになりました。<normal coloured text><CLEAR><END>
<TEXT: 20>
<CLESS>: 「うまくいきましたね。<CLEAR>

<KLARTH>: 「ウソは、ついてないさ。<END>
<TEXT: 21>
<CLESS>: 「この穴から変な声がしたような....。<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「な、何だ....、この物は！？<CLEAR>

？？？
『ここは 界に通じる場所、お前たち人間の来る所ではない。そうそうに立ち去られよ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「か、顔に似合わず言ってることは重いな....。<CLEAR>

お前はもしかして 界の住人か？<CLEAR>

？？？

『いかにも。私はカメレオンという者だ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「我々の世界は今ダオスという者の脅威にさらされている。ぜひ力を貸して頂けないだろうか？<CLEAR>

カメレオン

『代償さえ頂ければ構わぬが、しかし我ら 界の住人を召喚する呪文は遥か昔に封印されているはず。

このままでは....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「契約の指輪がある。これを使って新たな契約を結べばいにしえの封印は解けるはずだ。<CLEAR>

カメレオン

『よかろう。ではエメラルドの指輪を。<END>
<TEXT: 23>
<KLARTH>: 「我、今、 界の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 24>
<green text><KLARTH>はカメレオンを召喚できるようになりました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 25>
<CLESS>: 「ホ、ホーリィボトルが壊れてしまった....。どうなってるんだ？<END>
<TEXT: 26>
？？？
『我が名はワイヴァーン、ここを守護する者なり。<CLEAR>

この先はドワーフの聖域、何人たりとも通すわけにはいかぬ！！<END>
<TEXT: 27>
ワイヴァーン
『お、おのれ......。愚かなりし人族共に倒されるとは....。<END>
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<TEXT: 0>
12星座の塔 <Control:801F>階<END>
<TEXT: 1>
<MINT>: 「『人にあらざる者が歌う、<END>
<TEXT: 2>
暗き<END>
<TEXT: 3>
楽しげな<END>
<TEXT: 4>
静かな<END>
<TEXT: 5>
勇ましい<END>
<TEXT: 6>
歌を望む』って書いてあるよ。<END>
<TEXT: 7>
<MINT>: 「この扉のレリーフって、星座になってない？<END>
<TEXT: 8>
「何かの力で封印されているようだ。<END>
<TEXT: 9>
<green text>スイッチがあります。押しますか？<normal coloured text><END>
<TEXT: 10>
「何も起こらない。<END>
<TEXT: 11>
<CLESS>: 「あれは......。もしかして精霊？<CLEAR><END>
<TEXT: 12>
？？？
『私は精霊ルナ。アルテミスが御迷惑をおかけしたようで....。<CLEAR>

<CLESS>: 「いえ、いいですよ。それよりアルヴァニスタ王国のエンブレムを返して欲しいのですが。<CLEAR>

ルナ

『そうでしたね。<END>
<TEXT: 13>
<green text>アルヴァニスタ王国のエンブレムを取り戻しました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 14>
<CLESS>: 「ありがとう。<CLEAR><END>
<TEXT: 15>
？？？
『私は精霊ルナ。何か用ですか？<CLEAR><END>
<TEXT: 16>
<KLARTH>: 「ダオスを倒すために、あなたの力が必要なんだ。召喚の契約を結んで欲しい。<CLEAR>

ルナ
『..........。<CLEAR>

<KLARTH>: 「力を示すのなら、望むところだ！<CLEAR>

ルナ

『私は戦いは望みません。例え 物相手であっても。しかし今のこの世界、戦いなくしてはきられない

この世界では仕方がないことなのでしょう。あなたたちの力となりましょう。<CLEAR>

<KLARTH>: 「本当か！？<CLEAR>

<CLESS>: 「ありがとう、ルナ。<CLEAR>

<KLARTH>: 「では契約をしよう。<CLESS>たちはさがって。<CLEAR>

ルナ
『アルテミス、聞いていますね。私は行きます。一人ぼっちでつらいでしょうが、がんばって....。

ムーンストーンの指輪を前に。<END>
<TEXT: 17>
<KLARTH>: 「我、今、月の精に願い奉る。指輪の盟約のもと、我に精霊を従わせたまえ。

我が名は<KLARTH>......。<END>
<TEXT: 18>
<green text><KLARTH>は<Item:0B08>を召喚できるようになりました。<normal coloured text><END>
<TEXT: 19>
？？？
『何だー、おまいらはー！こっから先はルナお姉ちゃんの部屋なんだぞ！勝手に入るなー！<END>
<TEXT: 20>
アルテミス
『何だ。またおまいらか。<CLEAR>

<KLARTH>: 「そこを通してくれないかなぁ。オレたちはルナに大事な用があるんだ。<CLEAR><END>
<TEXT: 21>
<CLESS>: 「な、何だ？<CLEAR>

？？？
『あ、おまいらか。<CLEAR>

<MINT>: 「あー！！こいつミッドガルズの虫だ！<CLEAR>

？？？

『虫じゃないもん！！<END>
<TEXT: 22>
<CLESS>: 「な、何だ？<CLEAR>

？？？
『<END>
<TEXT: 23>
ぼくはルナお姉ちゃんのおつきの妖精、アルテミスだい！<CLEAR>

<KLARTH>: 「よ、妖精だって！？<CLEAR>

<MINT>: 「妖精って、あの伝説の妖精ですか？<CLEAR>

<KLARTH>: 「そうだ。超古代文明末期の戦争で死滅したと言われている超命体だ。
まさかまだき残っていたとは
......。<CLEAR>

アルテミス

『へーんだ！そんなに簡単には死なないもんねー！とにかくこっから先は通せんぼだ！<CLEAR>

<KLARTH>: 「ど、どうすればそこを通してくれるんだ？<CLEAR><END>
<TEXT: 24>
アルテミス

『そうだなぁ....。それじゃぁそのピンクの髪の女の子が誰かとキスをしたら通してやるよ。

ぼくでもいいけどね。<CLEAR>

<MINT>: 「え、あ......。<END>
<TEXT: 25>
<CLESS>: 「<MINT>？ちょ、ちょっと待てよ！<CLEAR>

<MINT>: 「ルナに会うためだから....。ね'heart'<END>
<TEXT: 26>
<MINT>: 「だめーーー！！<END>
<TEXT: 27>
？？？
『アルテミス、いたずらはおよしなさい。<CLEAR>

アルテミス

『は、は~い。<CLEAR>

<KLARTH>: 「だ、誰なんだ？<CLEAR>

？？？
『アルテミス、あれを彼らに差し上げなさい。<CLEAR><END>
<TEXT: 28>
アルテミス
『はい。お姉ちゃん 法使いだよね。これ、あげるよ。<CLEAR>

<MINT>: 「これって、呪文書！<CLEAR><END>
<TEXT: 29>
<green text><MINT>は<Item:DD07>を覚えました。<normal coloured text><CLEAR>

アルテミス
『この上にルナお姉ちゃんがいるよ。<CLEAR>

ごめんね。ばいばい。<END>
<TEXT: 30>
<MINT>: 「あの子、さみしい目をしていたね....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「もしかしてあの妖精が最後の

一人......。<END>
<TEXT: 31>
アルテミス
『ぼくは元気な女の子がタイプなんだ。連れてきたら通してやってもいいよ。それじゃぁね。<END>
<TEXT: 32>
<KLARTH>: 「な、何だあのガキは！<END>
<TEXT: 33>
アルテミス
(ルナお姉ちゃん......。<END>
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<TEXT: 0>
モーリア坑道地下<Control:801F>階<END>
<TEXT: 1>
<MINT>: 「宝がいっぱい、すっごいじゃん！<END>
<TEXT: 2>
<CLESS>: 「あった！<CLEAR><END>
<TEXT: 3>
<KLARTH>: 「ホントか？！<END>
<TEXT: 4>
<KLARTH>: 「......これはタダの指輪だ。<CLEAR><END>
<TEXT: 5>
<MINT>: 「指輪めっけ！<CLEAR><END>
<TEXT: 6>
<MINT>: 「こっちにもありました。<END>
<TEXT: 7>
<CLESS>: 「でもこれ....。<CLEAR>

<KLARTH>: 「壊れかけてる......。他のは？<CLEAR>

<MINT>: 「他のは指輪じゃないようです
......。<CLEAR>

<MINT>: 「どうすんの？<CLEAR>

<KLARTH>: 「私の力では......。
アルヴァニスタに戻ったほうがいいかもしれんな。<END>
- BANK 31 -
<TEXT: 0>
「知っての通り、ダオスの居城は我が国の北東に位置する島にある。<END>
<TEXT: 1>
島と大陸をつなぐものはわずかに橋が一つ。<CLEAR>

ここが戦略上での重要拠点となるのは明白である。<CLEAR>

作戦の第一段階は、この地点に布陣することになる。<END>
<TEXT: 2>
だが、主力部隊が最短ルートでここまで来るには五日はかかるだろう。<END>
